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2013 年度 

第 1 回佛教大学 FD 研究会 

「～2012 年度授業アンケート結果をふまえて～」 

 

 
開 催 日：2013 年 6 月 6 日（木）16：10～ 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 1-309 教室 

発 表 者：岡﨑 祐司（教育推進機構長） 

近藤 敏夫（社会学部教育推進担当主任） 

参加者数：２７名 
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日 時 平成25年6月6日(木)

場 所

平成25年6月6日(木)
16：10～17：40
紫野キャンパス 1-309教室(1号館3階)

二条キ パ 教室( 号館 階)

平成24年度の授業ア ケ ト結果を通

対象者

※当日はテレビ会議システムを使用します。

本学教職員

二条キャンパス N1-741教室(1号館7階)

平成24年度の授業アンケート結果を通
して、今後の授業アンケートの効果的な
活用法やあり方を検討する機会としたく
開催します。

開催目的

開催します。

岡﨑 祐司 教育推進機構長

近藤 敏夫 社会学部教育推進担当主任
報告者

主催：教育推進部 教育推進課
(1号館2階 内線：2331・2335)
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2013 年度 第 1 回 FD 研究会 
 

１．開催概要 

開 催 日：2013 年 6 月 6 日（木）16：10～ 

テ ー マ：「～平成 24 年度授業アンケート結果をふまえて～」 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 1-309 教室 

発 表 者：岡﨑 祐司（社会福祉学部教授・教育推進機構長） 

近藤 敏夫（社会学部教授・社会学部教育推進担当主任） 

司会進行：徳森 京子（教育推進部長） 

参加者数：27 名 

 

２．発表①＜岡﨑 祐司（教育推進機構長）＞ 

（１）はじめに 

今回の発表では、授業アンケートから見た学生の履修姿勢や授業運営への感想、更に

は、学びの成長感を総合的な分析から見える傾向をご報告するとともに、先生方から

よくきかれる「授業アンケート結果をいかに授業改善に結びつけるか」という問いへ

のひとつの答えとして、岡﨑先生ご自身の取り組みを紹介していただいた。 

 

（２）授業アンケート結果について 

本学の授業アンケートは、一部の科目を除き、10 名程度の小規模クラスから、300

名近い大規模クラスのものまで様々な規模の講義を対象としている。その結果は、教

員個人にフィードバックされるだけでなく、毎年「授業アンケート結果報告集」にと

りまとめ全学にフィードバックされている。 

「授業アンケート結果報告集」は、全体集計、学科別集計、開講科目種別集計（共通

科目・外国語科目・専門基礎科目）、クラス規模別集計、回生別集計での分析に留まっ

ており、まだまだ詳細なクロス集計等まで至っておらず、より詳細な分析設計が今後

の課題と言える。 

授業アンケートの目的は、単なる学生の授業満足度調査とならないよう、学生の自己

点検を促す「学生の授業に対する姿勢」や「教員の授業運営に関すること」、「授業か

ら得たもの」の 3つのカテゴリに分けられている。 

さて、その 2012 年度授業アンケート結果を基にその傾向を見てみると全体集計にお

ける「シラバスを読んで受講に備えた」については、肯定的意見が 50％となっており、

多くの学生がシラバスを読んでいることがうかがえる。 

また「これまでの授業の出席率がよい」の設問については、肯定的意見が 80％を超

えているが、このアンケート自体がテスト直前に実施していることもあり、出席率が
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一時的に上昇していることも考えられるので、この結果については更に詳細な調査が

必要である。 

次に学科別集計における「1回の授業につき予習・復習をした」の設問の「大いにそ

う思う」「そう思う」の回答率を見てみると、全体集計の平均値である 37.6％を超えて

いるのは、仏教学科、中国学科、英米学科、歴史学科、公共政策学科、理学療法学科、

作業療法学科、看護学科となっている。 

その肯定的意見の回答率が平均を上回っている学科を更に詳細に見ていくと、例えば

学科別にみると、看護学科では予習・復習について「あまりそう思わない」と回答し

ている層が秋学期には半減していることが見て取れる。 

また、「1 回の授業につき予習・復習をした」の設問について開講科目種別集計で見

てみると、外国語科目が突出して高いことが伺える、他方で同じ設問をクラス規模別

集計で見てみると 50 人未満のクラス規模の場合が非常に高い割合となっている。 

このように、授業アンケートの結果を例えば学科別やクラス規模で見ていくことで、

単なる全体集計からは見えてこなかった傾向が掴むことができる。 

今後は、更に詳細な分析を重ね、その結果を本学の FD に繋げていくことが重要だと

思われる。 

 

（３）授業アンケート結果の活用方法 

本学の授業アンケートは、前述のようにその結果冊子に取りまとめ全学に配布する一

方で、各担当者にも科目毎に「授業アンケート集計結果表（シート）」を作成しフィー

ドバックをおこなっている。 

その「授業アンケート集計結果表（シート）」は、各設問の数値的集計と自由記述欄

に記入されたコメントをまとめたもので、教員自身が学生の学修状況や成長感、また

は授業運営への感想を確認し、授業改善につなげてもらうツールである。 

しかしながら、学内からは「授業アンケート集計結果表」が授業改善に役立っていな

いとの声も聞かれる事から、今回、岡﨑機構長が「授業アンケート集計結果表」を使

った授業改善の取り組みについて報告いただいた。 

岡﨑教育推進機構長が担当している「社会福祉原論１」「社会福祉原論２」は学部の

必修科目であり「社会福祉原論１」は 1 回生の秋学期（第 2 セメスター）に開講して

いる。そして「社会福祉原論２」は、ほぼ同じ学生が 2 回生の春学期（第 3 セメスタ

ー）で受講する科目となっている。 

その同じ学生が連続して受講する特徴を活かし、1 回生の秋学期（第 2 セメスター）

に実施した授業アンケート結果を 2 回生の春学期（第 3 セメスター）に開講する「社

会福祉原論２」の授業内で公開し学生から意見や感想を集める取り組みをしている。 

その学生とのやり取りの中で、学生から出された意見は以下の通りである。 
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①「シラバスを読んで受講に備えた」に対する学生からの意見 

今回の授業アンケート結果を見てみると、「どちらともいえない」が 40％、「あま

りそう思わない」「全くそう思わない」を含めると 50％を超える学生が読んでいない

事になる。 

この結果について学生からの意見は、シラバスは科目選択のツールという意識が

高く、この「社会福祉原論」については必須科目なのでシラバスを読む必要がない

と考えている学生が多くいることがうかがえた。また、授業の予習復習に使うよう

なことは殆どないとの意見も多数聞かれた。 

学生からのこのような意見を踏まえ、岡﨑教育推進機構長は授業初回にシラバス

を配付し 15 週の流れを把握させ、予習復習を意識させるような取り組みをしている

ことが報告された。 

 

②「１回の授業につき予習・復習をした」に対する学生からの意見 

この設問に関しては、「 “復習”というのが具体的にどのような行動なのかわか

らない」との意見が多く聞かれた。また、復習の必要性についても疑問視している

声も多く聞かれ、復習自体についての意識が希薄であることがうかがえた。 

他方、岡﨑教育推進機構長は学生の意識が希薄なことの要因として、教員自身が

良質な復習課題を課すことができないスキルの低さを挙げ、本学の FD が抱える課題

のひとつと指摘した。 

 

③「熱心に授業に取り組んだ」に対する学生からの意見 

この設問に対する学生からの意見をアンケート結果の数値で見てみると「そう思

う」「大いにそう思う」の肯定的意見が 70％を超える結果となっているが、その判断

基準を学生に聞いてみると、予習復習を含めこの科目全体について熱心に学んだと

いう基準では無く、授業の 90 分間頑張って熱心に取り組んだか、という設問と捉え

判断しているようである。 

この設問については、出題者である大学と回答者である学生の設問の理解にズレ

があることから、次回、設問のあり方について検討を行ないたい。 

 

④「わかりやすい授業であった」に対する学生からの意見 

学生から見たわかりやすい授業であるか否かの判断には 2 つの判断基準があり、

ひとつは「話法」、もうひとつは「1 回 1 回の授業の狙い（目標）が明確かどうか」

との意見が多く、この二つが充実させることが「わかりやすい授業」へ大きく関係

していることが判った。 

FD の視点からすると、授業冒頭に毎回の目標や狙いを話すなどといった、ちょっ

とした工夫が学生の理解度を高めることに繋がると考えられる。 
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⑤「授業はシラバス通りに進行していた」に対する学生からの意見 

前述の通り、この講義は必須科目であることから、シラバスに目を通さず受講し

ている学生が多数いる。そのような学生は、シラバスを理解していないことからシ

ラバス通りに進行していたか否かのこの設問には的確に回答できない事が予想され

る。 

この設問についても、教員が積極的にシラバスの理解、熟読を促すこととあわせ

て、この設問のありかたについても検討が必要である。 

 

⑥「教員の熱意が伝わってきた」に対する学生からの意見 

教員は熱意があればある程、学生は好印象を持つと思いがちだが、実際に学生の

声に耳を傾けると、90 分間の熱弁は必要なく、適度に熱意を見せることが重要との

回答が多かった。 

 

⑦「板書（OHP、パワーポイント含む）は見やすかった」に対する学生からの意見 

この設問に関して学生からの意見は、単純に文字の上手下手、そして文字のサイ

ズが判断基準としているとのことであった。 

岡﨑教育推進機構長が実践されている、黒板を三分割して 1 つ目のエリアは学生

に板書して欲しい項目、2つ目はあまり重要ではないが書き写しておくことが望まし

い項目、3つ目は乱雑でもいいので講義のキーワードを書く項目、とすることも改善

方法のひとつであろう。 

また、配付資料については、他の先生のものを参考にするのも効果的だと考える。 

 

⑧「学習形態（ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習・発表、ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸ等）に工夫がみられた」に対する学生

からの意見 

今回、岡﨑教育推進機構長が例に挙げた「必修」「社会福祉原論」という位置づけ

の場合、授業形態の工夫は難しいのではないかという意見が多く見受けられた。 

 

⑨「教員や学生同士のコミュニケーションに工夫がみられた」に対する学生からの意

見 

コミュニケーションについては様々な形があるが、岡﨑教育推進機構長が取り組

んでいるコメントペーパーを題材に授業内でディスカッションやワークをおこなう

ことは、学生にとっても有意義に感じている意見が多かった。 

 

⑩「自分で調べ、考える姿勢がもてた」に対する学生からの意見 

2 割近い学生が否定的意見である現状は、恐らく「発問のしかた」や「課題の出し

方」といった教員のスキルの問題だと考える。 
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主体的にいかに学ばせる仕掛けを作るテクニックが今後の FDの大きな課題となる

のではないか。 

 

３．発表②＜近藤 敏夫（社会学部教育推進担当主任）＞ 

（１）はじめに 

岡﨑教育推進機構長の発表の後、近藤先生（社会学部教育推進担当主任）には、デー

タの読み方や活用法について講演をいただいた。 

 

（２）授業アンケートについて 

本学では、十数年前から授業アンケートが始まり、さまざまな検討を重ねながら現在

の形式に至っている。現行のアンケートは「学生の学修態度」「授業運営」「学生の学

修成果」を問う内容となっている。 

授業アンケートの結果は、各教員にフィードバックされるが岡﨑教育推進機構長のよ

うに効果的な授業改善に活用されていることは稀で、多くの場合は昨年度のスコアと

の経年比較に留まっている。 

このデータを活用するには大きく分けて 3つの視点から見ていく必要があり、まずは

「大学・学部・学科として活用できる集計・分析」という視点。そして次は「教員に

返却する集計・分析」。そして最後は「学生に返却する集計・分析」である。 

「大学・学部・学科として活用できる集計・分析」は、学部学科で開講している科目

を対象に大きな単位での分析が必要になる。授業の方法、規模、カリキュラム上の系

列等をすべて包括した大規模な分析では、特徴的な結果はまず見込めない事から、講

義や演習と言った授業方法、開講学科、受講者の学年、カリキュラム上の位置づけ等、

細分化した分類からのクロス集計が必要となるだろう。 

「教員に返却する集計・分析」については、同じ講義のアンケート結果を経年で比較

しながら数値の推移等から分析するのが一般的だと思われる。 

この場合、岡﨑教育推進機構長のように、その数値の本来的意味を学生と共に分析す

れば、その数値の増減が示す意味を理解し授業改善に活用することが可能だが、単な

る経年比較であればその理解にも限界があると思われる。 

最後に「学生に返却する集計・分析」については、全国的にその結果を公開する取り

組みが拡がってきているところであるが、学生の学修姿勢の変化までには至っていな

い。ただ、岡﨑教育推進機構長のような取り組みの中で、学生に対して教員の熱意や

授業の狙い、学修目標を明確にしていくことは十分に成果が期待できるであろう。 

いずれにせよ、データを詳細に分析するには専門的なスキルを備えた人材と膨大な時

間が必要となることは間違いなく、現状から考えるといかに業者とタイアップして分

析していくかを考えた方が効率的だと考える。 

次に、アンケートデータの分析方法について、どのような分析方法が効果的なのかを、
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配付資料の「2012 年度 通学課程授業アンケート結果報告書」（以下、報告書）を使い

ながら紹介したいと思う。 

例えば「学部学科で教育環境の改善」に向けた分析を行うこととする。 

その場合、まず大切なことは、それが導き出されるデータを見つけ、様々な視点から

総合的に分析することである。 

まず、第一段階として、教室の環境と学生の学修態度にどのような相関があるのかを

分析する。 

アンケート項目の第一群にある「シラバスを読んで受講に備えた」「これまでの授業

の出席率は良い」「授業を妨げる行為（私語・携帯の使用・遅刻・途中退出等）をしな

かった」「1回の授業につき予習・復習をした」「熱心に取り組んだ」の結果を、クラス

規模別にクロス集計をおこなうのである。 

クラス規模は 30 人未満、30 人以上 50 人未満、50 人以上 100 人未満、100 人以上

150 人未満、150 人以上と 5 段階でおこなっており、その分析結果が 52 頁からの結果

となる。 

まずこの分析では、クラス規模と学生の学修態度はあまり相関せず、影響が無いこと

が理解できる。 

次に第二段階として、アンケートの第二群にある「わかりやすい授業であった」「授

業はシラバス通りに進行していた」「教員の熱意が伝わった」「聴きやすい話し方だっ

た」「板書（OHP、パワーポイント含む）は見やすかった」「印刷教材（レジュメ・補助

教材等）、視聴覚教材が効果的だった」「学習形態（グループ学習・発表、フィールド

ワーク等）に工夫が見られた」「教員や学生同士のコミュニケーションに工夫が見られ

た」「授業は十分な静粛性が保たれていた」「授業時間が守られていた」「授業に関する

受講生の意見への対応が十分になされていた」の 11 項目とクラス規模をクロス集計し

たものが報告書の 54 頁からと 112 頁からのデータになります。 

授業運営については、クラス規模が大きく相関していることが見て取れます。総じて

小規模クラスの方が授業運営をしやすいことが見て取れます。 

この分析では、学生の学修態度はクラス規模に関係しないが、授業運営の視点からす

れば小規模の方がより良い授業を提供できるといった結論が導き出せる。 

 

では二つ目に、「学生の受講態度と学修成長の関係」を調べたいという場合であれば、

参考にする資料は 137 頁と 161 頁からのデータとなる。 

161 頁からのデータの見方は、まず 2012 年度の秋学期授業アンケートでの第三群に

ある以下 4 つの設問、（１）授業で扱った分野に関する専門知識・技能が身についた、

（２）自分にとって有益な考え方・発想が身についた、（３）自分で調べ、考える姿勢

がもてた、（４）総合的にみてこの授業に満足をえた、と第一群にある（１）シラバス

を読んで受講に備えた、（２）これまでの授業の出席率は良い、（３）授業を妨げる行
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為（私語・携帯の使用・遅刻・途中退出等）をしなかった、（４）1 回の授業につき予

習・復習をした、（５）熱心に授業に取り組んだ、の 5 つの設問を重回帰分析しその相

関を見たものである。 

一般的に、授業に熱心に取り組んだ係数が上昇すれば、授業から得たものについても

肯定的回答率が高くなることが仮説として挙げられるが、予習復習について見てみる

と、「授業で扱った分野に関する専門的知識・技能が身についた」「自分にとって有益

な考え方・発想が身についた」「総合的にみて授業に満足を得た」への相関は低くなっ

ている。 

「自分で調べ考える姿勢を持てた」ということに関しては予習復習の中で、自分で調

べることが多く、その作業の中で「自分で調べ考える姿勢」が素養されたのではない

かと考えられる。 

また、予習復習の取り組みと授業満足度を見てみると、その相関が低くなっている。

つまり、授業満足度について 90 分間の授業時間内のみで判断しているという事が言え

る。 

しかし次に、159 頁の設問１－（４）「１回の授業につき予習・復習をした」の設問

と、（１）わかりやすい授業であった、（２）授業はシラバス通りに進行していた、（３）

教員の熱意が伝わってきた、（４）聴きやすい話し方だった、（５）板書（ＯＨＰ、パ

ワーポイント含む）は見やすかった、（６）印刷教材（レジュメ・補助教材等）視聴覚

教材等が効果的だった、（７）学習形態（グループ学習・発表・フィールドワーク等）

に工夫が見られた、（８）教員や学生同士のコミュニケーションに工夫が見られた、（９）

授業は十分な静粛性が保たれていた、（１０）授業時間が守られていた、（１１）授業

に関する受講生の意見への対応が十分になされていた、の設問 2 群の相関を見てみる。 

すると、多くの項目において、学生の予習復習の取り組みと、授業運営の評価が相関

しており、予習復習をしっかりさせる授業は学生の満足度も高いということが言える。 

岡﨑推進機構長の先ほどの話でも有ったが、予習復習を上手く取り組ませ講義と講義

の教育的接続を担保する事が、学生の満足度を高めると言えるだろう。 

更に 159 頁の下表で、その相関係数が高いものから順に追ってみると、（７）学習形

態（グループ学習・発表・フィールドワーク等）に工夫が見られた、（２）授業はシラ

バス通りに進行していた、（８）教員や学生同士のコミュニケーションに工夫が見られ

た、（９）授業は十分な静粛性が保たれていた、（１）わかりやすい授業であった、１

１）授業に関する受講生の意見への対応が十分になされていた、となる。 

つまり、学習形態やシラバス、コミュニケーションの組み立て方が予習復習という行

動に大きく影響をしていることは見て取れる。 

これだけのデータでも、丁寧に分析することで新たな FD の課題が見えてくるのであ

る。 
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２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（
そ
の
２
）

そ
の
２
）

そ
の
２
）

そ
の
２
）

２
－
（
２
）

２
－
（
２
）

２
－
（
２
）

２
－
（
２
）
熱
意

熱
意
熱
意

熱
意

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（
そ
の
３
）

そ
の
３
）

そ
の
３
）

そ
の
３
）

２
－
（
５
）

２
－
（
５
）

２
－
（
５
）

２
－
（
５
）
板
書

板
書
板
書

板
書

学
生
→
字
が
下
手
。
後
方
か
ら
は
、
見
え
に
く
い
。

（
前
に
来
い
よ
！
）

黒
板
を
三
面
に
割
る
方
法
は
よ
い
と
思
う
。

２
－
（
６
）

２
－
（
６
）

２
－
（
６
）

２
－
（
６
）
印
刷
教
材

印
刷
教
材

印
刷
教
材

印
刷
教
材

自
分
の
ス
タ
イ
ル
か
ら
は
、
抜
け
出
ら
れ
な
い
。

学
生
が
良
い
と
思
う
印
刷
教
材
を
み
せ
て
も
ら
う
。
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２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（
そ
の
４
）

そ
の
４
）

そ
の
４
）

そ
の
４
）

２
－
（
７
）

２
－
（
７
）

２
－
（
７
）

２
－
（
７
）
学
習
形
態

学
習
形
態

学
習
形
態

学
習
形
態

２
－
（
８

２
－
（
８

２
－
（
８

２
－
（
８
） ）））
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
生
→
学
生
に
質
問
し
、
意
見
を
求
め
る
の
は
良
い
。

学
生
の
コ
メ
ン
ト
教
材
に
使
う
方
法
も
よ
い
。

研
究
室
、
不
在
が
多
い
（
汗
）
。

先
生
と
話
せ
る
時
間
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

他
の
受
講
生
が
何
を
考
え
て
い
る
の
か
、
学
生
の
刺
激
に
な
る
。

学
生
の
コ
メ
ン
ト
材
料
に
理
論
に
引
き
付
け
る
努
力
。

３
－
（
１
）

３
－
（
１
）

３
－
（
１
）

３
－
（
１
）
専
門
知
識
・
技
能

専
門
知
識
・
技
能

専
門
知
識
・
技
能

専
門
知
識
・
技
能

３
－
（
２

３
－
（
２

３
－
（
２

３
－
（
２
） ）））
有
益
な
考
え
方
・
発
想

有
益
な
考
え
方
・
発
想

有
益
な
考
え
方
・
発
想

有
益
な
考
え
方
・
発
想

こ
の
数
値
で
よ
い
の
か
？

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
「
そ
う
思
わ
な
い
」
1
2
％

FA
「
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
、
表
現
が
ち
ぐ
は
ぐ
」

授
業
と
教
科
書
と
の
連
動
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

教
科
書
開
発
を
急
ぎ
た
い
が
…

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（

２
．
授
業
運
営
（
そ
の
４
）

そ
の
４
）

そ
の
４
）

そ
の
４
）

２
－
（
７
）

２
－
（
７
）

２
－
（
７
）

２
－
（
７
）
学
習
形
態

学
習
形
態

学
習
形
態

学
習
形
態

２
－
（
８

２
－
（
８

２
－
（
８

２
－
（
８
） ）））
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

３
－
（
１
）

３
－
（
１
）

３
－
（
１
）

３
－
（
１
）
専
門
知
識
・
技
能

専
門
知
識
・
技
能

専
門
知
識
・
技
能

専
門
知
識
・
技
能

３
－
（
２

３
－
（
２

３
－
（
２

３
－
（
２
） ）））
有
益
な
考
え
方
・
発
想

有
益
な
考
え
方
・
発
想

有
益
な
考
え
方
・
発
想

有
益
な
考
え
方
・
発
想

こ
の
数
値
で
よ
い
の
か
？

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
「
そ
う
思
わ
な
い
」
1
2
％

FA
「
内
容
の
バ
ラ
ン
ス
、
表
現
が
ち
ぐ
は
ぐ
」

授
業
と
教
科
書
と
の
連
動
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

教
科
書
開
発
を
急
ぎ
た
い
が
…

３
．
学
生
が
授
業
か
ら
得
た
も
の
（
そ
の
２
）

３
．
学
生
が
授
業
か
ら
得
た
も
の
（
そ
の
２
）

３
．
学
生
が
授
業
か
ら
得
た
も
の
（
そ
の
２
）

３
．
学
生
が
授
業
か
ら
得
た
も
の
（
そ
の
２
）

３
－
（
３
）

３
－
（
３
）

３
－
（
３
）

３
－
（
３
）
自
分
で
調
べ
、
考
え
る

自
分
で
調
べ
、
考
え
る

自
分
で
調
べ
、
考
え
る

自
分
で
調
べ
、
考
え
る

学
生
→
授
業
中
に
は
考
え
る
。

授
業
以
外
の
時
間
で
、
何
か
を
調
べ
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
い
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は
な
い
。

主
体
的
な
学
習
に
、
ど
う
誘
う
か
、
そ
の
有
効
な
方

法
は
模
索
中
！

「
課
題
」
の
出
し
方
が
、
下
手
…

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

結
果
結
果

結
果
を
公
表
す
る
と

を
公
表
す
る
と

を
公
表
す
る
と

を
公
表
す
る
と
…

１
．
学
生
の
授
業
へ
の
「
関
心
」
が
高
ま
る
。
担
当
者
の

姿
勢
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。

２
．
数
値
の
背
景
や
改
善
点
、
課
題
が
確
認
で
き
る
。

３
．
学
生
が
「
よ
い
」
と
感
じ
て
い
る
授
業
方
法
、
教
材
、

教
員
の
姿
勢
が
わ
か
る
。

「
よ
い
授
業
」
の
情
報
が
わ
か
る
。

☆
「
よ
い
授
業
」
→
教
員
の
「
熱
意
」
、
「
話
し
方
」
な
ど
共
通

項
も
あ
る
が
、
授
業
規
模
、
性
格
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。

３
．
学
生
が
授
業
か
ら
得
た
も
の
（
そ
の
２
）

３
．
学
生
が
授
業
か
ら
得
た
も
の
（
そ
の
２
）

３
．
学
生
が
授
業
か
ら
得
た
も
の
（
そ
の
２
）

３
．
学
生
が
授
業
か
ら
得
た
も
の
（
そ
の
２
）

３
－
（
３
）

３
－
（
３
）

３
－
（
３
）

３
－
（
３
）
自
分
で
調
べ
、
考
え
る

自
分
で
調
べ
、
考
え
る

自
分
で
調
べ
、
考
え
る

自
分
で
調
べ
、
考
え
る

学
生
→
授
業
中
に
は
考
え
る
。

授
業
以
外
の
時
間
で
、
何
か
を
調
べ
る
こ
と
は

あ
ま
り
な
い
。

そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
は
な
い
。

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

結
果
結
果

結
果
を
公
表
す
る
と

を
公
表
す
る
と

を
公
表
す
る
と

を
公
表
す
る
と
…

１
．
学
生
の
授
業
へ
の
「
関
心
」
が
高
ま
る
。
担
当
者
の

姿
勢
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
。

２
．
数
値
の
背
景
や
改
善
点
、
課
題
が
確
認
で
き
る
。

３
．
学
生
が
「
よ
い
」
と
感
じ
て
い
る
授
業
方
法
、
教
材
、

教
員
の
姿
勢
が
わ
か
る
。

「
よ
い
授
業
」
の
情
報
が
わ
か
る
。

☆
「
よ
い
授
業
」
→
教
員
の
「
熱
意
」
、
「
話
し
方
」
な
ど
共
通

項
も
あ
る
が
、
授
業
規
模
、
性
格
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
。
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2012年度秋学期　授業アンケート集計結果表（科目別） 佛教大学
6370

曜日 木 受講者数 105

講時 4 回答者数 78

3 4 32 31 7 77

１.あなた自身の取り組みについて

L00011603

898524

親講座コード

教員コード

№

科目名

教員名

当科目
平均点

全体
平均点

設問文
上段:3.（4）
下段:1.（5）
相関係数

0 244

1．全く
そう

思わない

社会福祉原論１Ａｃ

岡﨑　祐司

2．あまり
そう

思わない

3．どちら
とも

いえない

4．そう
思う

5．大いに
そう思う

【今回】
上段:有効
下段:無効
回答数

上段：回答数　／　下段：回答率
-80% -60% -40% -20% 0% 20% 40% 60% 80%

1 2 4 5

当科目3 4 32 31 7 77

3.9% 5.2% 41.6% 40.3% 9.1% 1

0 1 3 27 46 77

0.0% 1.3% 3.9% 35.1% 59.7% 1

0 0 12 33 32 77

0.0% 0.0% 15.6% 42.9% 41.6% 1

3.45

4.53

4.26

1.(1) シラバスを読んで受講に備えた

これまでの授業の出席率は良い1.(2)

1.(3)
授業を妨げる行為（私語・携帯の使
用・遅刻・途中退出等）をしなかった 4.11

3.50

4.18

0.244

0.511

0.336

0.340

0.436

0.510

全体

当科目

全体

当科目

当科目

全体

当科目

2 7 40 23 5 77

2.6% 9.1% 51.9% 29.9% 6.5% 1

0 0 18 43 16 77

0.0% 0.0% 23.4% 55.8% 20.8% 1

1 0 5 40 31 77

0.271

0.396

0.533

0.498

3.29

3.97

4.30わかりやすい授業であった

２.この授業の運営について

1.(5)

2.(1)

1.(4) 1回の授業につき予習・復習をした

熱心に授業に取り組んだ

3.27

3.86

3.98

全体

全体

当科目

全体

当科目

全体

当科目

1.3% 0.0% 6.5% 51.9% 40.3% 1

0 2 22 36 17 77

0.0% 2.6% 28.6% 46.8% 22.1% 1

0 0 5 33 39 77

0.0% 0.0% 6.5% 42.9% 50.6% 1

0 1 4 35 37 77

0.583

0.652

0.754

0.443

0.720

0.517
4.30

3.88

4.44

わかりやすい授業であった

授業はシラバス通りに進行していた

教員の熱意が伝わってきた

聴きやす 話 方だ た

2.(1)

2.(2)

2.(3)

( )

3.83

4.11

3.98
全体

当科目

全体

当科目

全体

当科目

当科目

0.0% 1.3% 5.2% 45.5% 48.1% 1

0 2 16 37 22 77

0.0% 2.6% 20.8% 48.1% 28.6% 1

0 2 12 35 28 77

0.0% 2.6% 15.6% 45.5% 36.4% 1

0 2 34 27 14 77

0.536

0.528

0.508

0.582

0.412

0 475

4.03

4.16 3.89
印刷教材（レジュメ・補助教材等）、視
聴覚教材等が効果的だった

学習形態（グル プ学習 発表

聴きやすい話し方だった

板書（ＯＨＰ、パワーポイント含む）は
見やすかった

2.(6)

2.(5)

2.(4) 4.034.40

3.81

全体

全体

当科目

全体

当科目

全体

当科目

当科目0 2 34 27 14 77

0.0% 2.6% 44.2% 35.1% 18.2% 1

0 1 24 33 19 77

0.0% 1.3% 31.2% 42.9% 24.7% 1

0 0 12 41 24 77

0.0% 0.0% 15.6% 53.2% 31.2% 1

0.502

0.515

0.374

0.474

0.391

0.475
3.69

3.91

4.16

3.64

3.72

3.88

学習形態（グループ学習・発表、
フィールドワーク等）に工夫がみられ
た

教員や学生同士のコミュニケーション
に工夫がみられた

授業は十分な静粛性が保たれてい
た

2.(7)

2.(8)

2.(9)

全体

全体

当科目

全体

当科目

全体

当科目

当科目0 0 6 41 30 77

0.0% 0.0% 7.8% 53.2% 39.0% 1

0 0 15 40 22 77

0.0% 0.0% 19.5% 51.9% 28.6% 1

0 0 9 44 23 76

0.406

0.499

0.489

0.678

0.473

4.09

4.18

4.31 4.19

3.91

3.99

３.この授業からあなたが得たものについて

3.(1)

授業時間が守られていた

授業に関する受講生の意見への対
応が十分になされていた

授業で扱った分野に関する専門知
識 技能が身についた

2.(10)

2.(11)

全体

全体

当科目

全体

当科目

全体

当科目

0.0% 0.0% 11.8% 57.9% 30.3% 2

0 1 9 38 28 76

0.0% 1.3% 11.8% 50.0% 36.8% 2

0 1 15 40 20 76

0.0% 1.3% 19.7% 52.6% 26.3% 2

0 1 7 37 31 76

0.643

0.584

0.744

0.549

0.648

4 29

4.18

4.22

4.04 3.87

4 00( )

3.99

3.94

自分で調べ、考える姿勢をもてた

総合的にみ 授業に満足をえた

自分にとって有益な考え方・発想が
身についた

3.(2)

3.(3)

3.(1)
識・技能が身についた 全体

当科目

全体

当科目

全体

当科目

当科目

0.0% 1.3% 9.2% 48.7% 40.8% 2 0.533
4.29 4.003.(4) 総合的にみてこの授業に満足をえた

全体

全体

当科目
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2012年度秋学期　授業アンケート集計結果表（科目別） 佛教大学
6370

曜日 木 受講者数 105

時限 4 回答者数 11

（１）この授業を受けて、面白いと感じた点や学びが促進された点、授業を進める中で良かったと感じた点を記入してください。

・ 決まった考えだけや自分で考えて学習するだけでなくクラスの他の人の意見や考えを聞ける時間はとても良くて嬉しかったです。
・ 先生のプレゼン力がとても高かったので、説得力がとてもあった。「ひとりじゃないよ」のプリントは具体的事例をあつかっており、

イメージが具体化された。
・ 話が分かりやすかった。
・ イイね！
・ 福祉を多方面から見て、色々、考える機会が多くあってよかった。
・ 良い授業　イイネ！⑩
・ 教科書に偏った授業ではなく、具体例を使いながらの考え方を育める授業だったのでよかったです。
・ 福祉の仕事をやっていく上で基礎となる考えが身についた。
・ 社会福祉の入口は理解できた
・ 先生の発言はとても説得力ががあり、とても楽しい講義でした。
・ コメントの利用などで講義を進めて下さったので分かりやすかったです。

（２）この授業を受けて、工夫してほしい点、改善してほしい点があれば、具体的に記入してください。

・ 関連するビデオを見たりしたい。
・ 返すといっていたプリント（以前に書いたプリント）がかえってこなかった。フィールドバックをする時間もないと思うので仕方ない

と思うが・・・。
・ 特になし
・ 時間があればでいいのですが、グループワークを希望します。
・ 言いたいことは何となく分かるが、言っている内容のバランスというかつながり、表現なんかがちぐはぐなときがある。
・ 次年度もプリントがあるとありがたいです。また、生徒の意見発表も

親講座コード L00011603 社会福祉原論１Ａｃ

教員コード 898524 岡﨑　祐司

科目名

教員名
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佛教大学
6370

曜日 木 受講者数 105

時限 4 回答者数 6

（２）この授業を受けて、工夫してほしい点、改善してほしい点があれば、具体的に記入してください。

・ 関連するビデオを見たりしたい。
・ 返すといっていたプリント（以前に書いたプリント）がかえってこなかった。フィールドバックをする時間もないと思うので仕方ない

と思うが・・・。
・ 特になし
・ 時間があればでいいのですが、グループワークを希望します。
・ 言いたいことは何となく分かるが、言っている内容のバランスというかつながり、表現なんかがちぐはぐなときがある。
・ 次年度もプリントがあるとありがたいです。また、生徒の意見発表も

親講座コード L00011603 社会福祉原論１Ａｃ

教員コード 898524 岡﨑　祐司

科目名

教員名
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平成 25 年度第 1 回 FD 研究会                        2013/06/06 

 

平成 24 年度授業アンケート結果をふまえて 

          授業アンケート活用の課題 

                          社会学部教育推進担当主任：近藤敏夫 

 

従来 

調査結果に基づいた有意味な分析があまりない。 

また、分析に基づいた提案がなされても実現に向けて対策が取られることが少なかった。 

「教授法開発室だより」や『FD Review』に掲載されるだけに終わる。 

 

現状 

業者に統計数値を集計してもらっているが、意味のある分析がなされない。 

教員による分析もなされなくなった（教授法開発室がなくなる）。 

 

課題 

(a) 大学・学部・学科として活用できる集計・分析 

   教育環境の改善や科目群の特徴を知るための分析（入門ゼミ） 

 

(b) 教員に返却する集計・分析：  

文章でのコメントが必要か？ 数値やグラフの意味をどう理解するか 

 

(c) 学生に返却する集計・分析： 

「基礎学力調査（学生の学習態度に関する調査）」と連動させると有意義か 

 

分析を業者に任せるのが効率的。ただし、指示や連絡が大変、問題あり 

以前のように教員に依頼し、職員がサポートする。業務が多すぎて問題あり 

 

  まず、分析目的を明確に具体化しないと、集計結果の分析ができないままになる。 

 FD の動向に詳しく、分析方法を知っている教職員が担当するのが望ましい。 

 

 

配布資料『2012 年度 通学課程授業アンケート結果報告書』を読むための具体例 

  

（その１）分析目的：クラス規模（受講人数）の影響を調べ、教育環境の改善を図る。 

参考にする資料をさがす。→ 配布資料 pp.52-61, pp.110-119 

- 19 -



2 
 

   データからの予想 

学生の受講態度（あなた自身の取組み）については影響が少ないが 

   教員の授業運営や学生の獲得内容・満足度については 

受講生が増加するにつれ、評価が低くなる傾向がある。 

 

アンケート評価は科目の特性や担当教員の特性にもよるだろうが、 

少人数クラスが望ましいといえるだろう。 

    ↓ 

この予想を仮説として設定し、集計結果の分析および検証をする必要がある。 

（実はここから分析がはじまる） 

仮説が検証されれば、それに基づくクラス定員上限設定変更の提案をする。 

 

 

 

（その２）分析目的：学生の受講態度と学生の獲得内容・満足度との関係 

         参考にする資料をさがす → 配布資料 pp.161-162, pp.180-182 

     データからの予想 

      「熱心に授業に取り組んだ」ことが学習成果をもたらすようだ。 

      「予習・復習」は影響が少ない。 

    

   予習・復習を前提とするような授業をどのように運営すればよいか？ 

     さらに参考になる資料をさがす → 配布資料 pp.159 

     教員の授業運営が学生の予習・復習に影響を与えているようだ。 

     「シラバス通りか」、「学習形態の工夫」、「コミュニケーション」など 

     とくに目立って影響を与えている項目はない。 

 

   仮説の検証はできそうにないが、「シラバス」、「学習形態の工夫」、「コミュニケ 

ーション」の授業運営の改善を図り、経年変化で「予習・復習」との関連を検証 

する。 

 

 

以上、配付資料の報告書からは問題点が見つけ出しにくいため、具体的課題を見つけ

出し、報告書の統計数値に基づいた分析をしていく必要がある。 

 

旧教授法開発室室員の K.K 先生が集計結果の分析と検証にもとづき、具体的な提案を

していたが、提案は実現していない（「教授法開発室たより」vol.6、vol7 参照）。 

 提案が実現するという筋道がないと、教員、学科、学部での対応は進まないだろう。 
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2013 年度 

第２回佛教大学 FD 研究会 

「大学生の学ぶ意欲を引き出す 

ジェネリックスキルの育成と評価」 

 

 
開 催 日：2013 年 11 月 8 日（金）16：10～ 

会  場：佛教大学紫野キャンパス  

常照ホール（成徳常照館 5 階） 

発 表 者：山本 啓一 氏（九州国際大学 法学部教授） 

参加者数：５９名 
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 平成25年度 第2回FD研究会（公開） 

 
 

 11月8日［金］ 

 16：10 ～17：40 

  参加費無料（事前申込制） 定員：100名（先着順） 

   

受付開始 
15：30～ 

      
  佛教大学 紫野キャンパス 
  成徳常照館５階  常照ホール 

  〒603-8301 京都市北区紫野北花ノ坊町96 

※ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。 

ジェネリックスキルとは社会の中で生きて行く
ために必要な知識活用能力や学士力と表現され
るものです。 
今回は「ジェネリックスキルの育成と評価」を
テーマに掲げ、リテラシー育成を主眼に置いた
初年次教育の取り組みについてご講演していた

だきます。 

会場 

 
 

  「大学生の学ぶ意欲を引き出す 
  ジェネリックスキルの育成と評価」 
  ～リテラシー育成を主眼に置いた 
          初年次教育の取り組み～ 
 
 
 

 

  山本 啓一 先生  
  （九州国際大学 法学部教授） 

 

講演 

講師 

 
FD研究会に関するお問い合わせ 

佛教大学 教育推進部 教育推進課 
     TEL     ：075-491-2141（代）  
     E-mail：kyosui@bukkyo-u.ac.jp 

 

 主催 ： 佛教大学 教育推進機構 

大学・短期大学の教職員 
（学内・学外からのご参加をお待ちしております） 
 
 

 
参加ご希望の方は下記E-mailアドレス宛にお名前
（ふりがな）、ご所属、ご連絡先（E-mailアドレス・ 
電話番号）をお送りください。 
 

E-mail：kyosui@bukkyo-u.ac.jp 

 

参加対象 

参加申込方法 

【京都市バス「千本北大路」または「佛教大学前」下車】 

                   ［JR 京都駅から］ タクシーで約20分・市バスで約40分 

                   ［地下鉄 北大路駅から］ 市バスで約10分 

                   ［JR・地下鉄  二条駅から］ 市バスで約15分 

                   ［阪急 大宮駅から］ 市バスで約20分 

                   ［京阪 出町柳駅から］ 市バスで約20分 

アクセス 

やまもと    けいいち 
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2013 年度 第２回 FD 研究会 

 

１．開催概要 

開 催 日：2013 年 11 月 8 日（金）16：10～ 

テ ー マ：「大学生の学ぶ意欲を引き出すジェネリックスキルの育成と評価」 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 常照ホール（成徳常照館 5 階） 

発 表 者：山本 啓一 氏（九州国際大学 法学部教授） 

司会進行：岡﨑 祐司（社会福祉学部教授・教育推進機構長） 

参加者数：59 名 

 

２．発表＜山本 啓一 氏（九州国際大学 法学部教授）＞ 

（１）はじめに 

本学では、平成 28 年開講に向け、大幅なカリキュラム改革を予定しており、その中

の課題の一つに初年次教育が挙げられる。 

今回講師としてお招きした九州国際大学教授、山本啓一先生は、一橋大学大学院／法

学研究科博士後期課程／法学・国際関係専攻で法学博士を取得し 2001 年より九州国際

大学法学部に奉職され 2008 年より法学部の教授に着任された。 

また、2008 年から 2012 年まで法学部長に就任され、法学部を中心に初年次教育改

革やカリキュラム改革に携わられてこられた。 

今回の FD 研究会では、九州国際大学で実践されている初年次教育の先進的な取り組

みをご紹介いただき、本学の新たな参考モデルとしたい。 

 

（２）九州国際大学の取り組みについて 

周知のとおり、19 世紀末から始まった 18 歳人口の減少は、大学入学のユニバーサル

化を加速させ大学進学率をあげる一方で、入学者の学力や学力姿勢を大きく変化させ

た。 

また、社会からも「即戦力」となる人材の育成を期待されている大学にとっては「社

会人基礎力」という言葉が示す通り大学卒業にふさわしい知識技能を備えた社会で活

躍できる人材を育成する事が喫緊の課題であった。もちろん、この大学における人材

育成の課題は日本のみならず全世界的なレベルで議論に拡大することとなり、2003 年

OECD(「Organisation for Economic Co-operation and Development：経済協力開発

機構」の略で、本部はフランスパリに置かれている)が各国の「社会人としての基礎力」

についての概念を整理し 3 つの力を示している。 

まず、一つ目は「知識を使って考え抜く力」、二つ目は「異質な人たちの集団の中で
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解を見つけられる力」、そして最後に「自立的に行動できる力」としている。 

山本啓一先生が所属される九州国際大学は、新日鉄の職工さんたちに夜学を提供する

八幡大学がその前身となっており、平成元年に「九州国際大学」に校名変更をおこな

い現在の名称となっている。 

しかし、前述の 18 歳人口の減少に加えて、校名変更による知名度の低下が追い風と

なり 2001 年から定員割れが始まり、この頃から入学者の多様化への対応が学内で大き

な問題となった。 

そこで、九州国際大学ではこの OECD が言うコンピテンシーを身につけさせるべく

初年次教育改革に踏み切ることとなり、まずは河合塾が提供している PROG テストを

導入し学生の知識活用力や課題解決力を測定する事とした。 

このテストは、コンピテンシーの中でも「情報分析力」、「課題発見力」、「構想力」、

「表現力」などをペーパー試験でその能力について測定するのだが、山本先生はこの

要素は大学での学びに必要な力であり、この要素をひとつのサイクルとして回す力を

つけさせることが今の大学に必要だと強調した。 

しかし、一昔前であれば、卒業論文を書くにせよレポートを作成するにせよ「課題発

見」→「情報収集」→「課題解決への道筋の設定」→「解決策の提案（表現）」のサイ

クルを学生自身がどうにか回して論理的に物事を考察する事ができたが、今は意識的

に教員が教えなくては身につかなくなってきている。 

そこで、初年次の段階からこのサイクルを回す力をつけさせるためのプログラムを構

築する事となった。 

その具体的な取組み事例として、今回は二例ほどご紹介いただいた。 

（１）入門演習  

まず大学教育で必要となるリテラシーをつけさすために、1 回生時に履修する入門

演習においてアメリカのプロジェクトアドベンチャーを参考にしながらゲームやワ

ークを通した授業設計をおこない、仲間づくりを目的とした授業に変更した。 

数年続けたこの取組は、九州の数大学と連携しながら進められたもので受講生や

ファシリテートする上回生からも評判は良かったが、退学率が一向に下がる事は無

く成果に繋がらなかった。 

そこで、このプログラムを抜本的に見直し、まず開講形態を一泊二日のオフキャ

ンパス型に、そして授業内容も、各グループに課題を与え「課題発見」→「情報収

集」→「課題解決への道筋の設定」→「解決策の提案（表現）」のサイクルを二日間

で集中的に取り組むように変更した。 

例えば「少子化問題の原因を探り、解消方法を考える」というテーマを与えた場

合、5 人のメンバーには違う資料を渡し、自らの資料と他者の資料の関連を考えなが

ら「課題発見」→「情報収集」→「課題解決への道筋の設定」→「解決策の提案（表

現）」のサイクルを回すように考察させ、最終的にはプレゼンテーションを行う。 
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この取組では、他者の意見を聴き情報共有すること、情報を関連付けながら課題

を見いだす事、メンバーの知を集結して多様な視点から「解」を行現する事など、

この一泊二日の活動自体が「大学教育で必要となるリテラシー」であり、学生にと

っては今後の学びの手法を知ることになる。 

そして教員は、このサイクルを 15 週の入門演習に落とし込み、授業改善を行なっ

た。 

 

（２）文章表現科目  

紹介した入門演習とは別に、九州国際大学では「文章表現科目」を開設している。

この科目の目的は、単に文章が書けるようになることが目的では無く、「与えられた

資料を分析して、課題を発見・設定し、論理的な文章を構想でき、適切な日本語で

自分の意見を主張できる」といった日本語リテラシーの育成を目的としている。 

基本的な授業の回し方は、前述の入門演習と同様に「課題発見」→「情報収集」

→「課題解決への道筋の設定」→「解決策の提案（表現）」のサイクルを 3 コマで回

し 4 ユニット行うこととした。 

学生にとっては 3 週で 1 つのレポートを作成する事になり、学期では 4～5 個のレ

ポートを、論理的思考の中で適切な日本語を用いながら文章作成を重ねるので相当

のトレーニングとなる。 

しかし近年、文字が書けない、句読点の打ち方がわからない等の基本的知識を備

えていない学生が散見されるが、学士課程教育において学習到達目標は同じ高さに

設定しておくことにその意義があると考える。 

 

このように九州国際大学では、大学教育で必要となるリテラシーをつけさせる取り組

みを初年次において実践している。 

しかし、この力は学士課程教育に一貫して必要な力であり、またその取組みは、初年

次教育という限定的な扱いではなく初年次から四年次まで継続しておこないいかに専

門教育の中で活用して行くかが重要であると山本先生は強調されていた。 
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会
人

基
礎

力
・
学

士
力

の
重

要
な

要
素

の
一

つ
で

あ
る

。

2
大

学
生

の
学

ぶ
意

欲
を

引
き

出
す

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
0
%
台

2
0
%
台

3
0
%
台

4
0
%
台

5
0
%
台

H
3
年

「
大

綱
化

」

3

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

化
の

進
展

と
大

学
の

役
割

変
化

�
冷

戦
後

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

流
れ

の
中

で
、

文
科

省
の

規
制

緩
和

（
大

綱
化

）
に

よ
る

大
学

数
の

増
加

と

日
本

の
経

済
構

造
の

変
化

に
よ

る
高

卒
求

人
数

の
減

少
に

伴
い

、
大

学
進

学
率

が
急

上
昇

。

�
四

半
世

紀
続

い
た

進
学

率
2
0
%
時

代
の

「
大

学
」
の

イ
メ

ー
ジ

か
ら

転
換

が
必

要
。

9
0
年

代
の

偏
差

値
5
0
層

は
現

在
で

は
上

位
2
5
%
。

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

①
学

生
の

多
様

化
（
低

学
力

学
生

の
増

加
）

•
「
漢

字
を

知
ら

な
い

」
「
分

数
の

割
り

算
が

で
き

な
い

」
？

…
大

学
進

学
以

外
の

選
択

肢
が

な
く
、

受
験

勉

強
を

し
て

い
な

い
た

め
、

基
本

的
な

知
識

の
ス

ト
ッ

ク
や

基
礎

的
な

リ
テ

ラ
シ

ー
を

欠
い

た
学

生
が

入
学

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

大
学

教
育

の
結

果
と

し
て

「
自

然
に

」
育

成
さ

れ
る

能
力

（
汎

用
的

技
能

・
つ

ぶ
し

の
効

く
能

力
）
が

４
年

間
で

育
成

さ
れ

な
い

。

•
「
受

験
勉

強
を

し
て

い
な

い
」
→

「
模

試
を

受
け

た
こ

と
が

な
い

」
（
＝

自
分

の
偏

差
値

を
知

ら
な

い
）
…

自

分
が

全
国

ラ
ン

ク
の

中
で

「
で

き
な

い
学

生
」
で

あ
る

こ
と

を
知

ら
な

い
。

②
低

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
学

生
の

増
加

•
「
役

に
立

つ
」
勉

強
で

な
け

れ
ば

や
る

気
が

起
き

な
い

…
教

養
教

育
の

崩
壊

、
資

格
へ

の
幻

想

•
「
自

律
性

の
高

い
強

い
学

生
像

」
に

依
存

し
た

制
度

が
崩

壊
…

自
由

履
修

制
度

の
機

能
不

全

③
「
就

職
氷

河
期

」
の

問
題

•
「
就

職
で

き
な

い
学

生
」
よ

り
も

「
就

職
活

動
を

し
な

い
学

生
」
が

多
数

→
「
非

就
職

者
」
1
5
.
5
%
（
2
0
1
2
年

）

•
成

績
上

位
層

（
高

G
P

A
）
で

も
、

社
会

的
に

評
価

さ
れ

る
能

力
を

持
っ

て
い

る
と

は
限

ら
な

い
。

〜
G

P
A

最

上
位

層
の

就
職

率
や

就
職

の
質

は
他

の
層

よ
り

高
い

か
？

4

現
在

の
学

生
の

特
徴

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

①
学

生
の

多
様

化
（
低

学
力

学
生

の
増

加
）

•
「
漢

字
を

知
ら

な
い

」
「
分

数
の

割
り

算
が

で
き

な
い

」
？

…
大

学
進

学
以

外
の

選
択

肢
が

な
く
、

受
験

勉

強
を

し
て

い
な

い
た

め
、

基
本

的
な

知
識

の
ス

ト
ッ

ク
や

基
礎

的
な

リ
テ

ラ
シ

ー
を

欠
い

た
学

生
が

入
学

し
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

大
学

教
育

の
結

果
と

し
て

「
自

然
に

」
育

成
さ

れ
る

能
力

（
汎

用
的

技
能

・
つ

ぶ
し

の
効

く
能

力
）
が

４
年

間
で

育
成

さ
れ

な
い

。

•
「
受

験
勉

強
を

し
て

い
な

い
」
→

「
模

試
を

受
け

た
こ

と
が

な
い

」
（
＝

自
分

の
偏

差
値

を
知

ら
な

い
）
…

自

分
が

全
国

ラ
ン

ク
の

中
で

「
で

き
な

い
学

生
」
で

あ
る

こ
と

を
知

ら
な

い
。

②
低

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ

ン
学

生
の

増
加

•
「
役

に
立

つ
」
勉

強
で

な
け

れ
ば

や
る

気
が

起
き

な
い

…
教

養
教

育
の

崩
壊

、
資

格
へ

の
幻

想

•
「
自

律
性

の
高

い
強

い
学

生
像

」
に

依
存

し
た

制
度

が
崩

壊
…

自
由

履
修

制
度

の
機

能
不

全

③
「
就

職
氷

河
期

」
の

問
題

•
「
就

職
で

き
な

い
学

生
」
よ

り
も

「
就

職
活

動
を

し
な

い
学

生
」
が

多
数

→
「
非

就
職

者
」
1
5
.
5
%
（
2
0
1
2
年

）

•
成

績
上

位
層

（
高

G
P

A
）
で

も
、

社
会

的
に

評
価

さ
れ

る
能

力
を

持
っ

て
い

る
と

は
限

ら
な

い
。

〜
G

P
A

最

上
位

層
の

就
職

率
や

就
職

の
質

は
他

の
層

よ
り

高
い

か
？

4

現
在

の
学

生
の

特
徴

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価
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社
会

で
必

要
な

力
と

は
〜

＜
新

し
い

能
力

＞
論

•
「
1
9
9
0
年

代
以

降
(
日

本
で

は
特

に
2
0
0
0
年

代
以

降
)
、

さ
ま

ざ
ま

な
形

で
提

唱
さ

れ
る

よ
う

に

な
っ

た
能

力
の

総
称

」
（
松

下
佳

代
）

•
日

本
…

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

、
就

職
基

礎
力

、
社

会
人

基
礎

力
、

学
士

力
、

人
間

力
、

エ
ン

プ

ロ
イ

ヤ
ビ

リ
テ

ィ
、

等
々

•
他

の
先

進
諸

国
…

B
a
s
i
s
 
s
k
i
l
l
s
（
米

）
、

C
o
r
e
 
s
k
i
l
l
s
（
英

）
、

T
r
a
n
s
f
e
r
a
b
l
e
 
s
k
i
l
l
s
（
仏

）
、

K
e
y
 

q
u
a
l
i
f
i
c
a
t
i
o
n
s
（
独

）
、

K
e
y
 
c
o
m

p
e
t
e
n
c
i
e
s
、

G
e
n
e
r
i
c
 
s
k
i
l
l
s
（
豪

）
、

T
r
a
n
s
-
d
i
s
c
i
p
l
i
n
a
r
y
 

g
o
a
l
s
（
ス

イ
ス

）

•
（
欧

）
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
…

ボ
ロ

ー
ニ

ャ
・
プ

ロ
セ

ス
の

実
施

(
欧

州
高

等
教

育
圏

の

建
設

)
に

向
け

て
、

各
国

の
大

学
が

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
調

整
(
チ

ュ
ー

ニ
ン

グ
)
、

コ
ン

ピ
テ

ン
ス

の

目
標

化
。

→
全

世
界

で
、

小
学

生
か

ら
社

会
人

ま
で

、
認

知
的

側
面

、
情

意
的

側
面

、
社

会
的

側
面

を
含

め

た
「
で

き
る

こ
と

」
の

指
標

提
示

が
進

行
。

→
日

本
の

場
合

、
「
実

社
会

・
産

業
界

か
ら

求
め

ら
れ

て
い

る
能

力
」
「
近

年
の

学
生

に
欠

け
て

い

る
能

力
」
と

理
解

さ
れ

る
こ

と
が

多
い

。

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

5

O
E
C

D
の

キ
ー

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー

〜
「
社

会
人

基
礎

力
」
「
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

」
論

の
源

流
〜

•
O

E
C

D
 
D

e
S
e
C

o
(
D

e
f
i
n
i
t
i
o
n
 
a
n
d
 
S
e
l
e
c
t
i
o
n
 
o
f
 
C

o
m

p
e
t
e
n
c
i
e
s
:
 
T
h
e
o
r
e
t
i
c
a
l
 
a
n
d
 
C

o
n
c
e
p
t
u
a
l
 

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
s
)
(
1
9
9
7
-
2
0
0
3
)

①
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
の

再
定

義
…

「
あ

る
特

定
の

文
脈

に
お

け
る

複
雑

な
要

求
に

対
し

、
認

知
的

・
非

認
知

的

側
面

を
含

む
心

理
─

社
会

的
な

前
提

条
件

の
結

集
を

通
じ

て
、

う
ま

く
対

応
す

る
能

力
」

②
「
キ

ー
・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」
と

は
…

単
な

る
知

識
や

技
能

の
習

得
を

越
え

、
共

に
生

き
る

た
め

の
学

力
を

身
に

付
け

て
、

人
生

の
成

功
と

、
良

好
な

社
会

を
形

成
す

る
た

め
の

鍵
と

な
る

能
力

概
念

•
1
)
 
道

具
を

相
互

作
用

的
に

用
い

る

A
)
言

語
リ

テ
ラ

シ
ー

B
)
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

C
)
技

術
リ

テ
ラ

シ
ー

※
P

I
S
A

や
A

H
E
L
O

、
P

I
A

A
C

等
は

こ
の

う
ち

ペ
ー

パ
ー

テ
ス

ト
で

測
定

可
能

な
領

域
を

扱
う

。

•
2
)
 
異

質
な

人
々

の
集

団
で

相
互

に
関

わ
り

あ
う

A
)
他

人
と

良
い

関
係

を
作

る
能

力
B

)
協

力
・
チ

ー
ム

で
働

く
能

力

C
)
争

い
を

処
理

し
、

解
決

す
る

能
力

•
3
)
 
自

律
的

に
行

動
す

る

A
)
大

き
な

展
望

の
中

で
活

動
す

る
能

力
B

)
人

生
計

画
や

個
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
設

計
し

実
行

す
る

能
力

C
)
自

ら
の

権
利

、
利

害
、

限
界

や
ニ

ー
ズ

を
表

明
す

る
能

力

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

6

O
E
C

D
の

キ
ー

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー

〜
「
社

会
人

基
礎

力
」
「
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

」
論

の
源

流
〜

•
O

E
C

D
 
D

e
S
e
C

o
(
D

e
f
i
n
i
t
i
o
n
 
a
n
d
 
S
e
l
e
c
t
i
o
n
 
o
f
 
C

o
m

p
e
t
e
n
c
i
e
s
:
 
T
h
e
o
r
e
t
i
c
a
l
 
a
n
d
 
C

o
n
c
e
p
t
u
a
l
 

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n
s
)
(
1
9
9
7
-
2
0
0
3
)

①
コ

ン
ピ

テ
ン

ス
の

再
定

義
…

「
あ

る
特

定
の

文
脈

に
お

け
る

複
雑

な
要

求
に

対
し

、
認

知
的

・
非

認
知

的

側
面

を
含

む
心

理
─

社
会

的
な

前
提

条
件

の
結

集
を

通
じ

て
、

う
ま

く
対

応
す

る
能

力
」

②
「
キ

ー
・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」
と

は
…

単
な

る
知

識
や

技
能

の
習

得
を

越
え

、
共

に
生

き
る

た
め

の
学

力
を

身
に

付
け

て
、

人
生

の
成

功
と

、
良

好
な

社
会

を
形

成
す

る
た

め
の

鍵
と

な
る

能
力

概
念

•
1
)
 
道

具
を

相
互

作
用

的
に

用
い

る

A
)
言

語
リ

テ
ラ

シ
ー

B
)
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

C
)
技

術
リ

テ
ラ

シ
ー

※
P

I
S
A

や
A

H
E
L
O

、
P

I
A

A
C

等
は

こ
の

う
ち

ペ
ー

パ
ー

テ
ス

ト
で

測
定

可
能

な
領

域
を

扱
う

。

•
2
)
 
異

質
な

人
々

の
集

団
で

相
互

に
関

わ
り

あ
う

A
)
他

人
と

良
い

関
係

を
作

る
能

力
B

)
協

力
・
チ

ー
ム

で
働

く
能

力

C
)
争

い
を

処
理

し
、

解
決

す
る

能
力

•
3
)
 
自

律
的

に
行

動
す

る

A
)
大

き
な

展
望

の
中

で
活

動
す

る
能

力
B

)
人

生
計

画
や

個
人

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
設

計
し

実
行

す
る

能
力

C
)
自

ら
の

権
利

、
利

害
、

限
界

や
ニ

ー
ズ

を
表

明
す

る
能

力

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

6

「
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」
の

構
成

概
念

九
州

・
沖

縄
地

区
産

業
界

G
P
メ

タ
・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
【
資

料
1
】

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

「
チ

ー
ム

で
働

く
力

」

対
人

基
礎

力

「
前

に
踏

み
出

す
力

」

対
自

己
基

礎
力

「
考

え
抜

く
力

」

対
課

題
基

礎
力

概
念

概
念

概
念

概
念

【
課

題
発

見
力

・
計

画
立

案
力

・
実

践
力

】

→
課

題
を

解
決

す
る

方
法

を
考

え
、

そ
れ

を
実

行
し

、
表

現
で

き
る

力

【
親

和
力

・
協

働
力

・
統

率
力

】

→
他

者
と

良
い

関
係

性
を

築
き

、
組

織
の

中
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

な
が

ら
、

協
働

で
き

る
力

【
感

情
制

御
力

・
自

信
創

出
力

・
行

動
持

続
力

】

→
自

ら
積

極
的

に
行

動
し

、
自

分
自

身
の

行
動

を
振

り

返
り

つ
つ

、
改

善
し

続
け

ら
れ

る
力

�
教

室
で

の
学

習
を

越
え

た
広

い
意

味
の

概
念

。
「
経

験
」
と

「
ふ

り
か

え
り

（
メ

タ
認

知
）
」
が

最
大

の
ポ

イ
ン

ト
。

講
義

で
き

る
内

容
で

は
な

い
。

�
（
担

任
制

の
な

い
）
大

学
教

員
に

と
っ

て
、

評
価

が
極

め
て

難
し

い
→

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

（
自

己

評
価

）
が

中
心

と
な

る

経
験

ふ
り

か
え

り

ロ
ー

ル
モ

デ

ル
の

意
識

7 8

知
識

活
用

力
・
課

題
解

決
力

（
リ

テ
ラ

シ
ー

）
の

プ
ロ

セ
ス

情
報

収
集

力
情

報
収

集
力

情
報

分
析

力
情

報
分

析
力

課
題

発
見

力
課

題
発

見
力

構
想

力
構

想
力

表
現

力
表

現
力

実
行

力
実

行
力

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

�
リ

テ
ラ

シ
ー

「
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
知

識
を

使
い

こ
な

せ
る

力
」
と

は
、

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・

ス
キ

ル
で

も
あ

り
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

の
要

素
で

も
あ

る
。

�
た

と
え

ば
、

「
卒

論
」
を

書
け

る
よ

う
に

な
る

た
め

に
、

入
学

時
か

ら
こ

の
サ

イ
ク

ル
を

何
回

も
回

す
の

が
初

年
次

教
育

の
目

的
の

一
つ

。

参
考
：
河
合
塾
作
成
「
リ
テ
ラ
シ
ー
マ
ッ
プ
」

「
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」
の

構
成

概
念

九
州

・
沖

縄
地

区
産

業
界

G
P
メ

タ
・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
【
資

料
1
】

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

「
チ

ー
ム

で
働

く
力

」

対
人

基
礎

力

「
前

に
踏

み
出

す
力

」

対
自

己
基

礎
力

「
考

え
抜

く
力

」

対
課

題
基

礎
力

概
念

概
念

概
念

概
念

【
課

題
発

見
力

・
計

画
立

案
力

・
実

践
力

】

→
課

題
を

解
決

す
る

方
法

を
考

え
、

そ
れ

を
実

行
し

、
表

現
で

き
る

力

【
親

和
力

・
協

働
力

・
統

率
力

】

→
他

者
と

良
い

関
係

性
を

築
き

、
組

織
の

中
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
り

な
が

ら
、

協
働

で
き

る
力

【
感

情
制

御
力

・
自

信
創

出
力

・
行

動
持

続
力

】

→
自

ら
積

極
的

に
行

動
し

、
自

分
自

身
の

行
動

を
振

り

返
り

つ
つ

、
改

善
し

続
け

ら
れ

る
力

�
教

室
で

の
学

習
を

越
え

た
広

い
意

味
の

概
念

。
「
経

験
」
と

「
ふ

り
か

え
り

（
メ

タ
認

知
）
」
が

最
大

の
ポ

イ
ン

ト
。

講
義

で
き

る
内

容
で

は
な

い
。

�
（
担

任
制

の
な

い
）
大

学
教

員
に

と
っ

て
、

評
価

が
極

め
て

難
し

い
→

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

（
自

己

評
価

）
が

中
心

と
な

る

7 8

知
識

活
用

力
・
課

題
解

決
力

（
リ

テ
ラ

シ
ー

）
の

プ
ロ

セ
ス

情
報

収
集

力
情

報
収

集
力

情
報

分
析

力
情

報
分

析
力

課
題

発
見

力
課

題
発

見
力

構
想

力
構

想
力

表
現

力
表

現
力

実
行

力
実

行
力

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

�
リ

テ
ラ

シ
ー

「
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
知

識
を

使
い

こ
な

せ
る

力
」
と

は
、

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・

ス
キ

ル
で

も
あ

り
、

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

の
要

素
で

も
あ

る
。

�
た

と
え

ば
、

「
卒

論
」
を

書
け

る
よ

う
に

な
る

た
め

に
、

入
学

時
か

ら
こ

の
サ

イ
ク

ル
を

何
回

も
回

す
の

が
初

年
次

教
育

の
目

的
の

一
つ

。

参
考
：
河
合
塾
作
成
「
リ
テ
ラ
シ
ー
マ
ッ
プ
」
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学
士

力
と

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

9

①
知

識
・
理

解

多
文

化
・
異

文
化

に
関

す
る

知
識

の
理

解
、

人
類

の
文

化
・
社

会
と

自
然

に
関

す

る
知

識
の

理
解

②
汎

用
的

技
能

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

・
数

量
的

ス
キ

ル
・
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

・
論

理
的

思
考

力
・
問

題
解

決
力

③
態

度
・
志

向
性

自
己

管
理

力
・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
倫

理
観

・
市

民
と

し
て

の
社

会

的
責

任
・
生

涯
学

習
力

④
統

合
的

な
学

習
経

験
と

創
造

的

思
考

力

自
ら

が
立

て
た

新
た

な
課

題
を

解
決

す
る

能
力

�
②

〜
④

は
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル

（
キ

ー
・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

）
を

初
等

・
中

等
教

育
の

学
習

指

導
要

領
と

の
連

動
性

を
意

識
し

て
表

現
し

て
い

る
。

�
「
入

り
口

の
質

保
証

」
論

…
進

学
率

2
0
%
時

代
に

お
い

て
は

、
受

験
勉

強
と

大
学

教
育

・
大

学

生
活

を
通

じ
て

、
「
副

産
物

」
と

し
て

育
成

さ
れ

た
も

の
→

学
歴

（
偏

差
値

）
に

よ
っ

て
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

が
あ

る
程

度
予

測
可

能
。

�
「
出

口
の

質
保

証
」
論

…
現

在
の

（
特

に
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
）
大

学
で

は
、

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・
ス

キ

ル
を

持
た

な
い

学
生

が
入

学
し

、
そ

の
ま

ま
卒

業
す

る
可

能
性

が
あ

る
→

正
課

教
育

を
通

じ

て
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

を
「
意

識
的

に
」
育

成
す

る
こ

と
が

必
要

。

中
教

審
学

士
力

答
申

（
2
0
0
8
年

1
2
月

2
4
日

）

ジ
ェ

ネ
ラ

リ
ス

ト

（
汎

用
的

人
材

）

エ
キ

ス
パ

ー
ト

（
専

門
職

人
材

）

即
戦

力

雇
用

形
態

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
型

（
公

務
員

・
大

企
業

総
合

職
）

高
度

ジ
ョ

ブ
型

（
専

門
職

・
開

業
）

ジ
ョ

ブ
型

（
現

場
人

材
、

非
正

規
雇

用
）

職
業

像
の

特
徴

つ
ぶ

し
が

効
く
／

転
職

困
難

つ
ぶ

し
が

き
か

な
い

/
転

職
・
独

立
容

易

つ
ぶ

し
が

き
か

な
い

／

定
着

困
難

必
要

な
知

識
・

ス
キ

ル

教
養

・
専

門
知

識

＋
汎

用
的

ス
キ

ル

職
業

的
専

門
知

識
＋

資

格
（
＋

汎
用

的
ス

キ
ル

）

対
人

能
力

＋

作
業

遂
行

力

人
材

育
成

の
方

法

大
学

教
育

→

O
J
T
（
職

場
）

高
度

職
業

教
育

ア
ル

バ
イ

ト

1
0

「
大

卒
人

材
」
と

は
何

か
？

�
ど

ん
な

大
学

で
も

、
目

標
人

材
は

、
対

人
能

力
さ

え
あ

れ
ば

な
ん

と
か

な
る

「
即

戦
力

」
で

は
な

く
、

知

識
を

活
用

す
る

汎
用

的
人

材
（
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

型
「
正

社
員

」
）
ま

た
は

専
門

職
人

材
に

こ
だ

わ
る

べ

き
。

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

学
士

力
と

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

9

①
知

識
・
理

解

多
文

化
・
異

文
化

に
関

す
る

知
識

の
理

解
、

人
類

の
文

化
・
社

会
と

自
然

に
関

す

る
知

識
の

理
解

②
汎

用
的

技
能

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

・
数

量
的

ス
キ

ル
・
情

報
リ

テ
ラ

シ
ー

・
論

理
的

思
考

力
・
問

題
解

決
力

③
態

度
・
志

向
性

自
己

管
理

力
・
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
・
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

・
倫

理
観

・
市

民
と

し
て

の
社

会

的
責

任
・
生

涯
学

習
力

④
統

合
的

な
学

習
経

験
と

創
造

的

思
考

力

自
ら

が
立

て
た

新
た

な
課

題
を

解
決

す
る

能
力

中
教

審
学

士
力

答
申

（
2
0
0
8
年

1
2
月

2
4
日

）

ジ
ェ

ネ
ラ

リ
ス

ト

（
汎

用
的

人
材

）

エ
キ

ス
パ

ー
ト

（
専

門
職

人
材

）

即
戦

力

雇
用

形
態

メ
ン

バ
ー

シ
ッ

プ
型

（
公

務
員

・
大

企
業

総
合

職
）

高
度

ジ
ョ

ブ
型

（
専

門
職

・
開

業
）

ジ
ョ

ブ
型

（
現

場
人

材
、

非
正

規
雇

用
）

職
業

像
の

特
徴

つ
ぶ

し
が

効
く
／

転
職

困
難

つ
ぶ

し
が

き
か

な
い

/
転

職
・
独

立
容

易

つ
ぶ

し
が

き
か

な
い

／

定
着

困
難

必
要

な
知

識
・

ス
キ

ル

教
養

・
専

門
知

識

＋
汎

用
的

ス
キ

ル

職
業

的
専

門
知

識
＋

資

格
（
＋

汎
用

的
ス

キ
ル

）

対
人

能
力

＋

作
業

遂
行

力

人
材

育
成

の
方

法

大
学

教
育

→

O
J
T
（
職

場
）

高
度

職
業

教
育

ア
ル

バ
イ

ト

1
0

「
大

卒
人

材
」
と

は
何

か
？

�
ど

ん
な

大
学

で
も

、
目

標
人

材
は

、
対

人
能

力
さ

え
あ

れ
ば

な
ん

と
か

な
る

「
即

戦
力

」
で

は
な

く
、

知

識
を

活
用

す
る

汎
用

的
人

材
（
メ

ン
バ

ー
シ

ッ
プ

型
「
正

社
員

」
）
ま

た
は

専
門

職
人

材
に

こ
だ

わ
る

べ

き
。

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

九
国

大
法

学
部

の
目

標
人

材
＝

「
警

察
官

」
と

は
何

か
？

警
察

官
採

用
試

験
は

、
な

ぜ
、

長
年

「
①

教
養

試
験

」
「
②

小
論

文
」
「
③

面
接

」
「
④

体

力
試

験
」
で

構
成

さ
れ

て
い

る
の

か
？

①
警

察
組

織
の

「
幅

の
広

い
仕

事
（
例

：
交

番
→

捜
査

→
防

犯
→

総
務

→
市

町
村

へ
出

向

→
e
t
c
.
）
」
に

対
応

で
き

る
た

め
に

は
、

「
幅

広
い

知
識

」
を

獲
得

し
続

け
る

た
め

の
汎

用
的

技

能
・
学

習
能

力
(
フ

レ
キ

シ
ビ

リ
テ

ィ
・
訓

練
可

能
性

)
が

不
可

欠

②
警

察
官

に
と

っ
て

「
書

類
作

成
能

力
（
日

本
語

リ
テ

ラ
シ

ー
）
」
は

必
須

③
警

察
官

と
し

て
の

「
適

性
」
…

「
や

る
気

」
「
倫

理
観

」
「
自

己
管

理
力

」
「
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
」
（
対

人
基

礎
力

／
対

自
己

基
礎

力
）

④
身

体
能

力
は

警
察

官
に

と
っ

て
必

須
の

条
件

＋
α

新
た

な
課

題
（
検

挙
か

ら
防

犯
へ

）
…

課
題

解
決

力
等

→
問

わ
れ

て
い

る
の

は
今

も
昔

も
「
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

」

→
大

学
・
学

部
の

目
標

人
材

に
必

要
な

能
力

・
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
か

ら
、

科
目

の
達

成
目

標
の

「
有

用
性

」
と

「
重

要
性

」
を

説
明

す
る

こ
と

が
「
キ

ャ
リ

ア
教

育
」

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
1

福
岡

県
警

小
論

文
試

験
よ

り

平
成

2
0
年

度
《
第

1
回

》
…

【
時

間
】
6
0
分

【
字

数
】
1
0
5
0
字

以
内

「
現

在
の

福
岡

県
内

の
治

安
情

勢
を

踏
ま

え
、

県
民

が
福

岡
県

警
察

に
期

待
し

て
い

る
こ

と
は

何
か

、
警

察
官

と
な

っ
た

場
合

、
県

民
の

期
待

に
ど

の
よ

う
に

応
え

て
い

く

か
に

つ
い

て
、

あ
な

た
の

考
え

を
具

体
的

に
述

べ
な

さ
い

。
」

【
出

題
の

ポ
イ

ン
ト

】
…

「
対

課
題

型
」
治

安
情

勢
や

県
警

の
課

題
等

の
情

報
を

知
っ

て
い

る
か

（
「
情

報
収

集
力

」
）

①
そ

れ
ら

の
情

報
を

理
解

・
分

析
で

き
て

い
る

か
ど

う
か

（
「
情

報
分

析
力

」
）

②
そ

う
し

た
情

報
を

ふ
ま

え
た

上
で

、
当

事
者

意
識

を
持

っ
た

課
題

解
決

策
を

提
案

で
き

る
か

ど
う

か
（
「
課

題
発

見
力

」
「
構

想
力

」
）

③
自

分
の

考
え

を
1
0
0
0
字

程
度

で
論

理
的

に
表

現
で

き
る

か
ど

う
か

（
「
表

現
力

」
）

（
参

考
）
類

似
…

奈
良

、
和

歌
山

。
警

視
庁

、
大

阪
は

対
自

己
型

。
京

都
は

大
喜

利
型

（
「
個

性
」

「
憧

れ
」
「
達

成
」
、

「
矛

盾
」
「
試

練
」
「
転

機
」
）

1
2

警
察

官
小

論
試

験
が

問
う

日
本

語
リ

テ
ラ

シ
ー

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

九
国

大
法

学
部

の
目

標
人

材
＝

「
警

察
官

」
と

は
何

か
？

警
察

官
採

用
試

験
は

、
な

ぜ
、

長
年

「
①

教
養

試
験

」
「
②

小
論

文
」
「
③

面
接

」
「
④

体

力
試

験
」
で

構
成

さ
れ

て
い

る
の

か
？

①
警

察
組

織
の

「
幅

の
広

い
仕

事
（
例

：
交

番
→

捜
査

→
防

犯
→

総
務

→
市

町
村

へ
出

向

→
e
t
c
.
）
」
に

対
応

で
き

る
た

め
に

は
、

「
幅

広
い

知
識

」
を

獲
得

し
続

け
る

た
め

の
汎

用
的

技

能
・
学

習
能

力
(
フ

レ
キ

シ
ビ

リ
テ

ィ
・
訓

練
可

能
性

)
が

不
可

欠

②
警

察
官

に
と

っ
て

「
書

類
作

成
能

力
（
日

本
語

リ
テ

ラ
シ

ー
）
」
は

必
須

③
警

察
官

と
し

て
の

「
適

性
」
…

「
や

る
気

」
「
倫

理
観

」
「
自

己
管

理
力

」
「
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
」
（
対

人
基

礎
力

／
対

自
己

基
礎

力
）

④
身

体
能

力
は

警
察

官
に

と
っ

て
必

須
の

条
件

＋
α

新
た

な
課

題
（
検

挙
か

ら
防

犯
へ

）
…

課
題

解
決

力
等

福
岡

県
警

小
論

文
試

験
よ

り

平
成

2
0
年

度
《
第

1
回

》
…

【
時

間
】
6
0
分

【
字

数
】
1
0
5
0
字

以
内

「
現

在
の

福
岡

県
内

の
治

安
情

勢
を

踏
ま

え
、

県
民

が
福

岡
県

警
察

に
期

待
し

て
い

る
こ

と
は

何
か

、
警

察
官

と
な

っ
た

場
合

、
県

民
の

期
待

に
ど

の
よ

う
に

応
え

て
い

く

か
に

つ
い

て
、

あ
な

た
の

考
え

を
具

体
的

に
述

べ
な

さ
い

。
」

【
出

題
の

ポ
イ

ン
ト

】
…

「
対

課
題

型
」
治

安
情

勢
や

県
警

の
課

題
等

の
情

報
を

知
っ

て
い

る
か

（
「
情

報
収

集
力

」
）

①
そ

れ
ら

の
情

報
を

理
解

・
分

析
で

き
て

い
る

か
ど

う
か

（
「
情

報
分

析
力

」
）

②
そ

う
し

た
情

報
を

ふ
ま

え
た

上
で

、
当

事
者

意
識

を
持

っ
た

課
題

解
決

策
を

提
案

で
き

る
か

ど
う

か
（
「
課

題
発

見
力

」
「
構

想
力

」
）

③
自

分
の

考
え

を
1
0
0
0
字

程
度

で
論

理
的

に
表

現
で

き
る

か
ど

う
か

（
「
表

現
力

」
）

（
参

考
）
類

似
…

奈
良

、
和

歌
山

。
警

視
庁

、
大

阪
は

対
自

己
型

。
京

都
は

大
喜

利
型

（
「
個

性
」

「
憧

れ
」
「
達

成
」
、

「
矛

盾
」
「
試

練
」
「
転

機
」
）

1
2

警
察

官
小

論
試

験
が

問
う

日
本

語
リ

テ
ラ

シ
ー

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価
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2
．

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

を
育

成
す

る
取

組
紹

介

〜
授

業
の

設
計

と
授

業
方

法
・
評

価

�
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

と
い

う
「
見

え
に

く
い

力
」
を

育
成

す
る

授
業

を
行

う
た

め
に

は
、

授
業

の
達

成

目
標

に
到

達
す

る
プ

ロ
セ

ス
を

明
確

に
し

た
う

え
で

、
コ

マ
の

計
画

を
た

て
る

「
授

業
デ

ザ
イ

ン
」
が

重

要
で

あ
る

。
「
考

え
る

」
課

題
を

与
え

、
考

え
る

プ
ロ

セ
ス

を
明

確
に

す
る

た
め

に
は

、
達

成
目

標
と

評

価
基

準
を

明
示

化
す

る
こ

と
が

重
要

と
な

る
。

�
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

育
成

は
評

価
が

曖
昧

に
な

り
が

ち
で

あ
る

。
リ

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

た
評

価
方

法
を

考
え

る
こ

と
は

重
要

で
あ

る
。

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
3

事
例

①
山

口
徳

地
青

少
年

自
然

の
家

P
A
研

修

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
4

対
人

基
礎

力

親
和

力
・
協

働
力

・
統

率
力

対
自

己
基

礎
力

感
情

制
御

力
・
自

信
創

出
力

・

行
動

持
続

力

対
課

題
基

礎
力

課
題

発
見

力
・
計

画
立

案
力

・

実
践

力

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
評

価
項

目
（
例

）
評

価
項

目
（
例

）
評

価
項

目
（
例

）
評

価
項

目
（
例

）

【
体

験
学

習
サ

イ
ク

ル
】
（
活

動
の

キ
ー

ワ
ー

ド
）

・
課

題
解

決
に

つ
な

が
る

提
案

や
行

動
が

で
き

る
。

・
体

験
学

習
の

成
果

を
大

学
生

活
で

活
用

で
き

る
。

【
フ

ル
バ

リ
ュ

ー
・
コ

ン
ト

ラ
ク

ト
】
（
活

動
の

キ
ー

ワ
ー

ド
）

・
お

互
い

の
努

力
を

最
大

限
に

評
価

す
る

。

・
自

分
を

含
め

た
メ

ン
バ

ー
を

け
な

し
た

り
、

軽
ん

じ
た

り
し

な
い

。

【
チ

ャ
レ

ン
ジ

・
バ

イ
・
チ

ョ
イ

ス
】
（
活

動
の

キ
ー

ワ
ー

ド
）

・
自

分
自

身
で

挑
戦

レ
ベ

ル
と

そ
の

方
法

を
決

定
す

る
。

・
グ

ル
ー

プ
の

仲
間

に
ど

の
よ

う
な

方
法

で
協

力
で

き
る

の
か

を
考

え
、

行
動

す
る

。

•
P

A
(
P

r
o
j
e
c
t
 
A

d
v
e
n
t
u
r
e
)
は

米
国

で
生

ま
れ

た
体

験
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
一

種
。

チ
ー

ム
づ

く
り

研
修

と

し
て

多
く
の

学
校

・
企

業
で

活
用

。

•
本

学
部

で
は

長
く
、

新
入

生
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
活

用
し

て
き

た
。

６
月

2
9
日

〜
3
0
日

に
九

州
・
沖

縄

産
業

界
G

P
学

修
評

価
グ

ル
ー

プ
参

加
校

で
共

同
実

施
。

�
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

評
価

を
間

接
評

価
（
「
自

己
評

価
」
「
相

互
評

価
」
）
中

心
で

行
う

。

�
対

人
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

後
の

学
習

の
た

め
に

重
要

…
対

人
基

礎
力

の
発

達
→

対
自

己
・
対

課
題

基
礎

力
の

発
達

（
た

だ
し

目
標

の
連

動
性

が
不

可
欠

）

事
例

①
山

口
徳

地
青

少
年

自
然

の
家

P
A
研

修

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
4

対
人

基
礎

力

親
和

力
・
協

働
力

・
統

率
力

対
自

己
基

礎
力

感
情

制
御

力
・
自

信
創

出
力

・

行
動

持
続

力

対
課

題
基

礎
力

課
題

発
見

力
・
計

画
立

案
力

・

実
践

力

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
評

価
項

目
（
例

）
評

価
項

目
（
例

）
評

価
項

目
（
例

）
評

価
項

目
（
例

）

【
体

験
学

習
サ

イ
ク

ル
】
（
活

動
の

キ
ー

ワ
ー

ド
）

・
課

題
解

決
に

つ
な

が
る

提
案

や
行

動
が

で
き

る
。

・
体

験
学

習
の

成
果

を
大

学
生

活
で

活
用

で
き

る
。

【
フ

ル
バ

リ
ュ

ー
・
コ

ン
ト

ラ
ク

ト
】
（
活

動
の

キ
ー

ワ
ー

ド
）

・
お

互
い

の
努

力
を

最
大

限
に

評
価

す
る

。

・
自

分
を

含
め

た
メ

ン
バ

ー
を

け
な

し
た

り
、

軽
ん

じ
た

り
し

な
い

。

【
チ

ャ
レ

ン
ジ

・
バ

イ
・
チ

ョ
イ

ス
】
（
活

動
の

キ
ー

ワ
ー

ド
）

・
自

分
自

身
で

挑
戦

レ
ベ

ル
と

そ
の

方
法

を
決

定
す

る
。

・
グ

ル
ー

プ
の

仲
間

に
ど

の
よ

う
な

方
法

で
協

力
で

き
る

の
か

を
考

え
、

行
動

す
る

。

•
P

A
(
P

r
o
j
e
c
t
 
A

d
v
e
n
t
u
r
e
)
は

米
国

で
生

ま
れ

た
体

験
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
一

種
。

チ
ー

ム
づ

く
り

研
修

と

し
て

多
く
の

学
校

・
企

業
で

活
用

。

•
本

学
部

で
は

長
く
、

新
入

生
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
活

用
し

て
き

た
。

６
月

2
9
日

〜
3
0
日

に
九

州
・
沖

縄

産
業

界
G

P
学

修
評

価
グ

ル
ー

プ
参

加
校

で
共

同
実

施
。

�
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

評
価

を
間

接
評

価
（
「
自

己
評

価
」
「
相

互
評

価
」
）
中

心
で

行
う

。

�
対

人
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

を
育

成
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

そ
の

後
の

学
習

の
た

め
に

重
要

…
対

人
基

礎
力

の
発

達
→

対
自

己
・
対

課
題

基
礎

力
の

発
達

（
た

だ
し

目
標

の
連

動
性

が
不

可
欠

）

1
5

事
例

②
オ

フ
キ

ャ
ン

パ
ス

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
【
資

料
2
】

�
本

学
部

で
は

オ
フ

キ
ャ

ン
パ

ス
研

修
は

４
年

間
に

わ
た

り
実

施
。

�
９

/
1
1
〜

9
/
1
2
 
九

州
・
沖

縄
産

業
界

G
P

学
修

評
価

グ
ル

ー
プ

主
催

。
1
0
大

学
か

ら
教

職
員

2
6
名

と
学

生
4
0

名
が

参
加

。
プ

レ
ゼ

ン
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
す

べ
て

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

行
う

。

�
テ

ー
マ

：
様

々
な

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
持

つ
学

生
に

と
っ

て
共

通
の

身
近

な
問

題
（
初

年
次

を
想

定
）
→

「
少

子
化

問
題

の
原

因
を

探
り

、
解

消
方

法
を

考
え

る
」

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

テ
ー

マ
テ

ー
マ

テ
ー

マ
テ

ー
マ

ね
ら

い
ね

ら
い

ね
ら

い
ね

ら
い

方
法

方
法

方
法

方
法

１
s
t
セ

ッ
シ

ョ
ン

(
5
0
m

i
n
)

【
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

】
「
少

子
化

の
原

因
に

つ
い

て
自

由
に

考
え

て
み

る
」

ブ
レ

ー
ン

ス
ト

ー
ミ

ン
グ

、

K
J
法

2
n
d
セ

ッ
シ

ョ
ン

(
1
3
0
m

i
n
)

【
情

報
分

析
】

「
与

え
ら

れ
た

資
料

を
読

解
・
分

析
し

，
少

子
化

の
原

因
を

探
る

」

ジ
グ

ソ
ー

学
習

法

3
r
d

セ
ッ

シ
ョ

ン

(
9
0
m

i
n
)

【
課

題
発

見
】
・

【
構

想
】

「
め

ざ
す

べ
き

社
会

の
ビ

ジ
ョ

ン
を

構
想

し
，

そ

の
方

向
性

を
実

現
す

る
た

め
の

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
す

」

ブ
レ

ー
ン

ス
ト

ー
ミ

ン
グ

、

K
J
法

4
t
h
セ

ッ
シ

ョ
ン

(
1
2
0
m

i
n
)

【
構

想
】

プ
レ

ゼ
ン

準
備

「
課

題
を

解
決

す
る

た
め

の
具

体
的

な
方

法
を

構
想

し
ま

と
め

る
」

プ
レ

ゼ
ン

準
備

5
t
h
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
1
2
0
m

i
n
）

【
表

現
】

【
評

価
①

】

プ
レ

ゼ
ン

「
問

題
を

解
決

す
る

た
め

の
方

法
を

提
案

す
る

」

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
／

投
票

6
t
h
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
7
0
m

i
n
）

【
評

価
②

】
ふ

り
か

え
り

自
己

評
価

、
相

互
評

価

事
例

②
オ

フ
キ

ャ
ン

パ
ス

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

評
価

項
目

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
6

情
報

収
集

力
情

報
収

集
力

情
報

分
析

力
情

報
分

析
力

課
題

発
見

力
課

題
発

見
力

構
想

力
構

想
力

表
現

力
表

現
力

実
行

力
実

行
力

対
人

基
礎

力

親
和

力
・
協

働
力

・
統

率
力

対
自

己
基

礎
力

感
情

制
御

力
・
自

信
創

出
力

・

行
動

持
続

力

対
課

題
基

礎
力

課
題

発
見

力
・
計

画
立

案
力

・
実

践
力

リ
テ

ラ
シ

ー
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

●
ね

ら
い

【
リ

テ
ラ

シ
ー

】
社

会
的

な
問

題
に

対
し

て
、

課
題

解
決

型
の

思
考

を
も

と
に

取
り

組
む

姿
勢

を
身

に
つ

け
る

。

【
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

】
お

互
い

に
話

し
合

い
、

協
力

し
な

が
ら

成
果

物
を

作
成

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

。

●
評

価
方

法

【
リ

テ
ラ

シ
ー

】
グ

ル
ー

プ
の

プ
レ

ゼ
ン

を
投

票
（
教

職
員

・
学

生
）
で

評
価

（
直

接
評

価
）

【
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

】
グ

ル
ー

プ
内

個
人

の
行

動
を

「
評

価
者

」
が

評
価

す
る

と
と

も
に

、
グ

ル
ー

プ
内

の
相

互
評

価
と

自
己

評

価
に

よ
っ

て
評

価
（
間

接
評

価
）

※
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

評
価

は
、

本
来

は
「
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

」
で

あ
る

べ
き

で
、

す
な

わ
ち

「
絶

対
評

価
」
と

な
る

。

1
5

事
例

②
オ

フ
キ

ャ
ン

パ
ス

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
【
資

料
2
】

�
本

学
部

で
は

オ
フ

キ
ャ

ン
パ

ス
研

修
は

４
年

間
に

わ
た

り
実

施
。

�
９

/
1
1
〜

9
/
1
2
 
九

州
・
沖

縄
産

業
界

G
P

学
修

評
価

グ
ル

ー
プ

主
催

。
1
0
大

学
か

ら
教

職
員

2
6
名

と
学

生
4
0

名
が

参
加

。
プ

レ
ゼ

ン
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

を
す

べ
て

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

行
う

。

�
テ

ー
マ

：
様

々
な

バ
ッ

ク
グ

ラ
ウ

ン
ド

を
持

つ
学

生
に

と
っ

て
共

通
の

身
近

な
問

題
（
初

年
次

を
想

定
）
→

「
少

子
化

問
題

の
原

因
を

探
り

、
解

消
方

法
を

考
え

る
」

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

事
例

②
オ

フ
キ

ャ
ン

パ
ス

研
修

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

評
価

項
目

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
6

情
報

収
集

力
情

報
収

集
力

情
報

分
析

力
情

報
分

析
力

課
題

発
見

力
課

題
発

見
力

構
想

力
構

想
力

表
現

力
表

現
力

実
行

力
実

行
力

対
人

基
礎

力

親
和

力
・
協

働
力

・
統

率
力

対
自

己
基

礎
力

感
情

制
御

力
・
自

信
創

出
力

・

行
動

持
続

力

対
課

題
基

礎
力

課
題

発
見

力
・
計

画
立

案
力

・
実

践
力

リ
テ

ラ
シ

ー
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

●
ね

ら
い

【
リ

テ
ラ

シ
ー

】
社

会
的

な
問

題
に

対
し

て
、

課
題

解
決

型
の

思
考

を
も

と
に

取
り

組
む

姿
勢

を
身

に
つ

け
る

。

【
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

】
お

互
い

に
話

し
合

い
、

協
力

し
な

が
ら

成
果

物
を

作
成

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

。

●
評

価
方

法

【
リ

テ
ラ

シ
ー

】
グ

ル
ー

プ
の

プ
レ

ゼ
ン

を
投

票
（
教

職
員

・
学

生
）
で

評
価

（
直

接
評

価
）

【
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

】
グ

ル
ー

プ
内

個
人

の
行

動
を

「
評

価
者

」
が

評
価

す
る

と
と

も
に

、
グ

ル
ー

プ
内

の
相

互
評

価
と

自
己

評

価
に

よ
っ

て
評

価
（
間

接
評

価
）

※
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

評
価

は
、

本
来

は
「
目

標
に

準
拠

し
た

評
価

」
で

あ
る

べ
き

で
、

す
な

わ
ち

「
絶

対
評

価
」
と

な
る

。
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1
7

事
例

②
オ

フ
キ

ャ
ン

パ
ス

研
修

9
/
1
0
〜

9
/
1
1

＠
日

本
文

理
大

由
布

院
研

修
所

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

直
接

評
価

（
投

票
）
の

結
果

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
8

0
.
0

0
.
5

1
.
0

1
.
5

2
.
0

2
.
5

3
.
0

1
.
情

報
分

析

2
.
課

題
の

発
見

3
.
着

想
4
.
構

想

5
.
表

現

0123456789

1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

人

合
計

点

教
員

学
生

0
.
0

0
.
5

1
.
0

1
.
5

2
.
0

2
.
5

3
.
0

1
.
情

報
分

析

2
.
課

題
の

発
見

3
.
着

想
4
.
構

想

5
.
表

現

�
最

も
高

評
価

で
最

も
分

散
が

少
な

い
グ

ル
ー

プ

（
コ

メ
ン

ト
例

）
情

報
分

析
か

ら
問

題
設

定
及

び
解

決
策

の
タ

ー
ゲ

ッ

ト
設

定
が

明
確

で
あ

っ
た

。

�
最

も
評

価
が

分
散

し
た

グ
ル

ー
プ

（
コ

メ
ン

ト
例

）
情

報
分

析
が

な
さ

れ
て

い
な

い
。

解
決

策
へ

の
論

理
的

プ
ロ

セ
ス

が
不

明
確

で
あ

る
。

大
変

お
も

し
ろ

い
プ

レ
ゼ

ン

で
は

あ
っ

た
。

0123456789

1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

人

合
計

点

教
員

学
生

1
7

事
例

②
オ

フ
キ

ャ
ン

パ
ス

研
修

9
/
1
0
〜

9
/
1
1

＠
日

本
文

理
大

由
布

院
研

修
所

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

直
接

評
価

（
投

票
）
の

結
果

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
8

0
.
0

0
.
5

1
.
0

1
.
5

2
.
0

2
.
5

3
.
0

1
.
情

報
分

析

2
.
課

題
の

発
見

3
.
着

想
4
.
構

想

5
.
表

現

0123456789

1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

人

合
計

点

教
員

学
生

0
.
0

0
.
5

1
.
0

1
.
5

2
.
0

2
.
5

3
.
0

1
.
情

報
分

析

2
.
課

題
の

発
見

3
.
着

想
4
.
構

想

5
.
表

現

�
最

も
高

評
価

で
最

も
分

散
が

少
な

い
グ

ル
ー

プ

（
コ

メ
ン

ト
例

）
情

報
分

析
か

ら
問

題
設

定
及

び
解

決
策

の
タ

ー
ゲ

ッ

ト
設

定
が

明
確

で
あ

っ
た

。

�
最

も
評

価
が

分
散

し
た

グ
ル

ー
プ

（
コ

メ
ン

ト
例

）
情

報
分

析
が

な
さ

れ
て

い
な

い
。

解
決

策
へ

の
論

理
的

プ
ロ

セ
ス

が
不

明
確

で
あ

る
。

大
変

お
も

し
ろ

い
プ

レ
ゼ

ン

で
は

あ
っ

た
。

0123456789

1
0

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

人

合
計

点

教
員

学
生

オ
フ

キ
ャ

ン
パ

ス
研

修
の

ポ
イ

ン
ト

�
【
シ

ラ
バ

ス
】
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
意

義
と

目
的

、
到

達
目

標
と

評
価

基
準

が

明
示

さ
れ

、
直

接
評

価
・
間

接
評

価
の

手
法

が
明

確
で

あ
る

こ
と

が
必

要
。

�
【
授

業
設

計
】
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
効

果
的

に
組

み
込

み
、

授
業

進
行

案
が

作
り

こ
ま

れ
て

い
る

こ
と

が
必

要
。

�
【
評

価
】
グ

ル
ー

プ
評

価
に

終
わ

ら
ず

個
人

評
価

に
落

と
し

こ
む

こ
と

が
不

可

欠
。

教
員

の
評

価
だ

け
で

な
く
、

相
互

評
価

、
自

己
評

価
も

重
要

。
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
に

よ
る

自
己

評
価

を
継

続
的

に
行

う
こ

と
で

、
自

己
評

価
ス

キ
ル

の
向

上
（
メ

タ
認

知
）
が

も
た

ら
さ

れ
る

。

�
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
は

、
到

達
目

標
を

教
員

と
学

習
者

が
共

有
し

、
学

習
者

に
「
何

を
学

ぶ
の

か
」
と

い
う

見
通

し
を

与
え

ら
れ

る
と

と
も

に
、

個
人

の
成

長
を

導
く

ツ
ー

ル
と

し
て

活
用

で
き

る
。

→
“
A

s
s
e
s
s
m

e
n
t
 
a
s
 
L
e
a
r
n
i
n
g
”

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

1
9

2
0

事
例

③
課

題
解

決
に

向
か

う
思

考
プ

ロ
セ

ス
を

育
成

す
る

文

章
表

現
科

目
【
資

料
3
】

情
報

収
集

力
情

報
収

集
力

情
報

分
析

力
情

報
分

析
力

課
題

発
見

力
課

題
発

見
力

構
想

力
構

想
力

表
現

力
表

現
力

実
行

力
実

行
力

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

�
意

見
を

述
べ

る
た

め
の

知
識

、
意

見
を

述
べ

る
た

め
の

考
え

方
を

育
成

す
る

。

�
「
教

え
こ

む
」
授

業
か

ら
「
気

づ
か

せ
る

」
授

業
へ

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
要

所
要

所
で

組

み
込

む
。

2
0

事
例

③
課

題
解

決
に

向
か

う
思

考
プ

ロ
セ

ス
を

育
成

す
る

文

章
表

現
科

目
【
資

料
3
】

情
報

収
集

力
情

報
収

集
力

情
報

分
析

力
情

報
分

析
力

課
題

発
見

力
課

題
発

見
力

構
想

力
構

想
力

表
現

力
表

現
力

実
行

力
実

行
力

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

�
意

見
を

述
べ

る
た

め
の

知
識

、
意

見
を

述
べ

る
た

め
の

考
え

方
を

育
成

す
る

。

�
「
教

え
こ

む
」
授

業
か

ら
「
気

づ
か

せ
る

」
授

業
へ

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
要

所
要

所
で

組

み
込

む
。
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•
４

名
の

教
員

（
す

べ
て

文
章

表
現

の
非

専
門

家
）
で

担
当

。

•
ね

ら
い

…
「
与

え
ら

れ
た

資
料

を
分

析
し

、
課

題
を

発
見

・
設

定
し

、
論

理
的

な
文

章
を

構
想

で
き

、
適

切
な

日
本

語
で

自
分

の
意

見
を

主
張

で
き

る
、

と

い
う

日
本

語
リ

テ
ラ

シ
ー

（
知

識
活

用
力

／
課

題
解

決
力

）
の

習
得

を
め

ざ

す
」

•
授

業
方

法
…

３
コ

マ
を

１
ユ

ニ
ッ

ト
化

し
、

「
情

報
分

析
→

課
題

発
見

→
構

想

→
表

現
」
の

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

・
プ

ロ
セ

ス
を

段
階

を
追

っ
て

習
得

さ
せ

る
。

•
授

業
方

法
…

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

、
主

体
的

・
能

動
的

な
学

習
ス

タ
イ

ル
を

育
成

し
、

深
い

知
識

理
解

や
知

識
定

着
を

め
ざ

す
。

•
学

生
の

文
章

を
複

数
の

教
員

が
バ

ラ
つ

き
な

し
に

評
価

す
る

た
め

に
、

共
通

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

作
成

し
て

評
価

。

→
近

刊
「
大

学
生

の
た

め
の

日
本

語
リ

テ
ラ

シ
ー

（
仮

題
）
」
（
ひ

つ
じ

書
房

）
に

お
い

て
事

例
紹

介
予

定
。

2
1

文
章

表
現

科
目

（
教

養
特

殊
講

義
５

・
６

）
の

授
業

設
計

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

【
授

業
計

画
例

…
2
0
1
2
年

度
秋

学
期

】
…

４
名

の
担

当
教

員
が

１
ユ

ニ
ッ

ト
ず

つ
教

材
を

作
成

☆
第

１
ユ

ニ
ッ

ト
（
コ

ー
チ

ン
グ

）
〜

様
々

な
資

料
を

も
と

に
課

題
に

対
し

て
自

分
な

り
の

解
決

策
を

提
示

で
き

る
。

第
１

回
資

料
分

析
１

コ
ー

チ
ン

グ
に

関
す

る
理

論
的

・
歴

史
的

背
景

を
知

る
。

第
２

回
資

料
分

析
２

コ
ー

チ
ン

グ
に

関
す

る
課

題
を

知
る

。

第
３

回
構

想
＆

表
現

コ
ー

チ
ン

グ
に

関
し

て
、

自
分

の
意

見
を

構
想

し
、

文
章

を
作

成
す

る
。

☆
第

２
ユ

ニ
ッ

ト
（
日

本
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
）
〜

グ
ラ

フ
等

の
デ

ー
タ

を
読

み
取

り
自

分
の

意
見

を
構

築
で

き
る

第
１

回
資

料
分

析
１

日
本

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

政
策

の
現

状
と

環
境

と
経

済
成

長
の

矛
盾

を
理

解
す

る
。

第
２

回
資

料
分

析
２

各
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

政
策

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

第
３

回
構

想
＆

表
現

日
本

の
今

後
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
に

つ
い

て
自

分
の

意
見

を
ま

と
め

る
。

☆
第

３
ユ

ニ
ッ

ト
（
新

卒
一

括
採

用
）
〜

反
対

側
の

主
張

を
意

識
し

な
が

ら
自

分
の

意
見

を
構

築
で

き
る

。

第
１

回
資

料
分

析
１

新
卒

一
括

採
用

に
関

す
る

グ
ラ

フ
等

を
読

み
取

る
。

第
２

回
資

料
分

析
２

新
卒

一
括

採
用

の
是

非
に

関
す

る
資

料
を

読
み

取
る

。

第
３

回
構

想
＆

表
現

新
卒

一
括

採
用

の
是

非
に

つ
い

て
、

自
分

の
意

見
を

ま
と

め
、

文
章

を
作

成
す

る
。

☆
第

４
ユ

ニ
ッ

ト
（
商

店
街

の
現

代
的

意
義

）
〜

社
会

的
な

問
題

に
つ

い
て

自
分

な
り

の
意

見
を

主
張

す
る

。

第
１

回
資

料
分

析
１

商
店

街
衰

退
の

背
景

を
理

解
す

る
。

第
２

回
資

料
分

析
２

活
性

化
に

成
功

し
て

い
る

商
店

街
の

事
例

を
知

る
。

第
３

回
構

想
＆

表
現

現
代

社
会

に
お

け
る

商
店

街
の

意
義

に
つ

い
て

自
分

の
意

見
を

述
べ

る
。

2
2

文
章

表
現

科
目

…
コ

マ
の

ユ
ニ

ッ
ト

化
と

プ
ロ

セ
ス

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

•
４

名
の

教
員

（
す

べ
て

文
章

表
現

の
非

専
門

家
）
で

担
当

。

•
ね

ら
い

…
「
与

え
ら

れ
た

資
料

を
分

析
し

、
課

題
を

発
見

・
設

定
し

、
論

理
的

な
文

章
を

構
想

で
き

、
適

切
な

日
本

語
で

自
分

の
意

見
を

主
張

で
き

る
、

と

い
う

日
本

語
リ

テ
ラ

シ
ー

（
知

識
活

用
力

／
課

題
解

決
力

）
の

習
得

を
め

ざ

す
」

•
授

業
方

法
…

３
コ

マ
を

１
ユ

ニ
ッ

ト
化

し
、

「
情

報
分

析
→

課
題

発
見

→
構

想

→
表

現
」
の

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

・
プ

ロ
セ

ス
を

段
階

を
追

っ
て

習
得

さ
せ

る
。

•
授

業
方

法
…

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

、
主

体
的

・
能

動
的

な
学

習
ス

タ
イ

ル
を

育
成

し
、

深
い

知
識

理
解

や
知

識
定

着
を

め
ざ

す
。

•
学

生
の

文
章

を
複

数
の

教
員

が
バ

ラ
つ

き
な

し
に

評
価

す
る

た
め

に
、

共
通

【
授

業
計

画
例

…
2
0
1
2
年

度
秋

学
期

】
…

４
名

の
担

当
教

員
が

１
ユ

ニ
ッ

ト
ず

つ
教

材
を

作
成

☆
第

１
ユ

ニ
ッ

ト
（
コ

ー
チ

ン
グ

）
〜

様
々

な
資

料
を

も
と

に
課

題
に

対
し

て
自

分
な

り
の

解
決

策
を

提
示

で
き

る
。

第
１

回
資

料
分

析
１

コ
ー

チ
ン

グ
に

関
す

る
理

論
的

・
歴

史
的

背
景

を
知

る
。

第
２

回
資

料
分

析
２

コ
ー

チ
ン

グ
に

関
す

る
課

題
を

知
る

。

第
３

回
構

想
＆

表
現

コ
ー

チ
ン

グ
に

関
し

て
、

自
分

の
意

見
を

構
想

し
、

文
章

を
作

成
す

る
。

☆
第

２
ユ

ニ
ッ

ト
（
日

本
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
）
〜

グ
ラ

フ
等

の
デ

ー
タ

を
読

み
取

り
自

分
の

意
見

を
構

築
で

き
る

第
１

回
資

料
分

析
１

日
本

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

政
策

の
現

状
と

環
境

と
経

済
成

長
の

矛
盾

を
理

解
す

る
。

第
２

回
資

料
分

析
２

各
国

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

政
策

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

第
３

回
構

想
＆

表
現

日
本

の
今

後
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
政

策
に

つ
い

て
自

分
の

意
見

を
ま

と
め

る
。

☆
第

３
ユ

ニ
ッ

ト
（
新

卒
一

括
採

用
）
〜

反
対

側
の

主
張

を
意

識
し

な
が

ら
自

分
の

意
見

を
構

築
で

き
る

。

第
１

回
資

料
分

析
１

新
卒

一
括

採
用

に
関

す
る

グ
ラ

フ
等

を
読

み
取

る
。

第
２

回
資

料
分

析
２

新
卒

一
括

採
用

の
是

非
に

関
す

る
資

料
を

読
み

取
る

。

第
３

回
構

想
＆

表
現

新
卒

一
括

採
用

の
是

非
に

つ
い

て
、

自
分

の
意

見
を

ま
と

め
、

文
章

を
作

成
す

る
。

☆
第

４
ユ

ニ
ッ

ト
（
商

店
街

の
現

代
的

意
義

）
〜

社
会

的
な

問
題

に
つ

い
て

自
分

な
り

の
意

見
を

主
張

す
る

。

第
１

回
資

料
分

析
１

商
店

街
衰

退
の

背
景

を
理

解
す

る
。

第
２

回
資

料
分

析
２

活
性

化
に

成
功

し
て

い
る

商
店

街
の

事
例

を
知

る
。

第
３

回
構

想
＆

表
現

現
代

社
会

に
お

け
る

商
店

街
の

意
義

に
つ

い
て

自
分

の
意

見
を

述
べ

る
。

2
2

文
章

表
現

科
目

…
コ

マ
の

ユ
ニ

ッ
ト
化

と
プ

ロ
セ

ス
・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

事
例

④
専

門
科

目
を

通
じ

た
リ

テ
ラ

シ
ー

の
育

成

専
門

教
育

を
通

じ
て

育
成

さ
れ

る
ス

キ
ル

（
“
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

は
専

門
分

野
か

ら
脱

文
脈

化
し

て
習

得
さ

れ
る

わ
け

で
は

な
い

”
）

例
え

ば
「
法

律
学

の
答

案
を

作
成

す
る

プ
ロ

セ
ス

と
は

…
」

①
条

文
、

判
例

、
学

説
の

収
集

（
従

来
の

法
学

教
育

で
は

「
暗

記
す

る
」
こ

と
）

②
課

題
（
事

例
）
に

対
す

る
事

実
関

係
の

認
定

（
分

析
）

③
法

的
論

点
（
法

的
問

題
点

）
の

明
確

化

④
判

例
・
学

説
の

批
判

的
検

討

⑤
反

対
の

立
場

へ
の

反
論

も
含

め
た

説
得

力
あ

る
論

理
構

成

「
基

礎
セ

ミ
ナ

ー
」
（
2
0
1
5
年

開
講

予
定

…
２

年
次

配
当

必
修

科
目

）

・
４

〜
５

名
の

教
員

で
担

当
、

１
ク

ラ
ス

４
０

名
前

後
。

・
法

律
問

題
に

つ
な

が
る

新
聞

記
事

や
文

献
等

の
資

料
を

使
っ

て
、

対
立

す
る

２
つ

の

主
張

を
理

解
し

、
そ

れ
ら

の
根

拠
を

法
的

概
念

と
結

び
つ

け
つ

つ
論

ず
る

。
（
例

：
情

報

公
開

と
知

る
権

利
、

幸
福

追
求

権
と

公
共

の
福

祉
等

）

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

2
3

2
4

３
．

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

の

外
部

評
価

〜
P
R
O

G
テ

ス
ト

�
九

州
国

際
大

学
法

学
部

で
は

、
過

去
３

年
間

に
わ

た
り

、
河

合
塾

と
リ

ア
セ

ッ
ク

が
開

発
し

た

P
R

O
G

テ
ス

ト
を

受
験

し
、

学
生

の
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル

（
特

に
リ

テ
ラ

シ
ー

）
の

客
観

評
価

を
実

施

し
て

い
る

。

�
リ

テ
ラ

シ
ー

テ
ス

ト
の

結
果

お
よ

び
評

価
指

標
を

も
と

に
教

育
改

革
を

行
っ

た
結

果
、

学
生

の
リ

テ
ラ

シ
ー

は
、

学
年

が
上

昇
す

る
に

つ
れ

向
上

し
て

い
る

。
ま

た
、

P
R

O
G

テ
ス

ト
と

授
業

の
相

関
性

も
出

て
き

て
い

る
。

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

2
4

３
．

ジ
ェ

ネ
リ

ッ
ク

・
ス

キ
ル

の

外
部

評
価

〜
P
R
O

G
テ

ス
ト

�
九

州
国

際
大

学
法

学
部

で
は

、
過

去
３

年
間

に
わ

た
り

、
河

合
塾

と
リ

ア
セ

ッ
ク

が
開

発
し

た

P
R

O
G

テ
ス

ト
を

受
験

し
、

学
生

の
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
ス

キ
ル

（
特

に
リ

テ
ラ

シ
ー

）
の

客
観

評
価

を
実

施

し
て

い
る

。

�
リ

テ
ラ

シ
ー

テ
ス

ト
の

結
果

お
よ

び
評

価
指

標
を

も
と

に
教

育
改

革
を

行
っ

た
結

果
、

学
生

の
リ

テ
ラ

シ
ー

は
、

学
年

が
上

昇
す

る
に

つ
れ

向
上

し
て

い
る

。
ま

た
、

P
R

O
G

テ
ス

ト
と

授
業

の
相

関
性

も
出

て
き

て
い

る
。

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価
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2
5

P
R
O

G
テ

ス
ト

の
導

入
〜

外
部

テ
ス

ト

•
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

…
「
言

語
、

数
、

情
報

に
関

す
る

基
本

的
な

ス
キ

ル
を

用
い

て
、

論
理

的
に

物
事

を
考

え
、

自

ら
問

題
を

発
見

し
、

仲
間

と
協

力
し

て
課

題
を

解
決

す
る

力
」

•
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

を
「
リ

テ
ラ

シ
ー

」
（
知

識
活

用
力

：
「
知

識
を

活
用

し
、

他
者

と
協

力
し

て
、

問
題

を
解

決
す

る

力
」
）
と

「
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

」
（
経

験
に

よ
っ

て
身

に
つ

く
行

動
特

性
）
の

２
つ

の
観

点
か

ら
測

定
。

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

2
6

2
5

P
R
O

G
テ

ス
ト

の
導

入
〜

外
部

テ
ス

ト

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

2
6

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

2
7

P
R
O

G
テ

ス
ト

・
リ

テ
ラ

シ
ー

ラ
ン

ク

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

2
8

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ

リ
ッ

ク
・
ス

キ
ル

の
育

成
と

評
価

2
7

P
R
O

G
テ

ス
ト

・
リ

テ
ラ

シ
ー

ラ
ン

ク

大
学

生
の

学
ぶ

意
欲

を
引

き
出

す
ジ

ェ
ネ
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��ĕǄhÓǞŻ\ǯƷēdǄüǞ
Ǵă ǟtǍǚȶ�ŌǞǝǸùƿǔȄ
ȤȩȗȃȳȈȪȱǄMǵƷă ǡńƿǔ
ƿǉǜǯ��ǸsǍƷū3Ǟt�ǄM
ǵǴƸ

��ĕǄhÓǞŻ\ǟǂƿǚǮȶ�Ō
ǞǝǸùƿǔȄȤȗȩȃȳȈȪȱǄǛǅ
ǴǩǃƷă ǡńƿǔƿǉǜǯ��Ǹ
sǍƷū3Ǟt�ǄMǵǴƸ

Ȳim/ƷȆȳȁȭƷǺȭțǼȕ
+ĕǛǡȄȤȩȗȃȳȈȪȱ
ȲǼȱȎȳȱȈȑȟ+ǛǡȄȤȩ
ȗȃȳȈȪȱ

ƴ
ƗƌƑĠĨǡ�Ǜǡ��ý
Ťǜť¯ķB

H)<

Ż\ǡ�ǛÉǔǏǨǅĲ�ǡ�:Ǹ
öŃȲÿĽǍǔǀǁǛƷȐȳȥǡ�Xǜ
ǍǚĠĨǯŻ\ǡH<�8ǡ"ŦǟƷ
�c-ÁǸUǭǚŕòǛǅǴƸ

Ż\ǡ�ǛǡĲ2ǡ�:ǸÿĽȲöŃ
ǍǔǀǁǛȶȐȳȥǡ�XǜǍǚǡH<
ķBǄ�c-ÁǸUǭǚǫǲǵǴƸ

Ż\ǡ�ǛǡĲ2ǡ�:ǸöŃǍǔǀ
ǁǛȶ�:ǸǢǔǏ�ǛƷ�c-ÁǮ
Ĳ2ǃǲĐÑĀǟķǁǴƸ

Ż\ǡ�Ǜßǭǲǵǔ�:ǸÉǔǏǉ
ǜǄǛǅƷļÝǋǵǔdRǟǢƷ�ǡȦ
ȱțȳǜ�c-ÁǄķǁǴƸ

ȲȍȤǯȟȯȉǾȁȕĕǛǡȐȳ
ȥȰȳȁ

ƗƌƒüǞǴ�ĽǡNr

üǞǴ�ĽǸ�ƿĿêǃǲöŃǍǚN
Ǉ,ǵǴǕǇǛǞǆƷĲǲǡķBǯĬ
ǁ·Ǯ°ZǛǅǴƸ

üǞǴ�ĽǸ�ƿĿêǃǲöŃǍǚN
Ǉ,ǵǴǕǇǛǞǆƷĲǲǡķBǯĬ
ǁ·Ǯ°ZǍǱǀǜ?<ǏǴkCǄĽ
ǲǵǴƸ

üǞǴ�ĽǯēdǟtǍǚƷǒǡİ¼
ǮöŃǍǞǄǲƷ0žǟă ǡēdǸ
NǇ,ǵǱǀǜǏǴkCǄĽǲǵǴƸ

üǞǴ�ĽǯēdǟtǍǚ0žǟă
 ǡēdǸNǇ,ǵǱǀǜǏǴkCǄ
ĽǲǵǴƸ

ȲȟȮȍȱȓȳȈȪȱǡŗþ�
ĖƷȔǻȠȳȕ
ȲKĄ�

ƗƌƓ�ňĀǞŔŒǡð�
ƘƍƉtēǸő²
ǍƷŃßǏǴ

ŔŒǡ�ǛƷāÔũ�ǟĢǤǘƿǔ
¶ǔǞ¬ÎǸĐÑĀǟķƿƷŔŒǸ9
ŦǋǑǲǵǴƸǪǔƷ�ĭǜ�ĽǄĹ
ĒǍǔǜǅȶă ǟů�Ǎǔő²Îǯ
ǱǳǱƿŃßėǸ¬ĊǛǅǴƸ

ŔŒǡ�ǛƷāĀũ�ǟĢǤǘƿǔ
¶ǔǞ¬ÎǸķƿƷŔŒǸ9ŦǋǑǱ
ǀǜǏǴƸǪǔ�ĭǜ�ĽǄĹĒǍǔǜ
ǅȶǒǵǸNǇ,ǵȶă ǟů�Ǎǔ
ő²ÎǯŃßÎǸ¬ĊǍǱǀǜǏǴƸ

ŔŒǡ�ǛƷāĀũ�ǟĢǤǘƿǔ
¬ÎǄǛǅǴƸǪǔƷ�ĭǜ�ĽǄĹ
ĒǍǔǜǅȶő²ÎȲŃßÎǸ¬ĊǛǅ
ǴƸ

ŔŒǡ�ǛƷāÔũ�ĕǟĢǤǘƿ
ǔ¬ÎǸǍǱǀǜ?ǭǴƸǪǔƷ�ĭǜ
�ĽǄĹĒǍǔǜǅȶő²ÎȲŃßÎ
Ǹ¬ĊǍǱǀǜǏǴƸ

ȲȍȤǡȔǻȊǿȑȈȪȱǯȟȯ
ȉǾȁȕĕǡ�Ŕ
ȲȬȳȏȳǜǍǚǡ�:

ƙƣƠƣƘƪ ȬǺȌȑȁ ƒ Ƒ Ɛ Ə

ƘƌƏ�ƿĿűǸǮǘ

ċ�ǟl_ǏǴÓƹǞ 'Łǯİ¼
ǸǥǪǁǘǘƷ^/gǸYǷǐñáǟ
RǗǔĬǁ·ǯķBǸŭǦǉǜǄǛǅ
ǴƸ

ċ�ǟl_ǏǴÓƹǞ 'ŁǟÜǙ
ǅƷǒǡİ¼ǸöŃǍǘǘƷñáǟ
RǗǔĬǁ·ǯķBǸŭǦǉǜǄǛǅ
ǴƸ

ċ�ǟl_ǏǴÓƹǞ 'ŁǟÜǙ
ǅƷ¶ǔǞd�ǜ1�Ǘǔ»ǟƷǒǡ
dǟǥǋǷǍƿķBǸǜǴǉǜǄǛǅ
ǴƸ

ċ�ǟǢÓƹǞ 'ŁǄl_ǏǴǉǜ
ǟÜǙƿǚǂǳƷñáǟ�ǎǚķBǸ
fǁǞǇǵǣǞǲǞƿǉǜǄǷǃǴƸ
ǕǄpŸǟǢǀǪǆƿǃǞƿǉǜǄƾ
ǴƸ

ȲüǞǴ�ûǜǡ1�ƿǸŤǎ
ǔĜČĀ�Ų
Ȳ±ƅ±įǡ�É

ƘƌƐ��ǡȄȱȕȯȳȭ

Ĳ2Ĳŝǡ��ǸöŃǍƷȄȱȕȯȳ
ȭǏǴǉǜǛƷi¤ǡdRđǯǃǞÜ
¦ǖǛƿǴǉǜǄǛǅǴƸǪǔƷ�ƿŤ
ǳǟǞǲǞƿǄƾǗǚǮƷǒǵǸĂ«
ĀǟǦǘǇǴǉǜǞǆƷ@ÉĀǟ�ǁǲ
ǵǴƸ

Ĳ2Ĳŝǡ��ǸöŃǏǴǉǜǛƷi
¤ǡdRȄȱȕȯȳȭǏǴǉǜǄǛǅ
ǴƸǪǔƷ�ƿŤǳǟǞǲǞƿǉǜǄ
ƾǗǚǮƷǒǵǸă ǟĂ«ĀǟǦǘ
ǇǴǉǜǞǆƷ@ÉĀǟ�ǁǱǀǜŋǫ
ǴƸ

Ĳ2ǡ��Ǣ8�ǛǅǴdRǄhǆƷ
i¤ǡdRĵǖĆƿǚƿǴǉǜǄǛǅ
ǴƸǪǔƷ�ƿŤǳǟǞǲǞƿǉǜǄ
ƾǗǚǮƷǒǵǸă ǟĂ«ĀǟǦǘ
ǇǐƷǀǪǆ�ǁǲǵǴ·âǸĬǁǴƸ

Ĳ2ǡ��Ǹ8�ǍǱǀǜŋǫƷ�ƿ
ŤǳǟǞǲǞƿǄƾǗǚǮƷ�ĭǟ
Ă«��ǸǦǘǇǞƿǱǀǟǍǚƿǴ
ǄƷ»ǟ��ǸèǭŠǹǛǒǵǄȊȕ
ȮȊǟǞǴǉǜǄƾǴƸ

ȲȆȳȁȭǯǺȭțǼȕ+Ǜǡ
�şǡ§w
Ȳ©ÐǡȂȭȳȟȰȳȁǛǡȦ
ȱțȳǜǡŶ!

Ƶ ƘƌƑȊȕȮȊȣȘȉȦȱȕ

ȊȕȮȊǯȧȐȠȳȈȪȱǸĲ2ĲŝǛ
ȄȱȕȯȳȭǏǴ·âǸćǗǚǂǳƷǒ
ǵǸäùǍǚĲ2Ĳŝǡ��ǸȄȱȕ
ȯȳȭǍƷ�ļǞǜǅǟǢ�ǟ9Tǅ
ǞÜ¦ǛîǟǡǓǬǉǜǄǛǅǴƸ

ȊȕȮȊǯȧȐȠȳȈȪȱǸĲ2ĲŝǛ
ȄȱȕȯȳȭǏǴ·âǟÜǙƿǚǂǳƷ
ǒǵǸäùǍǚĲ2Ĳŝǡ��ǸȄȱ
ȕȯȳȭǍƷǔƿǚƿǡ»ǟǢ9Tǅ
ǞÜ¦ǛîǟǡǓǬǉǜǄǛǅǴƸ

ȊȕȮȊǯȧȐȠȳȈȪȱǸǛĲ2Ĳŝ
ǛȄȱȕȯȳȭǏǴ·âǟÜǙƿǚǂ
ǳƷǒǵǸäùǍǚĲ2Ĳŝǡ��Ǹ
ȄȱȕȯȳȭǍǱǀǜŋǫǴƸ

Ĳ2ĲŝǛȊȕȮȊǸŃåǍǔǳƷȧȐ
ȠȳȈȪȱǸ�ǈǴǉǜǄi3ǕǜÜǙ
ƿǚƿǴƸǕǄƷpŸǟǢ�ĭǡ>Ǉ
Ǹ&ǳǴǉǜǄƾǴƸ

ȲȓȊȕA�ǯŖÍM�
ȲȟȯȉǾȁȕǡȅȳȭǟTǇǚ

ƘƌƒĲ~Įo� Ĳ#;1<

ÓƹǞġƆǯǥǳǃǁǳǸŤǎǚƷĲ
2ǡ�ǫǯ�ǫǸöŃǏǴǉǜǛƷ9
TǅǛƺǦǵǞƿĲ~ƻȴĲ#ȵǸ¦ǖƷ
ǒǵǸØǡġƆǟäǃǑǴƸ

ÓƹǞġƆǯǥǳǃǁǳǸŤǎǚƷĲ
2ǡ�ǫǯ�ǫǸöŃǍǘǘƾǳƷ9
TǅǛƺǦǵǞƿĲ~ƻȴĲ#ȵǸ¦ǖǘ
ǘƾǴƸ

ÓƹǞġƆǯǥǳǃǁǳǸŤǎǚĲ2
ǡ�ǫ�ǫǸöŃǍƷǒǵǸĲ~Įo
�ǯĲŝ;1ǟǘǞǈǱǀǜǍǚƿǴƸ

ÓƹǞġƆǯǥǳǃǁǳǸŤǎǚĲ2
ǡ�ǫ�ǫǸöŃǏǴǉǜǄƷĲ~Į
o�ǯĲŝ;1ǟǘǞǄǴǉǜǟÜǙ
ƿǚƿǴƸǕǄƷpŸǟǢ��ǡ�Ľ
ǟ}PǋǵǴǉǜǄƾǴƸ

ȲġƆǜǥǳǃǁǳǸŤǎǔĜ
ČĀ�Ų

ƴ ƘƌƓĲ	�ȲĐÑ�

Ĳ2ǄƿǴñáǡ�ǛƷĲ2ǡǯǴǨ
ǅǉǜǸū3ǟ6µǏǴǉǜǄǛǅǴƸ
ǪǔƷǒǵǸĐÑĀǟpķǏǴǉǜǄ
ǛǅǴƸ

Ĳ2ǄƿǴñáǡ�ǛƷĲ2ǛĲ2ǡ
ǯǴǨǅǉǜǸßǭǴǉǜǄǛǅǴǀ
ǁȶǒǵǸpŸǟpķǛǅǴƸǪǔĲ
2ǡķBǄū3ǃǝǀǃǡȝǻȳȖ
țȑȁǮǅǖǹǜǛǅǴƸ

Ĳ2ǄƿǴñáǡ�ǛƷĲ2Ǆ�ǸǏ
ǨǅǃǸƷ�ĭǃǲńǷǵǔǉǜǃǲ
żǵǚƷĲ2ĲŝǛĬǁƷpķǍǱǀǜ
ǍǚƿǴƸ

Ĳ2ǄƿǴñáǡ�ǛƷĲ2Ǆ�ǸǏ
ǨǅǃǸĬǁƷĲ2ǃǲķBǍǱǀǜŋ
ǫǴǉǜǄǛǅǴƸǔǕǍ�ĭǃǲńǷ
ǵǔǉǜǟ�ƀǸNǇǄǖǛƾǴƸ

ȲĲ~ǡȀȨȬǺȔȇǼȱ
ȲȟȯȉǾȁȕǟJ=ǏǴǜǅǡ
kCȲ��

Ƶ ƘƌƔĴƿķBǡī�D

ÓƹǞġƆǯǥǳǃǁǳǸŤǎǚ�ǲ
ǵǔƷĲ2ĲŝǄǜǴǨǅķBǸĥĦ
ǍǚƿǴ»ǟƷŹqǄ÷ǎǔǜǍǚǮƷ
ǒǵǸ
ǳřǁǴǔǭǡ·âǸĬǁƷ
ěǳ�ǆpķǍǚƿǴƸ

ÓƹǞġƆǯǥǳǃǁǳǸŤǎǚ�ǲ
ǵǔƷĲ2ĲŝǄǜǴǨǅķBǸĥĦ
ǍǚƿǴ»ǟƷŹqǄ÷ǎǔǜǍǚǮƷ
ǒǵǸ
ǳřǁǴǔǭǡ·âǸĬǁƷ
pķǍǱǀǜǍǚƿǴƸ

ÓƹǞġƆǯǥǳǃǁǳǸŤǎǚƷ�
�Ĳ2ĲŝǄǜǴǨǅķBǄºǲǃǟ
ǞǗǔ»ǟƷǒǵǸĥĦĀǟķǀ·â
ǸĬǁƷpķǍǚƿǴƸ

ÓƹǞġƆǯǥǳǃǁǳǸŤǎǚƷĲ
2ĲŝǄǜǴǨǅķBǄºǲǃǟǞǗ
ǔ»ǟƷǒǵǸĥĦĀǟķǂǀǜŋǫ
ǚƿǴƸ

ȲĲ~ǡāÔpõǟTǇǔ�
�ȲkC
Ȳmī�Ù

�|Ȳàħ`EøÐûƛƟƶȉǾȘȬȑȁȊȀȭȴÞùĀ¡ıȵǟŶǏǴȦȎȲȭȳȞȬȑȁ

ǿȓȅȬǡoĪȺńŎǯ¡ĸĕǡȒȳȭǸǼȱȎȫȁȓǻȞǟùƿǴȴƙƣƠƣƘƪȵȷĬǁ£ǆ<ȴċ��bĉ<ȵ

ǿȓȅȬǡoĪȺüŗǞ�ƹǃǲǞǴŻ\Ǜă�ǟŶǷǳƾǀȴƙƣƠƣƘƪȵȷȐȳȥǛ)ǆ<ȴċ��bĉ<ȵ

ǉǡȭȳȞȬȑȁǡĬǁ·Ȳäù·â
ƲƉǉǡȭȳȞȬȑȁǢƷøÐûȗȳȋǡƇƿƺȉǾȘȬȑȁȊȀȭȴÞùĀ¡ıȵƻǟŶǍǚƷŲÃĀǞĿêǃǲ-ŤǡŊ bçǸňoǏǴǔǭǟƷƺm$Ŋ ȂȭȳȟƻǄŴÿǍǔǮǡǛƾǴȴ�ȺȠȱȐȣȳȁǢȸ�÷ğ�»ƷȀȨȑȟȊȕȳȱ
ǢGÐ»Ǹ�œǍǚƿǴȵƸǞǂƷŊ ǡǿȓȅȬǯƁāǢƷ�|ȲàħøÐûƛƟǟǂƿǚ�ÅȗȳȋőËǸ¥�ǍǔÌ��ċȬǺȌȑȁǄ¬ĊǏǴƺim÷ǄŝǟǘǇǴǨǅȄȱȜȓȱȈȳȴķBï�ȵƻǸȠȳȊǟƷƞƚƘƙǡȀȳȲȄȱȜȓȱ
ȈȳǯġæøÐĄǡċ��bĉ<ĕǸJìǍǚƿǴƸ
ƳƉǉǡȭȳȞȬȑȁǢƷQimȲ%7čāǡƺȦȎƻȭȳȞȬȑȁǜǍǚÖıǏǴǉǜǸǠǲƿǜǏǴƸ��ƷQimǢƷǉǡȭȳȞȬȑȁǸǮǜǟǼȱȎȳȱȈȑȟǯȀȨȬǺ±įǸUǭǔ%7čāǯäBǡm$�ÉǸŊ ǏǴ.�ĀǞȭȳȞȬȑ
ȁǸ��ǍƷŧùǸŤǍǚ�ǲǵǔ�ÉǯŐƄǸǉǡȭȳȞȬȑȁǟȝǻȳȖțȑȁǏǴǉǜǛƷǉǡȭȳȞȬȑȁǡj��ǯ#ƃ�ƷpķOı�ǸƇǭǴǉǜǜǏǴƸ

ŐƄÿĽ<

ŅúēÎ<

�ǡŊ §Ôǜǡ
Ŷť�

ȣǼȭȊȕȳȱƉƊƝƥƧƣƭƮƪƩƣƭƋ
ţ�ǡāIǜǞǴŨĎÔ

ƘƉtĲ~
bĉ<

ƖƍƉ�ĭǜĴƿ
Ŷ!Ǹęǆ

ŀW<

ƗƍƉȐȳȥǸĠ
ǹǛHSǍƷ�
ǏǴ

Ĥô<

ƖƍƉiǅǞzÂ
ǡ�ǛķBǏ

Ǵ

��8�<

ƖƉtŐƄ
bĉ<

ƊƖƋńŎƷȈȱȡ
ȭƷȓȁȊȕƷ
ƊƗƋćœǯ�
cƷƊƘƋȓȁșȯ
ȉȳǸă��
ùĀǟùƿǴ

ƱƶƘƍƉĲ2ǡǉ
ǜǸĲ2ǛnǴ
ȴĲ>ȵ

ƗƉt�
bĉ<

Ƽ(Ĭƽ
ƲƉǉǡȭȳȞȬȑȁǢƷȹǘǡǿȓȅȬǄS4ǟ�ǹǛƿǴǄƷǿȓȅȬǟǱǗǚŊ  âǄüǞǴƸ
ƶƖƺtŐƄbĉ<ƻǢƷƺȬȓȫȈȳȴćœäù<ȵƻ2űǟŶǷǴǮǡǛƾǴƸǍǔǄǗǚƷÚŐčāǡhǆǟǂƿǚƷme<ǡƺÞùĀ¡ıƻǡũ�āÔǜǍǚJìǛǅǴƸǉǡ2űǢ±XǟǱǴĂ«Ŋ ǄOıǛƾǴƸ
ƶƗƺt�bĉ<ƻǟǘƿǚǢƷȟȯȌȊǸF2ǟŁsǏǵǣ±XĕǄĂ«Ŋ ǏǴǉǜǮOıǛƾǴƸǪǔƷm÷ǡȴ¨ǳšǳǸŤǎǔȵĲ~Ŋ Ȳă�Ŋ ȴŵ«Ŋ ȵǡ§ÔǜǍǚäùǏǴǉǜǮÁ@ǛƾǶǀƸ
ƶƘƺtĲ~bĉ<ƻǟǘƿǚǢƷ%�ǡ/ſǜǮŶǷǴǮǡǄhƿǔǭƷ�»ǡŁsǟǱǴĂ«Ŋ Ǣ�ŰǟǏǨǅǛƾǴƸ�ǁǣƷ±Xǜm÷ǡ#ƃŶ!ǸȠȳȊǜǍǔȸ�ŵǸŤǎǔŊ Ǜƾǵǣ�VǢƾǴǜ�ǷǵǴǄƷpŸǟǢƷ
ȴ¨ǳšǳǸŤǎǔȵm÷ǡĲ~Ŋ ǡ§ÔǜǍǚäùǏǴǉǜǄū�ǛƾǶǀƸ
ƳƉǉǡȦȎȲȭȳȞȬȑȁǡ@ÉĀǛ@ôĀǞäù·âȴpķOı�ȵǟǘƿǚǢƷ��ǡÓƹǞ.�ĀǞdſǛǡäùǸŤǎǚƷșǽȚǽǸĶĐǍǚƿǆ�ļǄƾǴƸǪǔƷǉǡȭȳȞȬȑȁǡ#ƃ�ǟŶǍǚǢƷim÷bĉ<ȓȊȕǜƿǗǔ
ÔçȓȊȕǞǝǜǡŶť�ǸÏņǏǴĕƷhſĀǞł�ǃǲÏŉǍǚƿǅǔƿƸ

ȴJĬȵ�|Ȳàħ`Eǡ�ÅȗȳȋȴÌ��ċȬǺȌȑȁǟǱǴ�ÐǺȱȃȳȕőËȵ
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  資料 2 

2013 年度 ９月 10 日・11 日 産業界 GP 学修評価グループオフキャンパス研修  

ジェネリック・スキル育成・評価ワークショップ 

 

（１）ねらい…ジェネリック・スキルを育成するプログラムの実施と評価 

① 【リテラシーの育成】社会的な問題に対して、課題解決型の思考方法を使って取り組む姿勢を身につける。 

② 【コンピテンシーの育成】お互いに話し合い、協力しながら成果物を作成する能力を身につける。 

③ ①と②に関して、ルーブリックを活用することによって、成果物（プレゼン）を直接評価するとともに、ふ

りかえりによって自己評価と相互評価を行う。 

 

（２）スケジュール 

９月１０日（火）ワークショップ１日目 

会場：１４号館２階研修室 

時刻 内容 備考 

12:00 グループ分け，昼食（グループごとに着席）  

13:00 オリエンテーション 

・ 研修の趣旨について…GS 育成とその評価 

・ オブザーバー（成田さん）ご紹介 

・ テーマ発表（テーマ：「少子化を解消する方法を考える」） 

担当：吉村＆成瀬

＆山本 

 

13:30-14:20 

１st セッション 

(50min) 

「少子化の原因について自由に考えてみる」 

① BS についての説明（5min） 

② BS（15min） 

③ KJ についての説明（5min） 

④ KJ（15min） 

⑤ 発表（10min） ※1min スピーチ 

ブレーンストーミ

ング，KJ 法 

担当：藤野 

 

14:20-16:30 

2nd セッション 

(130min) 

「与えられた資料を読解・分析し，少子化の原因を探る」 

① 概要説明（10min） 

② 個人ワーク…資料読解（20min） 

③ 専門家グループ会議…(30min) 

④ 休憩(10min) 

⑤ グループでのまとめ作業 (40min) 

⑥ 発表（学生全チーム）＆質疑応答（20min） ※2min スピーチ 

ジグソー学習法 

担当：山本 

16:30-16:40 休憩  

16:40-18:10 

3rdセッション 

(90min) 

「めざすべき社会のビジョンを構想し，その方向性を実現するための

アイディアを出す」 

① 説明（15min） 

② ブレスト＆KJ を自由に組み合わせて構想とアイディア出しを行

う（50min） 

③ 発表（全チーム）＆コメント（25min）  ※2min スピーチ 

担当：成瀬 

18:15-19:25 夕食＆休憩  

19:30-21:30 プレゼン準備「課題を解決するための具体的な方法を構想しまとめる」 担当：吉村 
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4th セッション 

(120min) 

① 2nd・3rd セッションの内容を踏まえてプレゼンの骨子を固める 

② プレゼン内容を作成する。 

※プレゼンテーションには必ずパワーポイントを使用する。ただ

し，これに加えて模造紙等他の表現手段を用いることは可能。 

21:30-23:00 自由時間・交流・入浴 ８号館 

23:00 就寝  

 

９月１１日（水）ワークショップ２日目 

会場：１４号館２階研修室 

時刻 内容 備考 

7:30-8:30 朝食・部屋の片付け  

9:00-9:30 プレゼン準備  

9:30-11:30 

5th セッション 

（120min） 

プレゼン「問題を解決するための方法を提案する」 

※ 学生グループ＆教員グループそれぞれ発表。 

※ 発表時間は８分以内。 

※ 聞き手は，評価シートにもとづき，評価する。 

※ 適時休憩をはさむ。   

担当：成瀬 

11:30-12:00 成果物の評価（パフォーマンス評価）…投票・集計・発表  

12:00-13:00 昼食  

13:00-14:10 

6th セッション 

（70min） 

「ふりかえり」 

 説明（5min） 

 テーマ「この研修を通して身についた力について」 

 コンピテンシーの項目を一つずつグループで意見交換。お互いの行

動についてコメントする。評価者もコメントを述べる。その内容をメ

モ。その後，時間があればグループ外のメンバーとふりかえり。 

担当：藤野 

14:10-14:20 休憩  

14:20-14:50 

7th セッション 

(30min) 

コンピテンシーについての自己評価 

（学生）ディスカッションを踏まえながら，自己評価シートに記入 

（教員）アンケート記入 

担当：藤野 

 

14:50-15:10 

(20min) 

・自己評価をグループごとにシェア＆グループごとに簡単な報告 

・グループのメンバーに対して評価者からのコメント 

 

15:10-15:30 まとめ→自己評価シートスキャン→記念撮影→自己評価シート返却→

片付け→解散 

 

 

※ 各グループに，プロセス評価者がつく。評価者は，プロセスの中でグループ内個々人のコンピテンシー

に関する参与観察を行う（ルーブリックにもとづき，個々人の行動を記録・評価する） 
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（３）研修の課題 テーマ「少子化の解消」 

我が国の年間の出生数は，下図のとおり，第１次ベビーブーム期には約 270 万人，第２次ベビーブーム期には

約 200 万人であったが，1975（昭和 50）年に 200 万人を割り込み，それ以降，毎年減少し続けた。1984（昭和

59）年には 150 万人を割り込み，1991（平成３）年以降は増加と減少を繰り返しながら，緩やかな減少傾向とな

っている。 

なお，2011（平成 23）年の出生数は，105 万 806 人と前年の 107 万 1,304 人より２万 498 人減少した。 

次に，合計特殊出生率をみると，第１次ベビーブーム期には 4.3 を超えていたが，1950（昭和 25）年以降急激

に低下した。その後，第２次ベビーブーム期を含め，ほぼ 2.1 台で推移していたが，1975 年に 2.0 を下回ってか

ら再び低下傾向となった。1989（平成元）年にはそれまで最低であった 1966（昭和 41）年（丙午：ひのえうま）

の数値を下回る 1.57 を記録し，さらに，2005（平成 17）年には過去最低である 1.26 まで落ち込んだ。 

なお，2011 年は，1.39（前年同）となっており微増傾向ではあるものの，欧米諸国と比較するとなお低い水準

にとどまっている。 

 

（平成 25 年版 少子化社会対策白書 より） 

 

※ 合計特殊出生率とは，その年次の 15～49 歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので，1人の女性が，仮にその年次

の年齢別出生率で一生の間に子どもを生むと仮定したときの子ども数に相当する。要するに，1人の女性が一生の間に

生むと推計される子どもの数のこと。ちなみに，「合計結婚出生率」という用語もあり，こちらは，1組の夫婦が一生の

間に産むと推計される子どもの数のことを指す。必然的に，合計結婚出生率よりも合計特殊出生率のほうが，数値が高

くなる。 
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【課題】 

「このような状況と，配布する資料をもとに少子化の原因を探るとともに，日本がどういう社会に

なれば少子化の問題が解決される方向に向かうのかというビジョンをグループで構想し，そのビジ

ョンのもとで，課題を解決するためのアイディア（方策等）を具体的に提案してください。そのう

えで，これらの内容を８分間にまとめてプレゼンしてください。 

 

（４）課題のポイント＆評価基準 

① （情報理解＆分析）少子化について，資料をふまえてその原因がきちんと考えられていること（仮説が立て

られているかどうか）。ビジョンとアイディアが、資料で示される現実の状況をきちんと踏まえられている

こと。 

② （課題発見）日本が目指すべき社会の方向性（＝ビジョン）が、「少子化の解消」という観点から見て整合

性があり、わかりやすいこと。 

③ （構想）少子化を解消するための目の付け所の良いユニークなアイディア（解決策）を考えること。解決策

に関して、現実性や実行可能性を考慮する必要はありません。 

④ （構想）アイディア（解決策）が現実に成立する際に必要となる条件を様々な角度から考えること。例えば、

どういった層をターゲットに、誰（政府、企業、地域、教育機関、個人等）が何をすればよいのか，また、

それらが組み合わさった結果，どういう効果が生まれるか、等を考えること。 

⑤ （表現）全体のストーリーが論理的なこと。その内容を明快にプレゼンできること 

⑥ （対自己基礎力・対人基礎力）チームメンバー一人ひとりがチームに貢献し，チーム全体で協力しながら，

最終案を作成できること 

 ※詳細な評価基準は、ルーブリックを参照のこと 

 

〔ちなみに…〕 

ビジョンとは何か，具体的なアイディアとはどういうものか。別の分野で例を挙げると， 

・ 「ビジョン（目的）」…日本一，安全・安心を実感できるまちの実現 

・ 「具体的なアイディア」 

 （行政レベルだと…）公園や道路の再整備 

 （企業レベルだと…）駐車場・駐輪場の整備，万引きをさせない店舗作り  

 （地域レベルだと…）地域住民が仲良くできる防犯パトロール体制の構想，地域の課題を発見する  

 （個人レベルだと…）犯罪の機会を与えない住宅環境の整備。自転車の施錠，自動車のキーロック 

 

 

（５）資料概要 

 資料は５点（１グループ１人ずつ）を当日提示します。 
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（６）評価基準 

・ プレゼンテーションに対しては，教職員および学生の投票によって評価を行う。 

・ 評価基準は以下のとおりである。 

 

◯プレゼンを通して評価する能力①…知識活用力（リテラシー） 

 
3 2 1 0 

1 情報分

析 

与えられた情報の内容

を正確に理解し、現状の

原因について，様々な角

度から分析を行なってい

る。 

与えられた情報の内容

を正確に理解できている

が、現状の原因につい

て、様々な角度からの分

析が不十分である。 

与えられた情報の内容

をある程度理解した上

で，現状の原因について

分析を行なっているが，

一面的・表面的である。 

与えられた情報の内容

の理解が十分ではな

い。 

2 課題の

発見 

隠れた真の問題や解決

すべき真の課題を発見

し、それらを解決するた

めの社会的ビジョンを明

確に打ち出せている。 

社会的ビジョンは明確に

打ち出せているものの、

隠れた真の問題や解決

すべき真の課題との関

連性が薄い。 

社会的ビジョンは打ち出

せているが、問題を広い

観点から洗い出したり，

分析することが不十分で

あり、説得力が弱い。 

社会的ビジョンを打ち出

そうとしているが，問題

を広い観点から洗い出し

たり，分析できていない

ため、不明瞭である。 

3 着想 目の付け所の良いユニ

ークな解決策が提案さ

れており、社会的ビジ

ョンと結びついて説得

力に富んでいる。 

目の付け所の良いユニ

ークな解決策が提案さ

れているが、社会的ビ

ジョンとの結びつきが

不十分であり、説得力

が弱い。 

具体的な解決策が提案

されているが、ありふ

れている。 

具体的な解決策が提示

されていない。 

4 構想 具体的で明確な解決策

が立てられているうえ、

解決策の必要条件等が

様々な角度から考えら

れており、それらが整

理されている。 

具体的で明確な解決策

が立てられている。解決

策の必要条件等も様々

な角度から考えられてい

るが、それらの整理が十

分ではない。 

具体的な解決策は立て

られている。ただし，解

決策が一面的であった

り、条件の整理が十分

でなかったりする。 

解決策が具体的でなく、

曖昧である。 

5 表現 ビジョンや解決策をわか

りやすく論理的に説明で

きている。また，積極的

で説得的な話し方によっ

て聞き手を納得させられ

ている。 

ビジョンや解決策を論理

的に説明できている。た

だし，説明の方法や話し

方の工夫が不十分であ

り、わかりにくい部分が

ある。 

ビジョンや解決策は説明

できているものの、論理

的でない部分がある。ま

た，話し方にも工夫が必

要である。 

ビジョンや解決策に関す

る説明がわかりにくいう

え，話し方に説得力もな

い。 

 

※ この研修を通して，身につけてほしい力の一つは，「課題解決力」（リテラシー）である。リテラシーとは，

「知識を使って課題を解決する力」のことであり，仕事をする上であらゆる場面で必要とされる力である。

リテラシーは、大学の通常の授業（＝勉強）を通して身につけていくことができる。 

- 41 -



 

 6

◯この研修を通じて、相互評価・自己評価によって確認する能力②…コンピテンシー 

（A）課題を解決する力（対課題基礎力）…相互評価・自己評価には含めません 

 
 3 2 1 0 

①課題解

決・知識活

用力 

最終的な解決策が，情報

分析→課題発見→構想

の各プロセスを通じて、

議論を積み上げて提示

できているだけでなく、

多様な角度からも検討

できている 

最終的な解決策が，情

報分析→課題発見→構

想の各プロセスを通じ

て、議論を積み上げて

提示できているが、多

様な角度からの検討が

不十分である。 

最終的な解決策が，情

報分析→課題発見→

構想→表現の各プロ

セスを積み上げて提

示しようとしている

が、一部、不十分な点

がある。 

最終的な解決策が，情

報分析→課題発見→構

想→表現の各プロセス

を積み上げた内容にな

っていない。 

 

（B）他者と良い関係を築き，チームで協働できる力（対人基礎力） 

 
 3 2 1 0 

①チーム

内の意思

疎通と連

携行動 

チームの中で自分の役割

を自分から設定し，他のメ

ンバーと協力しながら行

動ができる。また，チーム

のコミュニケーションを円

滑にできる。 

チームの中で自分の役

割を自分から設定し，他

のメンバーと協力しなが

ら，行動ができる。 

チームの中で他のメン

バーから振られた役割

を果たし，他のメンバー

と協力しながら，行動

がとれる。 

チームの中で役割を果

たせず，傍観者になって

しまう。 

②異なる

意見の受

容 

異なる意見を広い視点か

ら理解して受け入れ，そ

れをチームの解決策につ

なげられる。 

異なる意見を広い視点

から理解して受け入れ，

チームの考え方の変化

につなげようとする。 

異なる意見に対して，

おおむね，相手に耳を

傾け，受け入れようと

する。 

異なる意見に対して，否

定的であることが多い。 

③建設的

な議論の

牽引 

議論の中で，新たな提案

を行い，議論を前進させら

れる。また，他者と意見が

衝突したとき，相手に配慮

した調整案や解決策を提

示し，妥協点をみつけるこ

とができる 

議論の中で，新たな提

案を行い，議論を前進さ

せようとする。また他者

と意見が衝突したとき，

相手に配慮した調整案

や解決案を提示しようと

する。 

議論の中で，目標に結

びついた提案をしようと

努める。また，他者と意

見が衝突したとき，調

整案・解決案を提示し

ようとする。 

ともすれば否定的な意

見を言いがちであり，他

者と意見が衝突した際

に，自分で解決できな

い。 

 

（C）自分から積極的に動く力（対自己基礎力） 

 3 2 1 0 

①モチベ

ーション

やストレ

スの自己

調整 

ストレスやモチベーション

を自分自身でコントロール

し，常に前向きな気持で研

修にのぞむことができる。 

ストレスやモチベーショ

ンを自分自身でコントロ

ールし，概ね前向きな気

持で研修にのぞむことが

できる。 

自分自身で，モチベー

ションを上げることが大

切だと気づいており，

おおむね前向きな気持

で研修にのぞむことが

できる。 

ストレスやモチベーショ

ンをコントロールできず，

前向きな参加ができな

い。 

②自主

性・積極

性 

自分が何をすべきかを，

常に素早く判断し，それを

積極的に実行することが

できる。 

自分が何をすべきかを

自分自身で考えて，それ

を大体は実行できる。 

自分が何をすべきかを

自分自身で考えて実行

しようとし，一部は実行

できる。 

自分が何をすべきかを

考えることなく，ほぼ，自

分から動くことがない。 
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図表１－１：都道府県別結婚率 

 

ジグソー資料①
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図表１－２：都道府県別出生率 

 
 
 
図表１−３：都道府県別平均所得 
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図表２－１：独身男女に聞いた結婚したいと思う理由について 

 

マクロミル「～独身男女 1000 人調査～結婚意識と婚活に関する調査」より 

 

図表２−２ 

 

ジグソー資料② 
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明治安田生命生活福祉研究所「第７回 結婚・出産に関する調査」2013 年、より 

 

図表２−３ 

 

出典、同上 

 

 

 

【備考】 

35 歳以上での出産のことを一般的に「高齢出産」という。高齢出産には、1：妊娠率が下がる（40 代では不妊が

60％を超えるといわれる）、2：妊娠高血圧症候群などにかかりやすくなる（35 歳以上だと 14～18％、45 歳以

降では約 29％）、3：ダウン症候群などの染色体異常児が生まれやすい（20 代だと 0.1％、35 歳だと 0.3％、40

歳だと 1％）、4：流産が起こりやすい、といったリスクがあると言われている。 
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図表３－１ 

 

 

図表３−２ （1000 人あたりでその年に結婚・離婚した人数の率。「0.1％」なら、その年は人口 1000 人につき 1

人が結婚した計算となる。） 

ジグソー資料③ 
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図表３－３  

 

 Garbage NEWS.com「婚姻率・離婚率変移をグラフ化してみる(1899 年以降版)(2013 年)」

（http://www.garbagenews.net/archives/1892492.html）より 

 

図表３−４ 

 

明治安田生命生活福祉研究所「第７回 結婚・出産に関する調査」2013 年、より 
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図表４−１ 平均給与の推移 

 

国税庁 平成 24 年 民間給与実態統計調査結果より 

図表４−２ 

 
社会実情データ図録（http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/3240.html）より 

ジグソー資料④ 
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図表４−３ 

 
内閣府『国民生活白書』平成１８年より 

 
 
 
４－４：男女別育児休業取得率 

  

出産した女性労働者に占める育

児休業取得者の割合（%） 

配偶者が出産した男性労働者に占める

育児休業取得者の割合（％） 

2004 年度 70.6  0.56  

2005 年度 72.3  0.50  

2006 年度 88.5  0.57  

2007 年度 89.7  1.56  

2008 年度 90.6  1.23  

2009 年度 85.6  1.72  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局「女性雇用管理基本調査」より 
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図表５－１ 

http://www2.ttcn.ne.jp/honkawa/7270.html

ジグソー資料⑤ 
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図表５－１：都道府県別離婚率（2010 年） 

順位 都道府県 離婚件数 

 総 数  人口 1000 人

あたり 

1 沖縄県 3,580 件 2.57 件 

2 大阪府 20,752 件 2.34 件 

3 北海道 12,596 件 2.29 件 

4 福岡県 10,952 件 2.16 件 

5 宮崎県 2,415 件 2.13 件 

6 和歌山県 2,077 件 2.07 件 

7 東京都 26,335 件 2.00 件 

8 熊本県 3,623 件 1.99 件 

9 千葉県 12,391 件 1.99 件 

10 埼玉県 14,325 件 1.99 件 

11 宮城県 4,667 件 1.99 件 

12 神奈川県 17,830 件 1.97 件 

13 愛媛県 2,811 件 1.96 件 

14 山梨県 1,693 件 1.96 件 

15 福島県 3,965 件 1.95 件 

16 青森県 2,679 件 1.95 件 

17 鹿児島県 3,328 件 1.95 件 

18 栃木県 3,898 件 1.94 件 

19 鳥取県 1,141 件 1.94 件 

20 香川県 1,928 件 1.94 件 

21 大分県 2,314 件 1.93 件 

22 群馬県 3,865 件 1.92 件 

23 静岡県 7,241 件 1.92 件 

24 愛知県 14,253 件 1.92 件 

25 兵庫県 10,738 件 1.92 件 

26 茨城県 5,693 件 1.92 件 

27 高知県 1,463 件 1.91 件 

28 広島県 5,472 件 1.91 件 

29 京都府 4,964 件 1.88 件 

30 三重県 3,461 件 1.87 件 

31 岡山県 3,626 件 1.86 件 

32 奈良県 2,602 件 1.86 件 

33 徳島県 1,445 件 1.84 件 

34 佐賀県 1,536 件 1.81 件 

35 長崎県 2,515 件 1.76 件 

36 岩手県 2,327 件 1.75 件 

37 滋賀県 2,466 件 1.75 件 

38 山口県 2,531 件 1.74 件 

39 長野県 3,636 件 1.69 件 

40 秋田県 1,795 件 1.65 件 

41 岐阜県 3,395 件 1.63 件 

42 山形県 1,887 件 1.61 件 

43 石川県 1,817 件 1.55 件 

44 島根県 1,110 件 1.55 件 

45 福井県 1,233 件 1.53 件 

46 新潟県 3,438 件 1.45 件 

47 富山県 1,569 件 1.44 件 

 全国 251,378 件 1.96 件 

「都道府県別統計とランキングで見る県民特

性」より http://todo-ran.com/t/kiji/14268 
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2013 年度春学期 教養特殊講義５（文章表現科目） 第５ユニット教材 

 

（第１回配布レジュメ） 

■第５ユニットの達成目標 

・与えられた課題を適切に読み取り、以下の観点からみて論理的な文章が書けるようになる。 

 ①【読解】設問のポイントを正しく読み取れる。 

 ②【構想】与えられた課題から書く材料を見つけられる。自分の意見が主張できる。 

 ③【論理】根拠をつけて自分の主張を述べられる。 

 

■第５ユニットの全体の課題（３週目に実際に原稿用紙に書く課題） 

あなたが大学に進学しようとすることを聞いた叔父さんが次のように言いました。 

「どうせ大学に行っても勉強なんかしやしない。それに、大学で学ぶ知識なんて社会で役に立たない。

なんで大学に行くんだ？」 

この発言に対して根拠を示しつつ 600 字前後で自分の意見を書きなさい。 

 

→この課題に答えるために何をすればよいか？ 

① 情報収集…本やインターネットなどで大学生の勉強時間や大学の勉強の有用性などについて書かれ

たものを調べる（←この授業では資料を提供します） 

 

② 情報分析…集めた情報の内容を分析する 

☆ 与えられたグラフ・資料を読み取れる。 

☆ 今まで培ってきた読解力が試される！ 

 

③ 課題発見…資料をもとに、何がポイントなのかについて考える。 

☆大学生は勉強しないものなのか？ もしそうならそれはなぜなのか？ 

☆大学での勉強は社会で役に立つのか、立たないのか？  

 

④ 構想…どのように答えれば、叔父さんを納得させられるかを考える。 

☆ 「あなた」が大学で勉強するつもりだとしたら、それはどうしてなのか？ 

☆ 叔父さんは「あなた」にどうなってもらいたいのだろうか？ 

☆ 論理的に（＝根拠をつけて）自分の主張（「なぜ大学に行くのか？」）を述べられる 

 

⑤ 表現…自分自身が伝えたいことを的確に伝える文章を書く。 

☆導入、段落構成等に気を配って、わかりやすい文章を目指す。 

 →これらの総合力（日本語リテラシー、知識活用力）が問われる課題！ 
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教養特殊講義５ 第５ユニット（第１回）（授業案）→担当教員が共有 

 

13:00-13:10 先週の課題の返却 

13;10-13;25 課題の説明 

・ 達成目標…今までの春学期で勉強したことの総仕上げ（学んだことを使って、最後の課題に挑戦

する）であることを伝える。 

・ 課題の内容の説明 

・ この課題について、どのように考えていけばよいかをレクチャー 

「大学生だったら、こういう質問に対して、授業以外でも、リテラシープロセスに沿って調べて

考えて答えることを繰り返さなければいけない。それを積み重ねていくと、就職活動の時でも、

自分が持っている知識を使って、いろんな質問に対して的確に答えることができるようになるは

ずだ」 

 

13:25-13:40 グラフ１・２ 

・ これはわりとすぐにできるはず？？ 

・ 折れ線グラフである必要はない。棒グラフでも同じ事は分かることも伝えて良い。 

 

13:40-13:50 グラフ３ 

・ 日本の大学生は、7 割近く(66.8%)が、１週間で５時間以下しか勉強してない。10 時間以下しか

勉強していないのは、85.2%。他方、アメリカだと 5 時間以下は 15.6%、10 時間以下は 41.6%と

少ないことを比較できるかどうか、がポイント。 

・ このように数字を 0%の割合から足していくと、数字の意味がもっと分かることを理解させる。 

 

13:50-14:00 問３ 

・ グループワークを使うのが一番良いかもしれません。 

・ ここはあんまり深くやらなくていいと思います。 

 

14:00-14:30 資料２ 

・ 日本の学生が勉強しないのは、企業がそれを求めていないからだ（＝それが筆者の言う構造的な

問題）という筆者の主張が理解出来ればよいと思います。 

・ 賛成か反対かについては、グループワークでディスカッションしてもよいでしょう。 
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（第１回目ワークシート＆資料：解答例入り） 

 

 

 

【図表１】 

 
【図表２】 

 
出典：辻太一朗「なぜ日本の大学生は、世界で一番勉強しないのか？」（東洋経済 ONLINE） 

【問１】この２つのグラフから、大学生の勉強時間についてわかることを述べなさい。 

大学生は 1 日のうち、学業に使う時間も学業以外の学習も、小学 6 年生、中学３年生、高校３年生より

も短い。 

 →細かい数字はよりも比較できることが大切です。学業以外とは「学習・自己啓発・訓練」という分

類になってます。資格の勉強、読書等のことですね。 

学籍

番号

 氏

名
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【図表３】 

 

【問２】このグラフから、日米の大学生の勉強時間についてわかることを述べなさい。 

 日本の大学生は全体の 85％が 1 週間に 10 時間以下の勉強時間である。いちばん多いのが「1～5 時

間」で、次が「6～10 時間」。まったく勉強しない「0 時間」の人も 10％程度いる。 

 他方、アメリカの大学生は、まったく勉強しない人はほぼいない。10 時間以下しか勉強していない

人は約 4 割。全体から見ると少数派です。逆に、6 割近くの学生が週に 11 時間以上「授業に関連した」

勉強をしている。 

 

 

【問３】なぜ大学生の勉強時間はこのようなのか、「仮説」を考えなさい。 

・ 宿題が出ないから 

・ アルバイトが忙しいから 

・ 勉強が面白いと思えないから／大学の勉強が役に立つと思えないから 

・ 勉強の習慣がないから 

・ 学歴社会だから  etc.etc.. 

 

※時間があればグループワークで議論してもいいでしょう。面白さ、有用性などがでてくればうまく次

の週につなげられます。 
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資料２ 辻太一朗「なぜ日本の大学生は、世界で一番勉強しないのか？」（東洋経済 ONLINE） 

日本の大学生は昔から勉強しなかった 

 実は日本の大学生は、大学へ行くのが一部のエリートだけだった時代はいざしらず、大学が大衆化し

てから今日まで、ずーっと勉強していませんでした。たとえば、私自身は 28 年前に大学を卒業してい

ます。自慢ではありませんが、大学生時代はまったく勉強した記憶がありません。周りの友人たちも似

たりよったりだったので、大学生活とはこんなものかと、当時は特に疑問に思うこともありませんでし

た。 

 

なぜ「勉強しない大学生」が再生産されつづけるのか 

 問題なのは、「なぜ大学生が勉強しない状況が、20 年以上も放置されたまま続いてきたのか」です。

これがここ数年の新しい現象であるならば、問題の根っこはそれほど深くない可能性もあります。です

が、20 年以上も続いているとなると、どうも構造的な問題が潜んでいる可能性が濃厚です。問題の根っ

こは、どこにあるのでしょうか？ 

 

マジメに勉強しても「得」がない日本の大学生 

 アメリカ・中国の大学を卒業した方々への聞き取り調査によると、多くの人が異口同音に、次のよう

なことを言っていました。 

「よい成績をとらないと就職で困りますから、みな真剣に授業に臨んでいます」 

 実は海外の企業は、ごくあたりまえに採用選考で大学の成績を参考にしています。その際に使われる

のが、GPA（Grade Point Average：成績の平均点）で、その名のとおり、各人の成績を点数化したも

のの平均点です。 

 海外ではこの GPA を、面接希望者の事前選抜に使っています。以前、中国の学生が教えてくれた例

では、ある大学の経済学部の場合、コンサルティング会社Ａを受けるにはＧＰＡで○○点以上が必要、

メーカーのＢを受ける場合○○点以上が必要というように、企業の採用試験を受ける際の、一種の受験

資格のように考えられています。このようにＧＰＡを事前選抜に使っているのは、アメリカでも同じで

す。 

 そう、海外では、大学の勉強を頑張って成績を上げることに、現実的なメリットがあるのです。GPA

が 0.5 点足りなかったがために、行きたい会社の採用試験を受けることすらできない――そうなる可能

性があれば、勉強を頑張ろうという気になります。 

 一方、日本の大学生はどうでしょうか？ 就活で、企業は大学の成績を見ません。面接で聞かれるこ

とといえば、「学生時代、特に頑張ったこと」。サークルやバイトに力を入れるようにはなりますが、「勉

強を頑張りました」では、話が膨らみませんよね。 

こんな状況で、海外の大学生並みに勉強を頑張れと言っても、それは学生に酷というものです。 
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【問４】資料２の文章の主張とその理由や背景をまとめなさい。また、この資料に書かれている内容に

ついて、あなたはどう考えますか？ まとめなさい 

主張 

日本の大学生が、今も昔も勉強しないのは、構造的な問題があるからだ。 

 

 

 

 

その理由や背景 

・ 筆者は大学時代にまったく勉強していないが、それが問題になったことがない。 

・ アメリカは企業が GPA を参考にしているが、日本の企業は、就活の時に大学の成績をみない。 

 

 

 

 

 

資料２に対する自分の意見 

例えば。。。 

・ 賛成論①…大学で勉強した内容が会社では役に立たないから、企業は大学の成績のことを聞かない

んだと思う。 

・ 賛成論②…アルバイトやサークルなどでコミュニケーション能力などを磨いたほうが、会社で役に

立つと思う。だから大学の成績を聞かないんだと思う。 

 

・ 反対論①…会社によっては筆記試験や小論文がある。勉強したかどうかは結構問われている。 

・ 反対論②…勉強のことで話がふくらませられないことはない。ゼミの活動などは自分の成長に大き

く役だっていくだろうから、そういう話をすればよいはずだ。 

 

 

 

学籍

番号

 氏

名
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教養特殊講義５ 第５ユニット（第２回レジュメ） 

 

■第５ユニットの達成目標 

・与えられた課題を適切に読み取り、以下の観点からみて論理的な文章が書けるようになる。 

 ①【読解】設問のポイントを正しく読み取れる。 

 ②【構想】与えられた課題から書く材料を見つけられる。自分の意見が主張できる。 

 ③【論理】根拠をつけて自分の主張を述べられる。 

 

■第５ユニットの全体の課題（３週目に実際に原稿用紙に書く課題） 

あなたが大学に進学しようとすることを聞いた叔父さんが次のように言いました。 

「どうせ大学に行っても勉強なんかしやしない。それに、大学で学ぶ知識なんて社会で役に立たない。

なんで大学に行くんだ？」 

この発言に対して根拠を示しつつ 600 字前後で自分の意見を書きなさい。 

 

 

※この課題に、次の点から考えています。 

◯先週の課題は？ 

  「大学生は本当に勉強していないのか、またその理由はなぜか」を考える。 

・ 客観的データから…日本の大学生はアメリカの大学生よりも、そして日本の小・中・高生よ

りも勉強していない。 

・ 資料１の「仮説」…「日本の企業が就職活動の時に、GPA を評価せず、勉強のことを聞かない

から、日本の大学生は、今も昔も勉強しないのではないか？」 

・ 自分の意見…「                          」 

 

 

◯今週の課題は？ 

   「大学の勉強は社会に出て役に立つのか、立たないのか？」を考える。 
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教養特殊講義５ 第５ユニット（第２回）（授業案） 

 

 

13:00-13:10 先週の課題の復習 

13;10-13;30 資料１読解 

13;30-13;50 資料 2 読解 

13;50-14;10 資料 3 読解 

14:10 ワークシート作成 

 

 

・ 今回の授業の狙いは、様々なスタイルの文章を読むことで、色んな角度から、大学の勉強の有用性

を考えるヒントになることを狙っています。それぞれの文章を丁寧に読解するというよりも、内容

を押さえて、自分の考えを引き出す方を重視したいと思います。 

・ そこで、読解時間は各文章、それぞれ 20 分程度としました。少し伸びても問題ないと思いますが、

最後のワークシートをグループで話し合ったり、BS 形式を取り入れたりしながら、多少アイディア

をふくらませた上で、書き込んでもらえるといいかと思います。 

 

よろしくお願いします！ 
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（第２回目資料） 

【資料２】以下の文章は東都大学名誉教授で数学者の林毅のインタビューの一部である。 

 

大学で学ぶ知識が社会で役に立つかどうか、ってそんな質問、ボクからしてみたらアホやなあと思うね。

役に立たないにきまってるやないの（笑） 

 

ボクがやってた数学っていう学問分野はね、問題が解けるか解けないかが分かることが大事でね。解け

るって分かった瞬間に、数学者は興味を失うわけですよ。高校までの数学は問題を解いて答えを出すこ

とが数学だと思ってるでしょ。でも学問としての数学は、この問題はホンマに解けるのか、ということ

が問題になるわけでね。学問としての数学分野の最先端でやってることは、ほとんど実社会の役になん

かたたへん。物理学だっておんなじ。量子力学なんて 20 世紀前半に確立した分野だけど、じゃあ、量

子コンピュータが実現したかというと、100 年近くたってもまだ実現してない。科学者が考えたことが

実社会で役に立つのは、100 年後かもしれないし、もしかしたら永遠にわからへんかもしれん。そんな

ん、源氏物語の研究でもなんでも、多かれ少なかれ同じやで。 

 

そもそもね、「役に立つ」ってどういう意味で使ってるんかなあ。それって、「今の社会にとって」って

意味やないのかな？ 社会はどんどん移り変わっていくからね。今役に立つと思ってる知識が役に立た

なくなる時代もすぐにくるよ。そのスピードは結構早いよ。むしろ、今はムダだと思ってるものの中に、

将来役に立つ知識になるものがあるかもしれへん。だからね、ボクは若い人には、いっぱいムダなこと

を勉強せいというの。人生何があるかわからんからね。大学では、むしろオモロイと思うことを勉強し

て、自分の世界を広げていくほうがずっといいよ。 

 

それにね、一番大事なことを言おうか。そもそも、いろんな物事を「役に立つかどうか」で判断するヤ

ツって、絶対人から好かれんよ。「あいつは役に立ちそうだから友だちにしとこ」なんて考えてるやつ

の周りには、おんなじような打算的な人間しか集まらんよね。異業種交流会とかなんとかセミナーとか

に集まるやつらって、そんなのばっかりじゃない。逆に、「あいつはオモロイところがあるから友だち

になろ」って友だちをどんどん作るやつの周りには、オモロイやつが集まるようになってんのや。で、

そういう友だちは結局のところ、ほんとうの意味で「役に立つ」友だちになるんですよ。 

 

 知識もまったく同じ。要は「これは世の中では役に立たない知識かもしれないけれど、オモロイから

もっと知りたい」と自分が心から思えるものを探す姿勢が大事でね、その姿勢こそが、「役に立つ」人

間になる第一歩なんですよ。 

 

（出典）林毅（注意：実在しません）『林センセイは本日休講』音羽出版 
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【資料３】 以下の文章は作家郡ようこの自伝的小説の一部である。 

 

 私は、新橋にあるちいさな出版社で編集の仕事をしている。出版社というとなんだか華やかそうなイ

メージがあるけれど、作っているものは企業のチラシやパンフレットだし、会社の事務所が入っている

ビルもとても古い。会社には、ガハハとよく笑う太った社長と、細くて背が高いのに腰の低い専務と、

社員が５名いる。あとは経理のおばちゃんもいる。社長はいつも景気が悪いとグチをこぼしている。 

 私は大学では近代文学を専攻した。自分で言うのもなんだが、大学ではわりとまじめに勉強したと思

う。卒論は太宰治のことを書いた。でも、友人たちが就職活動をやっていたのに、私はぼおっとしてい

て、いつの間にか卒業する時期になってしまった。それを見かねた親が、知り合いのつてをたどって、

今の会社を探してくれたのだ。 

 私は特に出版社で働こうなんて考えてなかった。編集の仕事がなんなのかも全然知らないまま、社長

から「日本文学をやったんだったら、文章は書けるだろう、ガハハ」といった感じの簡単な面接だけで

採用されたのだった。提示された給料はすごく安かった。でも、他に行くところがないから仕方がない。

しばらく働いてみようと思った。 

 仕事はわからないことばかりだった。ある会社の新卒採用のパンフレットをはじめてまかされた時に

は、途方にくれた。相手先との打ち合わせは先輩が手助けしてくれたけれど、先輩は忙しいみたいで、

あとは一人ですすめてくれ、とほうりだされたのだった。 

 しかたがないので、他のパンフレットを見たり、図書館に行ってデザインの本を調べたりした。ある

デザインの本には、「広告とは、目指す相手に届けるメッセージだ」と書いてあった。私はそれまで、

パンフレットはきれいな写真と図が入っていたらそれでいいのかと思っていた。だからこの一文を読ん

でうむむとうなったのだった。 

 そこでもう一度、相手の会社の担当者に話を聞いてみた。すると、 

「ウチは地味だけど作ってる製品もいいし、雰囲気も良くていい会社なんだ」と言われた。ほかにも、 

「どんどんアイディアを出して自分から動く人に来てもらいたいんだよなあ。ウチみたいな会社が生き

残るためには、みんながそんな風に仕事をしないとね」とも言っていた。 

 最初に渡された資料は、会社の業績とか、その会社が作ってる製品の細かい説明ばかりだったので、

私はあれっと思った。 

 私はその会社で製品を開発している人に話を聞くことにした。メガネをかけた地味な年配のおじさん

だった。でも、話を聞くと面白かった。会社のみんなでお酒を飲んでる時に、突如アイディアを思いつ

いたのだそうだ。そこから飲み会を切り上げてみんなで会社に戻って、一気に設計図までつくったらし

い。社員はみんな仲が良さそうだった。 

 こういう会社は小さいけれど楽しそうだなあと思った。だから、パンフレットのタイトルは、「こん

な小さな会社だけど未来がある――みんなのアイディアを活かす職場」とした。中身はそこから自然に

決まっていった。写真も図も少ないけれど、みんなが何のために仕事をしていて、どんな風に協力しあ

ってるのかを具体的に書いた。開発者のおじさんと若い社員の対談も載せた。大学の友人に見せてダメ

出しをしてもらって、直したりもした。 
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 できた案を持って行くと、相手先の担当者は「こういうことを伝えたかったんだよ」と言ってくれた。

うちのガハハ社長も喜んでくれた。「やっぱり大学でちゃんと勉強した人は強いね、仕事のやり方がわ

かってるなあ、ガハハ」と言ってくれた。私は大学でそんな勉強したことないのにと思ったけれど、で

もちょっとうれしかったのだった。 

 

（出典）郡ようこ（注意：実在しません）『別人「郡ようこ」のできるまで』紀尾井出版 

 

【資料４】以下の文章は京都大学准教授溝上新一氏の著作の一部である。 

 学生が大学での勉強に意欲がわかないというときの理由は、「大学での勉強が将来にどう役立つかわ

からない」である。しかし、こちらが役立つ理由をいろいろあげても、学生が必ずしも勉強するとは限

らないという実践報告はいくつもある。 

 たとえば、「おつりの計算ができればそれでいいから、方程式や関数といった小難しい数学など勉強

する気がしない」と主張する高校生に対して、「知識は実社会のなかでこんなに役立っているのだ」と

示したりすることもある。しかし、生徒は結局勉強しない。というのも、勉強しようという気持ちがも

ともとないからである。勉強しない言い訳をしているだけだからである。大学での勉強が役に立つかど

うかの議論も、この現象と限りなく似ているのではないか。 

 とはいえ、もう少し違う角度から検討を続けてみたいと思う。つまり、問いの立て方が悪いのではな

いかと考えてみたいのである。「役に立つのか？」と聞かれて役に立つ理由をいろいろあげても勉強し

ないだろうが、大学での勉強が将来に「どうつながるのか」あるいは「どうつなげるのか」という問い

におきかえてみると、話はどうなるだろうか。 

（中略） 

 社会人となって働いている人の多くが、「大学の時もっと勉強しておけばよかった」「大学でもう一度

勉強したい」とつぶやいている。それは大学時代に勉強しなかったことの反省でもあるだろうが、それ

よりもむしろ、社会で働くようになって自分が知りたいこと、知らないことに深く気づいていったから

だろうと思う。大事だといわれることだけを勉強すればよかった学生時代と違って、自分の頭でものを

考え世界を見ることが求められるのが社会人である。そういうモードに入ると、もっと知りたい、勉強

したい、もっと勉強しておけばよかったと思うのは当然のことである。 

（中略） 

 大学や社会で求められるのは、答えがあることを基礎としながらも答えのない勉強である。大学時代

に遊びほうけて、社会人になって答えのない勉強をすることができるようになると思うのは幻想である。

多くの社会人はなかなか答えのない勉強をすることができていない。それはそういう頭や習慣をつくっ

てきていないからだ。結局のところ、答えのない勉強のしかたは、大学時代から、あるいはそれ以前か

ら、あらゆる機会を通じて、年月をかけて、少しずつかたちをつくっていくしかしようがないものであ

る。 

 

（出典）溝上新一（注意：実在します）『大学生の学び・入門』（有斐閣）pp.37-40 をもとに改変。 
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第５ユニット第２週 

【資料２】 ワークシート（教員用） 

 

【問１】 筆者が、大学の勉強が役に立たないと言っている理由は何か？ 

・ 学問の最先端でやっていることは、実社会で活用されるまでに長い時間がかかるため、今の社会で

は直接役に立たない。 

・ 役に立つと思っている知識も、社会が変化するスピードが早いため、すぐに役に立たなくなる可能

性がある。 

 

 

 

 

 

 

【問２】 筆者は、大学の勉強は役に立たないから、勉強する必要がないといっているのか？  また

その理由はなぜか？ 

 

勉強する必要がある  ／   勉強する必要がない 

 

その理由 

 

・ 役に立つと思われる知識を身につけても、社会が変化したらその知識が役に立たなくなってしまう

（例えば、）。しかし、役に立たない、ムダだと思われるものであっても、自分がオモロイ（面白い）

と思えることを勉強して自分の世界を広げるべきだと言っている。また、面白いことを探す姿勢が、

「役に立つ」人間になる第一歩だと言っている。 
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第５ユニット第２週 

【資料３】 ワークシート設問 

【問１】主人公が企業のパンフレットを作成する際に、行った仕事を、次のカテゴリごとに簡単にまと

めてみましょう。 

 

（  情報収集  ） 

・ 他のパンフレットを見たり、図書館に行ってデザインの本を調べたりした 

・ もう一度、相手の会社の担当者に話を聞いてみた 

 

 

 

（  情報分析  ） 

・ 「広告とは、目指す相手に届けるメッセージだ」という言葉の重要性に気づいた 

・ 目指す相手に届けるメッセージを考えるうえで、最初に会社から渡された資料では、不十分である

と判断した。 

・  

 

（  課題発見  ） 

・ 製品を開発している人に再度ヒアリングを行ったところ、その会社で働いている人の思いに気づい

た。 

・ どんどんアイディアを出して自分から働く人に来てもらいたい、というのが会社のメッセージであ

ることがわかった。 

 

（   構想   ） 

・ 小さいけれど、みんながアイディアを出しあって製品を作るなど、楽しそうな会社の雰囲気を、就

職生に伝えるためにはどうすればよいかを考えた。 

・ 会社で働いている人の思いと、協力関係に焦点を当てることにした 

・  

 

（   表現   ） 

・ タイトルを決めた。 

・ 写真も図も少ないけれど、みんなが何のために仕事をしていて、どんな風に協力しあってるのかを

具体的に書いた 

・ 推敲…大学の友人に見せてダメ出しをしてもらって、直したりもした 

・  
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【問２】 ガハハ社長は、「やっぱり大学でちゃんと勉強した人は強いね、仕事のやり方がわかってる

なあ」ほめてくれたが、それはなぜか？ 社長は、大学の勉強と仕事のやり方がどうつながっていると

考えているのだろうか？ 

・ 主人公は、自分自身で行動して、自分自身で課題を発見し、最終的にお客さんが求めているものを

つくり上げる、ということができている。この「仕事のやり方」とは、情報収集→情報分析→課題

発見→構想→表現、というサイクルを自分で回すことである（それはこの教養特講の授業で目指し

ていることでもある）。社長は、主人公が大学で勉強をすることで、そうした考え方や行動の仕方を

身につけたと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５ユニット第２週 

【資料４】 ワークシート設問 

【問１】 なぜ多くの人は、社会人となって「大学時代にもっと勉強しておけばよかった」と言うのだ

ろうか？ また、大学時代にはどういう勉強をすべきなのか？ 筆者の考え方にそってまとめなさい。 

・  

・ 多くの人は社会人になって仕事をしてみて、自分の頭でものを考え世界を見ることが求められるこ

とになってはじめて、自分が知りたいことや知らないことに深く気づくから。 

・ 筆者は、社会で必要とされるのは、答えのない課題に対して自分の頭でものを考え、世界を見るこ

とであると言っている。だから、大学時代に、少しずつ答えのない勉強をして、そういう頭や習慣

を作ることが大切だと述べている。 
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教養特殊講義５ 第５ユニット（第３回） 

 

■第５ユニットの達成目標 

・与えられた課題を適切に読み取り、以下の観点からみて論理的な文章が書けるようになる。 

 ①【読解】設問のポイントを正しく読み取れる。 

 ②【構想】与えられた課題から書く材料を見つけられる。自分の意見が主張できる。 

 ③【論理】根拠をつけて自分の主張を述べられる。 

 

■第５ユニットの全体の課題 

あなたが大学に進学しようとすることを聞いた叔父さんが次のように言いました。 

「どうせ大学に行っても勉強なんかしやしない。それに、大学で学ぶ知識なんて社会で役に立たない。

なんで大学に行くんだ？」 

この発言に対して根拠を示しつつ 600 字前後で自分の意見を書きなさい。 

 

※この課題に、次の点から考えています。 

◯第１週の課題は？ 

  「大学生は本当に勉強していないのか、またその理由はなぜか」を考える。 

・ 客観的データから…日本の大学生はアメリカの大学生よりも、そして日本の小・中・高生よ

りも勉強していない。 

・ 資料１の「仮説」…「日本の企業が就職活動の時に、GPA を評価せず、勉強のことを聞かない

から、日本の大学生は、今も昔も勉強しないのではないか？」 

・ 自分の意見…「                          」 

 

◯第２週の課題は？ 

   「大学の勉強は社会に出て役に立つのか、立たないのか？」を考える。 

・ 資料２…「役に立つ」知識しか勉強しないのは良くない。むしろ面白いと思うことを勉強し

て、自分の世界を広げるほうが良い。 

・ 資料３…大学で知識を活用する方法や考え方を身につけると、仕事をする時にも役に立つ。 

・ 資料４…社会では答えのない課題に対して、自分の頭でものを考え、世界を見ることが求め

られる。大学時代からそういう頭や習慣を作らないと、後で後悔する。 

・ 自分の意見…「                          」 

 

◯今週の課題は？ 

   「大学で勉強する意味」や、「大学の勉強がどのように社会で役立つか」を考え、 

   叔父さんを説得できるような文章を書く。 
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教養特殊講義５ 第５ユニット（第３回）（授業案） 

 

13:00-13:10 これまでの課題の復習、レジュメ説明 

・ 課題文をもう一度説明する 

・ これまでの資料をレジュメにそってざっと解説する。 

 

13;10-13;30 資料読解、ワークシート作成 

13;30-13;40 ワークシート共有・解説 

・ 資料４と内容が重複する部分もあるので、資料４を読解した場合には、簡単にすませてもよい。 

・ ただし、「大学でまじめに勉強すれば将来必ず出世するというわけではないが、勉強しなかっ

た者は出世しないことが多い」というポイントと、「授業の予習・復習、課題などを含めて授

業外で勉強すること」が大切というポイントは、押さえたほうがよいと思います。 

 

13;40-14;20 アウトライン作成、原稿作成 

・ 今回はルーブリックも一緒に配ってください。 

・ 字数が６００字なので、主要な内容は４段落程度が適当だと思われます。ただし、内容は、 

  ・自分は大学で勉強するつもりがあるのかどうか 

  ・その理由はなにか 

・ という内容になります。なので、根拠を２つか３つ述べていくことになるでしょう。 

・ アウトライン作成は、グループで相談してもよいでしょう。 

・ 意見・根拠・勉強しない大学生の現状、勉強の有用性の項目は相互に関連しているので、参考

にしたい資料の内容を先に記入して、そこから自分なりの意見に結びつけるというやり方もよ

いと思います。 

・ また引用する資料として、自分の意見だけでなく、別の意見や反対の意見も使って（反論して）、

自分の意見を補強することも必要、という指示も出してください。 

・ つまりは、アウトラインの各項目をバラバラに書くのではなく、資料と意見と根拠を結びつけ

ながら、アウトラインを作っていくよう、指導をお願いします。 

 

14:20-14:30 （できた学生から）ピアレビュー 

 

よろしくお願いします！ 
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（第３回目資料） 

【資料５】以下の文章は、京都大学准教授溝上新一氏の文章の一部である。 

 

 大学でしっかり勉強することは、どういう意味をもつのだろうか。しっかりと勉強した者が有名大学

へ合格する高校までの勉強とは違って、大学での勉強はこの点がわかりにくい。欧米と違って、大学で

しっかり勉強したかどうかが、基本的なところで就職時に反映されるようにもなっていない。 

 しかし最近になって、大学でしっかり勉強した者の卒業後の仕事ぶりや出世度合いがそうでない者と

比べて異なることが、いくつかの調査研究で示されるようになってきた。例えば、大学でまじめに勉強

すれば将来必ず出世するというわけではないが、勉強しなかった者は出世しないことが多い、というこ

とが明らかになっている。大学時代、クラブやサークル、アルバイトなどを通して人間関係、コミュニ

ケーションを伸ばすことが将来において重要だとよく言われたが、そしてそれらの影響はたしかにある

だろうが、それだけではだめなのである。それに加えて、やはりしっかりとした学習の蓄積が必要なの

である。 

 いま私が関わっているある大学生全国調査で調べてみると、影響があるのは、授業の予習・復習、課

題などを含めて授業外でどれだけ勉強しているかである。この結果を敷延すると、学習を中心にしてど

のように一週間の学生生活をマネージメント（設計・管理・運営）しているか、という話につながる。 

 そもそも大学教育は、高校までのそれと比べて、答えの不確かな世界で教育がなされてきたという特

徴をもっている。否、それこそが現実世界の縮図でもある。教育をする限り、答えがまったくないとい

うことはあり得ない。しかし、高校までの教育と比べると、限定された答えとして、学生の反応を評価

できる範囲はぐっと狭まる。 

 ということは、学生がどれだけ自らの視点で世界を見てものを考え、自分の見方や考えを言葉にして

他者に伝えられるか、そのために必要な知識をどこでどうやって身につけるか、そうした一連の学習が

大学では本質的に問われているということである。先の卒業生を対象にした調査で、たとえ大学での学

習が将来の仕事ぶりに効いていたという結果が出たとしても、その該当者たちは授業によって自分たち

は育てられたのだとは思わないだろう。きっと、授業はあくまできっかけで、授業外を通してゆるやか

に自分で勉強してきたのだと思うことだろう。 

 調査が示したのは、自主的に勉強をした学生が力をつけている、そんな結果である。 

 

 

溝上慎一（みぞかみ しんいち）京都大学高等教育研究開発推進センター・准教授。京都大学博士（教

育学）、「大学新聞 Web Edition」2007/08/25 
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第５ユニット第３週 

【資料５】 ワークシート設問 

【問１】 大学で勉強する人とそうでない人の違いはどこにあるのか？  

 

・大学でまじめに勉強すれば将来必ず出世するというわけではないが、勉強しなかった者は出世しない

ことが多い。 

 

 

 

 

【問２】 筆者は、学生はどのように勉強することが大切だと言っているか？ 

 

・ 授業の予習・復習、課題などを含めて授業外で勉強すること 

・ 学習を中心にして一週間の学生生活をマネージメントすること 

・ 自主的に勉強をすること 

・  

 

 

 

 

 

【問３】 筆者は、大学の勉強の中で、社会で役に立つ学習とはどのようなものだと言っているか？  

 

・ 答えの不確かな世界で、どれだけ自らの視点で世界を見てものを考え、自分の見方や考えを言葉に

して他者に伝えられるか、そのために必要な知識をどこでどうやって身につけるか。 
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アウトライン作成 

 

 

◆自分の意見 

●なぜあなたは大学に行くのか？ なぜ大学で勉強しようと思うのか？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●その意見を自分なりにどう理由（根拠）付けするか？ 根拠を２〜３つ考えること。 

根拠① 

 

 

 

 

 

根拠② 

 

 

 

 

 

根拠③ 

 

 

 

 

 

 

学籍

番号

 氏

名
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◆資料との関係（根拠の中に含めること） 

●資料では日本の多くの大学生は勉強時間が少ないことがわかるが、それに対してどう考

えるか？ 

 

 

 

 

 

→ 根拠（   ）と関連 

 

 

 

 

 

 

→ 根拠（   ）と関連 

 

●資料では、大学で学ぶ知識は社会でどのように役に立つと述べられているか？ その中

で参考になる意見、あるいは反論したい意見はどれか？ 資料の内容のまとめと、それに

対する自分の考えを書きなさい 

 

 

 

 

 

 

→ 根拠（   ）と関連 

 

 

 

 

 

 

 

→ 根拠（   ）と関連 
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教養特講５ 「大学の勉強は役に立つか」 採点基準（ルーブリック）…10 点満点 

 

 

 

■ 書き出しや終わりに工夫がある（１点満点） 

 ◇書き出しや終わりに工夫があり、読者をひきつける文章となっている 1 点 

 ◇書き出しや終わりに工夫がない   0 点 

■ 自分の意見が書かれている（3点満点） 

 ◇大学の勉強の有用性と自分の意気込み等について、自分の意見が明確に書かれて

いる。 

3 点 

 ◇自分の意見が明確に書かれているが不十分である／意見が不足している 2 点 

 ◇自分の意見が曖昧である 1 点 

 ◇自分の意見が書かれていない   0 点 

■ 自分の意見を支える根拠が書かれている（3点満点） 

◇根拠が自分の意見ときちんと関連しており、説得力がある 3 点 

◇根拠と自分の意見との関連性があいまいで、説得力が弱い 2 点 

◇根拠が書かれているが、自分の意見と関連していない 1 点 

◇根拠が書かれていない 0 点 

■ 与えられた資料をふまえている（必ずしも引用していなくてもよい）（3点満点） 

 ◇資料を複数ふまえており、自分の意見を補強するために使われているだけでなく、

反対の意見や別の意見等が含まれた内容になっている 

3 点 

 ◇自分の主張を補強する形で資料がきちんとふまえられている 2 点 

 ◇資料をふまえているが、その内容が文脈と合っていない 1 点 

 ◇資料をまったくふまえていない 0 点 

□ 減点対象 

 ◇文字数が 540 字未満 1 点減点 

 ◇誤字・脱字がある 1 点減点 

 ◇誤字・脱字が多い 2 点減点 

 ◇「です・ます」調と「である」調が混ざっている 1 点減点 

 ◇段落わけが不適切である 1 点減点 

 ◇自分自身のことを「私」と言えていないなど、不適切な言葉遣いがある 1 点減点 

 ◇主述が対応していないなど、文法的に不適切な文章がある 1 点減点 

 ◇主述が対応していないなど、文法的に不適切な文章が多い ２点減点 

 

■採点者氏名（                 ） 

氏

名

 得

点 
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2013 年度 

第 3 回佛教大学 FD 研究会 

「基礎学力調査結果報告」 

 

 
開 催 日：2013 年 12 月 4 日（水）16：10～ 

会  場：佛教大学紫野キャンパス  

常照ホール（成徳常照館 5 階） 

発 表 者：岡﨑 祐司（教育推進機構長） 

小倉 直樹 氏（株式会社ベネッセコーポレーション） 

参加者数：２２６名 
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2013年度第３回FD研究会

基礎学力調査結果報告基礎学力調査結果報告

日時：2013年１２月４日（水）

於教職員連絡会

【報告】岡﨑祐司 教育推進機構長

於教職員連絡会
場所：常照ホール（成徳常照館５階）

報
小倉直樹 株式会社ベネッセコーポレーション

【概要】
今年度4月に1･2･3回生が受験した新入生基礎学力調査
の結果を報告します。本学学生の現状や傾向を共有し、の結果を報告します。本学学生の現状や傾向を共有し、
今後の教育の取り組みをめぐる方向性を考える機会に
したいと思います。

所管部署：教育推進課（内線：2331・2335）
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2013 年度 第３回 FD 研究会 

 

１．開催概要 

開 催 日：2013 年 12 月 4 日（水）16：10～ 

テ ー マ：「基礎学力調査結果報告」 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 常照ホール（成徳常照館 5 階） 

発 表 者：岡﨑 祐司（社会福祉学部教授・教育推進機構長） 

小倉 直樹 氏（株式会社ベネッセコーポレーション） 

司会進行：岡﨑 祐司 

 

２．発表＜岡﨑 祐司 先生＞ 

＜小倉 直樹 氏＞ 

（１）はじめに 

本学は、2009 年度から新入生を対象に基礎学力調査を実施している。また、2013 年

度からは 2回生にも基礎学力調査、3回生にはキャリアアプローチを使った調査を行っ

ている。 

今回、2013 年 4 月に行った調査について(株)ベネッセコーポレーションの小倉直樹

氏よりその結果と昨年度結果と比べて大きく変わった点についてご報告をいただく。 

 

（２）基礎学力調査報告① 

小倉氏より 2013 年度の基礎学力調査の結果について下記のとおり報告が行われた 

 

シート 5 には学力調査「国語」の結果を示している。作業療法学科は昨年度、今年

度と平均点が下がっており、国語力の低下が伺えるので注意が必要である。 

シート 6 には学力調査「国語」の結果を入試区分ごとに示している。公募制推薦入

試や一般入試については多きな変化は見られないが、教育連携校入試については過去 2

年間、平均点の低下傾向にあるので何らかの対策が必要である。 

次に、シート 12 には各学科の学力調査「国語」の成績をＡからＤ－の段階別にして

示している。平均より低いＣ－以下の層が 50％前後を示している仏教学科、中国学科、

公共政策学科、作業療法学科は注意が必要で、ＡからＤ－の段階についての庄氏はシ

ート 4に示している。 

シート 16 には「基礎学力（英語）」の結果を学科別に示している。仏教学科、中国

学科については低い段階層の学生が多い結果となっている。 

シート 18 には「基礎学力（判断推理）」についての結果となっている。これは数学
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に近い内容となっており就職活動などで求められる数的処理能力を測定したものであ

る。結果については段階値が 1.2 の学生が 40％近い仏教学科、中国学科、歴史文化学

科、現代社会学科、公共政策学科、社会福祉学科の学生については判断推理能力を何

らかのフォローで向上させる必要があると考える。 

シート 24 は現在の 2回生が 1回生時との偏差値を比較するために、昨年の国語の結

果と今年の日本語理解の結果を示している。資料では、偏差値の高低度合いを示して

いるのだが、この資料からは中国学科と作業療法学科において低下した学生が多い事

が見て取れる。 

シート 27 では授業へ寄せる期待について資料の 11 項目から 2 つを選択する調査に

なっています。その結果を 1 回生時に回答したものと 2 回生時に回答したものとで比

較分析を行っています。 

全体的に下降傾向にあるのは「5.説明のわかりやすさ」と「9.質問に対する丁寧な対

応」となっている。 

逆に上昇傾向にあるものは「3.課題・レポートの量の適切さ」となっている。 

シート 29 では 2回生が自習時間をどの程度確保しているかという調査結果になって

いる。結果は資料の通りとなるが「4.次週はしていない」と回答した学生が 1～2割い

る学科については、授業で自宅学習を課すなど何らかの仕掛けが必要となる。 

シート 38.39 では 2 回生に入学時のイメージと現在のイメージがどのように変化し

たかという事を聞いており、その結果をどの項目が上がったのか、下がったのかを示

しているのがシート 40 となります。 

例えば、歴史文化であれば「興味のある科目の数が多い」についてイメージが上がっ

た事を示している。 

逆に、シート 41 では入学時のイメージから考えて悪かった項目についての設問とな

っている。全学平均を見ると「興味のある科目の数が少ない」「周囲の学生の意識が低

い」「キャンパスの施設・設備が不十分」などが高い数値となっている。 

この入学前後のギャップの原因は恐らく十分に入学する学部学科の内容について調

べたかどうかが大きく影響していると考えられるが、シート 79 では「自分の入学した

学部・学科のことは、事前にあまり調べず入学してしまった」も関連する調査なので

併せてみていきたい 

この設問に対して、四割以上の学生が当てはまると回答した学科は仏教学科、中国学

科、英米学科、現代社会学科、公共政策学科となりこの 5 学科では学びの内容や方法

を考えさせる初年次教育の充実が急がれると考える。 

入学の目的については「免許資格取得」の学生が多いのが本学の特徴であるが、免許

資格への関心度についての調査結果がシート 76・77 となっているので参考にしていた

だきたい。 

シート 43 に戻りますが、ここでは「自分の学部・学科の後輩へのお勧め度」を聞い
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ている。 

教育学科、理学療法学科で 50％の学生が「とても勧めたい」と回答しており、非常

に高い比率となっている。この要因としては、その学科での目標が明確に決まってい

る事だと推察される。 

この項目について、全学の平均を全国平均と比較すると本学の「とても勧めたい」「ま

あ勧めたい」を占める割合が 5％程高い結果となっている。 

シート 47 では、「困っていること」について質問しており回答の中で端的に結果が

表れているところは、作業療法学科の「授業のレベルが高い」についてである。 

約 35％の学生が肯定的に回答しているので、授業レベルと学生の学力にギャップが

生じている事が伺える。 

また「やりたいことが見つからない」についても、中国学科、歴史文化学科、現代社

会学科、公共政策学科において 20％以上の学生がそのように回答している。これは、

全国平均から比すれば大きな差はないものの、本学の中でも学びの目的を持たない学

生が一定数いることがうかがえる。 

シート 48 は 2 回生時の成長感について学科毎にまとめたものです。教育学科では進

路に対して肯定的な意見が強く出ているし、理学療法学科や作業療法学科では対人積

極性の項目で成長実感をあまり持てていない事が伺えます。 

シート 56 では現 3回生に対しての成長実感について聞いており、全体的に 2回生と

は違う傾向が見て取れますのでその要因を検証する必要がある。 

スライドが前後するが、シート 53 では、「詳細の満足度」を聞いている。「学部の授

業やカリキュラム」では全学平均 58％に対する数値が学科毎に出ているので、その傾

向を確認して欲しい。 

また、表の下には、今年度の 2年生と 3年生の数値を比較しているのだが、全体的に

回生が上がるとその満足度が下がっている事が見て取れる。これも、その要因等を調

査する必要がある。 

スクリーンに投影している資料は、「入門ゼミで身についたこと」について全体の数

値を載せており、ここにはプレゼンテーションとディスカッションについて他の設問

より成長実感が低いことがうかがえる。 

しかしシート 88 を見てみると、プレゼンテーションとディスカッションについて成

長実感が低いからと言って、プレゼンテーションとディスカッションの時間を増やし

て欲しいのではなく、専門領域の時間を増やして欲しいことを希望している。 

これは恐らく、プレゼンテーションとディスカッションについて成長実感が低いと感

じつつも、受身な学習スタイルを変えられないと言う学生の特徴があり、このような

学生への対応を検討しなくてはならない。 

「カリキュラムを振り返って（3年生・2年生）」と印刷されているシート 89 からを

見ると、「もっと文章やレポートの書き方を学びたかった」「専門領域における問題把
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握力と解決スキル、知識・技能などを総合的に活用する力を身につけたかった」とい

う項目について、現 2.3 回生とも肯定的意見が高く出ている。 

この結果から、学生は何かスキルのような即効的に役立つものを身につけたいと考え

ている傾向が見て取れる。 

ここからは「社会的強み」についての設問となっており、複数の設問で構成されそれ

を偏差値化している。 

まず、シート 59 を見ると、本学全体平均と全国平均を比較している。全国に比して

若干低い値を示している。特徴的なのは、「協調性」「共感力」「発信力」「説得力」が

全国平均からみても低く、自分への自信度のようなものが足りないのではないかと予

測される。 

最後にシート 60 は 1～3 年生を比較している。同一学生を 3 年間比較したデータで

はないので単純な比較とはできませんが、他大学 6,000 名のサンプルデータと比較し

てみると「協調性」「共感力」「発信力」「説得力」あたりは一定伸いている事が伺える。 

 

(3)基礎学力調査報告② 

 引き続いて小倉氏の報告に加えて、岡﨑先生より下記のように報告が行われた。 

今回の調査結果が全てではないが、学生の状況や実態の一側面であることは間違いな

いので、このデータを教学改革や FD、日々の教育活動の中で活かして欲しいと考える。 

また、単にここに出ている数値に一喜一憂するのではなく、その背景にあるものや教

員の実感値と重ねながら検討していく必要があると考える。 

シート 12 の学力調査「国語」についてＡからＤ－の層に分けて示しているが、Ｃ－

以下の層については、授業についてくる事が難しい層だと考える。 

例えば、私の所属する社会福祉学部を見てみると、Ｃ－以下の層が 4割を超える数値

となっているが、この数値は卒業までの 4 年間で伸ばすべき学力についての有効な手

がかりともなる。 

シート 24 は、現在の 2回生が 1回生時の「国語力」についての偏差値を示した表で

すが、これを見ると、大学で 1 年間学んだからと言って必ずしも学力が上がるとは限

らないことが見て取れる。 

授業と個別指導を上手く組み合わせ、教育していくことが重要だと考える。 

シート 27 に「授業への期待」について 1回生時と 2回生時の期待感を比較している

ものであるが「課題・レポートの適切さ」については、中国学科、歴史文化学科、作

業療法学科、看護学科で高くなっている。 

また、「目標、内容、評価方法が明らかにされている」については中国学科、英米学

科で数値があがっており、学年が進む程理解の度合いが高くなっている事がうかがえ

る。 

シート 29 は 2 回生時の自習時間についてのデータとなっている。総合的に見ると 5
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時間未満の学生が殆どを占めており、授業外学習が進んでいない事がうかがえる。ま

た、その背景として私達教員たちが実の学修に導くような課題の出し方が出来ていな

い事が挙げられ、学生が主体的に学ぶ環境整備が必要となる。 

シート33～37 には学科毎の大学志望度と学科志望度についてクロス集計した結果を

掲載している。 

「学びの内容」で学科を選択した学生が多いのは日本文学科、歴史学科、歴史文化学

科、教育学科、臨床心理学科、理学療法学科、看護学科である。逆に、私が所属する

社会福祉学科の学生の一定数が社会福祉を第一希望として入学してきた学生では無く、

そのような場合、「学生は社会福祉を学びたくて入学してきた」という立場に立って授

業を進めることは、非常に読み違えていることとなります。 

また、そのような学生が一定数いる場合には、その層に対して早い段階で大学の魅力

や内容を伝えることが重要となる。 

シート82 からは入学前教育で身についたことについて設問ごとの結果となっている。

シート 89 からはカリキュラムに対しての設問となっているが、実際は自分が受けた授

業への印象を回答していると考えられる。 

回答を見てみると「もっと文章やレポートの書き方を学びたかった」といった基礎的

なスキルを習得したかったと回答しつつも他方で「専門領域における問題把握力と解

決スキル、知識・技能などを総合的に活用する力を身につけたかった」とも回答して

いる。 

今回の結果を通して感じるのは、学生を成長させ学生にその実感を持たせることが大

学の使命であり、そのような教育を提供するために何をすべきかを考えることがこれ

からの課題である。 

また、今回の数値を単にその高い低いだけで見るのではなく、色々なデータをクロス

させて複合的に分析し、本学教職員がどのような教育を提供すべきかを考える必要が

ある。 
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5
 

-
1
.
5
 

-
1
.
5
 

2
0
1
3
：
2
年

1
6
.
2

1
7
.
2

1
4
.
0

1
4
.
0

9
.
3

9
.
7

1
7
.
5

1
3
.
7

1
4
.
3

2
4
.
5

2
4
.
5

2
4
.
5

2
4
.
5

2
5
.
5

2
5
.
5

2
5
.
5

2
5
.
5

1
5
.
6

1
3
.
9

5
.
4

1
1
.
3

2
0
1
2
：
1
年

1
5
.
9

1
6
.
7

1
0
.
6

1
1
.
5

1
3
.
2

7
.
5

7
.
2

8
.
2

1
2
.
0

3
0
.
5

2
8
.
3

1
6
.
4

7
.
5

1
7
.
9

6
.
1

1
3
-
1
2
の

差
異

0
.
3

0
.
3

0
.
3

0
.
3

0
.
5

0
.
5

0
.
5

0
.
5

3
.
4

3
.
4

3
.
4

3
.
4

2
.
5

2
.
5

2
.
5

2
.
5

-
3
.
9
 

-
3
.
9
 

-
3
.
9
 

-
3
.
9
 

2
.
2

2
.
2

2
.
2

2
.
2

1
0
.
3

1
0
.
3

1
0
.
3

1
0
.
3

5
.
5

5
.
5

5
.
5

5
.
5

2
.
3

2
.
3

2
.
3

2
.
3

-
6
.
0
 

-
6
.
0
 

-
6
.
0
 

-
6
.
0
 

-
2
.
8
 

-
2
.
8
 

-
2
.
8
 

-
2
.
8
 

-
0
.
8
 

-
0
.
8
 

-
0
.
8
 

-
0
.
8
 

6
.
4

6
.
4

6
.
4

6
.
4

-
1
2
.
5
 

-
1
2
.
5
 

-
1
2
.
5
 

-
1
2
.
5
 

5
.
2

5
.
2

5
.
2

5
.
2

1
1

授
業

内
容

と
社

会
と

の
関

わ

り
が

わ
か

る

1
0

A
V

機
器

な
ど

の
効

果
的

な

使
用

9

質
問

に
対

す
る

丁
寧

な
対

応

8

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
プ

レ
ゼ

ン

の
機

会

7
教

員
の

熱
意

6
板

書
の

わ
か

り
や

す
さ

5
説

明
の

わ
か

り
や

す
さ

4
専

門
知

識
の

豊
富

さ

3

課
題

・
レ

ポ
ー

ト
の

量
の

適

切
さ

2

教
員

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
と

れ
る

1

目
標

、
内

容
、

評
価

方
法

が

明
ら

か
に

さ
れ

る

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

(選
択

率
、

２
つ

選
択

)

自
習

時
間

2
回

生
29

0
%

1
0

%

2
0

%

3
0

%

4
0

%

5
0

%

6
0

%

7
0

%

8
0

%

9
0

%

1
0

0
%

全国計

仏教

日本文

中国

英米

歴史

歴史文化

教育

臨床心理

現代社会

公共政策

社会福祉

理学療法

作業療法

看護

全
国

全
学

学
科

別

4
 自

習
は

し
て

い
な

い

3
 週

あ
た

り
5
時

間
未

満

2
 週

あ
た

り
5
～

1
0
時

間
未

満

1
 週

あ
た

り
1

0
時

間
以

上

入
学

時
の

意
識

に
関

す
る

ご
報

告

大
学

・
学

部
・
学

科
志

望
度

ク
ロ

ス
表

（
1）

入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ

プ
（
2）

※
数

字
は

対
応

し
て

い
る

学
年

入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ
プ

2
年

生
38 ■

 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

5 555
-

5
-

5
-

5
-

5
＊

全
学

に
対

し
、

選
択

率
が

左
の

数
値

を
超

え
る

場
合

は
網

か
け

。

学
科

別
学

科
別

学
科

別
学

科
別

仏
教

日
本

文
中

国
英

米
歴

史
歴

史
文

化

1
・
2
・
3

4
1

.
5

4
1

.
5

4
1

.
5

4
1

.
5

4
5
.
5

4
5
.
5

4
5
.
5

4
5
.
5

3
0

.
4

3
0

.
4

3
0

.
4

3
0

.
4

4
1
.
9

4
1
.
9

4
1
.
9

4
1
.
9

4
9

.
0

4
9

.
0

4
9

.
0

4
9

.
0

4
8
.
7

4
8
.
7

4
8
.
7

4
8
.
7

4
0

.
6

4
0

.
6

4
0

.
6

4
0

.
6

1
7
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
.
5

1
1
.
6

5
.
9

6
.
1

1
0
.
9

2
1
8
.
6

3
0
.
9

3
0
.
9

3
0
.
9

3
0
.
9

1
9
.
1

1
4
.
0

1
5
.
7

1
9
.
1

1
4
.
1

3
1
5
.
0

1
4
.
5

7
.
8

7
.
8

7
.
8

7
.
8

1
6
.
3

2
7

.
5

2
7

.
5

2
7

.
5

2
7

.
5

2
3
.
5

2
3
.
5

2
3
.
5

2
3
.
5

1
5
.
6

4
・
5
・
6

5
3

.
2

5
3

.
2

5
3

.
2

5
3

.
2

5
0
.
9

5
0
.
9

5
0
.
9

5
0
.
9

6
7

.
0

6
7

.
0

6
7

.
0

6
7

.
0

5
3
.
5

5
3
.
5

5
3
.
5

5
3
.
5

4
9

.
0

4
9

.
0

4
9

.
0

4
9

.
0

4
7
.
0

4
7
.
0

4
7
.
0

4
7
.
0

5
4

.
7

5
4

.
7

5
4

.
7

5
4

.
7

4
2
3
.
7

3
0
.
9

3
0
.
9

3
0
.
9

3
0
.
9

2
7
.
0

1
8
.
6

1
8
.
6

1
8
.
6

1
8
.
6

1
5

.
7

1
5

.
7

1
5

.
7

1
5

.
7

1
7
.
4

1
7
.
4

1
7
.
4

1
7
.
4

2
5
.
0

5
2
0
.
2

1
0
.
9

1
0
.
9

1
0
.
9

1
0
.
9

2
8

.
7

2
8

.
7

2
8

.
7

2
8

.
7

2
3
.
3

2
1
.
6

2
1
.
7

2
3
.
4

6
9
.
3

9
.
1

1
1
.
3

1
1
.
6

1
1
.
8

7
.
8

6
.
3

7
・
8
・
9

5
.
3

5
.
3

5
.
3

5
.
3

3
.
6

3
.
6

3
.
6

3
.
6

2
.
6

2
.
6

2
.
6

2
.
6

4
.
7

4
.
7

4
.
7

4
.
7

2
.
0

2
.
0

2
.
0

2
.
0

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
7

4
.
7

4
.
7

4
.
7

7
3
.
1

0
.
0

0
.
9

2
.
3

0
.
0

3
.
5

1
.
6

8
1
.
4

1
.
8

0
.
0

2
.
3

0
.
0

0
.
9

3
.
1

9
0
.
8

1
.
8

1
.
7

0
.
0

2
.
0

0
.
0

0
.
0

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

良
い

→
想

像
よ

り
悪

か
っ

た

良
い

→
想

像
通

り

良
い

→
想

像
よ

り
良

か
っ

た

入
学

前
：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

よ
り

悪
か

っ
た

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

通
り

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

よ
り

良
か

っ
た

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

悪
い

→
想

像
よ

り
悪

か
っ

た

悪
い

→
想

像
通

り

悪
い

→
想

像
よ

り
良

か
っ

た

入
学

前
：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た

入
学

時
の

意
識

に
関

す
る

ご
報

告

大
学

・
学

部
・
学

科
志

望
度

ク
ロ

ス
表

（
1）

入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ

プ
（
2）

※
数

字
は

対
応

し
て

い
る

学
年

入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ
プ

2
年

生
38 ■

 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

5 555
-

5
-

5
-

5
-

5
＊

全
学

に
対

し
、

選
択

率
が

左
の

数
値

を
超

え
る

場
合

は
網

か
け

。

学
科

別
学

科
別

学
科

別
学

科
別

仏
教

日
本

文
中

国
英

米
歴

史
歴

史
文

化

1
・
2
・
3

4
1

.
5

4
1

.
5

4
1

.
5

4
1

.
5

4
5
.
5

4
5
.
5

4
5
.
5

4
5
.
5

3
0

.
4

3
0

.
4

3
0

.
4

3
0

.
4

4
1
.
9

4
1
.
9

4
1
.
9

4
1
.
9

4
9

.
0

4
9

.
0

4
9

.
0

4
9

.
0

4
8
.
7

4
8
.
7

4
8
.
7

4
8
.
7

4
0

.
6

4
0

.
6

4
0

.
6

4
0

.
6

1
7
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
.
5

1
1
.
6

5
.
9

6
.
1

1
0
.
9

2
1
8
.
6

3
0
.
9

3
0
.
9

3
0
.
9

3
0
.
9

1
9
.
1

1
4
.
0

1
5
.
7

1
9
.
1

1
4
.
1

3
1
5
.
0

1
4
.
5

7
.
8

7
.
8

7
.
8

7
.
8

1
6
.
3

2
7

.
5

2
7

.
5

2
7

.
5

2
7

.
5

2
3
.
5

2
3
.
5

2
3
.
5

2
3
.
5

1
5
.
6

4
・
5
・
6

5
3

.
2

5
3

.
2

5
3

.
2

5
3

.
2

5
0
.
9

5
0
.
9

5
0
.
9

5
0
.
9

6
7

.
0

6
7

.
0

6
7

.
0

6
7

.
0

5
3
.
5

5
3
.
5

5
3
.
5

5
3
.
5

4
9

.
0

4
9

.
0

4
9

.
0

4
9

.
0

4
7
.
0

4
7
.
0

4
7
.
0

4
7
.
0

5
4

.
7

5
4

.
7

5
4

.
7

5
4

.
7

4
2
3
.
7

3
0
.
9

3
0
.
9

3
0
.
9

3
0
.
9

2
7
.
0

1
8
.
6

1
8
.
6

1
8
.
6

1
8
.
6

1
5

.
7

1
5

.
7

1
5

.
7

1
5

.
7

1
7
.
4

1
7
.
4

1
7
.
4

1
7
.
4

2
5
.
0

5
2
0
.
2

1
0
.
9

1
0
.
9

1
0
.
9

1
0
.
9

2
8

.
7

2
8

.
7

2
8

.
7

2
8

.
7

2
3
.
3

2
1
.
6

2
1
.
7

2
3
.
4

6
9
.
3

9
.
1

1
1
.
3

1
1
.
6

1
1
.
8

7
.
8

6
.
3

7
・
8
・
9

5
.
3

5
.
3

5
.
3

5
.
3

3
.
6

3
.
6

3
.
6

3
.
6

2
.
6

2
.
6

2
.
6

2
.
6

4
.
7

4
.
7

4
.
7

4
.
7

2
.
0

2
.
0

2
.
0

2
.
0

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
7

4
.
7

4
.
7

4
.
7

7
3
.
1

0
.
0

0
.
9

2
.
3

0
.
0

3
.
5

1
.
6

8
1
.
4

1
.
8

0
.
0

2
.
3

0
.
0

0
.
9

3
.
1

9
0
.
8

1
.
8

1
.
7

0
.
0

2
.
0

0
.
0

0
.
0

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

良
い

→
想

像
よ

り
悪

か
っ

た

良
い

→
想

像
通

り

良
い

→
想

像
よ

り
良

か
っ

た

入
学

前
：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

よ
り

悪
か

っ
た

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

通
り

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

よ
り

良
か

っ
た

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

悪
い

→
想

像
よ

り
悪

か
っ

た

悪
い

→
想

像
通

り

悪
い

→
想

像
よ

り
良

か
っ

た

入
学

前
：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た

- 86 -



入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ
プ

2
年

生
39

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

5 555
-

5
-

5
-

5
-

5
＊

全
学

に
対

し
、

選
択

率
が

左
の

数
値

を
超

え
る

場
合

は
網

か
け

。

教
育

臨
床

心
理

現
代

社
会

公
共

政
策

社
会

福
祉

理
学

療
法

作
業

療
法

看
護

1
・
2
・
3

4
1

.
5

4
1

.
5

4
1
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入
学

後
に

「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

良
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

良
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

の
人

数
の

人
数

の
人

数
の

人
数

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ
プ

2
年

生
39

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

■
 
入

学
前

後
の

ギ
ャ

ッ
プ

（
選

択
率

％
）

5 555
-

5
-

5
-

5
-

5
＊

全
学

に
対

し
、

選
択

率
が

左
の

数
値

を
超

え
る

場
合

は
網

か
け

。

教
育

臨
床

心
理

現
代

社
会

公
共

政
策

社
会

福
祉

理
学

療
法

作
業

療
法

看
護

1
・
2
・
3

4
1

.
5

4
1

.
5

4
1

.
5

4
1

.
5

5
1

.
5

5
1

.
5

5
1

.
5

5
1

.
5

3
7

.
5

3
7

.
5

3
7

.
5

3
7

.
5

3
2
.
5

3
2
.
5

3
2
.
5

3
2
.
5

3
0

.
9

3
0

.
9

3
0

.
9

3
0

.
9

4
3
.
1

4
3
.
1

4
3
.
1

4
3
.
1

6
5

.
8

6
5

.
8

6
5

.
8

6
5

.
8

4
0
.
5

4
0
.
5

4
0
.
5

4
0
.
5

4
7

.
6

4
7

.
6

4
7

.
6

4
7

.
6

1
7
.
9

8
.
5

8
.
9

5
.
2

6
.
4

1
1
.
1

2
6

.
3

2
6

.
3

2
6

.
3

2
6

.
3

1
0
.
8

4
.
8

2
1
8
.
6

2
9

.
2

2
9

.
2

2
9

.
2

2
9

.
2

1
2

.
5

1
2

.
5

1
2

.
5

1
2

.
5

1
3
.
1

1
3
.
1

1
3
.
1

1
3
.
1

1
0

.
9

1
0

.
9

1
0

.
9

1
0

.
9

1
9
.
5

3
4

.
2

3
4

.
2

3
4

.
2

3
4

.
2

2
1
.
6

1
5
.
9

3
1
5
.
0

1
3
.
8

1
6
.
1

1
4
.
1

1
3
.
6

1
2
.
6

5
.
3

5
.
3

5
.
3

5
.
3

8
.
1

8
.
1

8
.
1

8
.
1

2
7

.
0

2
7

.
0

2
7

.
0

2
7

.
0

4
・
5
・
6

5
3

.
2

5
3

.
2

5
3

.
2

5
3

.
2

4
2

.
3

4
2

.
3

4
2

.
3

4
2

.
3

5
3

.
6

5
3

.
6

5
3

.
6

5
3

.
6

5
9
.
7

5
9
.
7

5
9
.
7

5
9
.
7

5
7

.
3

5
7

.
3

5
7

.
3

5
7

.
3

5
3
.
4

5
3
.
4

5
3
.
4

5
3
.
4

3
1

.
6

3
1

.
6

3
1

.
6

3
1

.
6

5
9
.
5

5
9
.
5

5
9
.
5

5
9
.
5

4
7

.
6

4
7

.
6

4
7

.
6

4
7

.
6

4
2
3
.
7

2
0
.
8

2
8
.
6

2
4
.
6

2
4
.
5

2
7
.
1

2
3
.
7

1
6
.
2

1
6
.
2

1
6
.
2

1
6
.
2

1
9
.
0

5
2
0
.
2

1
6
.
2

1
6
.
1

2
1
.
5

2
4
.
5

1
7
.
9

7
.
9

7
.
9

7
.
9

7
.
9

2
4
.
3

1
9
.
0

6
9
.
3

5
.
4

8
.
9

1
3
.
6

8
.
2

8
.
4

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
8
.
9

1
8
.
9

1
8
.
9

1
8
.
9

9
.
5

7
・
8
・
9

5
.
3

5
.
3

5
.
3

5
.
3

6
.
2

6
.
2

6
.
2

6
.
2

8
.
9

8
.
9

8
.
9

8
.
9

7
.
9

7
.
9

7
.
9

7
.
9

1
1

.
8

1
1

.
8

1
1

.
8

1
1

.
8

3
.
4

3
.
4

3
.
4

3
.
4

2
.
6

2
.
6

2
.
6

2
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
.
8

4
.
8

4
.
8

4
.
8

7
3
.
1

5
.
4

7
.
1

3
.
7

6
.
4

2
.
3

2
.
6

0
.
0

3
.
2

8
1
.
4

0
.
8

1
.
8

1
.
6

3
.
6

1
.
1

0
.
0

0
.
0

1
.
6

9
0
.
8

0
.
0

0
.
0

2
.
6

1
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

悪
い

→
想

像
よ

り
悪

か
っ

た

悪
い

→
想

像
通

り

悪
い

→
想

像
よ

り
良

か
っ

た

入
学

前
：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
悪

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

よ
り

悪
か

っ
た

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

通
り

ど
ち

ら
と

も
→

想
像

よ
り

良
か

っ
た

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

入
学

前
：
ど

ち
ら

と
も

い
え

な
い

良
い

→
想

像
よ

り
悪

か
っ

た

良
い

→
想

像
通

り

良
い

→
想

像
よ

り
良

か
っ

た

入
学

前
：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た
入

学
前

：
良

い
イ

メ
ー

ジ
を

持
っ

て
い

た

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

■
 
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）

■
 
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）

■
 
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）

■
 
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

5 555
-

5
-

5
-

5
-

5
＊

全
学

に
対

し
、

選
択

率
が

左
の

数
値

を
超

え
る

場
合

は
網

か
け

。

学
科

別
学

科
別

学
科

別
学

科
別

仏
教

日
本

文
中

国
英

米
歴

史
歴

史
文

化

4
5
7

1
7

3
6

1
4

1
1

3
0

2
4

1
2
1
.
9

1
7
.
6

1
9
.
4

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

4
5

.
8

4
5

.
8

4
5

.
8

4
5

.
8

2
3
.
3

5
.
9

2
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
2
.
4

0
.
0

8
.
3

8
.
3

8
.
3

8
.
3

7
.
1

2
7

.
3

2
7

.
3

2
7

.
3

2
7

.
3

3
.
3

0
.
0

4
1
6
.
2

1
7
.
6

1
6
.
7

1
4
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

8
.
3

8
.
3

8
.
3

8
.
3

5
2
1
.
2

1
1

.
8

1
1

.
8

1
1

.
8

1
1

.
8

1
9
.
4

2
1
.
4

3
6

.
4

3
6

.
4

3
6

.
4

3
6

.
4

1
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

1
2

.
5

1
2

.
5

1
2

.
5

1
2

.
5

6
2
.
6

5
.
9

0
.
0

0
.
0

2
7

.
3

2
7

.
3

2
7

.
3

2
7

.
3

0
.
0

0
.
0

7
1
0
.
5

1
1
.
8

2
.
8

2
.
8

2
.
8

2
.
8

2
1

.
4

2
1

.
4

2
1

.
4

2
1

.
4

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
.
3

3
.
3

3
.
3

3
.
3

1
2
.
5

8
4
.
2

0
.
0

8
.
3

0
.
0

9
.
1

0
.
0

0
.
0

9
4
.
8

5
.
9

0
.
0

2
1

.
4

2
1

.
4

2
1

.
4

2
1

.
4

0
.
0

1
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

1
3
.
3

0
.
0

1
0

5
.
5

5
.
9

1
6

.
7

1
6

.
7

1
6

.
7

1
6

.
7

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
3

1
1

2
.
8

0
.
0

0
.
0

7
.
1

0
.
0

3
.
3

1
2

.
5

1
2

.
5

1
2

.
5

1
2

.
5

1
2

4
.
6

1
7

.
6

1
7

.
6

1
7

.
6

1
7

.
6

5
.
6

0
.
0

0
.
0

3
.
3

0
.
0

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

良
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

良
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

の
人

数
の

人
数

の
人

数
の

人
数

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

語
学

教
育

が
充

実
し

て
い

る

授
業

の
内

容
が

わ
か

り
や

す
い

興
味

の
あ

る
科

目
の

数
が

多
い

学
生

同
士

の
交

流
機

会
が

多
い

教
員

と
の

交
流

機
会

が
多

い

自
由

時
間

が
多

い

専
門

科
目

が
多

い

そ
の

他

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

・
資

格
取

得
支

援
が

充
実

し
て

い
る

キ
ャ

ン
パ

ス
の

施
設

・
設

備
が

充
実

し
て

い
る

周
囲

の
学

生
の

意
識

が
高

い

特
に

な
し

入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ
プ

（
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
）

2
年

生
40 ■

 
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）

■
 
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）

■
 
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）

■
 
想

像
よ

り
良

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

5 555
-

5
-

5
-

5
-

5
＊

全
学

に
対

し
、

選
択

率
が

左
の

数
値

を
超

え
る

場
合

は
網

か
け

。

教
育

臨
床

心
理

現
代

社
会

公
共

政
策

社
会

福
祉

理
学

療
法

作
業

療
法

看
護

4
5
7

4
4

2
5

6
4

4
1

1
0
6

1
9

9
1
7

1
2
1
.
9

1
5

.
9

1
5

.
9

1
5

.
9

1
5

.
9

2
4
.
0

2
3
.
4

2
4
.
4

2
3
.
6

1
5

.
8

1
5

.
8

1
5

.
8

1
5

.
8

2
2
.
2

5
.
9

5
.
9

5
.
9

5
.
9

2
3
.
3

6
.
8

4
.
0

6
.
3

2
.
4

3
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
2
.
4

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
9

0
.
0

1
1

.
1

1
1

.
1

1
1

.
1

1
1

.
1

5
.
9

4
1
6
.
2

6
.
8

6
.
8

6
.
8

6
.
8

3
6

.
0

3
6

.
0

3
6

.
0

3
6

.
0

1
.
6

1
.
6

1
.
6

1
.
6

9
.
8

9
.
8

9
.
8

9
.
8

2
3

.
6

2
3

.
6

2
3

.
6

2
3

.
6

1
5
.
8

2
2

.
2

2
2

.
2

2
2

.
2

2
2

.
2

2
9

.
4

2
9

.
4

2
9

.
4

2
9

.
4

5
2
1
.
2

2
7

.
3

2
7

.
3

2
7

.
3

2
7

.
3

1
6

.
0

1
6

.
0

1
6

.
0

1
6

.
0

3
2

.
8

3
2

.
8

3
2

.
8

3
2

.
8

3
4

.
1

3
4

.
1

3
4

.
1

3
4

.
1

1
9
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
1

.
8

1
1

.
8

1
1

.
8

1
1

.
8

6
2
.
6

0
.
0

0
.
0

1
.
6

2
.
4

1
.
9

5
.
3

0
.
0

1
7

.
6

1
7

.
6

1
7

.
6

1
7

.
6

7
1
0
.
5

1
5

.
9

1
5

.
9

1
5

.
9

1
5

.
9

4
.
0

4
.
0

4
.
0

4
.
0

7
.
8

4
.
9

4
.
9

4
.
9

4
.
9

1
5
.
1

3
1

.
6

3
1

.
6

3
1

.
6

3
1

.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
.
9

8
4
.
2

1
3

.
6

1
3

.
6

1
3

.
6

1
3

.
6

8
.
0

4
.
7

2
.
4

0
.
9

5
.
3

0
.
0

5
.
9

9
4
.
8

0
.
0

0
.
0

1
.
6

2
.
4

2
.
8

1
5

.
8

1
5

.
8

1
5

.
8

1
5

.
8

3
3

.
3

3
3

.
3

3
3

.
3

3
3

.
3

1
7

.
6

1
7

.
6

1
7

.
6

1
7

.
6

1
0

5
.
5

4
.
5

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

9
.
4

9
.
8

3
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
1

2
.
8

4
.
5

0
.
0

4
.
7

2
.
4

1
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
2

4
.
6

4
.
5

8
.
0

6
.
3

4
.
9

1
.
9

1
0

.
5

1
0

.
5

1
0

.
5

1
0

.
5

1
1

.
1

1
1

.
1

1
1

.
1

1
1

.
1

0
.
0

特
に

な
し

そ
の

他

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

・
資

格
取

得
支

援
が

充
実

し
て

い
る

キ
ャ

ン
パ

ス
の

施
設

・
設

備
が

充
実

し
て

い
る

周
囲

の
学

生
の

意
識

が
高

い

学
生

同
士

の
交

流
機

会
が

多
い

教
員

と
の

交
流

機
会

が
多

い

自
由

時
間

が
多

い

専
門

科
目

が
多

い

語
学

教
育

が
充

実
し

て
い

る

授
業

の
内

容
が

わ
か

り
や

す
い

興
味

の
あ

る
科

目
の

数
が

多
い

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

良
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

良
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

の
人

数
の

人
数

の
人

数
の

人
数

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
良

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）
　

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

5 555
-

5
-

5
-

5
-

5
＊

全
学

に
対

し
、

選
択

率
が

左
の

数
値

を
超

え
る

場
合

は
網

か
け

。

学
科

別
学

科
別

学
科

別
学

科
別

仏
教

日
本

文
中

国
英

米
歴

史
歴

史
文

化

3
3
4

1
4

2
4

1
2

2
1

3
6

1
4

1
1
4
.
7

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

1
2
.
5

2
5

.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

3
3

.
3

3
3

.
3

3
3

.
3

3
3

.
3

1
3
.
9

2
1

.
4

2
1

.
4

2
1

.
4

2
1

.
4

2
7
.
8

7
.
1

4
.
2

8
.
3

4
.
8

8
.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

3
4
.
5

0
.
0

8
.
3

0
.
0

4
.
8

0
.
0

0
.
0

4
3
.
0

0
.
0

4
.
2

0
.
0

4
.
8

2
.
8

0
.
0

5
6
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
.
2

8
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
.
8

7
.
1

6
5
.
7

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
.
2

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
5
.
7

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

8
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
.
6

7
.
1

8
1
4
.
4

4
2

.
9

4
2

.
9

4
2

.
9

4
2

.
9

2
0
.
8

2
0
.
8

2
0
.
8

2
0
.
8

1
6
.
7

2
3

.
8

2
3

.
8

2
3

.
8

2
3

.
8

1
3
.
9

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

9
2
2
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
0
.
8

8
.
3

8
.
3

8
.
3

8
.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

3
6

.
1

3
6

.
1

3
6

.
1

3
6

.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

1
0

2
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
1

6
.
6

7
.
1

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

4
.
8

8
.
3

2
8

.
6

2
8

.
6

2
8

.
6

2
8

.
6

1
2

6
.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

8
.
3

9
.
5

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
.
1

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

悪
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

悪
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

の
人

数
の

人
数

の
人

数
の

人
数

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

専
門

科
目

が
少

な
い

語
学

教
育

が
不

足
し

て
い

る

授
業

の
内

容
が

難
し

い

興
味

の
あ

る
科

目
の

数
が

少
な

い

周
囲

の
学

生
の

意
識

が
低

い

学
生

同
士

の
交

流
機

会
が

少
な

い

教
員

と
の

交
流

機
会

が
少

な
い

自
由

時
間

が
少

な
い

特
に

な
し

そ
の

他

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

・
資

格
取

得
支

援
が

不
十

分

キ
ャ

ン
パ

ス
の

施
設

・
設

備
が

不
十

分

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（

選
択

率
％

）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（

選
択

率
％

）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（

選
択

率
％

）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（

選
択

率
％

）
　

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

5 555
-
5

-
5

-
5

-
5

＊
全

学
に

対
し

、
選

択
率

が
左

の
数

値
を

超
え

る
場

合
は

網
か

け
。

教
育

臨
床

心
理

現
代

社
会

公
共

政
策

社
会

福
祉

理
学

療
法

作
業

療
法

看
護

3
3
4

2
5

1
4

5
8

2
6

5
5

2
1
0

2
3

1
1
4
.
7

2
0

.
0

2
0

.
0

2
0

.
0

2
0

.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
0
.
7

2
0
.
7

2
0
.
7

2
0
.
7

1
1
.
5

1
0
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
3

2
7
.
8

4
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
.
2

3
.
8

1
0
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

3
4
.
5

1
2

.
0

1
2

.
0

1
2

.
0

1
2

.
0

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
.
7

7
.
7

7
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
3
.
0

4
.
0

7
.
1

3
.
4

7
.
7

1
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
6
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
.
7

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
0
.
0

4
0
.
0

4
0
.
0

4
0
.
0

3
9
.
1

3
9
.
1

3
9
.
1

3
9
.
1

6
5
.
7

4
.
0

7
.
1

5
.
2

7
.
7

1
2
.
7

1
2
.
7

1
2
.
7

1
2
.
7

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
5
.
7

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
.
1

5
.
2

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
0
.
9

1
0
.
9

1
0
.
9

1
0
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
7

8
1
4
.
4

2
4

.
0

2
4

.
0

2
4

.
0

2
4

.
0

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

1
3
.
8

1
1
.
5

7
.
3

7
.
3

7
.
3

7
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
7

8
.
7

8
.
7

8
.
7

9
2
2
.
8

1
6

.
0

1
6

.
0

1
6

.
0

1
6

.
0

2
1
.
4

3
1
.
0

3
1
.
0

3
1
.
0

3
1
.
0

4
2
.
3

4
2
.
3

4
2
.
3

4
2
.
3

2
3
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
0

2
.
1

4
.
0

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

0
.
0

0
.
0

7
.
3

7
.
3

7
.
3

7
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
1

6
.
6

8
.
0

7
.
1

6
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
7

1
2

6
.
3

4
.
0

7
.
1

5
.
2

7
.
7

1
.
8

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

4
.
3

特
に

な
し

そ
の

他

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

・
資

格
取

得
支

援
が

不
十

分

キ
ャ

ン
パ

ス
の

施
設

・
設

備
が

不
十

分

周
囲

の
学

生
の

意
識

が
低

い

学
生

同
士

の
交

流
機

会
が

少
な

い

教
員

と
の

交
流

機
会

が
少

な
い

自
由

時
間

が
少

な
い

専
門

科
目

が
少

な
い

語
学

教
育

が
不

足
し

て
い

る

授
業

の
内

容
が

難
し

い

興
味

の
あ

る
科

目
の

数
が

少
な

い

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

の
人

数
の

人
数

の
人

数
の

人
数

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ
プ

2
年

生
41

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

0
%

1
0

%
2

0
%

3
0

%
4

0
%

5
0

%
6

0
%

7
0

%
8

0
%

9
0

%
1

0
0

%

全
体

仏
教

日
本

文

中
国

英
米

歴
史

歴
史

文
化

教
育

臨
床

心
理

現
代

社
会

公
共

政
策

社
会

福
祉

理
学

療
法

作
業

療
法

看
護

か
な

り
当

て
は

ま
る

や
や

当
て

は
ま

る

あ
ま

り
当

て
は

ま
ら

な
い

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い

貴
学

独
自

質
問

入
学

前
の

学
部

学
科

下
調

べ
（
1
年

生
）

79

6
9

 自
分

の
入

学
し

た
学

部
・
学

科
の

こ
と

は
、

事
前

に
あ

ま
り

調
べ

ず
に

入
学

し
て

し
ま

っ
た

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（
選

択
率

％
）
　

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

5 555
-

5
-

5
-

5
-

5
＊

全
学

に
対

し
、

選
択

率
が

左
の

数
値

を
超

え
る

場
合

は
網

か
け

。

学
科

別
学

科
別

学
科

別
学

科
別

仏
教

日
本

文
中

国
英

米
歴

史
歴

史
文

化

3
3
4

1
4

2
4

1
2

2
1

3
6

1
4

1
1
4
.
7

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

1
2
.
5

2
5

.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

3
3

.
3

3
3

.
3

3
3

.
3

3
3

.
3

1
3
.
9

2
1

.
4

2
1

.
4

2
1

.
4

2
1

.
4

2
7
.
8

7
.
1

4
.
2

8
.
3

4
.
8

8
.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

3
4
.
5

0
.
0

8
.
3

0
.
0

4
.
8

0
.
0

0
.
0

4
3
.
0

0
.
0

4
.
2

0
.
0

4
.
8

2
.
8

0
.
0

5
6
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
.
2

8
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
.
8

7
.
1

6
5
.
7

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
.
2

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
5
.
7

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

8
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
.
6

7
.
1

8
1
4
.
4

4
2

.
9

4
2

.
9

4
2

.
9

4
2

.
9

2
0
.
8

2
0
.
8

2
0
.
8

2
0
.
8

1
6
.
7

2
3

.
8

2
3

.
8

2
3

.
8

2
3

.
8

1
3
.
9

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

9
2
2
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
0
.
8

8
.
3

8
.
3

8
.
3

8
.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

3
6

.
1

3
6

.
1

3
6

.
1

3
6

.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

1
0

2
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
1

6
.
6

7
.
1

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

2
5

.
0

4
.
8

8
.
3

2
8

.
6

2
8

.
6

2
8

.
6

2
8

.
6

1
2

6
.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
4

.
3

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

1
2
.
5

8
.
3

9
.
5

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
.
1

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

悪
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」

と
回

答
し

た
学

生
入

学
後

に
「

想
像

よ
り

悪
か

っ
た

」
と

回
答

し
た

学
生

の
人

数
の

人
数

の
人

数
の

人
数

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

専
門

科
目

が
少

な
い

語
学

教
育

が
不

足
し

て
い

る

授
業

の
内

容
が

難
し

い

興
味

の
あ

る
科

目
の

数
が

少
な

い

周
囲

の
学

生
の

意
識

が
低

い

学
生

同
士

の
交

流
機

会
が

少
な

い

教
員

と
の

交
流

機
会

が
少

な
い

自
由

時
間

が
少

な
い

特
に

な
し

そ
の

他

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

・
資

格
取

得
支

援
が

不
十

分

キ
ャ

ン
パ

ス
の

施
設

・
設

備
が

不
十

分

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（

選
択

率
％

）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（

選
択

率
％

）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（

選
択

率
％

）
　

■
 
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
項

目
（

選
択

率
％

）
　

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

5 555
-
5

-
5

-
5

-
5

＊
全

学
に

対
し

、
選

択
率

が
左

の
数

値
を

超
え

る
場

合
は

網
か

け
。

教
育

臨
床

心
理

現
代

社
会

公
共

政
策

社
会

福
祉

理
学

療
法

作
業

療
法

看
護

3
3
4

2
5

1
4

5
8

2
6

5
5

2
1
0

2
3

1
1
4
.
7

2
0

.
0

2
0

.
0

2
0

.
0

2
0

.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

2
0
.
7

2
0
.
7

2
0
.
7

2
0
.
7

1
1
.
5

1
0
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
.
3

4
.
3

4
.
3

4
.
3

2
7
.
8

4
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
.
2

3
.
8

1
0
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

3
0
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

3
4
.
5

1
2

.
0

1
2

.
0

1
2

.
0

1
2

.
0

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
.
7

7
.
7

7
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
3
.
0

4
.
0

7
.
1

3
.
4

7
.
7

1
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

5
6
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
4
.
3

1
.
7

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

3
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

4
0
.
0

4
0
.
0

4
0
.
0

4
0
.
0

3
9
.
1

3
9
.
1

3
9
.
1

3
9
.
1

6
5
.
7

4
.
0

7
.
1

5
.
2

7
.
7

1
2
.
7

1
2
.
7

1
2
.
7

1
2
.
7

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
5
.
7

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

7
.
1

5
.
2

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
0
.
9

1
0
.
9

1
0
.
9

1
0
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
7

8
1
4
.
4

2
4

.
0

2
4

.
0

2
4

.
0

2
4

.
0

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

1
3
.
8

1
1
.
5

7
.
3

7
.
3

7
.
3

7
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
7

8
.
7

8
.
7

8
.
7

9
2
2
.
8

1
6

.
0

1
6

.
0

1
6

.
0

1
6

.
0

2
1
.
4

3
1
.
0

3
1
.
0

3
1
.
0

3
1
.
0

4
2
.
3

4
2
.
3

4
2
.
3

4
2
.
3

2
3
.
6

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
0
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
3
.
0

1
0

2
.
1

4
.
0

7
.
1

7
.
1

7
.
1

7
.
1

0
.
0

0
.
0

7
.
3

7
.
3

7
.
3

7
.
3

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
1

6
.
6

8
.
0

7
.
1

6
.
9

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

1
.
8

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

0
.
0

8
.
7

1
2

6
.
3

4
.
0

7
.
1

5
.
2

7
.
7

1
.
8

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

5
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

2
0
.
0

4
.
3

特
に

な
し

そ
の

他

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

・
資

格
取

得
支

援
が

不
十

分

キ
ャ

ン
パ

ス
の

施
設

・
設

備
が

不
十

分

周
囲

の
学

生
の

意
識

が
低

い

学
生

同
士

の
交

流
機

会
が

少
な

い

教
員

と
の

交
流

機
会

が
少

な
い

自
由

時
間

が
少

な
い

専
門

科
目

が
少

な
い

語
学

教
育

が
不

足
し

て
い

る

授
業

の
内

容
が

難
し

い

興
味

の
あ

る
科

目
の

数
が

少
な

い

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

入
学

後
に

「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

の
人

数
の

人
数

の
人

数
の

人
数

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学

入
学

前
後

の
ギ

ャ
ッ
プ

2
年

生
41

※
入

学
後

に
「
想

像
よ

り
悪

か
っ

た
」
と

回
答

し
た

学
生

対
象

0
%

1
0

%
2

0
%

3
0

%
4

0
%

5
0

%
6

0
%

7
0

%
8

0
%

9
0

%
1

0
0

%

全
体

仏
教

日
本

文

中
国

英
米

歴
史

歴
史

文
化

教
育

臨
床

心
理

現
代

社
会

公
共

政
策

社
会

福
祉

理
学

療
法

作
業

療
法

看
護

か
な

り
当

て
は

ま
る

や
や

当
て

は
ま

る

あ
ま

り
当

て
は

ま
ら

な
い

ま
っ

た
く

当
て

は
ま

ら
な

い

貴
学

独
自

質
問

入
学

前
の

学
部

学
科

下
調

べ
（
1
年

生
）

79

6
9

 自
分

の
入

学
し

た
学

部
・
学

科
の

こ
と

は
、

事
前

に
あ

ま
り

調
べ

ず
に

入
学

し
て

し
ま

っ
た

- 87 -



貴
学

独
自

質
問

各
資

格
へ

の
関

心
度

（
1
年

生
）

76

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

教 員 免 許 状

図 書 館 司 書

学 校 図 書 館 司 書 教 諭

博 物 館 学 芸 員

社 会 教 育 主 事

社 会 福 祉 士

精 神 保 健 福 祉 士

保 育 士

理 学 療 法 士

作 業 療 法 士

看 護 師

保 健 師

浄 土 宗 教 師

浄 土 宗 開 教 使

浄 土 宗 社 会 教 化 主 事

レ ク リ エ ー シ ョ ン ・ イ

ン ス ト ラ ク タ ー

地 域 公 共 政 策 士 （ 第 １

種 ）

社 会 調 査 士

社 会 福 祉 主 事

児 童 福 祉 司

全
体

4
6
%

9
%

1
%

5
%

1
%

7
%

1
%

7
%

3
%

3
%

4
%

1
%

1
%

0
%

0
%

1
%

1
%

5
%

0
%

1
%

　
仏
教

4
6
%

9
%

3
%

7
%

0
%

3
%

0
%

1
%

0
%

0
%

0
%

0
%

2
5
%

1
%

0
%

0
%

3
%

1
%

0
%

0
%

　
日
本
文
学

6
6
%

2
5
%

2
%

3
%

0
%

1
%

0
%

1
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

1
%

0
%

0
%

0
%

1
%

0
%

0
%

　
中
国

5
3
%

1
4
%

1
%

1
%

4
%

1
%

0
%

5
%

3
%

1
%

3
%

3
%

1
%

1
%

0
%

3
%

3
%

4
%

0
%

0
%

　
英
米

7
9
%

8
%

2
%

0
%

0
%

1
%

0
%

2
%

0
%

0
%

4
%

0
%

0
%

0
%

0
%

2
%

0
%

1
%

0
%

0
%

　
歴
史

6
0
%

1
4
%

1
%

2
0
%

1
%

1
%

0
%

0
%

0
%

0
%

1
%

0
%

1
%

1
%

0
%

0
%

0
%

1
%

0
%

0
%

　
歴
史
文
化

3
5
%

1
4
%

0
%

4
1
%

3
%

1
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

1
%

1
%

2
%

0
%

1
%

0
%

0
%

0
%

0
%

　
教
育

8
7
%

1
%

1
%

0
%

0
%

0
%

0
%

7
%

0
%

0
%

0
%

1
%

1
%

0
%

1
%

1
%

0
%

1
%

1
%

0
%

　
臨
床
心
理

6
2
%

1
2
%

2
%

0
%

0
%

3
%

1
1
%

2
%

2
%

0
%

2
%

0
%

2
%

0
%

0
%

0
%

0
%

2
%

2
%

2
%

　
現
代
社
会

4
8
%

1
2
%

1
%

5
%

1
%

0
%

1
%

3
%

0
%

0
%

2
%

0
%

0
%

0
%

0
%

2
%

0
%

2
3
%

0
%

1
%

　
公
共
政
策

3
5
%

1
8
%

1
%

2
%

2
%

2
%

1
%

0
%

1
%

0
%

1
%

1
%

0
%

1
%

0
%

3
%

1
0
%

2
0
%

1
%

0
%

　
社
会
福
祉

2
1
%

1
%

0
%

0
%

0
%

3
8
%

3
%

2
9
%

1
%

1
%

0
%

1
%

0
%

0
%

0
%

1
%

0
%

0
%

1
%

4
%

　
理
学
療
法

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

1
0
0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

　
作
業
療
法

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

9
4
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

2
%

0
%

4
%

　
看
護

6
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

8
2
%

1
2
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

0
%

以
下

の
免

許
・
資

格
の

う
ち

、
現

在
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リ
キ

ュ
ラ

ム
5
8
.
5

5
3
.
2

5
3
.
2

5
3
.
2

5
3
.
2

6
6

.
1

6
6

.
1

6
6

.
1

6
6

.
1

6
8
.
4

6
8
.
4

6
8
.
4

6
8
.
4

5
6
.
9

6
5

.
7

6
5

.
7

6
5

.
7

6
5

.
7

6
7
.
7

6
7
.
7

6
7
.
7

6
7
.
7

2
友

人
と

の
人

間
関

係
6
7
.
4

6
6
.
0

7
2
.
1

6
7
.
5

7
0
.
1

6
6
.
0

7
2
.
3

3
教

員
と

の
関

係
5
3
.
5

4
7
.
9

4
7
.
9

4
7
.
9

4
7
.
9

5
4
.
5

5
3
.
8

5
2
.
2

5
7
.
0

6
1
.
5

6
1
.
5

6
1
.
5

6
1
.
5

4
就

職
課

、
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
の

サ
ポ

ー
ト

5
0
.
1

4
5
.
8

4
5
.
9

3
7
.
5

3
7
.
5

3
7
.
5

3
7
.
5

5
9
.
7

5
9
.
7

5
9
.
7

5
9
.
7

4
0

.
4

4
0

.
4

4
0

.
4

4
0

.
4

5
8
.
5

5
8
.
5

5
8
.
5

5
8
.
5

番 号

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

質
問

内
容

全
学

全
学

全
学

全
学
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貴
学

独
自

質
問

入
門

ゼ
ミ
で

身
に

つ
い

た
こ

と
（
2
年

生
）

※

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

4
2

 大
学

で
自

律
的

に
学

ぶ
こ

と
の

心
構

え
を

も
ち

、
学

び
を

見
通

す
こ

と
が

で
き

る

4
3

 自
身

の
力

で
課

題
に

応
じ

た
情

報
や

文
献

を
検

索
す

る
こ

と
が

で
き

る

4
4

 情
報

や
文

献
を

読
解

し
て

内
容

を
要

約
す

る
こ

と
が

で
き

る

4
5

 構
成

を
意

識
し

た
レ

ジ
ュ

メ
や

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る

4
6

 効
果

を
意

識
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

等
の

発
表

を
す

る
こ

と
が

で
き

る

4
7

 デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
通

し
て

自
分

の
考

え
を

再
構

成
す

る
こ

と
が

で
き

る

入
門

ゼ
ミ

で
身

に
つ

い
た

こ
と

（
入

門
ゼ

ミ
で

身
に

つ
い

た
こ

と
（

入
門

ゼ
ミ

で
身

に
つ

い
た

こ
と

（
入

門
ゼ

ミ
で

身
に

つ
い

た
こ

と
（
2
年

生
）

年
生

）
年

生
）

年
生

）

と
て

も
実

感
が

あ
る

あ
る

程
度

実
感

が
あ

る
あ

ま
り

実
感

が
な

い
全

く
実

感
が

な
い

わ
か

ら
な

い

ス
ラ

イ
ド
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～
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の

全
学

部
分

を
ま

と
め

た
も

の
。

手
元

資
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に
は

あ
り

ま
せ
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独
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仏
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史
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を
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会
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共

政
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学
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法
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な
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と
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や
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ョ
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4
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部
の
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門

の
内

容
を
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し
て
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し

い

貴
学

独
自

質
問

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
を

振
り

返
っ

て
（
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年

生
・
2
年

生
）

※

0
%

2
0

%
4

0
%

6
0

%
8

0
%

1
0

0
%

も
っ

と
大

学
生

の
学

び
方

に
つ

い
て

理
解

す
る

機
会

が
ほ

し
か

っ
た

も
っ

と
文

章
や

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

を
学

び
た

か
っ

た

専
門

領
域

に
お

け
る

問
題

把
握

力
と

解
決

ス
キ

ル
、

知
識

・
技

能
な

ど
を

総
合

…

も
っ

と
専

門
を

深
め

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

し
て

ほ
し

か
っ

た

も
っ

と
教

員
と

接
す

る
機

会
を

増
や

し
て

ほ
し

か
っ

た

も
っ

と
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

関
す

る
授

業
を

増
や

し
て

ほ
し

か
っ

た

も
っ

と
企

業
と

接
す

る
機

会
を

増
や

し
て

ほ
し

か
っ

た

1
年

生
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
振

り
返

っ
て

年
生

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

振
り

返
っ

て
年

生
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
振

り
返

っ
て

年
生

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

振
り

返
っ

て
（ （（（
2
年

生
）

年
生

）
年

生
）

年
生

）

か
な

り
当

て
は

ま
る

や
や

当
て

は
ま

る
あ

ま
り

当
て

は
ま

ら
な

い
ま

っ
た

く
当

て
は

ま
ら

な
い

分
か

ら
な

い
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%

2
0

%
4
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%

6
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%
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0
%

1
0

0
%

も
っ

と
大

学
生

の
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び
方

に
つ

い
て

理
解

す
る

機
会

が
ほ

し
か

っ
た

も
っ

と
文

章
や

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

を
学

び
た

か
っ

た

専
門

領
域

に
お

け
る

問
題

把
握

力
と

解
決

ス
キ

ル
、

知
識

・
技

能
な

ど
を

総
合

…

も
っ

と
専

門
を

深
め

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

し
て

ほ
し

か
っ

た

も
っ

と
教

員
と

接
す

る
機

会
を

増
や

し
て

ほ
し

か
っ

た

も
っ

と
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

関
す

る
授

業
を

増
や

し
て

ほ
し

か
っ

た

も
っ

と
企

業
と

接
す

る
機

会
を

増
や

し
て

ほ
し

か
っ

た

1
・ ・・・
2
年

生
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
振

り
返

っ
て

年
生

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

振
り

返
っ

て
年

生
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
振

り
返

っ
て

年
生

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

振
り

返
っ

て
（ （（（
3
年

生
）

年
生

）
年

生
）

年
生

）

か
な

り
当

て
は

ま
る

や
や

当
て

は
ま

る
あ

ま
り

当
て

は
ま

ら
な

い
ま

っ
た

く
当

て
は

ま
ら

な
い

分
か

ら
な

い

ス
ラ

イ
ド

95
～

10
1の

全
学

部
分

を

ま
と

め
た

も
の

。

手
元

資
料

に
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ス
ラ

イ
ド

10
2～

10
8の

全
学

部
分

を
ま

と
め

た
も

の
。

手
元

資
料

に
は

あ
り

ま
せ

ん
。

キ
ャ

リ
ア

意
識

に
関

す
る

ご
報

告

社
会

的
強

み
（
1・

2・
3）

進
路

に
対

す
る

意
識

（
1・

2・
3）

進
路

へ
の

不
安
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1・

2・
3）

※
数

字
は

対
応

し
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い
る
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を

増
や

し
て

ほ
し

か
っ

た
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リ
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を

増
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っ

た
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た
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っ
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新
入
生
・
2
年
生
・
3
年
生
の

学
力
調
査
結
果
か
ら
み
え
て
く
る
こ
と

（
含
む
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

教
育
推
進
機
構
長

岡
﨑
祐
司

4
～
1
2
－
国
語
の
基
礎
学
力

•
[C
－
]
[D

]
[D
－
]→
全
体
で
3
3
.3

•
［
C
－
］
が
４
0
％
を
超
え
る
／
近
い
学
科

•
学
生
の
能
力
伸
長
の
土
台
。
教
養
教
育
・
専
門
教

育
だ
け
で
は
な
く
､
就
職
活
動
､
キ
ャ
リ
ア
形
成
力
に

も
影
響
を
与
え
る
。

•
国
語
力
底
上
げ
の
取
り
組
み
、
工
夫
→
『
日
本
語

表
現
法
』
の
配
布
と
活
用
。

•
［
C
－
］
以
下
の
学
生
に
は
「
現
代
日
本
語
」
の
受
講

を
勧
奨
。

新
入
生
・
2
年
生
・
3
年
生
の

学
力
調
査
結
果
か
ら
み
え
て
く
る
こ
と

（
含
む
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）

教
育
推
進
機
構
長

岡
﨑
祐
司

4
～
1
2
－
国
語
の
基
礎
学
力

•
[C
－
]
[D

]
[D
－
]→
全
体
で
3
3
.3

•
［
C
－
］
が
４
0
％
を
超
え
る
／
近
い
学
科

•
学
生
の
能
力
伸
長
の
土
台
。
教
養
教
育
・
専
門
教

育
だ
け
で
は
な
く
､
就
職
活
動
､
キ
ャ
リ
ア
形
成
力
に

も
影
響
を
与
え
る
。

•
国
語
力
底
上
げ
の
取
り
組
み
、
工
夫
→
『
日
本
語

表
現
法
』
の
配
布
と
活
用
。

•
［
C
－
］
以
下
の
学
生
に
は
「
現
代
日
本
語
」
の
受
講

を
勧
奨
。

2
2
、
2
4
－
2
年
生
の
日
本
語
理
解

•
［
段
階
値
２
・
段
階
値
１
］
…
全
体
で
2
0
％

•
［
段
階
値
２
・
段
階
値
１
］
…
4
0
％
ま
で
。
学
科
別

•
校
内
偏
差
値
の
増
減
―
意
識
的
・
組
織
的
な
教
育

方
法
が
必
要
。

•
1
年
生
の
段
階
で
、
ど
の
よ
う
な
力
を
伸
ば
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
学
生
に
自
覚
と
目
標
を
持
た

せ
る
教
育
方
法
の
工
夫
。

•
例
：
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
個
別
学
習
相
談

学
生
の
国
語
力
と
授
業

•
教
員
と
し
て
―
ど
の
程
度
の
水
準
を
前
提
に
授
業

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

•
「
底
上
げ
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
取
り
組
み

•
「
能
力
伸
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と
い
う
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点
か
ら
の
取
り
組
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授
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の
レ
ベ
ル
の
提
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と
到
達
目
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の
明
確
化

•
一
斉
授
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と
個
別
学
修
支
援
の
組
み
合
わ
せ

•
学
生
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弱
点
・
課
題
を
自
覚
し
、
支
援
を
受
け
な
が

ら
主
体
的
に
学
修
す
る
「
し
か
け
」
づ
く
り
。

2
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4
－
2
年
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の
日
本
語
理
解

•
［
段
階
値
２
・
段
階
値
１
］
…
全
体
で
2
0
％

•
［
段
階
値
２
・
段
階
値
１
］
…
4
0
％
ま
で
。
学
科
別

•
校
内
偏
差
値
の
増
減
―
意
識
的
・
組
織
的
な
教
育

方
法
が
必
要
。

•
1
年
生
の
段
階
で
、
ど
の
よ
う
な
力
を
伸
ば
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
学
生
に
自
覚
と
目
標
を
持
た

せ
る
教
育
方
法
の
工
夫
。

•
例
：
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
、
個
別
学
習
相
談

学
生
の
国
語
力
と
授
業

•
教
員
と
し
て
―
ど
の
程
度
の
水
準
を
前
提
に
授
業

を
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

•
「
底
上
げ
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
取
り
組
み

•
「
能
力
伸
長
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
取
り
組
み

•
授
業
の
レ
ベ
ル
の
提
示
と
到
達
目
標
の
明
確
化

•
一
斉
授
業
と
個
別
学
修
支
援
の
組
み
合
わ
せ

•
学
生
も
弱
点
・
課
題
を
自
覚
し
、
支
援
を
受
け
な
が

ら
主
体
的
に
学
修
す
る
「
し
か
け
」
づ
く
り
。
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2
7
－
授
業
へ
の
期
待
、
1
年
生
→
2
年
生

•
項
目
ご
と
に
読
み
方
と
引
き
出
す
課
題
は
違
う
。

•
［
課
題
・
レ
ポ
ー
ト
量
の
適
切
さ
］
…

•
［
専
門
知
識
の
豊
富
さ
］
…
A
V
よ
り
高
い
学
科

•
［
説
明
の
わ
か
り
や
す
さ
］
…
全
体
の
低
下

•
［
目
標
、
内
容
、
評
価
方
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
］
…

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
？
授
業
へ
の
期
待

が
低
く
な
る
？
学
修
の
過
程
（
順
次
性
、
つ
な
が
り
）

が
見
え
て
い
な
い
？

2
9
－
学
生
が
学
習
す
る
大
学
へ

•
［
自
習
し
て
い
な
い
］
…
全
体
で
2
0
％

•
［
週
あ
た
り
5
時
間
未
満
］
…
全
体
で
7
0
％

•
授
業
以
外
の
時
間
で
、
「
学
び
」
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
の
か
？

•
自
習
、
予
習
・
復
習
の
習
慣
が
で
き
て
な
い

•
課
題
の
出
し
方
、
復
習
－
主
体
性
を
前
提
に
学
生
が

し
っ
か
り
学
習
す
る
教
育
方
法
、
環
境

•
授
業
以
外
も
含
め
た
、
学
び
の
豊
か
さ
、
面
白
さ
を
ど
う

実
感
さ
せ
る
か

2
7
－
授
業
へ
の
期
待
、
1
年
生
→
2
年
生

•
項
目
ご
と
に
読
み
方
と
引
き
出
す
課
題
は
違
う
。

•
［
課
題
・
レ
ポ
ー
ト
量
の
適
切
さ
］
…

•
［
専
門
知
識
の
豊
富
さ
］
…
A
V
よ
り
高
い
学
科

•
［
説
明
の
わ
か
り
や
す
さ
］
…
全
体
の
低
下

•
［
目
標
、
内
容
、
評
価
方
法
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
］
…

マ
イ
ナ
ス
に
な
る
の
は
な
ぜ
か
？
授
業
へ
の
期
待

が
低
く
な
る
？
学
修
の
過
程
（
順
次
性
、
つ
な
が
り
）

が
見
え
て
い
な
い
？

2
9
－
学
生
が
学
習
す
る
大
学
へ

•
［
自
習
し
て
い
な
い
］
…
全
体
で
2
0
％

•
［
週
あ
た
り
5
時
間
未
満
］
…
全
体
で
7
0
％

•
授
業
以
外
の
時
間
で
、
「
学
び
」
に
重
点
が
置
か
れ
て

い
る
の
か
？

•
自
習
、
予
習
・
復
習
の
習
慣
が
で
き
て
な
い

•
課
題
の
出
し
方
、
復
習
－
主
体
性
を
前
提
に
学
生
が

し
っ
か
り
学
習
す
る
教
育
方
法
、
環
境

•
授
業
以
外
も
含
め
た
、
学
び
の
豊
か
さ
、
面
白
さ
を
ど
う

実
感
さ
せ
る
か

3
3
～
3
7
－
大
学
と
学
科
の
志
望
度

•
学
部
学
科
が
第
1
希
望
＝
「
第
1
ゾ
ー
ン
」

•
7
0
％
超
ー
日
文
7
6
％
、
歴
史
8
4
％
、
歴
文
7
6
％
、
教

育
9
6
％
、
臨
床
7
5
％
、
理
学
9
3
％
、
看
護
8
8
％

•
学
部
学
科
が
第
2
希
望
＝
「
第
2
ゾ
ー
ン
」

•
仏
教
6
5
％
、
日
文
2
4
％
、
中
国
8
2
％
、
英
米
4
6
％
、

歴
史
1
6
％
、
歴
文
2
4
％
、
教
育
4
％
、
臨
床
2
5
％
、

現
社
4
0
％
、
公
共
4
1
％
、
社
福
3
8
％
、
理
学
8
％
、

作
業
2
8
％
、
看
護
1
2
％

3
3
～
3
7
－
大
学
と
学
科
の
志
望
度

•
全
て
の
学
生
が
「
第
1
ゾ
ー
ン
」
で
は
な
い
。

•
そ
の
学
科
の
関
連
領
域
や
異
な
る
領
域
を
学
び
た

か
っ
た
学
生
も
い
る
。
多
様
性
、
バ
ラ
ツ
キ
？

•
初
年
次
に
お
い
て
専
門
分
野
の
魅
力
、
将
来
性
を

十
分
に
伝
え
る
努
力
が
重
要
。
い
か
に
、
学
科
の
中

心
軸
に
引
き
付
け
る
か
。

•
学
士
課
程
と
し
て
の
学
び
の
中
心
と
、
進
路
の
多
様

さ
、
活
用
の
幅
を
い
か
に
示
す
か
―
キ
ャ
リ
ア
教
育

3
3
～
3
7
－
大
学
と
学
科
の
志
望
度

•
学
部
学
科
が
第
1
希
望
＝
「
第
1
ゾ
ー
ン
」

•
7
0
％
超
ー
日
文
7
6
％
、
歴
史
8
4
％
、
歴
文
7
6
％
、
教

育
9
6
％
、
臨
床
7
5
％
、
理
学
9
3
％
、
看
護
8
8
％

•
学
部
学
科
が
第
2
希
望
＝
「
第
2
ゾ
ー
ン
」

•
仏
教
6
5
％
、
日
文
2
4
％
、
中
国
8
2
％
、
英
米
4
6
％
、

歴
史
1
6
％
、
歴
文
2
4
％
、
教
育
4
％
、
臨
床
2
5
％
、

現
社
4
0
％
、
公
共
4
1
％
、
社
福
3
8
％
、
理
学
8
％
、

作
業
2
8
％
、
看
護
1
2
％

3
3
～
3
7
－
大
学
と
学
科
の
志
望
度

•
全
て
の
学
生
が
「
第
1
ゾ
ー
ン
」
で
は
な
い
。

•
そ
の
学
科
の
関
連
領
域
や
異
な
る
領
域
を
学
び
た

か
っ
た
学
生
も
い
る
。
多
様
性
、
バ
ラ
ツ
キ
？

•
初
年
次
に
お
い
て
専
門
分
野
の
魅
力
、
将
来
性
を

十
分
に
伝
え
る
努
力
が
重
要
。
い
か
に
、
学
科
の
中

心
軸
に
引
き
付
け
る
か
。

•
学
士
課
程
と
し
て
の
学
び
の
中
心
と
、
進
路
の
多
様

さ
、
活
用
の
幅
を
い
か
に
示
す
か
―
キ
ャ
リ
ア
教
育
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入
学
後
の
学
生
の
評
価

•
「
入
学
前
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
（
3
8
～
4
1
）

•
「
後
輩
へ
の
お
勧
め
度
」
（
4
3
、
4
4
、
5
1
、
5
2
）

•
「
お
勧
め
度
」
が
高
い
学
科
の
、
「
想
像
よ
り
よ
か
っ

た
」
→
「
学
生
同
士
の
交
流
機
会
」
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス

の
施
設
・
設
備
充
実
」

•
「
お
勧
め
度
」
が
低
い
学
科
の
「
想
像
よ
り
悪
か
っ

た
」
→
「
興
味
の
あ
る
科
目
」
、
「
周
囲
の
学
生
の
意

識
低
い
」
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
設
備
」

8
2
～
8
8
学
生
の
入
門
ゼ
ミ
の
評
価

•
学
生
の
「
実
感
」
評
価
を
通
し
て
み
た
入
門
ゼ
ミ
の
学

修
成
果

•
「
と
て
も
実
感
が
あ
る
」
「
あ
る
程
度
実
感
が
あ
る
」

•
「
あ
ま
り
実
感
が
な
い
」
「
ま
っ
た
く
実
感
が
な
い
」

•
を
統
一
シ
ラ
バ
ス
の
項
目
で
聞
い
た
も
の
。

•
学
科
に
よ
る
学
生
の
実
感
の
違
い
。

•
今
後
、
入
門
ゼ
ミ
の
役
割
と
位
置
付
け
―
基
礎
的
な

学
び
の
方
法
を
つ
か
ま
せ
る
。
専
門
教
育
の
導
入
。

入
学
後
の
学
生
の
評
価

•
「
入
学
前
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
（
3
8
～
4
1
）

•
「
後
輩
へ
の
お
勧
め
度
」
（
4
3
、
4
4
、
5
1
、
5
2
）

•
「
お
勧
め
度
」
が
高
い
学
科
の
、
「
想
像
よ
り
よ
か
っ

た
」
→
「
学
生
同
士
の
交
流
機
会
」
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス

の
施
設
・
設
備
充
実
」

•
「
お
勧
め
度
」
が
低
い
学
科
の
「
想
像
よ
り
悪
か
っ

た
」
→
「
興
味
の
あ
る
科
目
」
、
「
周
囲
の
学
生
の
意

識
低
い
」
、
「
キ
ャ
ン
パ
ス
の
施
設
設
備
」

8
2
～
8
8
学
生
の
入
門
ゼ
ミ
の
評
価

•
学
生
の
「
実
感
」
評
価
を
通
し
て
み
た
入
門
ゼ
ミ
の
学

修
成
果

•
「
と
て
も
実
感
が
あ
る
」
「
あ
る
程
度
実
感
が
あ
る
」

•
「
あ
ま
り
実
感
が
な
い
」
「
ま
っ
た
く
実
感
が
な
い
」

•
を
統
一
シ
ラ
バ
ス
の
項
目
で
聞
い
た
も
の
。

•
学
科
に
よ
る
学
生
の
実
感
の
違
い
。

•
今
後
、
入
門
ゼ
ミ
の
役
割
と
位
置
付
け
―
基
礎
的
な

学
び
の
方
法
を
つ
か
ま
せ
る
。
専
門
教
育
の
導
入
。

8
9
～
1
0
2
学
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評
価

•
基
本
的
な
こ
と
を
求
め
る
（
文
章
、
レ
ポ
ー
ト
の
書
き

方
）

•
「
専
門
を
深
め
る
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
希
望

•
教
員
と
接
す
る
機
会
―
勉
強
の
相
談

•
基
礎
的
な
力
を
つ
け
な
が
ら
、
専
門
性
も
身
に
つ
け
た

い
。

•
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
意
識
―
必
ず
し
も
高
く
な
い

学
士
課
程
と
し
て
の
あ
り
か
た

•
教
育
力
の
高
い
大
学
を
め
ざ
す
に
は
？

•
中
規
模
の
良
さ
を
生
か
し
た
「
面
倒
見
の
よ
い
大
学
」

•
学
生
が
成
長
実
感
の
持
て
る
教
育

•
主
体
的
な
「
学
び
」

•
偏
差
値
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
面
で
の
評
価
軸
を

積
極
的
に
学
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
取
り
組
み
が

必
要

・
教
職
協
働
に
よ
り
取
り
組
む

8
9
～
1
0
2
学
生
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
評
価

•
基
本
的
な
こ
と
を
求
め
る
（
文
章
、
レ
ポ
ー
ト
の
書
き

方
）

•
「
専
門
を
深
め
る
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
希
望

•
教
員
と
接
す
る
機
会
―
勉
強
の
相
談

•
基
礎
的
な
力
を
つ
け
な
が
ら
、
専
門
性
も
身
に
つ
け
た

い
。

•
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
意
識
―
必
ず
し
も
高
く
な
い

学
士
課
程
と
し
て
の
あ
り
か
た

•
教
育
力
の
高
い
大
学
を
め
ざ
す
に
は
？

•
中
規
模
の
良
さ
を
生
か
し
た
「
面
倒
見
の
よ
い
大
学
」

•
学
生
が
成
長
実
感
の
持
て
る
教
育

•
主
体
的
な
「
学
び
」

•
偏
差
値
だ
け
で
は
な
く
、
教
育
面
で
の
評
価
軸
を

積
極
的
に
学
外
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
取
り
組
み
が

必
要

・
教
職
協
働
に
よ
り
取
り
組
む
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人
が
育
つ
大
学
教
育
の
追
及

•
人
が
育
つ
・
成
長
す
る
大
学
、
成
長
実
感
の
高
い
大

学

•
学
生
の
現
状
・
状
況
、
学
生
の
自
己
評
価
・
自
画
像

を
つ
か
ん
で
、
学
生
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
組
織

的
な
教
育
活
動
、
連
動
し
た
教
育
活
動
。

•
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
―
教
員
の
取
り
組
み
、
学
生
同

士
の
相
互
作
用
（
支
援
）
初
年
次
か
ら
二
年
次
以
降

に
ど
う
つ
な
ぐ
か

•
も
っ
と
学
修
を
中
心
に
し
た
大
学
生
活
の
実
現

今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

•
明
確
な
教
育
目
標
、
到
達
目
標
と
教
育
方
法
が
準
備

さ
れ
、
学
生
の
主
体
性
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
順
次

性
・
体
系
性
を
も
っ
た
、
厳
選
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

•
お
の
ず
と
ス
リ
ム
化
さ
れ
て
い
く
は
ず
。

•
教
養
教
育
と
専
門
教
育

•
科
目
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

人
が
育
つ
大
学
教
育
の
追
及

•
人
が
育
つ
・
成
長
す
る
大
学
、
成
長
実
感
の
高
い
大

学

•
学
生
の
現
状
・
状
況
、
学
生
の
自
己
評
価
・
自
画
像

を
つ
か
ん
で
、
学
生
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
す
組
織

的
な
教
育
活
動
、
連
動
し
た
教
育
活
動
。

•
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
―
教
員
の
取
り
組
み
、
学
生
同

士
の
相
互
作
用
（
支
援
）
初
年
次
か
ら
二
年
次
以
降

に
ど
う
つ
な
ぐ
か

•
も
っ
と
学
修
を
中
心
に
し
た
大
学
生
活
の
実
現

今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

•
明
確
な
教
育
目
標
、
到
達
目
標
と
教
育
方
法
が
準
備

さ
れ
、
学
生
の
主
体
性
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
順
次

性
・
体
系
性
を
も
っ
た
、
厳
選
さ
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

•
お
の
ず
と
ス
リ
ム
化
さ
れ
て
い
く
は
ず
。

•
教
養
教
育
と
専
門
教
育

•
科
目
の
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

い
ま
取
り
組
む
べ
き
こ
と

（
１
）
導
入
（
1
回
生
）
だ
け
で
は
な
く
、
2
回
生
段
階
で
の
指
導
・

支
援
体
制

（
２
）
授
業
科
目
、
教
員
間
の
つ
な
が
り
―
シ
ラ
バ
ス
の
相
互

点
検

（
３
）
回
生
ご
と
の
教
育
目
標
、
到
達
目
標
の
設
定
と

教

育
方
法
の
確
立

（
４
）
「
基
礎
学
力
調
査
結
果
」
や
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
数
値
と
、

現
場
の
実
感
を
切
り
結
ん
だ
検
討
―
学
部
学
科
、
各
部
署
で

（
５
）
求
め
ら
れ
る
教
員
の
役
割
・
専
門
性
・
責
任
と
は
な
に
か
、

求
め
ら
れ
る
職
員
の
役
割
・
専
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FD 関連研修会 参加報告書 

 

参加報告 

１． 研修会の趣旨 

 本プログラムでは、「教育から学習への転換を支えるもの」をテーマとし、ⅰ）カリキュラムの

観点、ⅱ）学習環境の観点、ⅲ）マネジメントの観点、以上の多角的な観点から、教育から

学習への転換が意味することを考える。 

 

2.研修会の概要 

 以下の展開で研修会が進められた。 

 ①基調講演 

   アメリカで高等教育コンサルタントとして活躍中のフィンク博士による講演。 

    Designing Your Courses for More Significant Learning 

     Dee Fink 博士 

 ②公開シンポジウム 

  【報告 1】“カリキュラムの観点から”      松下佳代(京都大学) 

  【報告 2】“学習環境の観点から”       山内祐平(東京大学) 

  【報告 3】“マネジメントの観点から”      沖 裕貴(立命館大学) 

 ③ディスカッション 

  フロアの参加者とシンポジストとの質疑応答。 

 

 上記①～③を総括すると、「大学教育は、スクリーニング(選抜)としての効果や、学校歴の

ブランドによる効果ではなく、その実質が問われ、学習の成果が求められている」「教育する

側の理論に立ったカリキュラムや教育活動ではなく、学習者の視点から教育を捉え直すこと

が求められている」「学習者を中心に教育活動を考えることは、大学教育全体の構造的変

化を意味し、キャンパス空間全体の再構築、教員の役割の変化など、多くの課題が検討を

必要としている」こと等が確認された(なお、本研修会は大学教育学会の主催で行われた

が、東北大学高等教育開発推進センター大学教育支援センターが基調講演および公開シ

ンポジウムの企画・実施に全面的に協力を行ったものであり、これらを PDP の一つとして公

開している)。 

3.本学の FD 活動における検討課題  

 「学生の意欲格差(インセンティブ・ディバイド)によるカリキュラム経験(学びの履歴)の格差

の拡大」「自分に対する教育を編成していく力と責任を学生たちに与えていくという大学の

使命」等を、全ての教職員が共通して認識することが今後の本学の課題であろう。 

 

主 催 大学教育学会 

企画名称・テーマ 
大学教育学会第 35 回（2013 年）大会  

教育から学習への転換を支えるもの 

開催日時＜会場＞ 2013 年 6 月 1 日(土) ＜東北大学川内北キャンパス＞ 

参 加 者 所 属 教育学部 教育学科 
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FD 関連研修会 参加報告書 

 

参加報告 

1.研修会の趣旨 

 「大学教育において、アクティブ・ラーニングの学習方法は、主体的な学習の鍵として捉え

られつつある。質的転換の方向性を考えるうえで、アクティブ・ラーニングの本質、なぜ、主

体的な学習の鍵としてなるのか、その是非論も含めて検討する。 

２．研修会の概要 

 13：30-15：00 基調講演 Active learning for active citizenship：Educational designs, 

pedagogies, and practices by McTighe Musil, Varyn (Association of American Colleges and 

Universities) 

  問題解決学習を主としたアクティブ・ラーニングは、持続可能な教育を行ううえでの方略で

ある。このアクティブ・ラーニングを大学で行う目的は、学生をアクティブシチズンとして成長

させることになる。 

 15：10-17：50 シンポジウム：大学教育の質的転換の方向性を問う 

河田悌一 氏（日本私立学校振興・共済事業団理事長 中央教育審議委員）「大学教育の

質的転換に向けて：中教教育答申と今後の課題」→中教審答申で求められたもの。中教審

の動向。 

 飯吉透 氏 「アクティブ・ラーニングの是非を巡って：教育文化の視点から」→主体的な学

習者となるべく、アクティブ・ラーニングを取り入れた教育が論じられる一方、多面的な人間

としての成長に評価していない日本の現状。 

 山田礼子 氏「アクティブ・ラーニングを通じての学生の学びとそれを支える環境」→アクテ

ィブ・ラーニングを通して学生に quick thinking の力を培わせるために、ラーニング・コモン

ズという学習環境の場が必要となる。 

３．本学の FD 活動における検討課題 

 「大学教育の質的転換の方向性を問う」というテーマの結論は、共感性をもった自立した

市民として成長させるうえで、アクティブ・ラーニングを授業の方略として検討していく必要

があるという点である。ただし、アクティブ・ラーニングを授業レベルで扱うのではなく、カリキ

ュラム・レベルでのアクティブ・ラーニングを検討する必要があるという点である。 

 本学においても、主体的に問題解決ができる学生、ひいては、社会に貢献できる人材を

育成していくうえで、①カリキュラムを構成していく基礎から専門へと導くナンバリング、②カ

リキュラム上におけるアクティブ・ラーニングを用いた方略、③ラーニング・コモンズといった

学習環境の場についての 3 点は、カリキュラム改革を検討するうえでの視点となる。 

 

主 催 大学教育学会 

企画名称・テーマ 
大学教育学会 2013 課題研究集会 

「大学教育の質的転換の方向性を問う」 

開催日時＜会場＞ 2013 年 11 月 30 日（土）・12 月 1 日（日） 同志社大学 

参 加 者 所 属 教育学部 教育学科 
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FD 関連研修会 参加報告書 

 

参加報告 

1.研修会の趣旨 

 欧州では、欧州高等教育圏の確立をめざすボローニャ・プロセスの実質化を図る目的で、

大学が自主的に参加する「チューニング」の取り組みが 2000 年より行われている。「チュー

ニング」とは、専門分野ごとに学生に身につけさせようとする能力（コンピテンス）の枠組を

定義し、大学の自律性や多様性を尊重しながらコンピテンス枠組に則した学位プログラム

を構築する方法や手続きのことである。このチューニングについての理解を深め、学位プロ

グラムの体系化が課題となっている日本の大学において、チューニングが援用できるの

か、その可能性を議論するために開催されたワークショップである。なおこのワークショップ

は一般公開ではなく、大学教育改革やカリキュラム改編に携わる者を対象としたものであ

る。 

２．研修会の概要 

 チューニングの取り組みを先導してこられた、オランダ・フローニンゲン大学ローベルト・ワ

ーヘナール教授によるチューニングの解説と、歴史学分野におけるチューニングによる学

位プログラム開発の実例紹介の二つがワークショップの中心であった。また、一橋大学にお

けるチューニングの事例を松塚ゆかり教授が、カナダ・オンタリオ州におけるチューニング

の事例をメアリー・キャサリン・レノン氏（オンタリオ州高等教育質保証カウンシル上級研究

アナリスト）が、それぞれ紹介した。 

  チューニングの基本としては、社会的なニーズに応える学位プログラムを構築することで

ある。プログラムの開発は教員の仕事であるが、雇用者や学生（学友会ではない）の意見も

取り入れている。専門的な能力も必要であるが、汎用的な能力も養われるようなプログラム

が必要である。たとえば、昔は歴史学専攻の学生は歴史の教員となったが、現在では 10％

の学生しか教員にならず、他の職業に就いている。その意味では歴史学に関する能力の

養成だけはいけない。リーダーシップやチームで協働するといった能力の養成もプログラム

の中に含まれうるのである。 

 

３．本学の FD 活動における検討課題 

 本学は人文学系の学部・学科が中心であり、卒業生の大半がその専門分野の専門家に

なるということは考えられない。その意味では学位プログラムの構築においては、専門分野

の知識・能力だけではなく、雇用者の求める能力の養成も視野に入れる必要があるだろう。

チューニングでは汎用的な能力については 30 以上の項目が列挙されているが、その全て

を網羅する必要はなく、どの能力をプログラムに組み入れるかは各分野で選択することにな

る。本学でもディプロマ・ポリシーが策定されているが、やや抽象的な感が否めない。もっと

細部にわたる具体的な能力を項目として設定し、それぞれの能力がどこでどのようにして養

われ、また、その養われた能力がどのような形で、またどのような尺度で測定されるのかを明

確にしていく必要があるのではないかと考える。 

主 催 国立教育政策研究所 高等教育研究部 

企画名称・テーマ 
国立教育政策研究所 科学研究費助成事業 

TUNING Workshop―学位プログラムの体系化に向けて 

開催日時＜会場＞ 平成 25 年 12 月 9 日（月） 早稲田大学国際会議場 

参 加 者 所 属 文学部 英米学科 
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参加報告 

1.研修会の趣旨 
  経済協力開発機構（OECD）による高等教育における学習成果調査（Assessment of 
Higher Education Learning Outcomeｓ,AHELO）は、大学教育の成果を世界共通のテストで
測定することをめざす取り組みで、その実施可能性を検証するための試行調査（フィージビ
リティ・スタディ）が 2008 年から 2012 年にかけて実施された。日本はこの調査に工学分野で
参加し、国立教育政策研究所は問題作成のための国際コンソーシアムのメンバーとして、
また国内実施のための事務局として参画した。AHELO のテストの妥当性と信頼性は、17 か
国で実施された調査結果にもとづいて検証されており、本調査の実施の可否について現
在 OECD で検討されている。AHELO 専門分野のテストは「チューニング」と呼ばれる方法
を用いて定義したコンピテンス枠組にもとづいて作成された。 

  このシンポジウムでは、日本の高等教育政策、チューニング、AHELO を先導してきた専
門家が、コンピテンスにもとづく学位プログラムの体系化、国際的な学習成果アセスメントの
役割、グローバル時代における大学教育の質保証のあり方について検討・討議が行われ
た。 

２．研修会の概要 
  基調講演として、文部科学省顧問の木村孟氏が、日本の現行の大学評価制度がどのよ
うに導入され、大学によってどのように受け止められているか、について論じられた。結論と
しては、大学評価制度が高等教育における競争的環境を作り出すことに成功したわけでは
なく、日本が取り組むべき次の課題は、競争的環境を作り出すような教育評価制度を生み
出すことであるとのことである。なおこの基調講演は英語で行われた。 

  基調講演に続いて３つの講演が行われ、オランダ・フローニンゲン大学ローベルト・ワヘ
ナール教授がチューニング・コンピテンス枠組について、ピーター・ユーウェル全米高等教
育経営システム研究所副所長が AHELO の試行調査の調査結果と技術諮問グループの
結論について、岸本喜久雄東京工業大学教授が日本における AHELO の取り組みと今後
の展望について、それぞれ報告された。 

  第二部のパネルディスカッションでは、日本、オーストラリア、カナダにおける AHELO の
取り組みを中心に討論が行われた。 

  AHELO の試行調査は 17 か国（地域）で実施され、分野としては経済学、工学、一般的
技能の３つである。テスト問題は多肢選択式と記述式の二種類からなる。日本は 12 大学が
工学分野で参加し、問題作成の段階から関与している。 
３．本学の FD 活動における検討課題 
  世界的な基準で大学教育の成果を測定しようとするもので、本学とは程遠いものという感
がするが、基本的な発想としては本学でも援用できるかもしれない。本学にも学位プログラ
ムがあるが、その教育成果をいかに測定するのかという問題があろう。124 単位を取得すれ
ば卒業できるわけであるが、それだけでディプロマ・ポリシーが本当に各学生において実現
されているかどうかは測定できているわけではない。 

主 催 国立教育政策研究所 高等教育研究部 

企画名称・テーマ 

平成 25 年度教育改革国際シンポジウム 

TUNING‐AHELO―コンピテンス枠組の共有と水準規定に

よるグローバル質保証 

開催日時＜会場＞ 平成 25 年 12 月 10 日（火）文部科学省講堂  

参 加 者 所 属 文学部 英米学科 
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参加報告 

1.研修会の趣旨 

  現在、教員養成の修士レベル化などの教職に向けた議論が進んでいる。そこでは、小

学校教員を主に想定した即戦力としての実践力が一面的に強調され、研究型総合大学で

研究的力量を持った中高の教員を養成することの意義が看過される傾向がある。本シンポ

ジウムでは、特に中等教育レベルの養成を想定しながら、「教職の高度化」のあり方につい

て考える。 

２．研修会の概要 

  （１）講演 京都市教育委員会教育企画監 荒瀬克己氏（元京都市立堀川高等学校長）

    「今、専門職として教師に求められる力量とは？」 

   ①中央教育審議会答申より「求められる力量」とは？ 

    A．教職に対する責任感、探求心、教職全体を通じて主体的に学び続ける力 

    B．専門職としての高度な知識・技能 

      a.教科や教職に関する高度な専門知識（新たな課題に対応できるもの） 

      ｂ.新たな学びを展開できる実践的指導力（学びをデザインする力） 

      ｃ.教科指導・生徒指導・学級経営等を的確に実践できる力 

    C.総合的な人間力 

   ②Active Learning の必要性（堀川高校の実践、30 分のパフォーマンスに３ヶ月かける

生徒たちの体験的学びから） 

   ③「対話」の重視（対話的な態度の重要性） 

   ④「手続き」の重視（脳裏に刻むための大切な手立てをつくる） 

  （２）シンポジウム（各氏から 30 分程度のプレゼン） 

   ①「学問する」教師をめざす京都大学の教員の取組 

    石井英真（京都大学大学院教育学研究科・准教授） 

    ・教職実践演習の導入、教師に求められる 5 つの柱と教職課程ポートフォリオによる

学び 

    

主 催 
京都大学大学院教育研究科  

教育実践コラボレーション・センター 

企画名称・テーマ 
E.FORUM 教育研究セミナー 

「教職の高度化」をどう構想するか 

開催日時＜会場＞ 平成 25 年 12 月 12 日（木）京都大学本部キャンパス  

参 加 者 所 属 教職支援センター 実習指導講師 
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②京都大学大学院教育学研究科の専修コースでの学びから 

    内田真理子（岡山県立勝山高等学校・教諭） 

    ・京大の学びから現場へ「実践者の立場を離れることで、実践者としての自分の思考

傾向を自覚する。実践者である自分の中に研究者としての自分を持つ」全ての授業が

自分の研究授業である。  

   ③子どもたちや学生たちの学びの場としての総合博物館 

    大野照文（京都大学総合博物館・館長） 

    ・実践演習「展示をつくる」から、実践を紹介。対話力の錬成。 

   ④教育における「理論と実践の融合」をどう考えるか 

    山名 淳（京都大学大学院教育学研究科・准教授） 

    ・「理論と実践の融合」のモデルの提示 

（３）まとめ 

   これからの教育に必要なことは「汎用的能力」の育成であり、それらをデザインできる教

員の育成が大切である。 

３．本学の FD 活動における検討課題 

  十分に本学の活動を把握できていないので、課題は提示できないが、学生の学びを高

めるためには、一方で講義の交流が必要ではないかもと思っている。 
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2014 年度 

「FD 研究会」 

「学外 FD 関連研修会 参加支援」 

報告書 
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第 1 回 FD 研究会 

「大人数講義に使える 30 の授業ティップス  

―大人数講義で学生との対話は可能か？―」 

 

 
開 催 日：2014 年 7 月 24 日（木）13：00～ 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 1-401 教室 

発 表 者：佐藤 浩章（大阪大学教育学習支援センター 准教授） 

参加者数：１０３名 
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大人数講義に使える30303030の授業ティップス

― 大人数講義で学生との対話は可能か？ ―

佐藤 浩章 氏

大阪大学教育学習支援センター

副センター長

大阪大学全学教育推進機構

教育学習支援部門 准教授

第1回佛教大学FD研究会

日 時

平成26年7月24日（木）

13：00～15：00（12：30受付開始）

＜会場＞

佛教大学 紫野キャンパス

1号館4階 1-401教室

下記内容を記入のうえfdoffice@bukkyo-u.ac.jp宛に、

メールにてお申込みください。

※※※※申込み〆切申込み〆切申込み〆切申込み〆切7777月月月月17171717日（木）日（木）日（木）日（木）

件名：FD研究会申込み

本文：氏名

：所属

：役職

：緊急連絡先（携帯電話等）

会場・アクセス

お申込み

大人数講義の担当者からは、「私語が多く、それを注意する

と教室の雰囲気が悪くなる。」「教室後方が無法地帯化。」

「資料配布やレポート採点がたいへん。」など多くの声が聞か

れます。

しかし一方では、学生は教員ほど大人数講義について不満

を抱えていないというデータもあり、是非、その期待に応えた

いものです。

このような、多くの特殊性を持つ大人数講義ですが、ちょっと

したティップス（技）や大人数を逆手に取る発想を用いれば、

その雰囲気は大きく変化します。

今回は、誰にでも実践可能な30の授業ティップス（技）を紹介

しながら、学生との対話を可能とする大人数講義の進め方に

ついて考える機会としたいと思います。

大人数講義を担当されている先生はもとより、対話型講義に

興味をお持ちの先生、是非、ご参加下さい。

講 師

〒603-8301京都市北区紫野北花ノ坊町96

ＴＥＬ：075（491）2141（代表）

mail : fdoffice@bukkyo-u.ac.jp

＜最寄駅＞

・阪急大宮駅、地下鉄北大路駅、ＪＲ二条駅よりバス。

・京都市バスで、千本北大路、佛教大学前 下車すぐ。

※駐車場がございませんので、公共交通機関

にてご来場ください。

大人数講義は操縦不能か？大人数講義は操縦不能か？大人数講義は操縦不能か？大人数講義は操縦不能か？

＜紫野キャンパスＭＡＰ＞

定 員

先着100名（本学以外の方も参加可能）
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2014 年度 第 1 回佛教大学 FD 研究会 
 

１．開催概要 

開 催 日：2014 年 7 月 24 日（木）13：00～15：00 

テ ー マ：「大人数講義に使える30の授業ティップス ―大人数講義で学生との対話は可能か？― 」 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 1 号館 4 階 1-401 教室 

発 表 者：佐藤 浩章（大阪大学教育学習支援センター/教育推進機構 教育学習支援部門 准教授） 

司会進行：岡﨑 祐司（教育推進機構長） 

参加者数：103 名 

 

２．発表 

大阪大学教育学習支援センターより佐藤浩章氏をお招きし「大人数講義に使える 30 の授業ティップ

ス ―大人数講義で学生との対話は可能か？― 」と題し第 1 回佛教大学 FD 研究会を開催した。 

会場は大教室であったが教員が大人数講義を受講する学生の心理状態を体感してもらうために、詰

めた形で着席して頂くなど、佐藤氏の取り計らいでユニークな形態での開催となった。 

冒頭のアイスブレイクでは、佐藤氏が大人数講義でのコミュニケーションツールとして使用してい

る「コミュニケーションカード」（表が赤、裏が青となっているカード）を使用しながら大人数との対

話をおこないつつ、大人数講義を成功させるにはクラス内の緊張状態をときほぐすことが第一歩であ

ることだと実践を交えながら紹介いただいた。 

佐藤氏から今回の研究会は資料「大人数講義法入門」にそって進めていくこと、到達目標は「大人

数講義の特殊性を説明できる」「自分で使えそうなティップス 2つ以上説明できる」の 2つであること

を確認がおこなわれた。 

 

１．大規模クラスの特殊性とは 

佐藤氏より、資料「大人数講義法入門」の「１．はじめに～大規模クラスの特殊性～」に沿って大

人数講義の特徴や傾向などについて先行研究を交え報告がおこなわれた。 

クラス規模に関する先行研究は様々存在するが中井（2006）は①クラス規模は学生や教員の意欲や

態度に影響を与え、結果として教育効果に影響がある、②クラス規模は授業の進行や成果にあまり影

響を与える要因ではない、といった背反する立場があると指摘している。 

さらに北米での研究によれば、受講生と授業におけるグループ交流や個人的信頼関係に関する評価

点との間には負の相関関係が見られ、受講生が少ない授業の方が好意的に評価される。しかし受講生

が数百人以上の規模になると授業が好意的に評価される、と一定の人数を超えると再び評価が良くな

るといった研究結果も出ている。 

そして、日本（中井 2006）での研究では、①クラス規模は授業に負の影響を与える、②大きな差は

「質問や意見の機会」と「時間外学習促進」で見られる、③100 名を超える段階では教育効果に関する

項目（「知的刺激度」「総合的満足度」等）については上昇する、④多人数授業に対して学生は教員と

比較してそれほど大きな不満を抱いていない、などが報告されており、大人数講義に関しては一律に
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負の要素ばかりではないことが示されている。 

しかしながら、大人数に対して放っておくとそれは群衆そのものとなり学習をコントロールできな

い状況となることは間違いない。大人数講義の運営についてはその困難を乗り越え「いかにその群衆

を学習集団に変えていくか」が大きな課題である。 

今回、その群衆を学修集団へ変えるテクニック（Tips）について、佐藤氏より 30 のティップスにつ

いて次のとおりレクチャーをいただいた。 

 

２．大人数講義で使える 30 の Tips 

１）はっきり話し、大きく書き、よく動く 

Tips01.話し方は明瞭に、指示は明確に 

学生の数だけ解釈は多様なため、大人数講義では誤解は当然起きる。 

大規模クラスでは誤解者が相当数いることを前提に声はマイクを使って大きくし、繰り返しの説

明や意志表示をさせるなど何度も確認することが必要。 

 

Tips02.大きく、見やすく書く 

大人数講義でパワーポイントを使用する場合、文字サイズは 50 ポイント以上、フォントはゴシッ

ク体、1 行を 15 文字程度に収めることが大切。また、プラズマディスプレイは背景が明るいので

パワーポイントの背景を濃色にする。 

 

Tips03.よく動く 

大人数講義の場合、後ろの席になればなるほど刺激が少なく眠気を誘発するので、縦横に移動し

刺激を与えることが効果的。 

 

２）匿名空間にしない 

現代社会で人間がある程度お互いを認識しまとまりを保てるのは 150 人前後と言われている。そ

れを超えるクラス規模となると個人が認められない空間となる。 

クラスの中で自分が認められない存在だと感じた学生は、学習の動機づけが比較的弱く、必要な

作業もしない傾向がある。 

逆にクラスに一体感を抱いている学生はより集中し、参加の割合も高くなる。 

つまり、大人数講義の教室内を匿名空間にしないことが必要であり、それには以下の取り組みが

有効と考えられる。 

 

Tips04.座席を前方に固める（密集理論） 

共同体の感覚を学生に持たせることが目的。座席については第 1回目でのルール作りが必須。 

 

Tips05.席を固定する 

席を固定することで個人が特定しやすくなる。私語の削減にもつながる。 
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Tips06 個人名で呼びかける 

意見を求める時は個人名で呼びかける。また、起立させて発表してもらうことで更にクラス内の

集中力が高まる。 

 

Tips07.早目に教室に着いて、ゆっくり退出して、学生が話しやすい機会を作る 

学生が教員に話しかけるきっかけを作ってあげることも大切。 

 

Tips08.学生の意見や質問を紹介する 

授業の終了時にコメントシートを書いてもらい翌週の冒頭で紹介する。 

 

Tips09.ニュースレターを発行する 

コメントシートに書かれたものをニュースレターにまとめて配付する。 

 

Tips10.教員の個人的な話をする 

学生と教員との閉ざされた関係を壊すのには有効。特に教員の失敗談が効果的と言われている。 

 

Tips11.1 回目の授業で周囲の学生間で自己紹介させる 

学生が緊張している状況は学習が促進されないので、第 1 回目でその緊張状態を解消してやるこ

とが大切。 

 

Tips12.学生を 2人組や 3人組にする（学習パートナー、バディーづくり） 

100 名の講義であっても、2 人組にすることで 50 のまとまりとなり、授業がコントロールしやす

くなる。 

 

３）ペア・ワーク／グループ・ワークのコツ 56：49 

Tips13.Think,Pair & Share 

個人ワークで何かの課題について感あげさせ、その後近くの学生とペア・ワークをで意見交換を

おこない、その後、クラス全体でシェアすることで幅広い思考性や知識を定着させる。 

大人数講義では教員からの質問に対して自ら回答する学生は少ないが、複数で考えグループとし

ての意見であれば回答率も上昇する。 

授業にワークを取り入れる際、ワークが苦手な学生に対しては強制的に参加させる必要はなく、

時間をかけて「慣れてもらう」ことが必要である。 

 

４）発問で刺激する 

Tips14.質問内容をゆっくり伝え、繰り返す 

大人数講義において学生の思考をアクティブするには発問が非常に重要となる。 

大人数講義では聞き漏らしや誤解が生じる可能性が極めて高いので黒板への書き出しや復唱する

ことで発問に対する誤解を減らし質問の意図を的確に伝えることが重要である。 
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Tips15.考えるのに必要な時間を確保する 

先行研究によると、大学教員が学生に与える考える時間は数秒と言われている。 

また 1、2回生の場合、いきなり発言させることは難しいので一度紙に整理させてから発言させる

など、一定の時間を確保することが必要。 

 

Tips16.マイクをバトンリレーさせて複数に回答させる 

大人数の場合、教員が教室内を移動しながら学生に意見を求めることが難しいので、マイクをバ

トンリレーさせ効率よく意見を求めることもひとつの手段である。 

また、前から後ろにリレーすると最後は教室の後方に取りに行かなくてはならないので、予め後

ろに置いておき前にリレーさせる。 

また、意見を求める際、教室前方に座っている学生や授業に積極的に参加する学生を集中的に当

てがちだが、そうすることでそれ以外の学生たちの意欲が低下するので、学習意欲が低い層にも

平等に関わっていく必要がある。 

 

Tips17.個別に意思表示をさせる 

授業内で「解からない人は手を挙げてください」という発問を目にするが、解からない学生にと

っては手を挙げることは恥ずかしいことなのでまず手はあがらない。 

コミュニケーションカード（表が赤色、裏が青色のカード）などを使い全員に意思表示をさせる

ことで、解からない学生も意思表示をし易くなる。 

 

５）大人数であることを逆手にとる 

Tips18.わざと意見が分かれるような質問をして、その結果を示す 

意図的に意見が二分するような発問を行ない自分と違う思考を持つ人間が多数いることを認識さ

せ学習意欲に刺激を与える。 

大人数のスケールメリットを活かせば、少人数クラスでは感じることのできないインパクトを与

えることができる。 

 

Tips19.全員から拍手をさせる機会をつくる（全員で感情を共有する） 

例えば問いに対して正解する、登壇して発表するなどの後にクラス全体で拍手をするようにする

ことで、学生にとって貴重な経験となり更に学習意欲を刺激することとなる。 

 

Tips20.学生に登壇させて話す機会をつくる 

大人数中を前に発表することで学生にとっては貴重な経験となるし、教員からの称賛の言葉など

があれば更に良い経験となる。 

 

Tips21.映像教材を流す 

映像教材を大画面・大音量で使用することで、映画館にいるような一体感（シアター効果）を感
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じることができ、集中力も向上する。 

 

６）資料配布・回収やテストを効果的に行う 

Tips22.資料を 1セットにして初回に配布する 

1 セットで初回に配布することで、2週目以降の資料配布の手間を削減できる。 

 

Tips23.資料をインターネット上でダウンロード可能にして、事前にプリントアウト・持参させる 

e-learning システムを活用し、学生本人に準備させる。 

 

Tips24.出席番号順や名前で区切った封筒を用意し、提出物を回収・配布する 

教室の列ごとに封筒などを置き、学生自身が課題の提出や資料の受け取りをおこなう。 

 

Tips25.グループ分けをして、リーダーにとりまとめを依頼する 

グルーピングすることで、グループに対する指示だけでよいので効率的な回収・配布が可能とな

る。 

 

Tips26.レポートの提出期限をずらす 

レポートの提出時期をずらすことでレポート採点の負担が分散させる。しかし、全員を同じ課題

とすると提出期限が遅い学生が有利となるため、時期ごとに別の課題を与えるなど平等性を担保

するための工夫が必要である。 

 

Tips27.宿題やテストを学生同士で採点させる 

予め自己採点可能なテストにしておき学生本人、または学生同士で採点させる。 

 

Tips28.多岐選択方式の試験を行う 

自由記述ではなく多岐選択方式（マークセンス方式）の試験とすることで、採点時間の短縮が図

れる。 

 

Tips29.ルーブリック評価を行う 

評価基準に沿って採点することで標準化された採点がおこなえるだけでなく、採点時間の短縮に

もつながる。また採点基準が決まっているので採点を TA にお願いすることも可能となる。 

 

７）学習を阻害する行動を管理する 

Tips30.学習を阻害する行動に関するルールを決め、初回の授業で説明する 

タックマンの集団発達モデルによると組織は forming（形成・結成）、storming（混乱・激動）、

norming（統一・規範形成）、performing（機能・成就）、adjourning（解散・散会）の段階を経

るとの指摘があるが、大学における授業も類似した傾向がある。 

15 週の中で居眠りや私語が起こる storming（混乱・激動）期が訪れるが、学修成果を上げるため
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には出来るだけ早く norming（統一・規範形成）期にしなくてはならず、そうするためにはシラ

バスや第一回目の講義で学習を阻害する行動に関するルールを決めることが有効である。 

 

３．まとめ 

今回、佐藤氏には大人数講義をより良い授業とするための 30 のテクニックを紹介していただいた。 

特に印象的だったのは大人数であることを逆手にとりそのスケールメリットを最大限に活かし学習

効果の高い授業を作り上げるテクニックの紹介であった。 

本学においても、大人数講義は教員からの評判も決して良くはないが、大人数を逆手にとる発想や

今回紹介いただいた 30 のティップスなどを活用しながらより良い授業運営に役立てていただきたい。 

 

以上 
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第２回 FD 研究会 

「発達障がい学生支援について 

   ～授業に視点をおいて～」 

 

 
開 催 日：2014 年 9 月 10 日（水）12：45 ～  

会  場：佛教大学紫野キャンパス １－４０１教室（1 号館 4 階） 

二条キャンパス N1－７４１教室（7 階） 

発 表 者：菅原 伸康（教育学部 教授） 

参加者数：８６名 
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〒603-8301京都市北区紫野北花ノ坊町96 
ＴＥＬ：075（491）2141（代表）   
mail : fdoffice@bukkyo-u.ac.jp 

※駐車場がございませんので、 
  公共交通機関にてご来場ください。 

日時 2014年9月10日（水） 12：45～14：15 

会場 佛教大学 紫野キャンパス 1号館4階1-401教室 

アクセス 
・阪急大宮駅、地下鉄北大路駅、ＪＲ二条駅よりバス 
・京都市バスで、千本北大路、佛教大学前 下車すぐ 

参加費 無料 

申込み 

下記内容を記入のうえfdoffice@bukkyo-u.ac.jp宛に、
メールにてお申込みください。 
 
件名：第2回FD研究会申込み 
本文：氏名 
  ：所属 
  ：役職 
  ：緊急連絡先（携帯電話等） 
  ：e-mailアドレス 
   ※e-mailアドレスにつきましては、本会の事務連絡と

開催後に行いますアンケートのご依頼に使用させて
いただきます。 

プログラム 

12：45 開会挨拶 
12：50 講演：「発達障がい学生支援について  
            ～授業に視点をおいて～」 
14：00 質疑応答   

＜キャンパスＭＡＰ＞ 

第2回佛教大学FD研究会 

    ＜シリーズ企画①＞ 

発達障がい学生支援について 
～授業に視点をおいて～ 

ここ数年で、増加しつつある発達障がいのある学生。その対応に独りで悩まれている先生、職員
の方も多いのではないでしょうか。 
特に、授業設計や授業運営には、発達障がいの特性に沿った工夫が必要となります。 
第2回ＦＤ研究会では、発達障がい学生の特徴を理解し、それに沿った授業の工夫や配慮につ
いてお話したいと思います。 

氏名 菅原伸康 
 
役職 教育学部 教授 
 
専門 特別支援教育 
   知的障害児教育 
   重複障害児教育 
   発達障害児教育 

～講師のご紹介～ ～ 概 要 ～ 

次回予告 

※ 本企画は3回のシリーズ企画となっております。次回もぜひご参加ください。 

シリーズ企画② 2014年10月 8日（水） 16：10～（予定） 
        テーマ「発達障がい学生支援について～大学生活に視点をおいて～」 

シリーズ企画③ 2014年11月27日（木） 16：10～ （予定）   
        テーマ「発達障がい学生支援について～授業評価に視点をおいて～」 
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2014 年度 第 2 回佛教大学 FD 研究会 
 

１．開催概要 

開 催 日：2014 年 9 月 10 日（水） 12：45～14：15 

テ ー マ：「発達障がい学生支援について ～授業に視点をおいて～」 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 1 号館 4 階 1-401 教室 

発 表 者：菅原 伸康（教育学部 教授） 

司会進行：岡﨑 祐司（教育推進機構長） 

参加者数：86 名 

 

２．発表 

近年、大学教育が抱える課題のなかで早急に議論しなければならないもののひとつに

発達障害のある学生への支援が挙げられるだろう。 

しかしながら文部科学省の障がいのある学生の修学支援に関する検討会や各大学等に

おいても様々な議論がおこなわれているがその具体的な対応策については未だ見えてき

ていない。 

本学においても、発達障害学生への対応や就学支援については十分な議論がされてい

ないのが現状で、特に授業内での対応については個々の教員が苦慮しながら対応してい

るのが現状である。 

そこで、平成 26 年度の佛教大学 FD 研究会ではこの発達障害学生の学習学支援を取り

上げ、「授業」「大学生活」「成績評価」の三視点から 3 回シリーズで実施する事とした。 

その第一回目は「発達障がい学生支援について ～授業に視点をおいて～」と題し本

学教育学科教授の菅原伸康先生を講師に招き開催した。 

 

１．発達障害がもたらす困難 

大学生活の中で発達障害がもたらす困難は学習、対人関係、行動など多面的に表れる

が、実際に発達障害の有無については非常に判断しにくい。 

また、その内容も一人一人実態が異なることや更には個々に見合った支援が必要とな

るため多くの教職員が戸惑いながら対応しているのが現状である。 

「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調

査（2003 年）」によると発達障害が疑われる児童生徒は全体の 6.3％を占めており、この

10 年間で大学へ進学する発達障害の児童生徒は増加している。 

そのような現状を踏まえ大学入試センター試験では、2011 年度より発達障害のある生

徒に対し時間の延長や文字拡大した問題用紙の使用、別室受験等の配慮をおこなってお

り、発達障害のある生徒の進学率の上昇に伴い国内でも様々な対応が拡がりを見せてい
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る。 

 

２．大学で問題になる発達障害 

大学で問題となる発達障害の代表的なものとしてアスペルガー症候群、注意欠陥多動

性障害、学習障害などが挙げられるが、共通して言えることはどの発達障害も知的な遅

れはないということである。 

（１）アスペルガー症候群 

アスペルガー症候群は知的発達の遅れを伴わず、かつ、自閉症の特徴のうち、こ

とばの発達の遅れを伴わないもので、主に社会性の障害、コミュニケーションの障

害、こだわりが強く柔軟性がない想像力の障害などが挙げられる。 

社会性の障害とは視線や表情をうまく使えない、他者の感情が読み取れない、興

味関心や意味を共有できないなどが挙げられる。 

コミュニケーションの障害とは会話が続かない、もしくは会話が一方向的、同じ

表現の繰り返しなどである。 

そして、こだわりが強く柔軟性がない想像力の障害は物集めや知識集めに強いこ

だわりがある、またルールや考え方を柔軟に変更できないなどの症状が挙げられる。 

このような特徴をもつアスペルガー症候群の学生は、グループワークや実習で求

められる臨機応変な判断をおこなうことに困難を抱えることが多い。 

 

（２）注意欠陥多動性障害（ADHD） 

注意欠陥多動性障害の特徴は、注意や集中が持続しない、目的を持った行動が困

難といった「不注意」、興味や関心が変わりやすい、目的なく動き回るといった「多

動性」、思いつきの行動、刺激に反応して即座に行動するなどの「衝動性」が挙げら

れる。 

大学生活の中では、遅刻が多い、不注意なミスが多い、レポートの提出遅れ、落

ち着きがない、複数の課題を並行してこなせないといった起きやすく単位修得に影

響を及ぼすことが多い。 

 

（３）学習障害（LD） 

学習障害の特徴は知的発達の遅れはないものの、学習の基盤ともいえる「聞く」「話

す」「読む」「推論する」「書く」「計算する」の能力のうち特定のものの修得に関し

て著しい困難が見られる。 

学校生活の中では、その困難が原因となり言葉の指示を理解することが難しい、

言いたいことをうまく話せない、頻繁に文字を書き間違える、教科書がうまく読め

ない、繰り上がりや繰り下がりの計算ミスが多い、図形の問題や文章題をとくこと

が難しい、ハサミやのり、ボール、リコーダーなどがうまく扱えないなどの特徴が
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みられる。 

また、大学生活においてはノートがとれない、90 分間の話が聞けない、授業内で

の課題ができない、読む速度が著しく遅いなど単位修得に大きな影響を与える場合

もある。 

 

３．具体的に授業をデザインしていくための考え方 

このように様々な特徴を持つ発達障害学生に対しては入学後に気付くことも多く、教

員だけでなく支援担当者や支援学生等の具体的な指導や、支援を個別化することも必要

となる。 

そして、授業担当者は発達障害のある学生に向け、その特徴にあった授業デザインを

する必要がある。 

（１）授業デザインでの代表的な配慮 

■授業のユニバーサル化を図る 

→すべての学生にとってもわかりやすい授業となる 

→特別な支援を目立たなくし、プライドにも配慮できる 

■レポートや仮題への配慮 

→テーマの理解度（何をどこまで求めているのか）を確かめる 

→こまめにチェックする計画化の支援を行う 

■教室環境の整備 

→空調やプロジェクター等の音を減らせる 

→出入り可能な教室を選んであげる 

■資料を作成・配付（PPT） 

→文字ばかりの PPT でなく、デザインに工夫する（階層化する） 

→1枚のスライドに 1つのものの説明。 

■複数のワークシートを用意（拡大・カラー等） 

■IC レコーダー、パソコン、デジカメの持ち込み 

→音声情報の保持ができないので、音声を聞き、聞いた事を記憶し、書くことが弱

い。 

■授業の見通し（授業の流れの提示） 

→授業のはじめにアウトラインを提示 

■「聴覚優位」「視覚優位」への配慮 

→板書の撮影、講義内容の録音などを認める 

■短く、はっきり、繰り返し（説明など） 

■大きく、見やすく、具体的（板書など） 

→板書を構造化する 

■課題（レポート、発表、筆記試験等）の明確化 
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→締切りをはっきり示す 

→優先順位を示してやる（どの課題から始めるか） 

→理解できない部分について聞き易い雰囲気を作る 

■グループワークはシラバスに明記 

■意識面のユニバーサル（どうして欲しいのか） 

 

（２）その他の工夫・配慮 

■学習障害（LD）を持つ学生の特徴 

→それぞれの形がきちんと取れていない 

→画数が正しくない 

→極端に大きい字や小さい字が入り乱れて読みづらい 

→字間、方向が一定に保てない 

→こうした学生は書くことがとても遅く汚いので努力不足だと評価されることがあ

る。 

→字が汚いことで学力も低いと評価されてしまうことがある。 

 

４．まとめ 

今回、発達障害学生の主な特徴の説明と授業デザインの工夫や授業内での支援方法に

ついてお話しいただいた。 

アスペルガー症候群、注意欠陥多動性障害（ADHD）、学習障害（LD）などについては知

的な遅れが無いことから、教員が丁寧な情報伝達、情報機器（IC レコーダー等）の活用、

板書やパワーポイントの工夫などを通して発達障害のある学生たちの学修支援をするこ

とは可能である。 

ただし、その支援について授業を担当する教員だけで行うのではなく、職員や学生同

士の支援も重要であり今後は組織的支援が望まれるところである。 

今回、講師をお願いした菅原先生も指摘されていたが、発達障害のある学生への学習

支援の中で最も重要な事は「授業をユニバーサル化」することである。 

どのような学力や特徴を持った学生でも受け入れられ理解できる授業のデザインが、

発達障害のある学生への支援であり、ひいては授業運営における FD 活動の目指すべきと

ころである。 

本シリーズは「学生支援について～大学生活に視点をおいて～」「発達障がい学生支援

について～成績評価に視点をおいて～」にテーマを移しながら残り二回を開催し様々な

角度からその支援を考えていきたい。 

 

以上 
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の
子

ど
も

た
ち

が
大

学
へ

進
学

し
て

い
る

 

障
害

 
学

生
 

 
発

達
障

害
が

疑
わ

れ
る

 
児

童
生

徒
 

６
.３

%
 

発
達

障
害

が
も

た
ら

す
困

難
 

•
学

習
面

 
 

•
対

人
関

係
面

 
 

•
行

動
面

 

•
目

に
み

え
に

く
い

/
分

か
り

に
く

い
 

•
一

人
一

人
の

実
態

が
異

な
る

 
 

•
個

別
支

援
の

必
要

性
 

教
職

員
 

 

指
導

に
 

と
ま

ど
い

 

障
害

と
し

て
 

分
か

り
難

い
 

「
通

常
の

学
級

に
在

籍
す

る
特

別
な

教
育

的
支

援
を

必
要

と
す

る
児

童
生

徒
に

関
す

る
全

国
実

態
調

査
」

(2
0

0
3

年
)よ

り
 

2
0

1
2

年
は

６
.５

％
 

こ
の

1
0

年
間

で
、

発
達

障
害

の
子

ど
も

た
ち

が
大

学
へ

進
学

し
て

い
る

 

障
害

 
学

生
 

 
発

達
障

害
が

疑
わ

れ
る

 
児

童
生

徒
 

６
.３

%
 

①
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
に

お
け

る
配

慮
 

•
2

0
1

1
年

1
月

よ
り

、
発

達
障

害
の

あ
る

受
験

生
に

対
し

て
、

特

別
措

置
を

と
る

こ
と

に
な

っ
た

 

•
試

験
時

間
を

通
常

の
1

.3
倍

 

•
文

字
を

拡
大

し
た

問
題

用
紙

の
使

用
 

•
別

室
や

配
慮

し
た

試
験

室
で

の
受

験
 

②
私

学
を

中
心

に
、

大
学

入
試

方
法

の
多

様
化

 

 

①
大

学
入

試
セ

ン
タ

ー
試

験
に

お
け

る
配

慮
 

•
2

0
1

1
年

1
月

よ
り

、
発

達
障

害
の

あ
る

受
験

生
に

対
し

て
、

特

別
措

置
を

と
る

こ
と

に
な

っ
た

 

•
試

験
時

間
を

通
常

の
1

.3
倍

 

•
文

字
を

拡
大

し
た

問
題

用
紙

の
使

用
 

•
別

室
や

配
慮

し
た

試
験

室
で

の
受

験
 

②
私

学
を

中
心

に
、

大
学

入
試

方
法

の
多

様
化
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大
学

で
問

題
に

な
る

発
達

障
害

 
 ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

（
A

s
p
e
rg

e
r 

S
y
n

d
ro

m
e
）

 

社
会

性
の

障
害

 
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

障
害

 

こ
だ

わ
り

が
強

く
柔

軟
性

が
な

い
想

像
力

の
障

害
 

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
（

A
tt

e
n

ti
o
n

 ‐
D

e
fi
c
it
 /

H
y
p

e
r 

A
c
ti
v
it
y 

D
is

o
rd

e
r)

 

注
意

の
散

漫
・

持
続

し
な

い
 

多
動

性
 

衝
動

性
 

学
習

障
害

(L
e
a
rn

in
g
 D

is
a
b

ili
ti
e
s
) 

話
す

 
聞

く
 

読
む

 
書

く
 

計
算

す
る

 
推

論
す

る
 

等
の

一
部

に
著

し
い

困
難

 
 

 

＊
基

本
的

に
知

的
な

遅
れ

は
な

い
 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

（
A

s
p

e
rg

e
r 

S
yn

d
ro

m
e
）

 

•
知

的
発

達
の

遅
れ

を
伴

わ
ず

、
か

つ
、

自
閉

症
の

特
徴

の
う

ち
の

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
を

伴
わ

な
い

も
の

 

不
適

切
な

笑
い

方
を

す
る

 

痛
み

に
鈍

感
 

奇
妙

な
遊

び
に

没
頭

す
る

 

明
ら

か
な

危
険

に
恐

怖
心

が
な

い
 

全
身

運
動

も
指

先
の

活
動

も
ぎ

こ
ち

な
い

 

落
ち

着
き

な
く

動
き

回
る

の
に

手
を

引
か

れ
な

い
と

活
動

で
き

な
い

 

他
の

子
ど

も
た

ち
の

中
に

入
れ

な
い

 

視
線

が
合

わ
な

い
 

泣
き

叫
び

か
ん

し
ゃ

く
が

あ
る

 

理
由

の
分

か
ら

な
い

苦
痛

の
態

度
を

示
す

 

耳
が

聞
こ

え
な

い
か

の
よ

う
に

振
る

舞
う

 

大
学

で
問

題
に

な
る

発
達

障
害

 
 ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

（
A

s
p
e
rg

e
r 

S
y
n

d
ro

m
e
）

 

社
会

性
の

障
害

 
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

障
害

 

こ
だ

わ
り

が
強

く
柔

軟
性

が
な

い
想

像
力

の
障

害
 

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
（

A
tt

e
n

ti
o
n

 ‐
D

e
fi
c
it
 /

H
y
p

e
r 

A
c
ti
v
it
y 

D
is

o
rd

e
r)

 

注
意

の
散

漫
・

持
続

し
な

い
 

多
動

性
 

衝
動

性
 

学
習

障
害

(L
e
a
rn

in
g
 D

is
a
b

ili
ti
e
s
) 

話
す

 
聞

く
 

読
む

 
書

く
 

計
算

す
る

 
推

論
す

る
 

等
の

一
部

に
著

し
い

困
難

 
 

 

＊
基

本
的

に
知

的
な

遅
れ

は
な

い
 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

（
A

s
p

e
rg

e
r 

S
yn

d
ro

m
e
）

 

•
知

的
発

達
の

遅
れ

を
伴

わ
ず

、
か

つ
、

自
閉

症
の

特
徴

の
う

ち
の

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
を

伴
わ

な
い

も
の

 

不
適

切
な

笑
い

方
を

す
る

 

痛
み

に
鈍

感
 

奇
妙

な
遊

び
に

没
頭

す
る

 

明
ら

か
な

危
険

に
恐

怖
心

が
な

い
 

全
身

運
動

も
指

先
の

活
動

も
ぎ

こ
ち

な
い

 

落
ち

着
き

な
く

動
き

回
る

の
に

手
を

引
か

れ
な

い
と

活
動

で
き

な
い

 

他
の

子
ど

も
た

ち
の

中
に

入
れ

な
い

 

視
線

が
合

わ
な

い
 

泣
き

叫
び

か
ん

し
ゃ

く
が

あ
る

 

理
由

の
分

か
ら

な
い

苦
痛

の
態

度
を

示
す

 

耳
が

聞
こ

え
な

い
か

の
よ

う
に

振
る

舞
う

 

間
違

っ
て

理
解

し
て

い
る

言
葉

が
あ

る
 内

容
を

イ
メ

ー
ジ

化
で

き
な

い
 

重
要

な
キ

ー
ワ

ー
ド

に
気

づ
か

な
い

 文
章

を
一

通
り

読
む

だ
け

で
、

読
み

直
し

た
り

確
認

し
た

り
し

て
い

な
い

 

誤
っ

た
解

決
方

法
を

身
に

付
け

て
い

る
 

鉛
筆

が
う

ま
く

持
て

ず
筆

圧

が
弱

い
、

あ
る

い
は

強
い

 

物
差

し
や

コ
ン

パ
ス

な
ど

の
道

具
が

う
ま

く
使

え
な

い
 

書
字

動
作

が
遅

い
た

め
、

速
く

た

く
さ

ん
書

く
こ

と
が

で
き

な
い

 

眼
球

運
動

の
問

題
が

あ
り

、

目
で

文
字

を
追

う
こ

と
が

難

し
く

、
う

ま
く

読
め

な
い

 

姿
勢

の
保

持
が

困
難

 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
（

A
S

）
 

（
A

s
p

e
rg

e
r 

S
yn

d
ro

m
e
）

 

社
会

性
の

障
害

 

コ
ミ

ュ
ニ

 
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
障

害
 

こ
だ

わ
り

 
想

像
力

 
の

障
害

 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
や

実
習

で
の

臨
機

応
変

さ
に

困
難

を
生

じ
る

 

視
線

や
表

情
を

う
ま

く
使

え
な

い
 

会
話

が
 

続
か

な
い

 
一

方
的

 

感
情

が
読

み
取

れ
な

い
 

興
味

関
心

や
意

味
を

 
共

有
で

き
な

い
 

モ
ノ

集
め

 
知

識
集

め
 

ル
ー

ル
や

 
考

え
方

を
 

変
更

で
き

な
い

 

同
じ

表
現

の
繰

り
返

し
 

間
違

っ
て

理
解

し
て

い
る

言
葉

が
あ

る
 内

容
を

イ
メ

ー
ジ

化
で

き
な

い
 

重
要

な
キ

ー
ワ

ー
ド

に
気

づ
か

な
い

 文
章

を
一

通
り

読
む

だ
け

で
、

読
み

直
し

た
り

確
認

し
た

り
し

て
い

な
い

 

誤
っ

た
解

決
方

法
を

身
に

付
け

て
い

る
 

鉛
筆

が
う

ま
く

持
て

ず
筆

圧

が
弱

い
、

あ
る

い
は

強
い

 

物
差

し
や

コ
ン

パ
ス

な
ど

の
道

具
が

う
ま

く
使

え
な

い
 

書
字

動
作

が
遅

い
た

め
、

速
く

た

く
さ

ん
書

く
こ

と
が

で
き

な
い

 

眼
球

運
動

の
問

題
が

あ
り

、

目
で

文
字

を
追

う
こ

と
が

難

し
く

、
う

ま
く

読
め

な
い

 

姿
勢

の
保

持
が

困
難

 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
（

A
S

）
 

（
A

s
p

e
rg

e
r 

S
yn

d
ro

m
e
）

 

社
会

性
の

障
害

 

コ
ミ

ュ
ニ

 
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
障

害
 

こ
だ

わ
り

 
想

像
力

 
の

障
害

 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
や

実
習

で
の

臨
機

応
変

さ
に

困
難

を
生

じ
る

 

視
線

や
表

情
を

う
ま

く
使

え
な

い
 

会
話

が
 

続
か

な
い

 
一

方
的

 

感
情

が
読

み
取

れ
な

い
 

興
味

関
心

や
意

味
を

 
共

有
で

き
な

い
 

モ
ノ

集
め

 
知

識
集

め
 

ル
ー

ル
や

 
考

え
方

を
 

変
更

で
き

な
い

 

同
じ

表
現

の
繰

り
返

し
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2
0

1
2

(C
) 

B
U

K
K

Y
O

 U
N

IV
E

R
S

IT
Y

 A
ll
 R

ig
h

ts
 R

e
s
e

rv
e

d
. 
 

不
注

意
 

注
意

や
集

中
が

持
続

し
な

い
 

目
的

を
持

っ
た

行
動

が
困

難
 

多
動

性
 

衝
動
性

 

興
味

や
関

心
が

変
わ

り
や

す
い

 
目

的
な

く
動

き
回

る
 

思
い

つ
き

の
行

動
 

刺
激

に
反

応
し

て
即

座
に

行
動

 

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
 

（
A

tt
e
n

ti
o
n

 D
e
fi
c
it
 /

H
yp

e
r 

A
c
ti
v
it
y 

D
is

o
rd

e
r)

 


社

会
的

な
活

動
や

学
業

の
機

能
に

支
障

を
き

た
す

 

読
み

間
違

い
、

読
み

と
ば

し
 文

章
の

意
味

を
正

確
に

理
解

で
き

な
い

 

書
字

が
乱

雑
、

マ

ス
目

に
入

ら
な

い
 

漢
字

の
形

を
正

確
に

覚
え

ら
れ

な
い

 

数
字

の
書

き
間

違
い

 

桁
が

ず
れ

る
 

簡
単

な
計

算
間

違
い

 

正
し

く
文

章
問

題
を

読
め

な
い

 

集
中

力
が

続
か

な
い

 

着
席

し
て

い
ら

れ
な

い
 

2
0

1
2

(C
) 

B
U

K
K

Y
O

 U
N

IV
E

R
S

IT
Y

 A
ll
 R

ig
h

ts
 R

e
s
e

rv
e

d
. 
 

不
注

意
 

注
意

や
集

中
が

持
続

し
な

い
 

目
的

を
持

っ
た

行
動

が
困

難
 

多
動

性
 

衝
動
性

 

興
味

や
関

心
が

変
わ

り
や

す
い

 
目

的
な

く
動

き
回

る
 

思
い

つ
き

の
行

動
 

刺
激

に
反

応
し

て
即

座
に

行
動

 

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
 

（
A

tt
e
n

ti
o
n

 D
e
fi
c
it
 /

H
yp

e
r 

A
c
ti
v
it
y 

D
is

o
rd

e
r)

 


社

会
的

な
活

動
や

学
業

の
機

能
に

支
障

を
き

た
す

 

読
み

間
違

い
、

読
み

と
ば

し
 文

章
の

意
味

を
正

確
に

理
解

で
き

な
い

 

書
字

が
乱

雑
、

マ

ス
目

に
入

ら
な

い
 

漢
字

の
形

を
正

確
に

覚
え

ら
れ

な
い

 

数
字

の
書

き
間

違
い

 

桁
が

ず
れ

る
 

簡
単

な
計

算
間

違
い

 

正
し

く
文

章
問

題
を

読
め

な
い

 

集
中

力
が

続
か

な
い

 

着
席

し
て

い
ら

れ
な

い
 

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
（

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ

）
 

（
A

tt
e
n

ti
o
n

 D
e
fi
c
it
 /

H
yp

e
r 

A
c
ti
v
it
y 

D
is

o
rd

e
r)

 

単
位

取
得

に
影

響
 

不
注

意
 

多
動

性
 

 

衝
動

性
 

遅
刻

が
多

い
 

不
注

意
な

ミ
ス

が
多

い
 

レ
ポ

ー
ト

の
遅

れ
 

複
数

の
課

題
を

並
行

し
て

こ
な

せ
な

い
 

落
ち

着
き

が
な

い
 

待
て

な
い

 
衝

動
的

な
問

題
行

動
 学

習
障

害
（

Ｌ
Ｄ

）
 

(L
e
a
rn

in
g
 D

is
a
b

ili
ti
e
s
) 


全

般
的

に
は

知
的

発
達

の
遅

れ
は

な
い

 


こ

れ
ら

の
能

力
の

う
ち

特
定

の
も

の
の

習
得

と

使
用

に
著

し
い

困
難

 

(文
部

科
学

省
定

義
の

一
部

）
 

聞
く

 
話

す
 

読
む

 

書
く

 計
算

す
る

 

推
論

す
る

 

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
（

Ａ
Ｄ

Ｈ
Ｄ

）
 

（
A

tt
e
n

ti
o
n

 D
e
fi
c
it
 /

H
yp

e
r 

A
c
ti
v
it
y 

D
is

o
rd

e
r)

 

単
位

取
得

に
影

響
 

不
注

意
 

多
動

性
 

 

衝
動

性
 

遅
刻

が
多

い
 

不
注

意
な

ミ
ス

が
多

い
 

レ
ポ

ー
ト

の
遅

れ
 

複
数

の
課

題
を

並
行

し
て

こ
な

せ
な

い
 

落
ち

着
き

が
な

い
 

待
て

な
い

 
衝

動
的

な
問

題
行

動
 学

習
障

害
（

Ｌ
Ｄ

）
 

(L
e
a
rn

in
g
 D

is
a
b

ili
ti
e
s
) 


全

般
的

に
は

知
的

発
達

の
遅

れ
は

な
い

 


こ

れ
ら

の
能

力
の

う
ち

特
定

の
も

の
の

習
得

と

使
用

に
著

し
い

困
難

 

(文
部

科
学

省
定

義
の

一
部

）
 

聞
く

 
話

す
 

読
む

 

書
く

 計
算

す
る

 

推
論

す
る
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言
葉

の
指

示
を

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

 
言

い
た

い
こ

と
を

う
ま

く
話

せ
な

い
 

教
科

書
が

う
ま

く
読

め
な

い
 

頻
繁

に
文

字
を

書
き

間
違

え
る

 

繰
り

上
が

り
や

繰
り

下
が

り
の

計
算

ミ
ス

が
多

い
 

図
形

の
問

題
や

文
章

題
を

解
く

こ
と

が
難

し
い

 

ハ
サ

ミ
や

の
り

、
ボ

ー
ル

、
リ

コ
ー

ダ
ー

な
ど

が
う

ま
く

扱
え

な
い

 

学
習

障
害

（
Ｌ

Ｄ
）

 
(L

e
a
rn

in
g
 D

is
a
b

ili
ti
e
s
) 

気
付

か
れ

に
く

い
例

 

【
読

み
障

害
】

 

外
国

語
の

習
得

困
難

 

読
み

速
度

が
著

し
く

遅
い

 

ノ
ー

ト
が

と
れ

な
い

 

9
0

分
間

話
が

聞
け

な
い

 

授
業

内
で

の
課

題
が

で
き

な
い

 

単
位

取
得

に
影

響
 

言
葉

の
指

示
を

理
解

す
る

こ
と

が
難

し
い

 
言

い
た

い
こ

と
を

う
ま

く
話

せ
な

い
 

教
科

書
が

う
ま

く
読

め
な

い
 

頻
繁

に
文

字
を

書
き

間
違

え
る

 

繰
り

上
が

り
や

繰
り

下
が

り
の

計
算

ミ
ス

が
多

い
 

図
形

の
問

題
や

文
章

題
を

解
く

こ
と

が
難

し
い

 

ハ
サ

ミ
や

の
り

、
ボ

ー
ル

、
リ

コ
ー

ダ
ー

な
ど

が
う

ま
く

扱
え

な
い

 

学
習

障
害

（
Ｌ

Ｄ
）

 
(L

e
a
rn

in
g
 D

is
a
b

ili
ti
e
s
) 

気
付

か
れ

に
く

い
例

 

【
読

み
障

害
】

 

外
国

語
の

習
得

困
難

 

読
み

速
度

が
著

し
く

遅
い

 

ノ
ー

ト
が

と
れ

な
い

 

9
0

分
間

話
が

聞
け

な
い

 

授
業

内
で

の
課

題
が

で
き

な
い

 

単
位

取
得

に
影

響
 

大
学

に
本

人
か

ら
の

申
し

出
が

あ
り

、
 

そ
れ

に
対

し
て

大
学

が
何

ら
か

の
支

援
を

行
う

。
 

 

入
学

後
に

気
づ

か
れ

る
場

面
 

ト
ラ

ブ
ル

 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
 

学
習

障
害

 

授
業

、
実

習
、

ゼ
ミ

等
で

 

暗
黙

の
ル

ー
ル

に
気

づ
か

な
い

 
冗

談
や

比
喩

が
理

解
で

き
ず

、
 

字
義

通
り

に
受

け
取

る
 

レ
ポ

ー
ト

提
出

期
日

が
守

れ
な

い
 

遅
刻

 
忘

れ
物

 

ノ
ー

ト
が

と
れ

な
い

 
講

義
内

容
が

理
解

で
き

な
い

 

大
学

に
本

人
か

ら
の

申
し

出
が

あ
り

、
 

そ
れ

に
対

し
て

大
学

が
何

ら
か

の
支

援
を

行
う

。
 

 

入
学

後
に

気
づ

か
れ

る
場

面
 

ト
ラ

ブ
ル

 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
 

学
習

障
害

 

授
業

、
実

習
、

ゼ
ミ

等
で

 

暗
黙

の
ル

ー
ル

に
気

づ
か

な
い

 
冗

談
や

比
喩

が
理

解
で

き
ず

、
 

字
義

通
り

に
受

け
取

る
 

レ
ポ

ー
ト

提
出

期
日

が
守

れ
な

い
 

遅
刻

 
忘

れ
物

 

ノ
ー

ト
が

と
れ

な
い

 
講

義
内

容
が

理
解

で
き

な
い
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授
業

（
講

義
、

演
習

、
実

験
、

実
習

）
 

身
近
な
支
援
者

「通
訳
者
」の
役
割

 

情
報
提
示
法
の

 
工
夫
を
依
頼

 
学

生
自

身
の

 
自

己
理

解
の

促
進

 
配

慮
を

要
請

で
き

る
力

 
の

育
成

 

 

教
員

 

 
支

援
 

学
生

 

具
体

的
な

場
面

で
の

具
体

的
な

指
導

 

学
生

の
苦

手
と

得
意

の
把

握
 

支
援

の
個

別
化

 
 

 
 

Ｐ
Ｃ

な
ど

支
援

技
術

の
利

用
を

指
導

 
支

援
担

当
者

 

障
害

 
学

生
 

具
体

的
に

 

授
業

を
デ

ザ
イ

ン
し

て
い

く
た

め
の

考
え

方
 

授
業

（
講

義
、

演
習

、
実

験
、

実
習

）
 

身
近
な
支
援
者

「通
訳
者
」の
役
割

 

情
報
提
示
法
の

 
工
夫
を
依
頼

 
学

生
自

身
の

 
自

己
理

解
の

促
進

 
配

慮
を

要
請

で
き

る
力

 
の

育
成

 

 

教
員

 

 
支

援
 

学
生

 

具
体

的
な

場
面

で
の

具
体

的
な

指
導

 

学
生

の
苦

手
と

得
意

の
把

握
 

支
援

の
個

別
化

 
 

 
 

Ｐ
Ｃ

な
ど

支
援

技
術

の
利

用
を

指
導

 
支

援
担

当
者

 

障
害

 
学

生
 

具
体

的
に

 

授
業

を
デ

ザ
イ

ン
し

て
い

く
た

め
の

考
え

方
 


授

業
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
を

図
る

 

 
・

す
べ

て
の

学
生

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
い

授
業

と
な

る
 

 
・

特
別

な
支

援
を

目
立

た
な

く
し

、
プ

ラ
イ

ド
に

も
配

慮
で

き
る

 


レ

ポ
ー

ト
や

課
題

へ
の

配
慮

 

 
・

テ
ー

マ
の

理
解

度
（

何
を

ど
こ

ま
で

求
め

て
い

る
の

か
）

を
確

 
 

 
 

か
め

る
 

  
 ・

こ
ま

め
に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

計
画

化
の

支
援

を
行

う
 


教

室
環

境
の

整
備

 

 
・

空
調

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

等
の

音
を

減
ら

せ
る

 

 
・

出
入

り
可

能
な

教
室

を
選

ん
で

あ
げ

る
 


資

料
を

作
成

・
配

布
（

P
P

）
 


複

数
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
用

意
（

拡
大

、
カ

ラ
ー

等
）

 


IC

レ
コ

ー
ダ

ー
、

パ
ソ

コ
ン

、
デ

ジ
カ

メ
の

持
ち

込
み

 


授

業
の

見
通

し
（

授
業

の
流

れ
の

提
示

）
 


「

聴
覚

優
位

」
「

視
覚

優
位

」
へ

の
配

慮
 


短

く
、

は
っ

き
り

、
繰

り
返

し
（

説
明

な
ど

）
 


大

き
く

、
見

や
す

く
、

具
体

的
（

板
書

な
ど

）
 


課

題
（

レ
ポ

ー
ト

、
発

表
、

筆
記

試
験

等
）

の
明

確
化

 


グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

は
シ

ラ
バ

ス
に

明
記

 


意

識
面

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
（

ど
う

し
て

ほ
し

い
の

か
な

？
）

 


授

業
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

化
を

図
る

 

 
・

す
べ

て
の

学
生

に
と

っ
て

わ
か

り
や

す
い

授
業

と
な

る
 

 
・

特
別

な
支

援
を

目
立

た
な

く
し

、
プ

ラ
イ

ド
に

も
配

慮
で

き
る

 


レ

ポ
ー

ト
や

課
題

へ
の

配
慮

 

 
・

テ
ー

マ
の

理
解

度
（

何
を

ど
こ

ま
で

求
め

て
い

る
の

か
）

を
確

 
 

 
 

か
め

る
 

  
 ・

こ
ま

め
に

チ
ェ

ッ
ク

す
る

計
画

化
の

支
援

を
行

う
 


教

室
環

境
の

整
備

 

 
・

空
調

や
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

等
の

音
を

減
ら

せ
る

 

 
・

出
入

り
可

能
な

教
室

を
選

ん
で

あ
げ

る
 


資

料
を

作
成

・
配

布
（

P
P

）
 


複

数
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
用

意
（

拡
大

、
カ

ラ
ー

等
）

 


IC

レ
コ

ー
ダ

ー
、

パ
ソ

コ
ン

、
デ

ジ
カ

メ
の

持
ち

込
み

 


授

業
の

見
通

し
（

授
業

の
流

れ
の

提
示

）
 


「

聴
覚

優
位

」
「

視
覚

優
位

」
へ

の
配

慮
 


短

く
、

は
っ

き
り

、
繰

り
返

し
（

説
明

な
ど

）
 


大

き
く

、
見

や
す

く
、

具
体

的
（

板
書

な
ど

）
 


課

題
（

レ
ポ

ー
ト

、
発

表
、

筆
記

試
験

等
）

の
明

確
化

 


グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

は
シ

ラ
バ

ス
に

明
記

 


意

識
面

の
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
（

ど
う

し
て

ほ
し

い
の

か
な

？
）
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資
料

を
作

成
・

配
布

（
P

P
）

 

↓
 

例
え

ば
P

P
作

成
を

例
に

 

大
学

で
問

題
に

な
る

発
達

障
害

 
 ○

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

○
注

意
欠

陥
多

動
性

障
害

 

○
学

習
障

害
 

先
生

の
説

明
を

聞

い
て

書
く

こ
と

が

で
き

な
い

。
 

特
に

要
点

を
ま

と

め
て

書
く

こ
と

が

で
き

な
い

 

資
料

を
作

成
・

配
布

（
P

P
）

 

↓
 

例
え

ば
P

P
作

成
を

例
に

 

大
学

で
問

題
に

な
る

発
達

障
害

 
 ○

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

○
注

意
欠

陥
多

動
性

障
害

 

○
学

習
障

害
 

先
生

の
説

明
を

聞

い
て

書
く

こ
と

が

で
き

な
い

。
 

特
に

要
点

を
ま

と

め
て

書
く

こ
と

が

で
き

な
い

 

大
学

で
問

題
に

な
る

発
達

障
害

 
 ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

 

社
会

性
の

障
害

 
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

障
害

 
こ

だ
わ

り
が

強
く

柔
軟

性
が

 

な
い

想
像

力
の

障
害

 

  注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
 

注
意

の
散

漫
・

持
続

し
な

い
 

多
動

 
衝

動
性

 

  学
習

障
害

 
話

す
 

聞
く

 
読

む
 

書
く

 
計

算
す

る
 

推
論

す
る

等
の

一
部

に
著

し
い

困
難

 

  

書
く

ス
ペ

ー
ス

を

少
な

く
し

て
も

難

し
い

学
生

が
い

る
。

 

た
だ

、
こ

の
よ

う

な
工

夫
で

救
わ

れ

る
学

生
も

い
る

。
 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

•
知

的
発

達
の

遅
れ

を
伴

わ
ず

、
か

つ
、

自
閉

症
の

特
徴

の
う

ち
の

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
を

伴
わ

な
い

も
の

 

•
た

だ
し

、
こ

と
ば

の
使

用
や

理
解

に
は

、
障

害
を

伴
う

こ
と

が
多

い
。

 

•
幼

児
期

に
著

し
い

言
語

的
な

遅
れ

が
な

い
と

さ
れ

る
が

、
高

機
能

自
閉

症
も

、

こ
と

ば
の

遅
れ

は
徐

々
に

改
善

さ
れ

る
た

め
、

年
齢

が
増

す
ほ

ど
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

と
の

差
が

目
立

た
な

く
な

る
。

そ
の

た
め

、
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

を
わ

け
な

い
と

す
る

説
も

あ
る

。
 

１
枚

の
ス

ラ
イ

ド

に
１

つ
の

も
の

の

説
明

。
 

話
す

こ
と

も
全

て

書
か

れ
て

い
る

の

で
自

分
で

の
振

り

返
り

が
で

き
る

。
 

大
学

で
問

題
に

な
る

発
達

障
害

 
 ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
症

候
群

 

社
会

性
の

障
害

 
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

障
害

 
こ

だ
わ

り
が

強
く

柔
軟

性
が

 

な
い

想
像

力
の

障
害

 

  注
意

欠
陥

多
動

性
障

害
 

注
意

の
散

漫
・

持
続

し
な

い
 

多
動

 
衝

動
性

 

  学
習

障
害

 
話

す
 

聞
く

 
読

む
 

書
く

 
計

算
す

る
 

推
論

す
る

等
の

一
部

に
著

し
い

困
難

 

  

書
く

ス
ペ

ー
ス

を

少
な

く
し

て
も

難

し
い

学
生

が
い

る
。

 

た
だ

、
こ

の
よ

う

な
工

夫
で

救
わ

れ

る
学

生
も

い
る

。
 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

•
知

的
発

達
の

遅
れ

を
伴

わ
ず

、
か

つ
、

自
閉

症
の

特
徴

の
う

ち
の

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
を

伴
わ

な
い

も
の

 

•
た

だ
し

、
こ

と
ば

の
使

用
や

理
解

に
は

、
障

害
を

伴
う

こ
と

が
多

い
。

 

•
幼

児
期

に
著

し
い

言
語

的
な

遅
れ

が
な

い
と

さ
れ

る
が

、
高

機
能

自
閉

症
も

、

こ
と

ば
の

遅
れ

は
徐

々
に

改
善

さ
れ

る
た

め
、

年
齢

が
増

す
ほ

ど
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

と
の

差
が

目
立

た
な

く
な

る
。

そ
の

た
め

、
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

を
わ

け
な

い
と

す
る

説
も

あ
る

。
 

１
枚

の
ス

ラ
イ

ド

に
１

つ
の

も
の

の

説
明

。
 

話
す

こ
と

も
全

て

書
か

れ
て

い
る

の

で
自

分
で

の
振

り

返
り

が
で

き
る

。
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処
理

さ
れ

た
音

声
情

報
を

記
憶

に
と

ど
め

て
お

け
な

い

た
め

に
、

い
ざ

書
く

段
階

に
な

る
と

書
く

べ
き

字
が

出

て
こ

な
い

と
い

う
こ

と
も

あ
る

 

 音
声

の
保

持
が

う
ま

く
い

か
な

い
 

聞
く

 

短
期

記
憶

 
聞

い
た

こ
と

 

書
く

 

こ
こ

に
弱

い
部

分
が

あ
る

 

処
理

さ
れ

た
音

声
情

報
を

記
憶

に
と

ど
め

て
お

け
な

い

た
め

に
、

い
ざ

書
く

段
階

に
な

る
と

書
く

べ
き

字
が

出

て
こ

な
い

と
い

う
こ

と
も

あ
る

 

 音
声

の
保

持
が

う
ま

く
い

か
な

い
 

聞
く

 

短
期

記
憶

 
聞

い
た

こ
と

 

書
く

 

こ
こ

に
弱

い
部

分
が

あ
る

 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

•
知

的
発

達
の

遅
れ

を
伴

わ
ず

、
か

つ
、

自
閉

症
の

特
徴

の
う

ち
の

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
を

伴
わ

な
い

も
の

 

•
た

だ
し

、
こ

と
ば

の
使

用
や

理
解

に
は

、
障

害
を

伴
う

こ
と

が
多

い
。

 

•
幼

児
期

に
著

し
い

言
語

的
な

遅
れ

が
な

い
と

さ
れ

る
が

、
高

機
能

自
閉

症
も

、

こ
と

ば
の

遅
れ

は
徐

々
に

改
善

さ
れ

る
た

め
、

年
齢

が
増

す
ほ

ど
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

と
の

差
が

目
立

た
な

く
な

る
。

そ
の

た
め

、
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

を
わ

け
な

い
と

す
る

説
も

あ
る

。
 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

•
知

的
発

達
の

遅
れ

を
伴

わ
ず

、
か

つ
、

自
閉

症
の

特
徴

の
う

ち
の

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
を

伴
わ

な
い

も
の

 

•
た

だ
し

、
こ

と
ば

の
使

用
や

理
解

に
は

、
障

害
を

伴
う

こ
と

が
多

い
。

 

•
幼

児
期

に
著

し
い

言
語

的
な

遅
れ

が
な

い
と

さ
れ

る
が

、
高

機
能

自
閉

症
も

、

こ
と

ば
の

遅
れ

は
徐

々
に

改
善

さ
れ

る
た

め
、

年
齢

が
増

す
ほ

ど
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

と
の

差
が

目
立

た
な

く
な

る
。

そ
の

た
め

、
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

を
わ

け
な

い
と

す
る

説
も

あ
る

。
 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

•
知

的
発

達
の

遅
れ

を
伴

わ
ず

、
か

つ
、

自
閉

症
の

特
徴

の
う

ち
の

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
を

伴
わ

な
い

も
の

 

•
た

だ
し

、
こ

と
ば

の
使

用
や

理
解

に
は

、
障

害
を

伴
う

こ
と

が
多

い
。

 

•
幼

児
期

に
著

し
い

言
語

的
な

遅
れ

が
な

い
と

さ
れ

る
が

、
高

機
能

自
閉

症
も

、

こ
と

ば
の

遅
れ

は
徐

々
に

改
善

さ
れ

る
た

め
、

年
齢

が
増

す
ほ

ど
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

と
の

差
が

目
立

た
な

く
な

る
。

そ
の

た
め

、
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

を
わ

け
な

い
と

す
る

説
も

あ
る

。
 

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

症
候

群
 

•
知

的
発

達
の

遅
れ

を
伴

わ
ず

、
か

つ
、

自
閉

症
の

特
徴

の
う

ち
の

こ
と

ば
の

発
達

の
遅

れ
を

伴
わ

な
い

も
の

 

•
た

だ
し

、
こ

と
ば

の
使

用
や

理
解

に
は

、
障

害
を

伴
う

こ
と

が
多

い
。

 

•
幼

児
期

に
著

し
い

言
語

的
な

遅
れ

が
な

い
と

さ
れ

る
が

、
高

機
能

自
閉

症
も

、

こ
と

ば
の

遅
れ

は
徐

々
に

改
善

さ
れ

る
た

め
、

年
齢

が
増

す
ほ

ど
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

と
の

差
が

目
立

た
な

く
な

る
。

そ
の

た
め

、
高

機
能

自
閉

症
と

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

障
害

を
わ

け
な

い
と

す
る

説
も

あ
る

。
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・
IC

レ
コ

ー
ダ

ー
、

デ
ジ

カ
メ

等
の

持
ち

込
 

 

 
み

を
認

め
る

 

・
「

聴
覚

優
位

」
「

視
覚

優
位

」
へ

の
配

慮
 

 
 

 
 

 
 

 
 

↓
 

 
 

 
 

 
板

書
を

撮
影

 

 
 

 
 

講
義

内
容

を
録

音
 

こ
の

板
書

で
は

、
内

容
を

理
解

す
る

こ
と

は
か

な
り

難
し

い
。

 

こ
の

板
書

を
、

ノ
ー

ト
に

書
き

写
す

こ
と

は
か

な
り

難
し

い
。

 

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
や

パ
ッ

ド
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
で

、
撮

影
さ

せ
る

と
い

う
配

慮
が

必
要

。
 

講
義

内
容

は
IC

レ
コ

ー
ダ

ー
で

の
録

音
を

認
め

る
。

 

・
IC

レ
コ

ー
ダ

ー
、

デ
ジ

カ
メ

等
の

持
ち

込
 

 

 
み

を
認

め
る

 

・
「

聴
覚

優
位

」
「

視
覚

優
位

」
へ

の
配

慮
 

 
 

 
 

 
 

 
 

↓
 

 
 

 
 

 
板

書
を

撮
影

 

 
 

 
 

講
義

内
容

を
録

音
 

こ
の

板
書

で
は

、
内

容
を

理
解

す
る

こ
と

は
か

な
り

難
し

い
。

 

こ
の

板
書

を
、

ノ
ー

ト
に

書
き

写
す

こ
と

は
か

な
り

難
し

い
。

 

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
や

パ
ッ

ド
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
で

、
撮

影
さ

せ
る

と
い

う
配

慮
が

必
要

。
 

講
義

内
容

は
IC

レ
コ

ー
ダ

ー
で

の
録

音
を

認
め

る
。

 

板
書

の
構

造
化

例
 

板
書

の
構

造
化

例
 

板
書

の
構

造
化

例
 

板
書

の
構

造
化

例
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 文
字

を
追

う
こ

と
が

難
し

い
 

あ い う え お  

か き く け こ  

さ し す せ そ  

た ち つ て と  

な に ぬ ね の  

た
く

さ
ん

の
文

字
 

＋
 

紙
の

色
や

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

 

な
ど

の
た

く
さ

ん
の

 

視
覚

情
報

 

 

 

さ し す せ そ  

 

 

読
む

べ
き

文
字

だ
け

に
焦

点
を

定
め

て
、

他
の

も
の

は
み

な
い

 

読
み

に
関

す
る

Ｌ
Ｄ

が
あ

る
子

ど
も

は
、

 

・
文

字
を

読
む

こ
と

が
難

し
い

 

・
文

字
を

追
う

こ
と

が
難

し
い

 

 

筆
記

試
験

で
は

、
 

文
字

を
読

ん
だ

り
追

っ
た

り
す

る
こ

と
で

精
一

杯
 

読
み

な
が

ら
内

容
を

理
解

す
る

の
は

難
し

く
、

 

試
験

時
間

が
足

り
な

く
な

っ
て

し
ま

う
 

 文
字

を
追

う
こ

と
が

難
し

い
 

あ い う え お  

か き く け こ  

さ し す せ そ  

た ち つ て と  

な に ぬ ね の  

た
く

さ
ん

の
文

字
 

＋
 

紙
の

色
や

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

 

な
ど

の
た

く
さ

ん
の

 

視
覚

情
報

 

 

 

さ し す せ そ  

 

 

読
む

べ
き

文
字

だ
け

に
焦

点
を

定
め

て
、

他
の

も
の

は
み

な
い

 

読
み

に
関

す
る

Ｌ
Ｄ

が
あ

る
子

ど
も

は
、

 

・
文

字
を

読
む

こ
と

が
難

し
い

 

・
文

字
を

追
う

こ
と

が
難

し
い

 

 

筆
記

試
験

で
は

、
 

文
字

を
読

ん
だ

り
追

っ
た

り
す

る
こ

と
で

精
一

杯
 

読
み

な
が

ら
内

容
を

理
解

す
る

の
は

難
し

く
、

 

試
験

時
間

が
足

り
な

く
な

っ
て

し
ま

う
 

授
業

の
見

通
し

 

（
授

業
の

流
れ

の
確

認
）

 

↓
 

授
業

の
初

め
に

 

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

を
提

示
 

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

 

１
．

全
国

実
態

調
査

の
実

施
と

発
達

障
害

児
の

症
状

と
本

 

 
人

の
思

い
 

２
．

教
育

的
対

応
の

中
で

の
子

ど
も

理
解

 

・
写

真
カ

ー
ド

の
作

成
の

仕
方

 

・
支

援
の

た
め

の
６

項
目

 

・
障

害
特

性
か

ら
の

支
援

 

授
業

の
見

通
し

 

（
授

業
の

流
れ

の
確

認
）

 

↓
 

授
業

の
初

め
に

 

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

を
提

示
 

ア
ウ

ト
ラ

イ
ン

 

１
．

全
国

実
態

調
査

の
実

施
と

発
達

障
害

児
の

症
状

と
本

 

 
人

の
思

い
 

２
．

教
育

的
対

応
の

中
で

の
子

ど
も

理
解

 

・
写

真
カ

ー
ド

の
作

成
の

仕
方

 

・
支

援
の

た
め

の
６

項
目

 

・
障

害
特

性
か

ら
の

支
援
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課
題

（
レ

ポ
ー

ト
、

発
表

、
筆

記

試
験

等
）

の
明

確
化

 

↓
 

具
体

的
に

 

レ
ポ

ー
ト

提
出

が
で

き
な

い
・

常
に

遅
れ

る
 

•
見

通
し

の
甘

さ
・

締
切

を
忘

れ
る

（
実

行
機

能
障

害
）

 

•
優

先
順

位
を

つ
け

ら
れ

な
い

（
今

、
何

が
重

要
か

が
わ

か
ら

な
い

）
 

•
書

け
な

い
部

分
が

あ
る

（
人

に
聞

け
な

い
、

プ
ラ

イ
ド

）
 

•
締

切
日

や
提

出
先

が
明

確
で

な
か

っ
た

（
書

け
た

ら
持

っ
て

く
る

と

い
う

暗
黙

の
ル

ー
ル

が
わ

か
ら

な
い

、
「

来
週

の
こ

の
時

間
に

レ

ポ
ー

ト
を

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
→

「
○

月
△

日
の

授
業

の
終

わ
っ

た
後

に
、

レ
ポ

ー
ト

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

」
 

課
題

（
レ

ポ
ー

ト
、

発
表

、
筆

記

試
験

等
）

の
明

確
化

 

↓
 

具
体

的
に

 

レ
ポ

ー
ト

提
出

が
で

き
な

い
・

常
に

遅
れ

る
 

•
見

通
し

の
甘

さ
・

締
切

を
忘

れ
る

（
実

行
機

能
障

害
）

 

•
優

先
順

位
を

つ
け

ら
れ

な
い

（
今

、
何

が
重

要
か

が
わ

か
ら

な
い

）
 

•
書

け
な

い
部

分
が

あ
る

（
人

に
聞

け
な

い
、

プ
ラ

イ
ド

）
 

•
締

切
日

や
提

出
先

が
明

確
で

な
か

っ
た

（
書

け
た

ら
持

っ
て

く
る

と

い
う

暗
黙

の
ル

ー
ル

が
わ

か
ら

な
い

、
「

来
週

の
こ

の
時

間
に

レ

ポ
ー

ト
を

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。
→

「
○

月
△

日
の

授
業

の
終

わ
っ

た
後

に
、

レ
ポ

ー
ト

を
提

出
し

て
く

だ
さ

い
。

」
 

自
分

で
も

読
め

な
い

く
ら

い
汚

い
字

に
な

っ
て

し
ま

う
 

汚
い

字
に

も
い

ろ
い

ろ
あ

る
 

偏
と

つ
く

り
の

バ
ラ

ン
ス

が
悪

い
、

そ
れ

ぞ
れ

の
形

が
き

ち
ん

と
と

れ
て

い
な

い
と

い
っ

た
字

も
あ

れ
ば

、
画

数
が

正
し

く
な

い
字

も
あ

る
 

極
端

に
大

き
い

字
や

小
さ

い
字

が
入

り
乱

れ
て

読
み

づ
ら

く
な

る
こ

と
や

字
間

や
行

間
が

整
っ

て
い

な
い

の
も

字
を

読
み

に
く

く
す

る
 

Ｌ
Ｄ

が
あ

る
子

ど
も

の
中

に
は

、
方

向
や

位
置

、
大

き
さ

、
距

離
な

ど
を

と
ら

え
る

感
覚

が
弱

い
子

ど
も

が
い

る
 

そ
の

た
め

、
字

の
形

が
と

ら
え

に
く

く
、

正
し

く
再

現
で

き
な

い
 

マ
ス

目
や

罫
線

が
な

い
と

字
の

大
き

さ
や

字
間

、
行

間
が

一
定

に
保

て
な

い
の

も
こ

う
し

た
弱

さ
が

原
因

と
考

え
ら

れ
る

 

自
分

で
も

読
め

な
い

く
ら

い
汚

い
字

に
な

っ
て

し
ま

う
 

汚
い

字
に

も
い

ろ
い

ろ
あ

る
 

偏
と

つ
く

り
の

バ
ラ

ン
ス

が
悪

い
、

そ
れ

ぞ
れ

の
形

が
き

ち
ん

と
と

れ
て

い
な

い
と

い
っ

た
字

も
あ

れ
ば

、
画

数
が

正
し

く
な

い
字

も
あ

る
 

極
端

に
大

き
い

字
や

小
さ

い
字

が
入

り
乱

れ
て

読
み

づ
ら

く
な

る
こ

と
や

字
間

や
行

間
が

整
っ

て
い

な
い

の
も

字
を

読
み

に
く

く
す

る
 

Ｌ
Ｄ

が
あ

る
子

ど
も

の
中

に
は

、
方

向
や

位
置

、
大

き
さ

、
距

離
な

ど
を

と
ら

え
る

感
覚

が
弱

い
子

ど
も

が
い

る
 

そ
の

た
め

、
字

の
形

が
と

ら
え

に
く

く
、

正
し

く
再

現
で

き
な

い
 

マ
ス

目
や

罫
線

が
な

い
と

字
の

大
き

さ
や

字
間

、
行

間
が

一
定

に
保

て
な

い
の

も
こ

う
し

た
弱

さ
が

原
因

と
考

え
ら

れ
る
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こ
う

し
た

弱
さ

を
も

つ
子

ど
も

は
、

学
力

は
低

く
な

い
の

に
字

を
書

く
の

が
と

て
も

遅
く

、
し

か
も

汚
い

の
で

、
怠

け
て

い
る

、

努
力

不
足

だ
と

叱
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る
 

反
対

に
、

学
力

も
書

く
力

と
同

程
度

 

 
だ

と
過

小
評

価
さ

れ
て

し
ま

う
こ

と
 

 
も

あ
る

 最
後

に
も

う
一

つ
 

こ
う

し
た

弱
さ

を
も

つ
子

ど
も

は
、

学
力

は
低

く
な

い
の

に
字

を
書

く
の

が
と

て
も

遅
く

、
し

か
も

汚
い

の
で

、
怠

け
て

い
る

、

努
力

不
足

だ
と

叱
ら

れ
る

こ
と

が
あ

る
 

反
対

に
、

学
力

も
書

く
力

と
同

程
度

 

 
だ

と
過

小
評

価
さ

れ
て

し
ま

う
こ

と
 

 
も

あ
る

 最
後

に
も

う
一

つ
 

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ
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第 3 回 FD 研究会 

「発達障がい学生支援について 

  ～大学生活に視点をおいて～」 

 

 
開 催 日：2014 年 10 月 8 日（水）16：10 ～ 

会  場：佛教大学紫野キャンパス  

常照ホール（成徳常照館 5 階） 

発 表 者：菅原 伸康（教育学部 教授） 

渡邉 照美（教育学部 准教授） 

参加者数：９３名 
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〒603-8301京都市北区紫野北花ノ坊町96 
ＴＥＬ：075（491）2141（代表）   
mail : fdoffice@bukkyo-u.ac.jp 

※駐車場がございませんので、 
  公共交通機関にてご来場ください。 

日時 2014年10月8日（水） 16：10～17：40 

会場 佛教大学紫野キャンパス 成徳常照館5階 常照ホール 

アクセス 
・阪急大宮駅、地下鉄北大路駅、ＪＲ二条駅よりバス 
・京都市バスで、千本北大路、佛教大学前 下車すぐ 

参加費 無料 

申込み 

下記内容を記入のうえfdoffice@bukkyo-u.ac.jp宛に、
メールにてお申込みください。 
 
件名：第3回FD研究会申込み 
本文：氏名 
  ：所属 
  ：役職 
  ：緊急連絡先（携帯電話等） 
  ：e-mailアドレス 
   ※e-mailアドレスにつきましては、本会の事務連絡と開

催後に行いますアンケートのご依頼に使用させていた
だきます。 

プログラム 

16：10 開会挨拶 
16：15 講演：「発達障がい学生支援について 
                               ～大学生活に視点をおいて～」 
17：25 質疑応答   

＜キャンパスＭＡＰ＞ 

第3回佛教大学FD研究会 

＜シリーズ企画②＞ 

発達障がい学生支援について 
～大学生活に視点をおいて～ 

発達障がいのある学生にはさまざまな配慮が必要です。 
特に、授業を進める中での配慮は、とても複雑でデリケートな課題ではないでしょうか。 
今回のFD研究会は発達障がい学生が大学生活の中でどのような悩みを抱えているのか
を考えます。 
その上で、特に授業場面に焦点を当てて、どのような方法で対応していくことが効果的な
のかを考える機会としたいと思います。 

氏名 菅原伸康 
 
役職 教育学部 教授 
 
専門 特別支援教育 
   知的障害児教育 
   重複障害児教育 
   発達障害児教育 

～講師のご紹介～ ～ 概 要 ～ 

次回予告 
※ 本企画は3回のシリーズ企画となっております。次回もぜひご参加ください。 

シリーズ企画③ 2014年11月27日（木） 16：10～ （予定）   
        テーマ「発達障がい学生支援について～授業評価に視点をおいて～」 

氏名 渡邉照美 
 
役職 教育学部 准教授 
 
専門 障害者心理学 
   生涯発達心理学 
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2014 年度 第３回佛教大学 FD 研究会 

１．開催概要 

開 催 日：2014 年 10 月 8 日（水）16：10～ 

テ ー マ：「発達障がい学生支援について～大学生活に視点をおいて～」 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 常照ホール（成徳常照館 5階） 

発 表 者：菅原 伸康（教育学部教授） 

渡邉 照美（教育学部准教授） 

司会進行：岡﨑 祐司（教育推進機構長） 

参加者数：９２名 

 

２．発表（菅原伸康先生） 

 

学生支援体制について 

日本学生支援機構（JASSO）が公開しているデータによると、障がいを抱える学生に対する大学

の支援体制はまだまだ低水準であり、手探り状態である。その中で、大学が主として取り組むべ

き課題は①人間関係②危機管理③就職活動④余暇活動が挙げられる。このことについて、他の学

生との公平性、相談窓口の一本化など、合理的配慮の実現に向けて、学内で議論する必要がある。 

また、“具体的な大学生の困り感”について、学生生活の視点から考えた場合、下表のようなケ

ースがあり、大学の支援体制を検討していくことが求められる。 

履修時の困難さ 

情報の取捨選択が苦手な学生がいる。こだわりや思い込みの強い学生もい

る。友達と異なる時間割であることについて、戸惑いを持つ学生もいる。教

室がどこかわからないという、空間認知の弱い学生もいる。 

掲示板の見方がわからない どこを見ればよいか分からない。 

メールで来る情報がうまく

活用できない 
メールのどこを見ればいいのかわからない。 

誰に聞けばいいのか分から

ない 

例えば、春秋のオリエンテーションで一度にたくさんの情報を投げかけられ

ると混乱する場合がある。公平性を考えると、後からサポートする等のフォ

ローが求められる。 

食事をどこで食べたらよい

のかわからない 
研究棟の中庭の片隅で食事をしている学生を見かける。 

空き時間に何をしたらよい

のかわからない 
空いた時間をどこでどのように過ごせばいいか分からない。 

尋ねたのにちゃんと教えて

くれなかった 

相手の立場で考えることが苦手な学生がいる。回答が困難な質問をしてしま

う。回答がないと不安定になる。 

大学に来ることができない
失敗をずっと引きずってしまって立ち直れず、大学に来ることが難しくなっ

てしまう。 

将来したいことが見つから

ない 

教育学科は9割以上が教員志望だが、教育学科に入ったから教員になりたい、

という学生もいる。思い込みの激しい、想像性の障害の要素もある。 

また、前回の研修（第 1回佛教大学 FD 研究会「発達障がい学生支援について～授業に視点をお

いて～」）でも質問があったが、「通学課程に通えなくなり、通信教育課程に入学する」ケースは

多く、そのような場合は、入学時の面接（フォロー）が必要である。 
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３．発表（渡邉照美先生） 

 

高等学校と大学の違い 

 大学の場合、高等学校とは違い担任がいないという時点で自己責任の度合いが高く、多くの学

生が戸惑うことになるが、大抵は友人や先輩から情報を取り入れながら適応し、不安の声は段々

と落ち着いていく。 

また、入学後においては、次の２つの観点から、障がいのあるなしで大きく差はないと考える。 

１．どんな学生も戸惑う。だから初年次教育がある。 

２．障がいの有無にかかわらず、入学直後の時期は自己のアイデンティティーの確立または自己

理解を深める時期である。 

 

構造化の度合いが異なる 

特別支援教育が小中高では定着しており支援を受けやすいが、大学では主体性が求められるこ

とから学生への支援が減っていくという状況にある。 

構造化とは、その場で何をすればいいのか視覚的に理解ができ、わかりやすく整理・再構成・

明確化できることをいう。やることが分かっている場合は行動し易くなるので、構造化というこ

とについて大学の中でも考えていく必要があると思われる。 

特別支援教育と大学の障がい学生支援では何が異なるのか。 

特別支援教育とは、一人一人の教育的ニーズを把握し、持てる力を高め適切な指導および必要

な支援を行なうことである。例えば、小学校の場合、児童が自分自身で支援の必要性を主張する

ことは難しいので、周りの人間が、その環境が整えるのである。 

それに対し、障がい学生支援では、障害者権利条約 24 条では、「障害者が差別なしに、かつ、

他の者との平等を基礎として、一般的な高等教育、職業訓練、成人教育及び生涯学習を享受する

ことができることを確保する」とされている。 

障がい学生支援の場合、学生から支援が必要ですと自分で言えることが必要という点が大きな

差であり、自分から意思表示をする力が求められている。 

 

合理的配慮の考え方 

・学生本人が主体的な支援の利用者であるという意識を持つ 

・平等な機会が与えられたら学習するのは学生本人 

合理的配慮の考え方として上記の 2 項目が挙げられる。機会を与えないということは合理的配

慮とは反する。合理的配慮とは、過度な負担とならない形で「社会的障壁」を減らすことである。 

具体的には、大人数の講義で集中できず、もう一度説明してほしいとの要望があった場合、一

度であればいいが、15 回の授業全て対応し続けることは過度な負担となると思われる。要望への

対応が継続的に可能かどうかが基準になってくると考えられる。 
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学習支援の考え方の誤解 

発達障がいのある学生はテストを免除するといった対応や、成績評価基準を緩めたりといった

配慮は適切ではない。また、学生全員に公平に対応しなければならないため、特別な支援は行わ

ない、といった対応も合理的配慮とはいえない。 

発達障がい特性があると学びにくい授業は受講をすすめないといった対応も適切ではない。学

ぶ機会を奪わずに本人の意思を尊重することが重要である。 

また、障がいがあるからといって必ずしも支援が必要というわけではない。逆に、障がいがな

いからといって支援が必要ないということでもない。どの学生に対しても、個々の悩みに目を向

けて日々の学生支援をしていくということが今の大学教育に求められている。 

 

学習の支援 Ⅰ．履修登録 

入学後のオリエンテーションや履修ガイダンス等は、誰もが非常に戸惑うものである。特に必

修科目・選択科目・選択必修科目といった単語の意味が分からないことが多いので、教職員や上

回生のサポート等があると良い。 

さらに、カリキュラムの構造を分かり易く書き換え、図説する等して丁寧に伝えることが必要

である。多くの大学でも履修ガイダンスの際は、非常に丁寧な説明をされているが、“全体”と“部

分”の関係性を把握することが苦手な学生には、このような対応が必要であると考えられる。 

また、選択科目の場合、履修登録時の判断材料として、学生の得意・不得意や教員の授業や評

価のスタイルといった要素を考慮する必要がでてくる。障がいを抱える学生にとっては、グルー

プワークが多いものは苦手であったり、逆に淡々と授業をすすめる講義形式の方がよかったりす

るので、そういった情報をシラバスに可能な限り詳しく記述しておくことが必要である。これは、

大学教育の質保証の観点からも求められるので、大学として、または教員としての責務でもある

と考える。 

 

表 1．得意・不得意に合わせて科目を選択する対策例：相性の考え方 

コミュニケーションが苦手

な場合 

演習形式でグループワークが多いものは難しいので個人の作業が中心

の科目を積極的に履修した方が単位修得しやすい場合がある。 

書字に困難がある場合 
プレゼンテーション等の筆記試験以外の形で評価するものを選択する

ことが多い。 

感覚的に授業を選んでしま

う場合 

タイトルだけで判断して履修し、実際の内容が異なると怒ってくると

いうことがある。 

自分の興味・関心がある科

目のみを選ぶ場合 

履修登録の基本ルールを説明したうえで、自身の特性を確認・理解し、

ちぐはぐな授業選択にならないようにする。 

 

表 2. 授業数や時間のバランスを判断する対策例 

集中力が持続しない 
授業と空き時間のバランスをとる。授業を詰め込みすぎる傾向がある。

結局過重な負担となり、単位がとれなくなるケースがある。 

睡眠が不規則で遅刻が多い 似た内容の授業が複数開講されている場合は、1限目を避ける。 

 

科目を選択する際には、上記（表 1、表 2）のような対応が考えられる。しかし、このようなこ
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とで社会に出てやっていけるのか、という疑問も生まれてくるかもしれないが、自分を知るため

には、学生自身がこのようなケースに直面するということも必要である。もし、学生が気付くこ

とができなければ、場合によっては教職員が教えることも重要である。 

大学では授業と授業の間に空き時間があることは普通のことであり、そのひとつひとつにかか

る時間（授業の時間だけでなく、予習・復習やレポートを書く時間も含む）を確認するといった

ことが必要である。飲み会に行くことや家賃を払うといった生活に関することも、”週間予定表”

等を使って書くようにすると良い。 

 

学習の支援 Ⅱ．授業 

これまでの内容は授業の前段階のことであるが、授業が始まると教職員の配慮による環境の調

整が必要となってくる。支援が必要な学生の特性や困り感を意識して配慮を行なうと、単位修得

率が向上する。 

 

講義形式の授業 対策例① 

障がいを抱える学生は、講義中に教員の話を聞くことで精一杯で、メモを取る余裕がない場合

があるので、講義資料をきちんと準備することも配慮の一つである。佛教大学には manaba という

e-learning システムがあり、講義資料をダウンロードさせることも可能であるが、複雑な作業が

必要な場合は、一度学生に付き添って作業をしてもらうといった配慮も考えられる。それでも難

しければ、他の手段（ノートテイカーの利用など）を検討することが必要である。 

 

講義形式の授業 対策例② 

他の手段の一つとして、授業の録音や黒板の撮影等によって、講義内容を後から確認できるよ

うにする方法がある。 

ただし、この方法は授業の情報がインターネット等に拡散しないか、といったセキュリティに

おける懸念があるので、配慮希望の申し出があった場合にのみ許可をしている。また、授業中に

そのような申し出ができない学生もいるので、研究室で別途対応すること考えておかなければな

らない。あるいは、パソコンの持込を許可するといった対応も考えられる。 

 

講義形式の授業 対策例③ 

最近、完璧主義な発達障がい学生をよく目にするが、彼らが持つ完璧主義を少しだけ柔軟にす

ることが求められる。このような思考を持つ学生は、ひとつ失敗すると自分はダメだと思い込み

がちである。通常、1 回授業を休んだだけで即不合格になることはないが、本人は不合格になる

と思い込んでしまうことがある。０か１００か、白か黒か、中間（適当）という考え方ができな

いので、少しでも、１や９９といった考え方ができるように、大学として支援することが大事で

ある。 

また、聴覚過敏な学生は、他の人が気にならないような私語が気になってしまうことがある。

そのような場合は、防音効果の低い耳栓をつけて教員の近くに座る方法が有効である。 

こだわりがあって社会性が乏しい学生は、他者の考え方に共感できない場合がある。例えば、

大学の先生が話をしたことに共感できずにいると、「あの先生は大嫌いだ」「もう受講しない」と

いう考えに陥ってしまう。そうならないよう、「私はこう考える、ただし、こういう良い面もあれ
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ば悪い面もあるし、別の考え方もある。」という言い方をして、多様な意見を提示しておくという

ことが必要である。また、その提示された意見の中で、自分の考えと近いものを選ぶトレーニン

グも必要である。 

最後に、遅刻・欠席をしたとき、それが重圧となってさらに遅刻・欠席をしてしまう場合があ

る。その場合は、他の学生も遅刻・欠席はしていることを伝え、欠席した場合はノートを借りる

等して対応策を伝えると良い。 

 

演習形式の授業 対策例① 

障がい学生の場合、「あなたはどう思いますか」といった漠然とした質問は望ましくない。「A

と Bどちらがよいと思いますか」といった解答が明確な質問が良い。 

また、オンラインコミュニケーションを取り入れるのも一つの方法である。掲示板等があれば

人と話すことが苦手な学生も参加しやすいことがあるので、そのようなツールを利用するのも一

つの方法である。 

 

演習形式の授業 対策例② 

グループワークの際、周囲の声が気になってしまい、自身のグループの話を聞くことができな

いといったケースがあるので、マイクやヘッドホンを使って、聞くべき音を分離して聞くことが

必要である。 

また、発表や討論がどうしてもうまくいかない場合、推奨はしないが、違う課題に置き換える

ことも代替措置の方法の一つではある。ただし、課題の本質や単位認定の基準を変えてはいけな

いことに注意が必要である。 

 

実験・実習形式の授業 対策例① 

実験・実習形式の授業においては、教員からの指示を聞くことができず、道具や材料の扱いで

単純なミスをしてしまうことがある。このようなケースでは、簡潔な説明を念入りに行なうこと

と、周囲にサポートをお願いするといった対応が必要である。 

また、チェックリスト等を使って、教員の説明が理解できたかどうかを同じグループの学生同

士で相互に確認する等の工夫が必要である。 

 

実験・実習形式の授業 対策例② 

専攻での学習に不可欠な内容に関して、非常に対応が難しい場合は、転専攻や転学部を考えな

くてはならない可能性もでてくる。これは非常に難しいケースであり慎重さが求められるが、代

替措置が不可で、且つそれが専攻の中核を担う科目である場合は、方向転換を促すということも

大学がしていかなければならないことの一つである。 

 

学外実習 

おそらく多くの先生が困難に直面する学外実習では、履修が困難な学生に対し、最初から「あ

なたは実習を完了させることは無理でしょう」と断言することは不適切であると考える。ただ、

そうした現実に直面することは、本人が進路変更の可能性について考えるきっかけにもなる。 

さらに、保護者がどうしても免許・資格を取得してほしいという想いを持っている場合がある
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が、保護者の意識も変化させるきっかけにもなりうる。 

このようなケースが想定される学外実習においては、注意事項（実習に先立って、気を付けな

くてはならないこと等をまとめたもの）を文書にまとめて本人に渡しておくことが望ましい。ま

た、指導教員と実習担当者が、本人の了解を得て、実習先に事前に配慮要請をしておくことも、

方法の一つとして考えられる。なお、配慮を要請する際は、詳細な資料等もあれば良い。可能な

らば、本人が直接実習先を訪問しても良い。 

個人的に、学外実習は、多くの学生にとって初めて社会との接点を持つ機会であり、高い壁に

当たりながら成長していくものである。発達障がい学生であったとしても、そこでどう人生を切

り返すのか、あるいはそのまま進むのか、大きな成長の時である。 

 

学習の支援 Ⅲ．レポート・卒業論文 

前述のように、発達障がい学生は自分でテーマを決めるのが苦手であるから、論文のテーマ選

びや資料選びは、教員や友達と相談し方向性を定めてから決定するようにする。 

単純に、「はい、やってきて」と漠然とした指示では、どこから手を付けていいのか分からない

という状態に陥ってしまうので、進捗を細かにチェックしたり、「今週は○○まで調べてきて」と

いう具合に、具体的に指示することが重要である。 

また、独自の意見が出せない場合は、まずは口頭で話し合ってみることが大事である。その後、

その内容を文書化するという手順を踏んでやると円滑にすすむことがある。 

 

どんな授業であっても 

障がい学生の学習支援については、学生と支援者（教職員）が話し合うことが大事である。ど

こまでは言ってもいいか、どの範囲までは言ってもいいか、事前に相談し、確認しておくことが

望ましい。 

授業のルールについては、ルールを明確化し、受講生全員で確認していくことが必要である。

変更が生じた場合は、事前の伝達をキチンと行なうこと。特に、台風等による臨時の休講は、非

常に不安を与えることであるので、分かり易く伝えてあげることを心掛ける。 

また、連絡方法は紙・電話・メール等があるが、状況に応じて使い分けること。メールでの連

絡が手軽で良いと思われがちであるが、メールを返信する際の文章をどう書いていいか分からず

に気が滅入るといったこともあるので、電話等の方が良いケースもある。 

 

授業は苦手なことを知る機会 

自由度が高い大学の環境は、自ら何かを決定するスキルを養う場でもある。したがって、本人

の意思を無視して授業を組んだり手だてを講じたりはしないこと。時には失敗することも必要で

ある。大学生であるうちに苦手なことを知り、適切なアドバイスがあれば、苦手なこともクリア

できるという感覚をつかむことも必要だといえる。 

 

キャリア教育 

障がい学生のキャリア教育については、まず、自己評価と他者評価にズレが生じるということ

は頻繁にあることを認識しておく。大事なことは、具体的な数値を示して自分自身が何が得意で

何が不得意かを認識させるということである。 
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彼らは、口が達者で、分かっていると誤解されるケースがある。知識と実践は異なるので、就

職活動では何度も不合格になることもある。時には、障がいをオープンにする方が、就職・継続

就労が可能な場合も多いということを伝えることも必要であるが、その場合は、障害者枠で就職

することの気持ちも考慮しておく必要がある。 

やはり、周りの支援なしには就職は難しい現状がある。最後には粘り強い支援が必要になって

くると考える。 
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る
と
戸
惑
う

→
→
→

→
→
→

→
→
→

→
→
→

初
年
次
教
育
の
実
施

初
年
次
教
育
の
実
施

初
年
次
教
育
の
実
施

初
年
次
教
育
の
実
施

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
理
解
を
深
め
る
時
期

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
理
解
を
深
め
る
時
期

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
理
解
を
深
め
る
時
期

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
理
解
を
深
め
る
時
期

1
5

構
造
化
の
度
合
い
が
異
な
る

中
学
校

高
等
学
校

大
学

1
6

主
体
性
が

求
め
ら
れ
る

支
援
は
減
っ
て
い
く

特
別

支
援

教
育

が

定
着

し
て

い
て

、

支
援

が
受

け
や

す
い

本
人

任
せ

の
こ

と
が

一
気

に
増

え
る

。

高
等
学
校
と
大
学
の
違
い

高
等

学
校

大
学

担
任

い
る

い
な

い

教
室

や
座

席
ほ

ぼ
決

ま
っ

て
い

る
決

ま
っ

て
い

な
い

時
間

割
ほ

ぼ
決

ま
っ

て
い

る
決

ま
っ

て
い

な
い

空
き

時
間

な
い

あ
る

授
業

形
態

ほ
ぼ

決
ま

っ
て

い
る

さ
ま

ざ
ま

（
講

義
形

式
の

も
の

、

演
習

形
式

の
も

の
、

実
習

等
。

想

像
力

や
応

用
力

を
必

要
と

す
る

課

題
の

増
加

）

評
価

方
法

ほ
ぼ

決
ま

っ
て

い
る

（
教

科
書

に
沿

っ
た

出
題

が
多

い
）

さ
ま

ざ
ま

（
教

室
試

験
、

レ
ポ

ー

ト
試

験
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

等
）

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
に
入
る
と
戸
惑
う

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
に
入
る
と
戸
惑
う

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
に
入
る
と
戸
惑
う

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
に
入
る
と
戸
惑
う

→
→
→

→
→
→

→
→
→

→
→
→

初
年
次
教
育
の
実
施

初
年
次
教
育
の
実
施

初
年
次
教
育
の
実
施

初
年
次
教
育
の
実
施

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
理
解
を
深
め
る
時
期

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
理
解
を
深
め
る
時
期

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
理
解
を
深
め
る
時
期

■
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
己
理
解
を
深
め
る
時
期

1
5

構
造
化
の
度
合
い
が
異
な
る

中
学
校

高
等
学
校

大
学

1
6

主
体
性
が

求
め
ら
れ
る

支
援
は
減
っ
て
い
く

特
別

支
援

教
育

が

定
着

し
て

い
て

、

支
援

が
受

け
や

す
い

本
人

任
せ

の
こ

と
が

一
気

に
増

え
る

。
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構
造
化
と
は
？

•
そ
の
場
で
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
視
覚
的
に
理

解
で
き
、
自
分
か
ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
環
境
を
わ

か
り
や
す
く
整
理
・
再
構
成
・
明
確
化
す
る
こ
と
。

•
発
達
障
が
い
の
あ
る
学
生
は
、
特
性
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
視
覚
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
環
境
、
や
る
こ
と

が
明
確
な
指
示
と
い
っ
た
、
構
造
化
さ
れ
た
場
的
・

人
的
環
境
に
よ
っ
て
、
判
断
や
行
動
が
し
や
す
く
な

る
傾
向
が
あ
る
。

1
7

1
8

特
別
支
援
教
育

•
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
知
）

•
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の

持
て
る
力
を
高
め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克
服

す
る
た
め
、
適
切
な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

障
が
い
学
生
支
援

•
障
害
者
権
利
条
約
（

2
0

1
4
年

1
月

2
0
日
批
准
）

•
第

2
4
条
教
育
障
害
者
が
、
差
別
な
し
に
、
か
つ
、
他
の
者
と

の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
一
般
的
な
高
等
教
育
、
職
業
訓
練
、
成

人
教
育
及
び
生
涯
学
習
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保

す
る
。
こ
の
た
め
、
締
約
国
は
、
合
理
的
配
慮
が
障
害
者
に
提

供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

構
造
化
と
は
？

•
そ
の
場
で
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
か
が
視
覚
的
に
理

解
で
き
、
自
分
か
ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
、
環
境
を
わ

か
り
や
す
く
整
理
・
再
構
成
・
明
確
化
す
る
こ
と
。

•
発
達
障
が
い
の
あ
る
学
生
は
、
特
性
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
視
覚
的
に
整
理
さ
れ
て
い
る
環
境
、
や
る
こ
と

が
明
確
な
指
示
と
い
っ
た
、
構
造
化
さ
れ
た
場
的
・

人
的
環
境
に
よ
っ
て
、
判
断
や
行
動
が
し
や
す
く
な

る
傾
向
が
あ
る
。

1
7

1
8

特
別
支
援
教
育

•
特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
（
通
知
）

•
幼
児
児
童
生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
の

持
て
る
力
を
高
め
、
生
活
や
学
習
上
の
困
難
を
改
善
又
は
克
服

す
る
た
め
、
適
切
な
指
導
及
び
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

障
が
い
学
生
支
援

•
障
害
者
権
利
条
約
（

2
0

1
4
年

1
月

2
0
日
批
准
）

•
第

2
4
条
教
育
障
害
者
が
、
差
別
な
し
に
、
か
つ
、
他
の
者
と

の
平
等
を
基
礎
と
し
て
、
一
般
的
な
高
等
教
育
、
職
業
訓
練
、
成

人
教
育
及
び
生
涯
学
習
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保

す
る
。
こ
の
た
め
、
締
約
国
は
、
合
理
的
配
慮
が
障
害
者
に
提

供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

特
別
支
援
教
育
と
障
が
い
学
生
支
援
の
違
い

合
理
的
配
慮
＊
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

•
学
生
本
人
が
主
体
的
な
支
援
の
利
用
者
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
持
つ
。

•
平
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ
た
ら
、
学
習
す
る
の
は
学

生
本
人

1
9

＊
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
享

有
し
、
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調
整
で

あ
っ
て
、
特
定
の
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
し
た

又
は
過
度
の
負
担
を
課
さ
な
い
も
の
を
い
う
。
（
障
害
者
権
利
条
約
）

↓
つ
ま
り

↓

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
形
で
「
社
会
的
障
壁
」
を
減
ら
す
こ
と
。

学
習
支
援
の
考
え
方

よ
く
あ
る
誤
解

よ
く
あ
る
誤
解

よ
く
あ
る
誤
解

よ
く
あ
る
誤
解

•
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
は
テ

ス
ト
は
免
除
に
。
単
位
が
無
条

件
で
取
得
で
き
る
。

•
学
生
全
員
に
対
応
す
る
た
め
、

特
別
な
支
援
は
行
わ
な
い
。

•
発
達
障
が
い
特
性
が
あ
る
と
学

び
に
く
い
授
業
は
、
受
講
を
す

す
め
な
い
。

適
切
な
支
援

適
切
な
支
援

適
切
な
支
援

適
切
な
支
援

•
障
が
い
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

、
必
ず
し
も
支
援
が
必
要
と
は

限
ら
な
い
。

•
本
人
が
困
っ
て
い
る
場
合
に
、

支
援
を
考
慮
す
る
。
個
々
の
悩

み
に
目
を
向
け
る
。

•
学
生
本
人
か
ら
学
ぶ
機
会
を

奪
わ
な
い
。
本
人
の
意
思
を
ま

ず
は
尊
重
す
る
。

2
0

特
別
支
援
教
育
と
障
が
い
学
生
支
援
の
違
い

合
理
的
配
慮
＊
の
考
え
方
に
基
づ
い
て

•
学
生
本
人
が
主
体
的
な
支
援
の
利
用
者
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
持
つ
。

•
平
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ
た
ら
、
学
習
す
る
の
は
学

生
本
人

1
9

＊
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び
基
本
的
自
由
を
享

有
し
、
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調
整
で

あ
っ
て
、
特
定
の
場
合
に
お
い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
し
た

又
は
過
度
の
負
担
を
課
さ
な
い
も
の
を
い
う
。
（
障
害
者
権
利
条
約
）

↓
つ
ま
り

↓

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
形
で
「
社
会
的
障
壁
」
を
減
ら
す
こ
と
。

学
習
支
援
の
考
え
方

よ
く
あ
る
誤
解

よ
く
あ
る
誤
解

よ
く
あ
る
誤
解

よ
く
あ
る
誤
解

•
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
は
テ

ス
ト
は
免
除
に
。
単
位
が
無
条

件
で
取
得
で
き
る
。

•
学
生
全
員
に
対
応
す
る
た
め
、

特
別
な
支
援
は
行
わ
な
い
。

•
発
達
障
が
い
特
性
が
あ
る
と
学

び
に
く
い
授
業
は
、
受
講
を
す

す
め
な
い
。

適
切
な
支
援

適
切
な
支
援

適
切
な
支
援

適
切
な
支
援

•
障
が
い
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

、
必
ず
し
も
支
援
が
必
要
と
は

限
ら
な
い
。

•
本
人
が
困
っ
て
い
る
場
合
に
、

支
援
を
考
慮
す
る
。
個
々
の
悩

み
に
目
を
向
け
る
。

•
学
生
本
人
か
ら
学
ぶ
機
会
を

奪
わ
な
い
。
本
人
の
意
思
を
ま

ず
は
尊
重
す
る
。

2
0
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学
習
の
支
援
Ⅰ
．
履
修
登
録

•
教
職
員
や
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
学
生
と
面
接
し
、

本
人
の
希
望
と
必
修
科
目
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
適
切
な
登
録
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

必
修

科
目

？

選
択

科
目

？

教
養

科
目

？

専
門

科
目

？

選
択

必
修

科
目

？

2
1

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
を
理
解
す
る

＜
全
体
と
部
分
の
関
係
を
把
握
す
る
の
が
苦
手
な
場
合
＞

（
高
橋
知
音

2
0

1
2
発
達
障
害
の
あ
る
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
学
研
教
育
出
版

p
.2

2
）

2
2

学
習
の
支
援
Ⅰ
．
履
修
登
録

•
教
職
員
や
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
学
生
と
面
接
し
、

本
人
の
希
望
と
必
修
科
目
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
適
切
な
登
録
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。

必
修

科
目

？

選
択

科
目

？

教
養

科
目

？

専
門

科
目

？

選
択

必
修

科
目

？

2
1

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
を
理
解
す
る

＜
全
体
と
部
分
の
関
係
を
把
握
す
る
の
が
苦
手
な
場
合
＞

（
高
橋
知
音

2
0

1
2
発
達
障
害
の
あ
る
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
学
研
教
育
出
版

p
.2

2
）

2
2

得
意
・
不
得
意
に
合
わ
せ
て
科
目
を
選
択
す
る

■
選
択
科
目
の
場
合

•
教
員
側
が
シ
ラ
バ
ス
に
「
授
業
の
内
容
」
「
到
達
目

標
」
「
準
備
学
習
・
留
意
事
項
・
課
題
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
指
示
」
「
成
績
評
価
の
基
準
」
「
授
業
形
式
」

な
ど
可
能
な
限
り
詳
し
く
、
明
確
に
記
述
し
て
お
く
。

学
生

の
得

意
・

学
生

の
得

意
・

学
生

の
得

意
・

学
生

の
得

意
・

不
得

意
不

得
意

不
得

意
不

得
意

教
員

の
授

業
や

教
員

の
授

業
や

教
員

の
授

業
や

教
員

の
授

業
や

評
価

ス
タ

イ
ル

評
価

ス
タ

イ
ル

評
価

ス
タ

イ
ル

評
価

ス
タ

イ
ル

相
性

2
3

得
意
・
不
得
意
に
合
わ
せ
て
科
目
を
選
択
す
る

対
策
例
：
相
性
の
考
え
方
①

＜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
＞

•
演
習
形
式
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
多
い
も
の
は
×

↓
そ
こ
で

↓

•
個
人
で
取
り
組
み
課
題
が
出
さ
れ
る
授
業
を
積
極

的
に
利
用

•
講
義
形
式
や
個
人
作
業
中
心
の

内
容

2
4

得
意
・
不
得
意
に
合
わ
せ
て
科
目
を
選
択
す
る

■
選
択
科
目
の
場
合

•
教
員
側
が
シ
ラ
バ
ス
に
「
授
業
の
内
容
」
「
到
達
目

標
」
「
準
備
学
習
・
留
意
事
項
・
課
題
に
つ
い
て
の
具

体
的
な
指
示
」
「
成
績
評
価
の
基
準
」
「
授
業
形
式
」

な
ど
可
能
な
限
り
詳
し
く
、
明
確
に
記
述
し
て
お
く
。

学
生

の
得

意
・

学
生

の
得

意
・

学
生

の
得

意
・

学
生

の
得

意
・

不
得

意
不

得
意

不
得

意
不

得
意

教
員

の
授

業
や

教
員

の
授

業
や

教
員

の
授

業
や

教
員

の
授

業
や

評
価

ス
タ

イ
ル

評
価

ス
タ

イ
ル

評
価

ス
タ

イ
ル

評
価

ス
タ

イ
ル

相
性

2
3

得
意
・
不
得
意
に
合
わ
せ
て
科
目
を
選
択
す
る

対
策
例
：
相
性
の
考
え
方
①

＜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
＞

•
演
習
形
式
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
多
い
も
の
は
×

↓
そ
こ
で

↓

•
個
人
で
取
り
組
み
課
題
が
出
さ
れ
る
授
業
を
積
極

的
に
利
用

•
講
義
形
式
や
個
人
作
業
中
心
の

内
容

2
4
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＜
書
字
に
困
難
が
あ
る
＞

•
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
筆
記
試
験
以
外
の
形

で
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
選
択

＜
感
覚
的
に
授
業
を
選
ん
で
し
ま
う
＞

＜
自
分
の
興
味
・
関
心
が
あ
る
科
目
の
み
を
選
ぶ
＞

•
履
修
登
録
の
基
本
ル
ー
ル
を
説
明
し
た
上
で
、
自

身
の
特
性
を
確
認
・
理
解
し
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
授
業
選

択
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

得
意
・
不
得
意
に
合
わ
せ
て
科
目
を
選
択
す
る

対
策
例
：
相
性
の
考
え
方
②

2
5

＜
集
中
力
が
持
続
し
な
い
＞

•
授
業
と
空
き
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

•
自
分
の
集
中
持
続
時
間
を
考
え
て
調
整
す
る
。

＜
睡
眠
が
不
規
則
・
遅
刻
が
多
い
＞

•
同
じ
（
似
た
）
内
容
の
授
業
が
複
数
開
講
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
１
時
限
目
は
避
け
る
よ
う
に
す
る
。

•
睡
眠
リ
ズ
ム
を
正
す
の
に
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
う
場
合
は
専
門
家
に
相
談
し
て
、
無
理
を
し
な

い
。

授
業
数
や
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
判
断
す
る

対
策
例
②

2
6

＜
書
字
に
困
難
が
あ
る
＞

•
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
筆
記
試
験
以
外
の
形

で
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
を
選
択

＜
感
覚
的
に
授
業
を
選
ん
で
し
ま
う
＞

＜
自
分
の
興
味
・
関
心
が
あ
る
科
目
の
み
を
選
ぶ
＞

•
履
修
登
録
の
基
本
ル
ー
ル
を
説
明
し
た
上
で
、
自

身
の
特
性
を
確
認
・
理
解
し
、
ち
ぐ
は
ぐ
な
授
業
選

択
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

得
意
・
不
得
意
に
合
わ
せ
て
科
目
を
選
択
す
る

対
策
例
：
相
性
の
考
え
方
②

2
5

＜
集
中
力
が
持
続
し
な
い
＞

•
授
業
と
空
き
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

•
自
分
の
集
中
持
続
時
間
を
考
え
て
調
整
す
る
。

＜
睡
眠
が
不
規
則
・
遅
刻
が
多
い
＞

•
同
じ
（
似
た
）
内
容
の
授
業
が
複
数
開
講
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
１
時
限
目
は
避
け
る
よ
う
に
す
る
。

•
睡
眠
リ
ズ
ム
を
正
す
の
に
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
、
そ
う
い
う
場
合
は
専
門
家
に
相
談
し
て
、
無
理
を
し
な

い
。

授
業
数
や
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
判
断
す
る

対
策
例
②

2
6

＜
無
理
の
あ
る
時
間
割
を
組
ん
で
し
ま
う
＞

＜
授
業
を
詰
め
込
み
す
ぎ
る
＞

•
大
学
で
は
空
き
時
間
が
あ
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
。

•
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
か
か
る
時
間
を
確
認
す
る
。

•
授
業
だ
け
で
な
く
、
準
備
す
る
時
間
も
含
め
て
考
え
、

空
き
時
間
の
活
用
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
（
時
間

割
表
に
準
備
時
間
も
記
入
す
る
）
。

授
業
数
や
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
判
断
す
る

対
策
例
①

2
7

週
間
予
定
表
の
例

2
8

（
高
橋
知
音

20
12
発
達
障
害
の
あ
る
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
学
研
教
育
出
版

p.
10

9）

＜
無
理
の
あ
る
時
間
割
を
組
ん
で
し
ま
う
＞

＜
授
業
を
詰
め
込
み
す
ぎ
る
＞

•
大
学
で
は
空
き
時
間
が
あ
る
こ
と
は
普
通
で
あ
る
こ

と
を
伝
え
る
。

•
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
か
か
る
時
間
を
確
認
す
る
。

•
授
業
だ
け
で
な
く
、
準
備
す
る
時
間
も
含
め
て
考
え
、

空
き
時
間
の
活
用
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
（
時
間

割
表
に
準
備
時
間
も
記
入
す
る
）
。

授
業
数
や
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
判
断
す
る

対
策
例
①

2
7

週
間
予
定
表
の
例

2
8

（
高
橋
知
音

20
12
発
達
障
害
の
あ
る
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
学
研
教
育
出
版

p.
10

9）
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学
習
の
支
援
Ⅱ
．
授
業

•
授
業
場
面
で
は
、
そ
の
形
態
に
よ
っ
て
、
学
生
が
感

じ
る
困
難
や
必
要
な
支
援
が
大
き
く
異
な
る
。

•
教
職
員
の
配
慮
に
よ
る
環
境
調
整
が
必
要
。

•
そ
の
学
生
の
特
性
や
困
り
感
を
意
識
し
た
工
夫
や

配
慮
を
行
え
ば
、
学
生
に

と
っ
て
単
位
修
得
へ
の
距

離
が
縮
ま
る
。

2
9

講
義
形
式
の
授
業
対
策
例
①

講
義
形
式
の
場
合
、
教
科
書
を
読
ん
で
理
解
し
た
り
、
話
を

聞
い
て
理
解
し
た
り
と
学
習
者
が
情
報
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
。

＜
講
義
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
資
料
を
配
布
す
る
＞

•
授
業
前
に
渡
し
て
お
く
と
、
ノ
ー
ト
を
と
る
の
が
苦
手
な
学
生

に
と
っ
て
安
心
。

•
講
義
に
集
中
で
き
る
。

•
試
験
範
囲
も
わ
か
り
や
す
い
。

＜
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
を
利
用
す
る
＞

3
0

学
習
の
支
援
Ⅱ
．
授
業

•
授
業
場
面
で
は
、
そ
の
形
態
に
よ
っ
て
、
学
生
が
感

じ
る
困
難
や
必
要
な
支
援
が
大
き
く
異
な
る
。

•
教
職
員
の
配
慮
に
よ
る
環
境
調
整
が
必
要
。

•
そ
の
学
生
の
特
性
や
困
り
感
を
意
識
し
た
工
夫
や

配
慮
を
行
え
ば
、
学
生
に

と
っ
て
単
位
修
得
へ
の
距

離
が
縮
ま
る
。

2
9

講
義
形
式
の
授
業
対
策
例
①

講
義
形
式
の
場
合
、
教
科
書
を
読
ん
で
理
解
し
た
り
、
話
を

聞
い
て
理
解
し
た
り
と
学
習
者
が
情
報
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が

重
要
に
な
る
。

＜
講
義
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た
資
料
を
配
布
す
る
＞

•
授
業
前
に
渡
し
て
お
く
と
、
ノ
ー
ト
を
と
る
の
が
苦
手
な
学
生

に
と
っ
て
安
心
。

•
講
義
に
集
中
で
き
る
。

•
試
験
範
囲
も
わ
か
り
や
す
い
。

＜
ノ
ー
ト
テ
イ
カ
ー
を
利
用
す
る
＞

3
0

＜
機
器
を
利
用
し
て
授
業
を
記
録
す
る
＞

•
授
業
の
録
音
や
黒
板
の
撮
影
な
ど
に
よ
っ
て
、
講

義
内
容
を
記
録
し
、
後
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
。

•
文
字
を
書
く
こ
と
は
苦
手
、
で
も
タ
イ
ピ
ン
グ
な
ら
得

意
と
い
う
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
を
許
可

す
る
こ
と
も
。

•
ス
マ
ー
ト
ペ
ン
の
使
用

講
義
形
式
の
授
業
対
策
例
②

3
1

学
研
教
育
出
版

H
P
よ
り
引
用

h
tt

p
:/

/g
a

k
ke

n
-e

p
.c

o
.j

p
/n

e
w

s/
2

0
1

3
0

9
/2

0
1

3
0

9
1

9
.h

tm
l

株
式
会
社
学
研
教
育
出
版
は
、
米
国

Li
ve

sc
ri

b
e

社
製
「
エ
コ
ー
・
ス
マ
ー
ト
ペ
ン
（

e
ch

o
 s

m
a

rt
p

e
n
）
」

を
日
本
国
内
独
占
発
売
い
た
し
ま
す
。

Li
ve

sc
ri

b
e
社
製
ス
マ
ー
ト
ペ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
世

界
で
唯
一
、
手
書
き
の
文
字
と
音
声
を
同
時
に
記
録

し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

IC
T
機
器
で
す
。

そ
の
中
で
も
「
エ
コ
ー
・
ス
マ
ー
ト
ペ
ン
」
は
、
全
世
界

で
1

5
0
万
本
以
上
販
売
さ
れ
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

や
教
育
関
係
者
か
ら
特
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
製

品
で
す
。

２
０
１
３
年
１
１
月
～
販
売
さ
れ
て
い
る
。

3
2

＜
機
器
を
利
用
し
て
授
業
を
記
録
す
る
＞

•
授
業
の
録
音
や
黒
板
の
撮
影
な
ど
に
よ
っ
て
、
講

義
内
容
を
記
録
し
、
後
か
ら
確
認
で
き
る
よ
う
に
。

•
文
字
を
書
く
こ
と
は
苦
手
、
で
も
タ
イ
ピ
ン
グ
な
ら
得

意
と
い
う
場
合
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
を
許
可

す
る
こ
と
も
。

•
ス
マ
ー
ト
ペ
ン
の
使
用

講
義
形
式
の
授
業
対
策
例
②

3
1

学
研
教
育
出
版

H
P
よ
り
引
用

h
tt

p
:/

/g
a

k
ke

n
-e

p
.c

o
.j

p
/n

e
w

s/
2

0
1

3
0

9
/2

0
1

3
0

9
1

9
.h

tm
l

株
式
会
社
学
研
教
育
出
版
は
、
米
国

Li
ve

sc
ri

b
e

社
製
「
エ
コ
ー
・
ス
マ
ー
ト
ペ
ン
（

e
ch

o
 s

m
a

rt
p

e
n
）
」

を
日
本
国
内
独
占
発
売
い
た
し
ま
す
。

Li
ve

sc
ri

b
e
社
製
ス
マ
ー
ト
ペ
ン
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
世

界
で
唯
一
、
手
書
き
の
文
字
と
音
声
を
同
時
に
記
録

し
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

IC
T
機
器
で
す
。

そ
の
中
で
も
「
エ
コ
ー
・
ス
マ
ー
ト
ペ
ン
」
は
、
全
世
界

で
1

5
0
万
本
以
上
販
売
さ
れ
て
お
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

や
教
育
関
係
者
か
ら
特
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
製

品
で
す
。

２
０
１
３
年
１
１
月
～
販
売
さ
れ
て
い
る
。

3
2
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＜
完
璧
主
義
を
少
し
だ
け
柔
軟
に
す
る
＞

•
ひ
と
つ
失
敗
し
た
だ
け
で
、
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
と
思
い
込
み
、
一

回
休
ん
だ
だ
け
で
、
来
年
が
ん
ば
ろ
う
と
考
え
る
（

0
か

1
0

0
か
）
。

•
聴
覚
過
敏
に
よ
っ
て
、
人
の
私
語
や
物
音
が
気
に
な
る
の
で
、
防
音

効
果
の
低
い
耳
栓
を
つ
け
、
教
員
の
近
く
に
座
る
。

•
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
社
会
性
が
低
い
場
合
、
他
者
の
考
え
方
に
共
感
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
教
員
の
考
え
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
の
良
い
面
、
悪
い
面
を
具
体
的

に
述
べ
る
。

•
ス
ト
レ
ス
や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
よ
り
、
遅
刻
、
欠
席
を
す
る
。
す
る

と
、
そ
れ
が
気
に
な
っ
て
、
出
席
で
き
な
く
な
る
。
他
の
学
生
も
遅
刻
や

欠
席
を
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
欠
席
し
た
場
合
は
、
ノ
ー
ト
を
借
り
る

等
の
対
応
策
を
伝
え
る
。

講
義
形
式
の
授
業
対
策
例
③

3
3

演
習
形
式
の
授
業
対
策
例
①

＜
「
何
を
答
え
た
ら
よ
い
か
」
が
わ
か
り
や
す
い
質
問
を
す
る
＞

•
漠
然
と
し
た
質
問
は
×

☞
例
え
ば
「
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
」

•
具
体
的
な
質
問
が
○

☞
例
え
ば
「

A
と

B
ど
ち
ら
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
？
」

＜
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
＞

•
オ
ン
ラ
イ
ン
の
掲
示
板
な
ど
で
あ
れ
ば
、
人
と
話
す
の
が
苦

手
な
学
生
も
参
加
し
や
す
い
。

3
4

＜
完
璧
主
義
を
少
し
だ
け
柔
軟
に
す
る
＞

•
ひ
と
つ
失
敗
し
た
だ
け
で
、
自
分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
と
思
い
込
み
、
一

回
休
ん
だ
だ
け
で
、
来
年
が
ん
ば
ろ
う
と
考
え
る
（

0
か

1
0

0
か
）
。

•
聴
覚
過
敏
に
よ
っ
て
、
人
の
私
語
や
物
音
が
気
に
な
る
の
で
、
防
音

効
果
の
低
い
耳
栓
を
つ
け
、
教
員
の
近
く
に
座
る
。

•
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
社
会
性
が
低
い
場
合
、
他
者
の
考
え
方
に
共
感
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
教
員
の
考
え
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

る
。
そ
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
の
良
い
面
、
悪
い
面
を
具
体
的

に
述
べ
る
。

•
ス
ト
レ
ス
や
生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
に
よ
り
、
遅
刻
、
欠
席
を
す
る
。
す
る

と
、
そ
れ
が
気
に
な
っ
て
、
出
席
で
き
な
く
な
る
。
他
の
学
生
も
遅
刻
や

欠
席
を
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、
欠
席
し
た
場
合
は
、
ノ
ー
ト
を
借
り
る

等
の
対
応
策
を
伝
え
る
。

講
義
形
式
の
授
業
対
策
例
③

3
3

演
習
形
式
の
授
業
対
策
例
①

＜
「
何
を
答
え
た
ら
よ
い
か
」
が
わ
か
り
や
す
い
質
問
を
す
る
＞

•
漠
然
と
し
た
質
問
は
×

☞
例
え
ば
「
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
」

•
具
体
的
な
質
問
が
○

☞
例
え
ば
「

A
と

B
ど
ち
ら
が
よ
い
と
思
い
ま
す
か
？
」

＜
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
＞

•
オ
ン
ラ
イ
ン
の
掲
示
板
な
ど
で
あ
れ
ば
、
人
と
話
す
の
が
苦

手
な
学
生
も
参
加
し
や
す
い
。

3
4

演
習
形
式
の
授
業
対
策
例
②

＜
マ
イ
ク
を
使
用
し
て
聞
く
べ
き
音
を
分
離
す
る
＞

•
周
囲
の
声
が
雑
音
と
な
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
発
言
が
聞
き
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
マ
イ
ク
の
出
力
を
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
聞
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
聞

く
べ
き
音
を
分
離
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

＜
発
表
や
討
論
を
違
う
課
題
に
置
き
換
え
る
＞

•
発
表
や
討
論
が
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
違

う
課
題
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
授
業
担
当
者
が
判
断
す

れ
ば
、
代
替
の
課
題
を
与
え
る
。

•
た
だ
し
、
課
題
の
本
質
は
変
え
な
い
。
単
位
認
定
基
準
・
卒

業
要
件
の
緩
和
は
大
学
で
は
で
き
な
い
こ
と
！

3
5

実
験
・
実
習
形
式
の
授
業
対
策
例
②

＜
不
器
用
さ
が
顕
著
＞

•
作
業
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
計
算
に
い
れ
て
お
き
、
危
険

を
伴
う
作
業
に
関
し
て
は
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
声
を
か
け

る
。

＜
感
覚
過
敏
が
強
い
＞

•
代
替
措
置
を
検
討
。
免
除
で
き
る
範
囲
な
の
か
、
代
替
授

業
が
可
能
な
の
か
の
検
討
。

•
専
攻
で
の
学
習
に
不
可
欠
な
内
容
に
関
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し

た
配
慮
で
は
対
応
が
難
し
い
場
合
は
、
転
専
攻
や
転
学
部

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

3
6

演
習
形
式
の
授
業
対
策
例
②

＜
マ
イ
ク
を
使
用
し
て
聞
く
べ
き
音
を
分
離
す
る
＞

•
周
囲
の
声
が
雑
音
と
な
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
の
発
言
が
聞
き
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
マ
イ
ク
の
出
力
を
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
で
聞
く
よ
う
に
す
れ
ば
、
聞

く
べ
き
音
を
分
離
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

＜
発
表
や
討
論
を
違
う
課
題
に
置
き
換
え
る
＞

•
発
表
や
討
論
が
ど
う
し
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
場
合
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
違

う
課
題
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
授
業
担
当
者
が
判
断
す

れ
ば
、
代
替
の
課
題
を
与
え
る
。

•
た
だ
し
、
課
題
の
本
質
は
変
え
な
い
。
単
位
認
定
基
準
・
卒

業
要
件
の
緩
和
は
大
学
で
は
で
き
な
い
こ
と
！

3
5

実
験
・
実
習
形
式
の
授
業
対
策
例
②

＜
不
器
用
さ
が
顕
著
＞

•
作
業
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
計
算
に
い
れ
て
お
き
、
危
険

を
伴
う
作
業
に
関
し
て
は
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
声
を
か
け

る
。

＜
感
覚
過
敏
が
強
い
＞

•
代
替
措
置
を
検
討
。
免
除
で
き
る
範
囲
な
の
か
、
代
替
授

業
が
可
能
な
の
か
の
検
討
。

•
専
攻
で
の
学
習
に
不
可
欠
な
内
容
に
関
し
て
、
ち
ょ
っ
と
し

た
配
慮
で
は
対
応
が
難
し
い
場
合
は
、
転
専
攻
や
転
学
部

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

3
6
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実
験
・
実
習
形
式
の
授
業
対
策
例
①

指
示
の
聞
き
落
と
し
が
多
く
、
道
具
や
材
料
の
扱
い
に
つ
い

て
単
純
な
ミ
ス
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
大
事
故
に
つ

な
が
る
よ
う
な
実
験
や
実
習
を
行
う
場
合
は
、
特
に
注
意
が

必
要
。

＜
不
注
意
・
多
動
性
・
衝
動
性
が
強
い
＞

•
簡
潔
な
説
明
を
念
入
り
に
行
い
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
。

•
作
業
前
に
、
説
明
が
理
解
で
き
た
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
記
入

し
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
確
認
す
る
。

•
本
人
の
自
覚
も
促
し
、
自
分
か
ら
周
囲
に
必
要
な
支
援
要
請
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

3
7

学
外
実
習

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
分
野
な
ど
で
は
、
学
外
で
の
実
習
が

卒
業
要
件
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
問
題
に
大
き
な
偏
り
が
あ
る
場
合
、
ど
う
振
る
舞
え
ば
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
事
態
に
直
面
す
る
。

「
実
習
を
こ
な
せ
な
い
」
と
い
う

現
実
に
直
面
す
る
こ
と
は
、

進
路
変
更
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
う
る

場
合
も
あ
る
。

本
人
本
人

受
け
入

れ
先

受
け
入

れ
先

大
学

大
学

3
8

実
験
・
実
習
形
式
の
授
業
対
策
例
①

指
示
の
聞
き
落
と
し
が
多
く
、
道
具
や
材
料
の
扱
い
に
つ
い

て
単
純
な
ミ
ス
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
大
事
故
に
つ

な
が
る
よ
う
な
実
験
や
実
習
を
行
う
場
合
は
、
特
に
注
意
が

必
要
。

＜
不
注
意
・
多
動
性
・
衝
動
性
が
強
い
＞

•
簡
潔
な
説
明
を
念
入
り
に
行
い
、
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
す
る
。

•
作
業
前
に
、
説
明
が
理
解
で
き
た
か
ど
う
か
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
記
入

し
、
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
確
認
す
る
。

•
本
人
の
自
覚
も
促
し
、
自
分
か
ら
周
囲
に
必
要
な
支
援
要
請
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

3
7

学
外
実
習

医
療
・
福
祉
・
教
育
の
分
野
な
ど
で
は
、
学
外
で
の
実
習
が

卒
業
要
件
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
問
題
に
大
き
な
偏
り
が
あ
る
場
合
、
ど
う
振
る
舞
え
ば
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
事
態
に
直
面
す
る
。

「
実
習
を
こ
な
せ
な
い
」
と
い
う

現
実
に
直
面
す
る
こ
と
は
、

進
路
変
更
の
可
能
性
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
う
る

場
合
も
あ
る
。

本
人

本
人

受
け
入

れ
先

受
け
入

れ
先

大
学

大
学

3
8

学
外
実
習
対
策
例

＜
注
意
事
項
を
文
書
に
ま
と
め
て
渡
し
て
お
く
＞

•
実
習
に
先
立
っ
て
、
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
他

の
学
生
以
上
に
詳
細
に
伝
え
、
重
要
事
項
は
文
書
に
ま
と

め
て
渡
し
て
お
く
。

＜
指
導
教
員
と
支
援
担
当
者
が
事
前
に
実
習
先
を
尋
ね
、
担

当
者
に
配
慮
要
請
を
す
る
＞

•
実
習
の
受
け
入
れ
先
担
当
者
も
学
生
の
こ
と
を
理
解
し
て

お
か
な
い
と
、
対
応
に
戸
惑
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
資
料
を
作

成
し
て
伝
え
る
。

•
事
前
に
本
人
に
も
会
っ
て
お
い
て
も
ら
う
と
双
方
が
安
心

3
9

学
習
の
支
援
Ⅲ
．
レ
ポ
ー
ト
・
卒
業
論
文

＜
自
分
で
テ
ー
マ
を
考
え
る
こ
と
が
苦
手
＞

テ
ー
マ
選
び
、
資
料
選
び
は
、
教
員
や
友
だ
ち
と
相
談
し
て
、

方
向
を
定
め
て
か
ら
。

＜
い
つ
ま
で
も
ま
と
ま
ら
な
い
・
期
限
に
出
せ
な
い
＞

こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

具
体
的
に
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
。

＜
独
自
の
意
見
が
出
せ
な
い
＞

ま
ず
は
口
頭
で
話
し
て
み
る
。
そ
し
て
文
章
に
。

例
）

A
と
い
う
意
見
と

B
と
い
う
意
見
だ
と
、
ど
ち
ら
に
近
い
？
な
ぜ
そ
う
思
う
の
？

4
0

学
外
実
習
対
策
例

＜
注
意
事
項
を
文
書
に
ま
と
め
て
渡
し
て
お
く
＞

•
実
習
に
先
立
っ
て
、
気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
他

の
学
生
以
上
に
詳
細
に
伝
え
、
重
要
事
項
は
文
書
に
ま
と

め
て
渡
し
て
お
く
。

＜
指
導
教
員
と
支
援
担
当
者
が
事
前
に
実
習
先
を
尋
ね
、
担

当
者
に
配
慮
要
請
を
す
る
＞

•
実
習
の
受
け
入
れ
先
担
当
者
も
学
生
の
こ
と
を
理
解
し
て

お
か
な
い
と
、
対
応
に
戸
惑
う
こ
と
に
な
る
た
め
、
資
料
を
作

成
し
て
伝
え
る
。

•
事
前
に
本
人
に
も
会
っ
て
お
い
て
も
ら
う
と
双
方
が
安
心

3
9

学
習
の
支
援
Ⅲ
．
レ
ポ
ー
ト
・
卒
業
論
文

＜
自
分
で
テ
ー
マ
を
考
え
る
こ
と
が
苦
手
＞

テ
ー
マ
選
び
、
資
料
選
び
は
、
教
員
や
友
だ
ち
と
相
談
し
て
、

方
向
を
定
め
て
か
ら
。

＜
い
つ
ま
で
も
ま
と
ま
ら
な
い
・
期
限
に
出
せ
な
い
＞

こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

具
体
的
に
す
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
。

＜
独
自
の
意
見
が
出
せ
な
い
＞

ま
ず
は
口
頭
で
話
し
て
み
る
。
そ
し
て
文
章
に
。

例
）

A
と
い
う
意
見
と

B
と
い
う
意
見
だ
と
、
ど
ち
ら
に
近
い
？
な
ぜ
そ
う
思
う
の
？

4
0

- 158 -



ど
の
よ
う
な
授
業
で
あ
っ
て
も

①
ど
こ
ま
で
情
報
を
開
示
す
る
か
を
学
生
と
相
談

•
前
述
し
た
よ
う
な
対
応
を
行
う
場
合
、
特
別
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
、
教
員
や
受
講
生
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

障
が
い
に
関
す
る
情
報
を
ど
こ
ま
で
伝
え
る
の
か
、
学
生
と

支
援
者
で
話
し
合
う
。
←
自
己
理
解
も
深
ま
る
。

②
時
間
管
理
の
ス
キ
ル
の
指
導

•
遅
刻
を
し
な
い
、
課
題
の
提
出
期
限
を
守
る
こ
と
は
重
要
。

そ
の
場
合
、

1
週
間
単
位
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
「
や
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作
成
す
る
（
手
帳
、
携
帯

電
話
等
活
用
）
。

4
1

ど
の
よ
う
な
授
業
で
あ
っ
て
も

③
教
室
環
境
の
配
慮

座
席
の
配
慮

•
決
ま
っ
た
席
で
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
場
合
は
、
学
生
の
座

席
は
固
定
し
て
、
周
囲
の
学
生
に
も
理
解
を
求
め
る
。
全
受

講
生
の
座
席
を
固
定
す
る
こ
と
も
。

教
室
の
出
入
り
口
の
配
慮
（
出
入
り
自
由
な
教
室
）

•
自
由
に
出
入
り
で
き
る
と
落
ち
つ
い
て
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

空
調
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
音

4
2

ど
の
よ
う
な
授
業
で
あ
っ
て
も

①
ど
こ
ま
で
情
報
を
開
示
す
る
か
を
学
生
と
相
談

•
前
述
し
た
よ
う
な
対
応
を
行
う
場
合
、
特
別
な
配
慮
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
、
教
員
や
受
講
生
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
。

障
が
い
に
関
す
る
情
報
を
ど
こ
ま
で
伝
え
る
の
か
、
学
生
と

支
援
者
で
話
し
合
う
。
←
自
己
理
解
も
深
ま
る
。

②
時
間
管
理
の
ス
キ
ル
の
指
導

•
遅
刻
を
し
な
い
、
課
題
の
提
出
期
限
を
守
る
こ
と
は
重
要
。

そ
の
場
合
、

1
週
間
単
位
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
「
や
る
こ
と
リ
ス
ト
」
を
作
成
す
る
（
手
帳
、
携
帯

電
話
等
活
用
）
。

4
1

ど
の
よ
う
な
授
業
で
あ
っ
て
も

③
教
室
環
境
の
配
慮

座
席
の
配
慮

•
決
ま
っ
た
席
で
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
場
合
は
、
学
生
の
座

席
は
固
定
し
て
、
周
囲
の
学
生
に
も
理
解
を
求
め
る
。
全
受

講
生
の
座
席
を
固
定
す
る
こ
と
も
。

教
室
の
出
入
り
口
の
配
慮
（
出
入
り
自
由
な
教
室
）

•
自
由
に
出
入
り
で
き
る
と
落
ち
つ
い
て
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

空
調
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
音

4
2

ど
の
よ
う
な
授
業
で
あ
っ
て
も

④
授
業
の
ル
ー
ル
の
明
確
化

•
遅
刻
は
何
分
ま
で
は
許
さ
れ
る
か
、
質
問
は

1
回
何
回
ま

で
、
質
問
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
授
業
の
最
後
に
提
出
、
発
言

者
の
意
見
は
最
後
ま
で
聞
く
等
の
ル
ー
ル
を
説
明
し
て
お

く
。

⑤
変
更
の
事
前
の
伝
達

•
臨
時
の
休
講
や
教
室
の
変
更
な
ど
が
生
じ
た
場
合
、
急
な

変
更
に
対
応
す
る
の
が
苦
手
な
学
生
は
混
乱
す
る
の
で
、

わ
か
っ
た
時
点
で
な
る
べ
く
早
く
伝
え
る
。

4
3

伝
え
方
に
も
工
夫
が
必
要
！

紙
に
書
い
て
伝
え
る
。
電
話
で
伝
え
る
。

メ
ー
ル
で
伝
え
る
。

e
tc

…

授
業
は
苦
手
な
こ
と
を
知
る
機
会

履
修
登
録
と
い
っ
た
事
務
手
続
き

提
出
期
限
の
あ
る
課
題

ゼ
ミ
や
演
習
と
い
っ
た
討
議

�
本
人
の
意
思
を
無
視
し
て
、
授
業
を
組
ん
だ
り
、
手
立
て
を

講
じ
た
り
し
な
い
（
失
敗
す
る
こ
と
も
必
要
）
。

�
大
学
生
で
あ
る
う
ち
に
苦
手
な
こ
と
を
知
る
。

�
人
に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
苦
手
な
こ
と
も
あ
る
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

�
得
意
に
は
な
ら
な
い
が
、
問
題
は
減
っ
て
い
く
。

4
4

社
会
に
出
て
か
ら

も
必
須
の
ス
キ
ル

ど
の
よ
う
な
授
業
で
あ
っ
て
も

④
授
業
の
ル
ー
ル
の
明
確
化

•
遅
刻
は
何
分
ま
で
は
許
さ
れ
る
か
、
質
問
は

1
回
何
回
ま

で
、
質
問
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
授
業
の
最
後
に
提
出
、
発
言

者
の
意
見
は
最
後
ま
で
聞
く
等
の
ル
ー
ル
を
説
明
し
て
お

く
。

⑤
変
更
の
事
前
の
伝
達

•
臨
時
の
休
講
や
教
室
の
変
更
な
ど
が
生
じ
た
場
合
、
急
な

変
更
に
対
応
す
る
の
が
苦
手
な
学
生
は
混
乱
す
る
の
で
、

わ
か
っ
た
時
点
で
な
る
べ
く
早
く
伝
え
る
。

4
3

伝
え
方
に
も
工
夫
が
必
要
！

紙
に
書
い
て
伝
え
る
。
電
話
で
伝
え
る
。

メ
ー
ル
で
伝
え
る
。

e
tc

…

授
業
は
苦
手
な
こ
と
を
知
る
機
会

履
修
登
録
と
い
っ
た
事
務
手
続
き

提
出
期
限
の
あ
る
課
題

ゼ
ミ
や
演
習
と
い
っ
た
討
議

�
本
人
の
意
思
を
無
視
し
て
、
授
業
を
組
ん
だ
り
、
手
立
て
を

講
じ
た
り
し
な
い
（
失
敗
す
る
こ
と
も
必
要
）
。

�
大
学
生
で
あ
る
う
ち
に
苦
手
な
こ
と
を
知
る
。

�
人
に
相
談
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
確
認
し
て
も
ら
う
こ
と

で
、
苦
手
な
こ
と
も
あ
る
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

�
得
意
に
は
な
ら
な
い
が
、
問
題
は
減
っ
て
い
く
。

4
4

社
会
に
出
て
か
ら

も
必
須
の
ス
キ
ル
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就
職
の
支
援
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

＜
自
己
評
価
と
他
者
評
価
が
ズ
レ
る
＞

•
「
こ
の
職
業
し
か
な
い
」
ま
た
は
「
何
で
も
で
き
る
」

•
職
業
適
性
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
得
意
不
得
意
分
野
の
共
通
理
解

☞
具
体
的
に
言
葉
や
数
値
に
し
て
、
他
者
と
比
較
す
る
と
わ
か
る
場
合
も

•
そ
の
職
業
の
プ
ラ
ス
面
・
マ
イ
ナ
ス
面
を
伝
え
る

＜
口
が
達
者
な
場
合
も
あ
り
、
わ
か
っ
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
る
＞

•
知
識
と
実
践
は
異
な
る
。

•
ブ
ー
ス
の
尋
ね
方
、
面
接
練
習
を
重
ね
る
。

•
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
も
見
本
を
示
し
な
が
ら
。

4
5

＜
何
度
も
不
合
格
に
な
る
＞

•
（
伝
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
・
伝
え
方
に
配
慮
は
必
要
だ
が
）
障
が

い
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
方
が
、
就
職
・
継
続
就
労
が
可
能
な

場
合
も
多
い
こ
と
を
伝
え
る
。

�
支
援
な
し
に
は
就
職
は
難
し
い
。

�
セ
ル
フ
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ス
キ
ル
＊
形
成
を
目
指
す
。

＊
自
分
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
人
に
説
明
し
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
支
援
を
求

め
ら
れ
る
力

�
自
己
理
解
に
つ
な
が
る
粘
り
強
い
教
育
・
支
援
を

4
6

就
職
の
支
援
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

＜
自
己
評
価
と
他
者
評
価
が
ズ
レ
る
＞

•
「
こ
の
職
業
し
か
な
い
」
ま
た
は
「
何
で
も
で
き
る
」

•
職
業
適
性
や
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
得
意
不
得
意
分
野
の
共
通
理
解

☞
具
体
的
に
言
葉
や
数
値
に
し
て
、
他
者
と
比
較
す
る
と
わ
か
る
場
合
も

•
そ
の
職
業
の
プ
ラ
ス
面
・
マ
イ
ナ
ス
面
を
伝
え
る

＜
口
が
達
者
な
場
合
も
あ
り
、
わ
か
っ
て
い
る
と
誤
解
さ
れ
る
＞

•
知
識
と
実
践
は
異
な
る
。

•
ブ
ー
ス
の
尋
ね
方
、
面
接
練
習
を
重
ね
る
。

•
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
も
見
本
を
示
し
な
が
ら
。

4
5

＜
何
度
も
不
合
格
に
な
る
＞

•
（
伝
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
・
伝
え
方
に
配
慮
は
必
要
だ
が
）
障
が

い
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
方
が
、
就
職
・
継
続
就
労
が
可
能
な

場
合
も
多
い
こ
と
を
伝
え
る
。

�
支
援
な
し
に
は
就
職
は
難
し
い
。

�
セ
ル
フ
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ス
キ
ル
＊
形
成
を
目
指
す
。

＊
自
分
の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
人
に
説
明
し
、
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
支
援
を
求

め
ら
れ
る
力

�
自
己
理
解
に
つ
な
が
る
粘
り
強
い
教
育
・
支
援
を

4
6

保
護
者
支
援

＜
本
人
も
家
族
も
気
づ
い
て
い
な
い
・
受
容
で
き
て
い
な
い
＞

•
保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

•
保
護
者
と
の
面
談

•
デ
ー
タ
や
提
出
物
を
示
し
な
が
ら
、
実
態
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

＜
共
に
支
援
方
法
を
考
え
る
姿
勢
＞

•
保
護
者
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
。

•
大
学
の
中
で
、
本
人
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
。

•
解
決
方
法
を
共
に
探
る
。

•
保
護
者
の
ア
イ
デ
ア
を
支
援
の
中
に
取
り
入
れ
る
。

4
7

本
人
の
が
ん
ば
り
を

具
体
的
に
伝
え
る
。

↓

次
に
課
題
に
な
っ
て
い
る

部
分
を
伝
え
る
。

保
護
者
を
ね
ぎ
ら
う

【
引
用
文
献
・
参
考
文
献
】

•
片
岡
美
華
2
0
1
2
青
年
期
発
達
障
害
者
の
セ
ル
フ
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ス
キ
ル
獲
得

に
む
け
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
学
研
究
費
補
助

金
）
研
究
成
果
報
告
書

•
片
山
美
華
・
玉
村
公
二
彦
2
0
0
9
高
等
教
育
に
お
け
る
発
達
障
害
学
生
へ
の
導

入
・
初
年
次
教
育
－
L
D
・
A
D
H
D
に
特
化
し
た
ラ
ン
ド
・
マ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
の
場
合
－

•
奈
良
教
育
大
学
紀
要
5
8
，
5
7
-
6
7
.

•
日
本
学
生
支
援
機
構
2
0
1
2
教
職
員
の
た
め
の
障
害
学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド

(
平
成
2
3
年
度
改
訂
版
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
s
s
o
.
g
o
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b
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t
m
l
（
2
0
1
4
/
9
/
9
取
得
）

•
佐
々
木
正
美
・
梅
永
雄
二
2
0
1
0
大
学
生
の
発
達
障
害
講
談
社

•
高
橋
知
音
2
0
1
2
発
達
障
害
の
あ
る
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
学
研
教
育
出
版

4
8

保
護
者
支
援

＜
本
人
も
家
族
も
気
づ
い
て
い
な
い
・
受
容
で
き
て
い
な
い
＞

•
保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

•
保
護
者
と
の
面
談

•
デ
ー
タ
や
提
出
物
を
示
し
な
が
ら
、
実
態
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

＜
共
に
支
援
方
法
を
考
え
る
姿
勢
＞

•
保
護
者
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
。

•
大
学
の
中
で
、
本
人
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
。

•
解
決
方
法
を
共
に
探
る
。

•
保
護
者
の
ア
イ
デ
ア
を
支
援
の
中
に
取
り
入
れ
る
。

4
7

本
人
の
が
ん
ば
り
を

具
体
的
に
伝
え
る
。

↓

次
に
課
題
に
な
っ
て
い
る

部
分
を
伝
え
る
。

保
護
者
を
ね
ぎ
ら
う

【
引
用
文
献
・
参
考
文
献
】

•
片
岡
美
華
2
0
1
2
青
年
期
発
達
障
害
者
の
セ
ル
フ
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ス
キ
ル
獲
得

に
む
け
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
学
研
究
費
補
助

金
）
研
究
成
果
報
告
書

•
片
山
美
華
・
玉
村
公
二
彦
2
0
0
9
高
等
教
育
に
お
け
る
発
達
障
害
学
生
へ
の
導

入
・
初
年
次
教
育
－
L
D
・
A
D
H
D
に
特
化
し
た
ラ
ン
ド
・
マ
ー
ク
・
カ
レ
ッ
ジ
の
場
合
－

•
奈
良
教
育
大
学
紀
要
5
8
，
5
7
-
6
7
.

•
日
本
学
生
支
援
機
構
2
0
1
2
教
職
員
の
た
め
の
障
害
学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド

(
平
成
2
3
年
度
改
訂
版
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
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o
.
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j
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取
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•
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の
あ
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大
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ク
学
研
教
育
出
版

4
8
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第 4 回 FD 研究会 

「学生が自ら学ぶ授業を設計してみませんか？ 

～シラバスの工夫で、授業はもっと良くなる～」 

 

 
開 催 日：2014 年 11 月 25 日（火）17：00 ～ 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 1-309 教室（1 号館 3 階） 

発 表 者：中島 英博（名古屋大学 高等教育研究センター 准教授） 

参加者数：２５名 
  

- 161 -





〒603-8301京都市北区紫野北花ノ坊町96 
ＴＥＬ：075（491）2141（代表）   
mail : fdoffice@bukkyo-u.ac.jp 

※駐車場がございませんので、 
  公共交通機関にてご来場ください。 

第４回佛教大学FD研究会 

学生が自ら学ぶ授業を設計してみませんか？ 

会 場 

2014年11月25日（火）17：00～19：00 

佛教大学 紫野キャンパス 1号館3階 1-309教室 

申込み 

下記内容を記入のうえfdoffice@bukkyo-u.ac.jp宛に、
メールにてお申込みください。 
 
件名：第4回FD研究会申込み 
本文：氏名 
   ：所属 
   ：役職 
   ：緊急連絡先（携帯電話等） 
   ：e-mailアドレス 
   ※e-mailアドレスにつきましては、本会の事務連絡と開催後

に行いますアンケートのご依頼に使用させていただきます。 

講 師 

中島 英博氏 
名古屋大学高等教育研究センター准教授。
専門は、高等教育論，高等教育マネジメント。 
主な著書は、 「アメリカにおける大学執行部
向け研修の現状と課題」『名古屋高等教育
研究』第12号，2012年，53-66．など。 

＜当日の持ち物について＞ 
①担当している講義のシラバス（次年度も引き続き担当する
講義が望ましい） 

②学部・学科のディプロマポリシーや、カリキュラムが掲載さ
れた資料 

そ の 他 

ｷｬﾝﾊﾟｽ
MAP 

～シラバスの工夫で、授業はもっと良くなる～ 
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2014 年度 第４回佛教大学 FD 研究会 

１．開催概要 

開 催 日：2014 年 11 月 25 日（火）17：00～ 

テ ー マ：「学生が自ら学ぶ授業を設計してみませんか？ 

～シラバスの工夫で、授業はもっと良くなる～」 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 1-309 教室（1号館 3階） 

発 表 者：中島 英博（名古屋大学 高等教育研究センター 准教授） 

司会進行：岡﨑 祐司（教育推進機構長） 

参加者数：２５名 

 

２．発表 

 

今回の研究会では講師の知識を披露するのではなく、持参したシラバス等を使いながら、参加

者同士で話題提供や議論をしながら進めていきたい。その中で授業設計の原則を振り返っていく。 

  

学習支援計画書 

金沢工業大学がシラバスのことを「学習支援計画書」として公開しており、約 3 ページにわた

る授業計画を作成している。また、フォーマットが作り込まれているので、これを参考にすると、

シラバスを作成に必要な部分が分かってくるだろう。今回の研究会では「学習支援計画書」とい

う名前を使って説明する。 

 

今日では豊富に資料がある 

 北海道教育大学「シラバス作成の手引き」 

 岩手大学「シラバス作成の手引き」 

 筑波大学「シラバス作成のためのガイドライン」 

 山口大学ＦＤハンドブック「シラバスの作成」 

上記大学は教員向けのシラバス作成マニュアルを公開している。中でも北海道教育大学と岩手

大学が授業設計の方法論等をコンパクトにまとめているので、是非参考としていただきたい。 

 

【ケーススタディ】「単位の互換を認定するかどうか。」 

自身が学部長という想定で、4 人ごとのグループに分かれて、自己紹介を含めて 5 分間「認

定する」「認定しない」の意見交換を行なっていただく。 

 

＜ケーススタディの設定条件＞ 

・編入学生が、他大学で履修済みの科目を、本学の授業に振り替えて単位を認定してほしいと

いう申請があった。 

・科目は「データ解析入門」 

・事務局長は、あなたに「認定すべきではない」と進言している。 
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・その理由として事務局長はシラバスをあげた。 

・従来より同一科目名は原則として認定してきた。 

・当該学生の卒業認定を左右するため、不認定は学生・保護者・内定先への十分な説明が必要。 

・全学部長に相談すると、「事務局長の意見はもっともだが、卒業延期にするほどの問題ではな

い。大目にみて認定すればよい。」 

・明日の教授会の審議事項として結論を出さねばならない。 

 

 実際、このような編入時における単位認定の問題は、中国からの留学生に対して多く発生して

いるようである。その認定できない主な理由としては、多くの大学がシラバスを公開していない、

あるいは不明確なシラバスなため認定の判断が付かないといったことである。これに対し、ヨー

ロッパの大学では不明確なシラバスは一律認定しないといった措置をとっていることもある。自

身が作成したシラバスも外部の目に触れている可能性もあることも認識していただきたい。 

 

私立大学等改革総合支援事業での評価 

 シラバス作成要領により、準備学習に必要な時間またはそれに準じる程度の具体的な学習内

容をシラバスに記載しているか。(含む非常勤) （配点 10） 

 シラバスに到達目標を明記しているか。(含む非常勤) （配点 4） 

 シラバスの記載内容の適性について、第三者がチェックしているか。 （配点 5） 

 上記は私立大学の改革総合支援事業で、補助金を獲得するために取り組まなければならない項

目である。平成 26 年度の申請結果では、シラバスへの到達目標の明記が申請校で 95％、採択校

で 99%、準備学習・具体的な学習内容の記載が申請校で 79％、採択校で 95％、シラバスの第三者

チェックが申請校で 54％、採択校で 76％となっている。 

 

シラバスとは 

『中教審（2012）「新たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて」答申』の用語集では、

「各授業科目の詳細な授業計画。一般に、大学の授業名、担当教員名、講義目的、各回ごとの授

業内容、成績評価方法・基準、準備学習などについての具体的な指示、教科書・参考文献、履修

条件等が記されており、学生が各授業科目の準備学修等を進めるための基本となるもの。また、

学生が講義の履修を決める際の資料になるとともに、教員相互の授業内容の調整、学生による授

業評価等にも使われる。アメリカでは、教員と学生の契約書と理解されている例もある。授業内

容の概要を総覧する資料(いわゆるコース・カタログ)とは異なり、科目の到達目標や学生の学習

内容、準備学修の内容、成績評価の方法・基準の明示が求められる」とされている。 
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「シラバス」と「コースカタログ」の分類 

 Course Catalog ⇒ シラバス Syllabus ⇒ 学習支援計画書 

対象 履修希望学生・同僚教員・社会 授業参加学生 （+同僚教員） 

活用方法 

 

・学生が履修科目を選択する際に参考

なる情報を提供 

・社会に対する大学の説明責任を果た

すための情報を提供 

・教員間で授業内容の調整をする際の

資料を提供 

・学生がその科目の学習を進める際の学習の

手引きを提供 

・（ＦＤにおいて、他の教員から授業目標の

書き方や課題の出し方を学び合う資料） 

 

記載内容 

 

・その分野の専門家でなくても理解で

きるように書く 

・学生が学習を進める上で必要な情報が盛り

込まれている 

伝達方法 

 

・統一様式（簡潔） 

・オンライン 

・自由様式（詳細） 

・ハンドアウト 

 

学生が使いやすい学習支援計画書 

1. 目標が理解できる 

 専門性+生活や職業上の意義 

2. 学生が自らの学修について点検できる(評価方法が理解できる) 

 試験：過去問、模擬問題、模範解答 

 論述：過年度の成果、評価基準ルーブリック 

3. 授業中・授業外でどのような活動をするかが予想できる 

 負荷の程度「自分でもやれそう」 

4. 課題や授業中の活動に必要な情報がまとまっている 

 文献・資料・道具 ⇒ 「コースバック」(発展系) 

5. 教員のメッセージが読み取れる 

 ルール・注意事項、過去の成果 

上記のことをふまえて、実際に学習支援計画書を学生に配付し、最初の授業で 40 分程かけて説

明したところ、180 人程度の授業であったが、学生は自分に期待される行動を理解し、私語がな

くなり、また熱心に授業に参加してくれるという効果があった。  

学習支援計画書をつくるメリット 

1. 自発的な授業時間外学習、試験準備学習が増える。 

2. 質問が増える。 

3. 試験・レポートの平均点が上がる、 

4. (結果として)授業中の私語が減る。 

5. 一度丁寧に学習支援計画書をつくると、次年度以降の授業が楽になる。 

学習支援計画書を作成したことで、徐々に授業満足度で高得点を得られるようになった。授業

の手法や技術に頼らず、誰でも良い結果出せるという意味では、学習支援計画書は非常に有効な

ツールであると考える。 
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バックワードデザイン 

担当科目が決まった時、何を教えるべきかを漠然と考えがちであるが、あらかじめ設定されて

いるカリキュラム上の目標から学生の現状を引いて考えるとよい。目標⇒評価⇒授業内容という

具合に逆算設計で授業を考えることがバックワードデザインであり、決められた目標に対し、ど

のように評価するかを考え、その評価のために必要な内容を授業で教えていくという流れである。 

 

授業を設計する５つのポイント 

１．担当授業の位置づけ 

「担当授業の前に何を学んできたか」「担当授業の後に何を学ぶ予定か」「担当授業に期待されて

いることは何か」を考える。 

 

【ワーク 1】 授業と教育目標の関係を把握する (5 分) [別添のワークシートを参照ください] 

1. 参加者が持参した学部のＤＰ(ディプロマポリシー)を「ラーニングアウトカムズ」に書き写す。 

2. 参加者が持参した担当授業の目的と到達目標を、枠内に書き写す。 

3. ラーニングアウトカムズのうち、担当授業の目標が特に重視しているものがあれば「◎」を

付ける 

4. 同様に「○」「△」をつける 

 

【ディスカッション 1】授業と教育目標の関係を把握する 

1. 「◎」「○」「△」の結果と、なぜそのようになっているかを説明する (1 分) 

2. 説明を聞いた方は、「◎」「○」「△」が多すぎるか・少なすぎるか・ちょうどよいかの感想を

述べる（その他の質問も可） (計 3 分) 

3. 1 人目が終わったら、2 人目以降の方へ順に進める (計 16 分) 

 

 学部が決めたラーニングアウトカムズのうち、自身の担当授業がどれくらいカバーするのかは、

個人では決められないところがある。本来、このような議論は学部の教務委員会、あるいは学科

単位や専攻単位など、限定されたグループで議論すべきかもしれないが、今回の議論で自身が担

当する授業の教育目標を確認する良い機会であったと思う。 

ラーニングアウトカムズ全てをカバーすることが必要なわけでもない。また、広くカバーする

ほど良い授業だという事ではないが、あまりにもそこから逸脱した授業の設定をしてしまうとい

うことも、学部のカリキュラムの目標に対して誠実でないことになる。 

ディプロマポリシーを知ることは、カリキュラムにおける自身の科目を位置付けを知るための

作業の一部分である。その他、担当授業の前に何を学んできたか、あるいは後に何を学ぶか、担

当授業に期待されていることは何かということも位置付けを知る上での必要な作業である。大よ

そ授業目標の半分は所与であると考える。残りの半分を教員が学生の履修状況等を鑑みて設定す

るといった考えで良いのではないか。 
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２．授業の到達目標を振り返る 

学習成果のプロフィール（要素）を作成する 

授業終了時に学生が「何をできるようになっているのか」の一覧(行動目標)を 15 回の授業で 30

個以上書き出し、書き出した物を 5 点前後の「到達目標」にまとめて表記する。 

※学習成果のプロフィールについては別添の資料参照 

学習成果のプロフィールの例 「労働経済学」 

 知識・記憶レベル 

労働力率の定義を知っている，無差別曲線が描ける，世帯の予算制約線を描くことができる，

一般訓練と企業特殊訓練の違いを説明できる，M 字カーブを説明できる，情報の非対称性の定

義を説明できる，統計的差別を説明できる，賃金構造基本統計調査・労働力調査・毎月勤労統

計調査の調査項目を知っている 

 理解・応用レベル 

世帯の予算制約を用いて夫婦の働き方の組み合わせを分析できる，2 期間モデルを用いて訓練

が企業特殊的なときの賃金プロファイルの特徴を説明できる，UV 曲線を用いて失業を需要不

足失業と構造的・摩擦的失業に分解できる，シグナリングモデルにおける労働者の訓練費用に

関する仮定の特徴を指摘できる，シグナリングモデルを用いて学歴間の賃金格差の存在を説明

できる 

到達目標の例 

1. 労働経済学の分野で使われる専門用語や概念の定義を理解する 

2. 統計資料に基づいて日本の労働市場の実態と特徴を読み取ることができる 

3. 労働経済学の分野で使われる基礎的なモデルを用いた分析ができる 

4. 現代日本の労働政策について、モデル分析を応用しながら自分の考えを説得的に述べること

ができる 

 

【ワーク 2】 授業の到達目標を 5 点でまとめる (5 分) 

 学習成果のプロフィールを列挙する(省略可) 

 学習成果のプロフィールをまとめ、5 点程度の到達目標にまとめる 

 まとめ方 1：認知の水準が順に上がる 

  説明できる→応用する→評価する 

  定理を知っている→公式を導く→応用問題を解く 

 まとめ方 2：活動レベルの別にする 

  理解する・問題解決策を提案する・協力して発表する 

  説明できる・議論に貢献する 

 

３．評価方法を決める 

 到達目標は評価方法と密接に連動している部分がある。到達目標を複数設定したことは、評価

方法を多様化するということである。また、評価方法の多様化、評価機会の多様化は政策的にも

求められている。評価とは、学生を断罪するためのものではなく、学習を推進する強力な手段で

あると同時に、シラバスにおける「評価の方法と基準」は、学生が 2 番目に興味をもつ箇所で非

常にメッセージ性がある。 
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評価方法と評価基準 

評価方法 

評価方法とは学生の学習成果を測定する方法のことである。 

例)期末試験、期末レポート、小テスト、口頭試問、調査発表 

評価基準 

評価基準とは、各評価方法について、成績をつける基準のことである。 

例 1）レポートの場合 

「適切に問題が設定されている」、「設定した問題の背景を説明している」、「既存の学説を３

つ以上あげている」、「複数の学説の相違点を比較している」、「既存の学説に基づいた自分の

見解を述べている」のうちの 2 つ以上を満たせば「Ｃ」、5 つ全て満たせば「Ａ」 

例 2）試験の場合 

テキストの例題を解ける＝「Ｃ」、テキストの章末問題が解ける＝「Ｂ」、テキストの応用問

題が解ける＝「Ａ」 

 

【ワーク 3】 到達目目標に対応した評価をきめる (10 分) [別添のワークシートを参照ください] 

1. (ワーク 2 で作った)目標到達を書き写す 

2. それぞれの目標を評価する方法を選ぶ 

 方法を決め、対応する目標に「✓」を入れる 

3. 評価の方法を書き写す 

4. それぞれの方法に対応した評価基準を決める 

 「Ｃ」「可」「合格」の基準を示す 

 「A」や「優」としても構わない 

 

【ディスカッション 2】到達目標と評価方法を紹介する (20 分) 

1. ワーク 2・3 の結果を紹介する (2 分) 

2. 聞いた方は、学生が「わかりやすい」というかについて感想を述べる (計 3 分) 

3. 1 人目の方が終わったら、2 人目以降の方へ順に進める 

 

４．学習活動を決める 

 

設定した評価基準に到達できるための学習活動を設定する 

試験で評価する場合は、授業内での練習問題や学生同士で教え合う機会を設定する。レポート

で評価する場合は、書く練習や自己評価の機会を設定するなど、授業の中で設定すべきアクティ

ビティーは決まっている。学習活動には、主に次の要素があるので、評価基準に適した学習活動

を設定していただきたい。ただ、90 分の授業の中で実施できる学習活動には限りがあるので、授

業時間外を活用することが重要になってくる。 

 情報・考え方を得る 
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直接：自らデータや情報を集める 

間接：講義を聞く、テキスト・資料を読む、映像を見る 

 体験する 

行動：解く、他者に教える、実践する、発言する、実習する 

観察：見学する 

 省察する 

一人で：自己採点をする、振り返る 

他者と：教えてもらう、意見をもらう 

 

５．実行可能な学習計画を設定する 

 大きな目標を 15 回の授業に振り分ける 

 15 回の作り方：2 つのアプローチ 

1. Top Down：到達目標→5 つ程度の単元目標→3 回分のまとまり→15 回分の目標 

2. Bottom Up：2～3 の学習成果のプロフィールをまとめる→授業 1 回分の目標×15 

 

到達目標と評価方法を作るためには、とにかく沢山の学習成果のプロフィールを作ることが大

事である。多めに作成しておき、授業科目の位置付けと学生の履修状況を見てどの程度の到達目

標を設定すべきなのかを判断する。 

 

授業計画を作るポイント 

複数の学習活動を 90 分間の講義で行なうことは容易ではないので、講義資料等は事前にインタ

ーネット等にアップロードして授業時間外の学習を促し、授業の冒頭に確認試験を行なった後、

隣同士で教え合い（シンク・ペア・シェア）をさせることで導入も楽になる。それには、授業中

の活動計画と授業当日までに行う学習計画の 2 つを予め用意しておくとよい。講義の時間は 40

分に設定して残りの時間は学生同士で活動をさせるというやり方でも、十分に学習機会は作れる。

特にシンク・ペア・シェアは大人数授業でも使いやすい手法である。 

 

最後に 

学習支援計画書を準備すると、学生はよく学ぶようになることに加え、自身の授業運営も楽に

なる。作成にあたっては、急に完成形を作ろうとせず数年間で完成させるつもりで取り組めば良

いだろう。ただ、設計のノウハウは比較的容易に修得できるので、他の教員とのコミュニケーシ

ョンを取りながらアイデアを吸収し、少しずつ完成形へ近づけていくことが肝要である。 
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第 5 回 FD 研究会 

「発達障がい学生支援について 

  ～成績評価に視点をおいて～」 

 

 
開 催 日：2014 年 11 月 27 日（水）16：10 ～ 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 

 常照ホール（成徳常照館 5 階） 

発 表 者：渡邉 照美（教育学部 准教授） 

参加者数：５３名 
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〒603-8301京都市北区紫野北花ノ坊町96 
ＴＥＬ：075（491）2141（代表）   
mail : fdoffice@bukkyo-u.ac.jp 

※駐車場がございませんので、 
  公共交通機関にてご来場ください。 

日時 2014年11月27日（木） 16：10～17：40 

会場 佛教大学紫野キャンパス 成徳常照館5階 常照ホール 

アクセス 
・阪急大宮駅、地下鉄北大路駅、ＪＲ二条駅よりバス 
・京都市バスで、千本北大路、佛教大学前 下車すぐ 

参加費 無料 

申込み 

下記内容を記入のうえfdoffice@bukkyo-u.ac.jp宛に、
メールにてお申込みください。 
 
件名：第5回FD研究会申込み 
本文：氏名 
  ：所属 
  ：役職 
  ：緊急連絡先（携帯電話等） 
  ：e-mailアドレス 
   ※e-mailアドレスにつきましては、本会の事務連絡と開

催後に行いますアンケートのご依頼に使用させていた
だきます。 

プログラム 

15：10 受付開始 
16：10 開会挨拶 
16：15 講演：「発達障がい学生支援について 
                               ～成績評価に視点をおいて～」 
17：25 質疑応答  
17：40 閉会  

＜キャンパスＭＡＰ＞ 

第5回佛教大学FD研究会 

＜シリーズ企画③＞ 

発達障がい学生支援について 
～成績評価に視点をおいて～ 

これまで2回の研究会では、発達障がい学生の大学での困り感について、 
また授業設計・運営についてをお話してきました。 
今回のFD研究会は、発達障がい学生の単位修得をどのように支援していくのか、 
成績評価をどのように行うのかを中心に考えていきたいと思います。 
みなさんが日頃悩んでおられる事柄を共有できればと考えています。 

～講師のご紹介～ ～ 概 要 ～ 

氏名 渡邉照美 
 
役職 教育学部 准教授 
 
専門 障害者心理学 
   生涯発達心理学 
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2014 年度 第５回佛教大学 FD 研究会 

 

１．開催概要 

開 催 日：2014 年 11 月 27 日（水）16：10～ 

テ ー マ：「発達障がい学生支援について ～成績評価に視点をおいて～」 

会  場：佛教大学紫野キャンパス 常照ホール（成徳常照館 5階） 

発 表 者：渡邉 照美（教育学部准教授） 

司会進行：岡﨑 祐司（教育推進機構長） 

参加者数：５３名 

 

２．発表 

 

合理的配慮の考え方に基づいた支援 

合理的配慮の考え方に基づいて支援を行なっていく上で重要なことは、学生本人が主体的な支

援の利用者であるという意識を持つことであり、苦手意識を支援者が伝え、自己認識させること

である。また、平等な機会が与えられたら自分自身で学ぶということが合理的配慮に基づいた学

習支援の基本であり、支援を行なう以上は単位を修得させなければならないということではない。

成績評価については、障がいの有無にかかわらず到達目標に達していなければ合格点は与えられ

ないといった認識が必要である。 

「障害者権利条約（第 2条）」においても「過度な負担とならない形で社会的障壁を減らすこと」

とある。前回の研修（第 2回佛教大学 FD 研究会「発達障がい学生支援について～大学生活に視点

をおいて～」）のアンケートで、アスペルガーの学生と毎日 2時間対応しているという声があった

が、教職員にとって毎日 2 時間の個別対応は過度な負担に該当すると思われ、合理的配慮の範疇

を超えると考えられる。その線引きをどうするか、大学または学部学科で一度話し合うべきであ

る。 

 

学習の支援 試験・成績評価 

試験・成績評価については、障がい学生の特性と困難の度合を理解し、医師や心理士などの助

言も受けながらどのような配慮が妥当かケースバイケースで判断することが望ましい。また、そ

の際に教員の過度な負担とならないように合理的配慮を心掛ける。学ぶべき内容を修得している

ことが単位認定の原則なので、安易に試験や課題を免除するといった対応は妥当ではない。 

 

具体例① 試験方法について 

定期試験時の対応については、入学試験と同様の配慮を行なうのが原則であると考える。例え

ば、①試験問題の書式の工夫、②試験時間の延長、③代読者の配置、④パソコンによる問題文の

音声化、⑤パソコン筆記での解答、⑥筆記試験を口述試験に変更する等である。 
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具体例② 評価方法を多様化する 

評価については複数の評価方法を組み合わせることが重要である。複数の評価方法を組み合わ

せることによって多面的な評価が可能となり、正当な評価に繋がると考える。ただし、大人数ク

ラスの場合、評価方法を組み合わせるといった運用が厳しい場合もある。このような場合は、後

述する試験問題の工夫によって対応していきたい。 

 

障がい学生支援の対応について 

表 1は日本学生支援機構が発行している「教職員のための障害学生修学支援ガイド（平成 23 年

度改訂版）」に記載されている対応基準である。 

  

表 1.  

● 

専門医を受診し、発達障害の診断を受け、障害であることの証明（療育手帳や精神障

害者保健福祉手帳、あるいは医師からの診断書）がある場合には本人の必要に応じた

支援を検討していただきたい事項（◎・△も含む） 

◎ 

手帳や診断書などの公的な証明がなされていない場合でも、校医や学生相談室など学

内の専門家の意見で発達障害の可能性がかなり高いと思われる場合に支援が可能であ

ると考えられる事項（△も含む） 

△ 

「普段の行動から発達障害の可能性が想定され本人や保護者が支援を求める場合」や

「本人が障害を認識せず自主的な申し出がないが、周囲の人間がなんらかの困難を感

じている場合」も支援が可能であると考えられる事項 

 

 また、この対応基準に基づいて、試験・成績評価における障がい学生支援内容が以下とおり整

理されているので参考としていただきたい。 

１．文字を読むことが困難である場合 

⇒ ● 試験をレポートに代替する 

２．文字を書くのが困難である 

⇒ ● 口頭試問などへの解答手段変更 

⇒ ● パソコン筆記での解答 

３．試験日時・会場・レポート提出日を間違える、指示を聞き間違える 

⇒ △ 自己管理スキルの指導 

⇒ ◎ 個別注意喚起・伝達 

４．期限までにレポートを提出できない 

⇒ ● 提出期限の延長 

⇒ △ 時間管理スキルの指導 

５．（試験で）集中を維持するのが困難である 

⇒ ● 別室受験 
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具体例③ 試験問題を見直す 

試験問題について、まず出題範囲は事前に学生に告知することが望ましい。出題範囲をテキス

ト全体とした場合、テキストには記載されていても授業で全く扱っていない内容は出題しない方

が良い。 

また、学習した範囲の一部分だけ出題するのでは学生がどこを勉強してよいか分からなくなる

ので、全体をカバーするような問題を作るのが望ましい。授業の到達目標として定めた学習レベ

ルを中心として、難易度の異なる問題を作成するのも有効である。その他には、到達目標のレベ

ル次第ではあるが、客観試験（○×式、多肢選択式）と論述試験を組み合わせることも有効であ

る。論述試験の場合は、次の例１のような問題文にせず、例２のように設定するとよい。 

例 1：発達障害者支援法について述べよ。 

例 2：発達障害者支援法について、①制定された背景、②残された問題点について述べよ。 

例２のように設定すると、客観的な事実と自分の意見も組み合わせながら記述することができ

る。さらに、授業で学習したことの振り返りにもなり、書き方のトレーニングにもなる。 

また、これは発達障がい学生に対してのみではなく、全ての学生に対して有効である。試験問

題の設定については教員負担も大きいことではあるが、一度見直しをしてみてはどうか。 

 

学ぶべき内容・目的は何か 

前回の研修のアンケートで、グループワークやプレゼンテーションなどが授業の中で必修化され

ているような授業における合理的配慮の線引きについて教えてほしいとの質問や意見が多数寄せ

られたが、そのような時は、学ぶべき内容と目的は何かを考えるようにしたい。例えば、その授

業で実施するグループディスカッションは、グループの中で発言できる能力を測るのか、他者の

意見を聞き、自身の考えを深めることが目的なのか。それによって、個別対応の検討をすると良

い。プレゼンテーションの場合は、個人のプレゼン能力を測るのであれば個別課題を与えても構

わないと思われるが、集団で何かを創り上げていく能力を測るのであれば個別課題を与えること

は授業の目的に沿っていないので、個別対応すべきではないと考える。 

なお、個別対応が教員によってバラつきがあると学生にとって不安材料となるため、特に必修

化されている科目は、全学もしくは学部学科でコンセンサスを得ておくことが望ましい。 

また、グループワークやプレゼンテーションに必要なスキルが段階的に獲得できるようなカリ

キュラム・シラバスになっているのかを再点検しておく必要があるが、教員間で歩調をあわせ、

カリキュラムを全学で考えていくことは非常にハードルが高いことでもあるので、まずは同じ領

域や系列を担当する教員間で情報を共有することから始めてみてはどうか。 

 

授業に出席できない学生への配慮 

同じく前回の研修のアンケートで、出席が 3 分の 2 以上でないと成績をつけられない規程があ

り困っているという意見があった。その場合の対応例としては、まずは学生に自己管理スキルを

養う指導を行ない、それでも出席できない場合は学生と一緒に原因を探る等してサポートするこ
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とである。この際、教員の個別対応では限界があるので、学生同士のピアサポートを活用するこ

とも有効である。さらにそれでも出席できない場合に代替案を考えるといった対応で良いと考え

る。 

 

成績評価の方法 ルーブリック 

ルーブリックは発達障がい学生に非常に有効である。ルーブリックとは、各々の学習成果にお

ける基本的な評価基準をはっきりと明示し、それに基づいて学習者の行動を評価することである。

学習スキルに格差が大きい場合（多様な学生がいる場合）の評価は困難だが、ルーブリックを使

用することで厳正な成績評価が可能となる。 

表 2 は龍谷大学が提供するルーブリックの一部であるが、先行研究や問題設定といった項目を

５レベルに分類している。 

 

表 2.卒業論文ルーブリック（龍谷大学） 

項

目 
１ ２ ３ ４ ５ 

先

行

研

究 

国内の先行研究を

把握できない。 

国内の先行研究を

把握しているが、整

理して説明できな

い。 

国内の先行研究を

把握し、整理して説

明できる。 

国外の先行研究も

把握しているが、整

理して説明するこ

とができない。 

国内外の先行研究

を把握し、整理して

説明できる。 

問

題

設

定 

問題の設定が曖昧

である。 

ある程度明確な問

題を設定している

が、適切な問題であ

るとはいえない。 

ある程度、明確で適

切な問題を設定し

ている。 

適切で明確な問題

を設定しているが、

独創性はない。 

適切で明確な問題

を設定しており、独

創性がある。 

考

察 

資料の分析に基づ

いておらず、論理的

整合性にも欠ける。

概ね資料の分析に

基づいているが、論

理的整合性に欠け

る。 

概ね資料の分析に

基づき、ほぼ論理的

整合性をもった考

察を加えている。 

資料の分析に基づ

き、ほぼ論理的整合

性をもった考察を

加えている。 

資料の分析に基づ

き、論理的整合性を

もった考察を加え

ている。 

※龍谷大学文学部 2013 ルーブリック 朝日新聞・河合塾共同調査 学修成果の評価 Kawaijuku Guideline.2013.4・5 56-58 

 

例えば、これを夏休み前に学生に配付し、夏休み中に草稿を作成させたうえで、ルーブリック

の該当する評価に○を付けて自己評価させる。その後、草稿を読んだ指導教員が同じくルーブリ

ックに○を付けて学生に返却することで相互の評価にズレがないかを確認する。こうすることに

よって、学生自身が学習の到達度が把握できる。 

また、表 3 および表 4 の関西国際大学のコモンルーブリックでは、修得すべき能力（項目）と

グレードが下位学年用と上位学年用で分かれている。 

 

 

  

- 199 -



5 
 

表 3.関西国際大学コモンルーブリック（リサーチ） 1 年生春学期～2年生春学期（下位学年用） 

 ３ ２ １ ０ 

テーマのた

て方（調査目

的の設定） 

実現可能なテーマが設定さ

れており、それについての仮

説や調査項目が示されてい

る。 

実現可能なテーマが設定さ

れており、一般的な仮説や調

査項目がたてられている。 

テーマは設定されている

が、仮説や調査項目が分か

りにくい。 

テーマがはっきりしな

い。調査項目、およ

び仮説が示されてい

ない。 

これまでに

明らかにさ

れている知

見の活用 

複数の情報源からこれまで

に明らかになった考え方や

研究内容を示し整理してい

る。 

複数の情報源から、これまで

に明らかになった考え方や研

究内容を、部分的であっても

示している。 

限られた情報源からである

が、これまでに明らかになっ

た考え方や研究内容を、何

かしら紹介しているが、テー

マとの関係が乏しい。 

これまでの先行研究

について示されてい

ない。 

研究方法と 

分析の視点 

目的とテーマに沿った研究

方法を用い、分析の視点を

示している。 

研究方法と分析の視点につ

いて、必要なポイントを捉えて

いる。 

研究方法と分析の視点に

ついて示されているが、必

要なポイントが捉えられてい

ない。 

研究方法と分析の視

点 が 示 さ れ て い な

い。 

分析 

リサーチで得られた情報をま

とめ、類似点・相違点・パタ

ーンなど何かしらの法則性を

検討している。 

リサーチで得られた情報をま

とめることができている。 

リサーチで得られた情報を

列挙しているが、まとめるこ

とができていない。 

リサーチした内容をま

とめられていない。 

結論 

リサーチから明らかになった

ことについて記述し、これま

でに学んだ考え方や研究内

容とある程度関連付けて説

明できている。 

リサーチから明らかになったこ

とについて記述し、これまで

に学んだ考え方や研究内容

を用いて説明しようとしてい

る。 

リサーチから得られた情報

についての記述はできてい

るが、これまでに学んだ考

え方や研究内容を用いた

説明はできていない。 

リサーチから得られた

情報の記述もできて

おらず、これまでに学

んだ考え方や研究内

容も用いられていな

い。 

濱名 篤 2012 中央教育審議会高等学校教育部会 ルーブリックを活用したアセスメント 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/047/siryo/__icsFiles/afieldfile/2012/12/07/1328509_05.pdf 

 

表 4.関西国際大学コモンルーブリック（リサーチ） 2 年生秋学期～（上位学年用） 

 ３ ２ １ ０ 

テーマのた

て方（調査目

的の設定） 

独創的で、明確なテーマが

設定されていて、それにつ

いての仮説や調査項目が分

かりやすく整理されて示され

ている。 

明確で、実現可能なテーマが

設定されていて、それについ

ての仮説や調査項目が示さ

れている。 

実現可能なテーマが設定さ

れており、それについての

仮説や調査項目が示され

ている。 

実現可能なテーマが

設定されているが、

一般的な仮説や調査

項目しか示されてい

ない。 

これまでに

明らかにさ

れている知

見の活用 

信頼できる様々な情報源か

ら、これまでに明らかにされ

た知見や課題を、自分が明

らかにしようとしている内容に

関連づけて活用している。 

信頼できる複数の情報源か

ら、これまでに明らかになった

知見を、リサーチに関連づけ

て活用している。 

複数の情報源からこれまで

に明らかになった知見を示

している。 

複数の情報源から、

これまでに明らかに

なった知見を、部分

的にしか示せていな

い。 

研究方法と 

分析の視点 

複数の研究方法や分析の視

点から、目的とテーマにふさ

わしいいくつかの研究方法

を用い、明確な分析の視点

を示している。 

複数の研究方法や分析の視

点から、目的とテーマにふさ

わしい研究方法を用い、分析

の視点を示している。 

目的とテーマに沿った研究

方法を用い、分析の視点を

示している。 

研究方法と分析の視

点について、必要な

ポイントしか捉えられ

ていない。 

分析 

焦点に沿ってリサーチした内

容を組織的にまとめ、類似

点・相違点・重要な型（パタ

ーン化）の発見など様々な

観点から検討している。 

リサーチした内容を組織的に

まとめ、類似点・相違点・パタ

ーン化など様々な観点から検

討している。 

リサーチで得られた情報を

まとめ、類似点・相違点・パ

ターンなど何らかの法則性

を検討している。 

リサーチで得られた

情報をまとめることに

終始している。 

結論 

リサーチから明らかになった

ことについて整理し、専門基

礎知識（自分の専門分野の

概念や枠組み）を効果的に

用いて、論理的に説明でき

ている。 

リサーチから明らかになったこ

とについて整理し、専門基礎

知識を用いて論理的に説明

できている。 

リサーチから明らかになっ

たことについて記述し、専

門基礎知識をある程度用い

て説明できている。 

リサーチから明らかに

なったことについての

記述しかできていな

い。 

濱名 篤 2012 中央教育審議会高等学校教育部会 ルーブリックを活用したアセスメント 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/047/siryo/__icsFiles/afieldfile/2012/12/07/1328509_05.pdf 
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表 5 については東北福祉大学が HP にて公開しているルーブリックであるが、スポーツ（実技）

科目についても具体的に項目が設定されており、発達障がいの学生にとってもそうでない学生に

とっても非常に有意義である。 

 

表 5.東北福祉大学 スポーツⅠ（バレーボール）ルーブリック ※一部抜粋 

大項目 中項目 基準 ５ ４ ３ ２ １ 

健康管理 

体調管理 

睡眠・食事をきちんと取り、

積極的にスポーツに取り組

む気力と体力があるか。 

気力が充実し体調

万全で受講している

体 調 を 整 え て

いる 

特 に 気 を つ け

てはいない 

気力が不十分

であったり体調

を崩しやすく見

学することが多

い 

体 調 が 悪 く 気

力 も 無 い 状 態

で欠席すること

が多い 

怪我・病気の予防 

準備体操や整理体操、水

分補給等に気を使い体調を

整えているか 

しっかり取り組んで

いる 

概ね取り組んで

いる 

どちらともいえ

ない 

あまり取り組ん

でいない 

全く取り組んで

いない 

運動技能 

（基本技能） 

オーバーハンドパス 

アンダーハンドパス 

対人相手と連続してパスを

おこなうことができるか 

30 回以上連続した

パスを正確におこな

うことができる 

20 回程度連続

したパスができ

る 

10 回程度なら

連続したパスが

できる 

パスはできるが

続かない 

パスが全くでき

ない 

サーブ 
相手コート内にサーブを打

つことができるか 

狙ったところに向け

て打つことができる 

あ る 程 度 の 方

向 は 狙 っ て 打

つことができる 

相手コートに入

れることができ

る 

あまりサーブが

入らない 

全くサーブが入

らない 

東北福祉大学 HP（http://www.tfu.ac.jp/campuslife/rubric.html） 

 

ルーブリック評価の利点 

ルーブリック評価のメリットをまとめると次のようになる。 

・学生自身がどの程度まで努力すればどのような評価がもらえるかを把握できる。 

・教員による評価と学生による評価を行なうことでお互いの認識のズレに気付くことができる。 

・異なる人が評価しても同じ結果が得られるので、科目担当者が複数いる場合に有効である。 

・複数の観点から評価を行なうことで長所を伸ばし、短所をカバーできる。 

デメリットについては、作成作業において非常に負担が大きいということがある。まずは学科

や特定の科目を担当する教員で作成してみてはどうか。 

 

前回の研修のアンケートから 

実習において利用者理解（相手の立場を理解すること）が困難なため不合格となり、大学とし

ては免許を出せないと判断した。そのことを本人に伝えたところ、不合格の理由を理解してもら

えない事例があり、本人が納得したうえで進路変更させることの難しさを感じた。といった意見

があった。 

現場ではこのようなケースが多くなってきていると感じている、その対策の一つにルーブリッ

ク評価が挙げられると思われるので、ルーブリックによって自己評価と他者評価をはっきりと示

し、最終的に本人が納得できるようすすめていく、といった対応が必要である。加えて、免許・

資格が卒業要件になっている場合は、こういったケースにおける対応が難しくなってくるので、

大学入学以前の十分な検討が必要となるであろう。 
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その他、友人理解や自己理解を深める取り組みは健常者に対しても必要だと思われる。入学時

のオリエンテーションで実施する弊害はあるかとの質問があったが、入学時のオリエンテーショ

ンでそのような取り組みを実施する弊害は全くないと考える。ただし、入学時のオリエンテーシ

ョンや初年次教育の科目で実施されている大学も多いが、2 年次以降継続的に実施しているとこ

ろは多くないと感じているので、2 年次以降のゼミ教育や卒論指導において、そのような観点を

ふまえた教育を行なっていくことが必要だと考える。友人理解や自己理解についての教育は、初

等教育の段階から盛んに行なわれているので、高等教育においてもその流れを途切れてはいけな

いだろう。 

 

周囲の学生が障がいのある学生の言動に驚き、時には蔑むようなこともある。このようなケー

スにおける周囲の学生への指導方法は何か。という質問があったが、その場合は周囲の学生に何

に驚いたのかを聞き、そしてどのような状態であれば驚かないのかを具体的に書き出してもらう。

それを障がいのある学生にも見てもらい、双方の自己理解を促すといったことが対応例として挙

げられる。地道な作業ではあるがこのような取組みを根気よく続けることが必要である。 

 

保護者支援 

障がい学生の特性について家族も気づいていない、あるいは受容できていないケースがあり、

ある大学では保護者向けのプログラム（講演会等）や面談等を実施されているところもある。面

談の際には、単位が取れていない等の情報を伝えるのではなく、提出物やデータを示しながら、

実態を理解してもらうのが良いと思われる。 

また、大学側に求められることとしては、保護者が何に困っているのか、本人が何に困ってい

るのか、解決方法を共に探るといった教職員の姿勢が大事である。保護者との面談の際には、本

人のできないことを伝えるだけでなく、本人の“頑張り”を具体的に伝え、そのうえで課題にな

っている部分を伝えるようにするといった段階的な対応が求められる。そして、保護者のアイデ

アも積極的に支援の中に取り入れ、支援をしてきた保護者をねぎらうことも重要である。 

しかしながら、学生とその保護者の関係がうまくいっていないケースも多い。 

学生の背後に家族がいること、そしてその家族との関係による影響が大きいことは事実である

が、教職員が家族との関係にどこまで踏み込むのかは難しい問題である。保護者との連携ができ

ればベストであるが、あまり保護者との連携を重視しすぎることも学生の自立を考えた場合に好

ましくはないので、連携が困難であれば学生自身と保護者を切り離し、双方への働きかけを根気

強く続けるしかない。“教育”という立場からは教職員、“関係の修復”に対しては臨床心理士等

の専門家といった具合に両面からサポートすることが大事であろう。 
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つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

～
成
績
評
価
に
視
点
を
お
い
て
～

～
成
績
評
価
に
視
点
を
お
い
て
～

～
成
績
評
価
に
視
点
を
お
い
て
～

～
成
績
評
価
に
視
点
を
お
い
て
～

佛
教
大
学
教
育
学
部

佛
教
大
学
教
育
学
部

佛
教
大
学
教
育
学
部

佛
教
大
学
教
育
学
部

渡
邉
照
美

渡
邉
照
美

渡
邉
照
美

渡
邉
照
美

1

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

１
．
合
理
的
配
慮
（
前
回
の
振
り
返
り
）

２
．
学
習
の
支
援

試
験
・
成
績
評
価

３
．
保
護
者
の
支
援

４
．
意
見
交
換

2

発
達
障
が
い

発
達
障
が
い

発
達
障
が
い

発
達
障
が
い
学
生

学
生
学
生

学
生

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

支
援
に
つ
い
て

～
成
績
評
価
に
視
点
を
お
い
て
～

～
成
績
評
価
に
視
点
を
お
い
て
～

～
成
績
評
価
に
視
点
を
お
い
て
～

～
成
績
評
価
に
視
点
を
お
い
て
～

佛
教
大
学
教
育
学
部

佛
教
大
学
教
育
学
部

佛
教
大
学
教
育
学
部

佛
教
大
学
教
育
学
部

渡
邉
照
美

渡
邉
照
美

渡
邉
照
美

渡
邉
照
美

1

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

１
．
合
理
的
配
慮
（
前
回
の
振
り
返
り
）

２
．
学
習
の
支
援

試
験
・
成
績
評
価

３
．
保
護
者
の
支
援

４
．
意
見
交
換

2

合
理
的
配
慮
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
支
援

•
学
生
本
人
が
主
体
的
な
支
援
の
利
用
者
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
持
つ
。

•
平
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ
た
ら
、
学
習
す
る
の
は
学

生
本
人

3

＊
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び

基
本
的
自
由
を
享
有
し
、
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の

必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調
整
で
あ
っ
て
、
特
定
の
場
合
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
し
た
又
は
過
度

の
負
担
を
課
さ
な
い
も
の
を
い
う
。
（
障
害
者
権
利
条
約
）

↓
つ
ま
り

↓

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
形
で
「
社
会
的
障
壁
」
を
減
ら
す
こ
と
。

学
習
の
支
援
試
験
・
成
績
評
価

学
生
の
特
性
と
困
難
の
程
度
を
理
解
し
、
医
師
や
心

理
士
な
ど
の
助
言
も
受
け
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
配
慮

が
妥
当
か
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
。

�
他
の
学
生
と
の
公
平
性
へ
の
考
慮

�
教
員
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
「
合

理
的
配
慮
」
の
枠
組
み
を
逸
脱
し
な
い
こ
と

�
「
学
ぶ
べ
き
内
容
を
修
得
し
て
い
る
」
こ
と
が
単
位

認
定
の
原
則
（
安
易
な
、
試
験
・
課
題
の
免
除
は
妥

当
で
は
な
い
）

4

合
理
的
配
慮
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
支
援

•
学
生
本
人
が
主
体
的
な
支
援
の
利
用
者
で
あ
る
と

い
う
意
識
を
持
つ
。

•
平
等
な
機
会
が
与
え
ら
れ
た
ら
、
学
習
す
る
の
は
学

生
本
人

3

＊
障
害
者
が
他
の
者
と
の
平
等
を
基
礎
と
し
て
全
て
の
人
権
及
び

基
本
的
自
由
を
享
有
し
、
又
は
行
使
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の

必
要
か
つ
適
当
な
変
更
及
び
調
整
で
あ
っ
て
、
特
定
の
場
合
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
均
衡
を
失
し
た
又
は
過
度

の
負
担
を
課
さ
な
い
も
の
を
い
う
。
（
障
害
者
権
利
条
約
）

↓
つ
ま
り

↓

過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い
形
で
「
社
会
的
障
壁
」
を
減
ら
す
こ
と
。

学
習
の
支
援
試
験
・
成
績
評
価

学
生
の
特
性
と
困
難
の
程
度
を
理
解
し
、
医
師
や
心

理
士
な
ど
の
助
言
も
受
け
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
配
慮

が
妥
当
か
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
。

�
他
の
学
生
と
の
公
平
性
へ
の
考
慮

�
教
員
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
「
合

理
的
配
慮
」
の
枠
組
み
を
逸
脱
し
な
い
こ
と

�
「
学
ぶ
べ
き
内
容
を
修
得
し
て
い
る
」
こ
と
が
単
位

認
定
の
原
則
（
安
易
な
、
試
験
・
課
題
の
免
除
は
妥

当
で
は
な
い
）

4
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具
体
例
①
試
験
方
法
に
つ
い
て

＜
入
学
試
験
と
同
様
の
配
慮
を
行
う
＞

�
試
験
問
題
の
書
式
の
工
夫
、
拡
大
印
刷

�
試
験
時
間
の
延
長

�
代
読
者
の
配
置

�
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
問
題
文
の
音
声
化

�
パ
ソ
コ
ン
筆
記
で
の
解
答

�
筆
記
試
験
を
口
述
試
験
に
変
更

5

具
体
例
②
評
価
方
法
を
多
様
化
す
る

＜
複
数
の
評
価
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
＞

�
口
頭
発
表
、
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
複
数
の
評
価

方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
。

例
：
教
室
試
験
4
0
%
、
口
頭
発
表
3
0
%
、
レ
ポ
ー
ト
3
0
%

�
発
達
障
が
い
の
な
い
学
生
に
と
っ
て
も
、
得
意
・

不
得
意
は
あ
る
の
で
、
評
価
方
法
の
多
様
化
は
正

当
な
評
価
に
つ
な
が
る
。

6

具
体
例
①
試
験
方
法
に
つ
い
て

＜
入
学
試
験
と
同
様
の
配
慮
を
行
う
＞

�
試
験
問
題
の
書
式
の
工
夫
、
拡
大
印
刷

�
試
験
時
間
の
延
長

�
代
読
者
の
配
置

�
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
問
題
文
の
音
声
化

�
パ
ソ
コ
ン
筆
記
で
の
解
答

�
筆
記
試
験
を
口
述
試
験
に
変
更

5

具
体
例
②
評
価
方
法
を
多
様
化
す
る

＜
複
数
の
評
価
方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
＞

�
口
頭
発
表
、
試
験
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
複
数
の
評
価

方
法
を
組
み
合
わ
せ
る
。

例
：
教
室
試
験
4
0
%
、
口
頭
発
表
3
0
%
、
レ
ポ
ー
ト
3
0
%

�
発
達
障
が
い
の
な
い
学
生
に
と
っ
て
も
、
得
意
・

不
得
意
は
あ
る
の
で
、
評
価
方
法
の
多
様
化
は
正

当
な
評
価
に
つ
な
が
る
。

6

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
「
教
職
員
の
た
め
の

障
害
学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド
(平
成
2
3
年
度
改
訂
版
）
」

●
：
専
門
医
を
受
診
し
、
発
達
障
害
の
診
断
を
受
け
、
障
害
で
あ
る
こ
と
の
証

明
（
療
育
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
あ
る
い
は
医
師
か
ら
の

診
断
書
）
が
あ
る
場
合
に
は
本
人
の
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
事
項
（
◎
・
△
も
含
む
）

◎
：
手
帳
や
診
断
書
な
ど
の
公
的
な
証
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

校
医
や
学
生
相
談
室
な
ど
学
内
の
専
門
家
の
意
見
で
発
達
障
害
の
可
能

性
が
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
支
援
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

事
項
（
△
も
含
む
）

△
：
「
普
段
の
行
動
か
ら
発
達
障
害
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
本
人
や
保
護
者

が
支
援
を
求
め
る
場
合
」
や
「
本
人
が
障
害
を
認
識
せ
ず
自
主
的
な
申
し
出

が
な
い
が
、
周
囲
の
人
間
が
な
ん
ら
か
の
困
難
を
感
じ
て
い
る
場
合
」
も
支

援
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
項

7

成
績
評
価
に
つ
い
て

�
障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
ま
く
評
価
者
に
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
評
価
者
側
が
歩
み
寄

る
こ
と
も
必
要
。

文
字
を
読
む
の
が
困
難
で
あ
る
。

→
●
試
験
を
レ
ポ
ー
ト
に
代
替
す
る
。

文
字
を
書
く
の
が
困
難
で
あ
る
。

→
●
口
頭
試
問
な
ど
へ
の
解
答
手
段
変
更

→
●
パ
ソ
コ
ン
筆
記
で
の
解
答

8

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
「
教
職
員
の
た
め
の

障
害
学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド
(平
成
2
3
年
度
改
訂
版
）
」

●
：
専
門
医
を
受
診
し
、
発
達
障
害
の
診
断
を
受
け
、
障
害
で
あ
る
こ
と
の
証

明
（
療
育
手
帳
や
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
あ
る
い
は
医
師
か
ら
の

診
断
書
）
が
あ
る
場
合
に
は
本
人
の
必
要
に
応
じ
た
支
援
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
事
項
（
◎
・
△
も
含
む
）

◎
：
手
帳
や
診
断
書
な
ど
の
公
的
な
証
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
も
、

校
医
や
学
生
相
談
室
な
ど
学
内
の
専
門
家
の
意
見
で
発
達
障
害
の
可
能

性
が
か
な
り
高
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
支
援
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

事
項
（
△
も
含
む
）

△
：
「
普
段
の
行
動
か
ら
発
達
障
害
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
本
人
や
保
護
者

が
支
援
を
求
め
る
場
合
」
や
「
本
人
が
障
害
を
認
識
せ
ず
自
主
的
な
申
し
出

が
な
い
が
、
周
囲
の
人
間
が
な
ん
ら
か
の
困
難
を
感
じ
て
い
る
場
合
」
も
支

援
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
項

7

成
績
評
価
に
つ
い
て

�
障
が
い
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
ま
く
評
価
者
に
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
評
価
者
側
が
歩
み
寄

る
こ
と
も
必
要
。

文
字
を
読
む
の
が
困
難
で
あ
る
。

→
●
試
験
を
レ
ポ
ー
ト
に
代
替
す
る
。

文
字
を
書
く
の
が
困
難
で
あ
る
。

→
●
口
頭
試
問
な
ど
へ
の
解
答
手
段
変
更

→
●
パ
ソ
コ
ン
筆
記
で
の
解
答

8
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試
験
日
時
、
会
場
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
日
を
間
違
え
る
、

指
示
を
聞
き
間
違
え
る
（
聞
き
逃
す
）
。

→
△
自
己
管
理
ス
キ
ル
指
導

→
◎
個
別
注
意
喚
起
・
伝
達

期
限
ま
で
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
で
き
な
い
。

→
●
提
出
期
限
の
延
長

→
△
時
間
管
理
ス
キ
ル
指
導

（
試
験
で
）
集
中
を
維
持
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。

→
●
別
室
受
験

9

具
体
例
③
試
験
方
法
・
問
題
を
見
直
す

�
出
題
範
囲
を
事
前
に
学
生
に
告
知
す
る
。

�
学
習
し
た
範
囲
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
問
題
を
作
る
。

�
授
業
の
到
達
目
標
と
し
た
レ
ベ
ル
を
中
心
と
し
て
、
難
易
度

の
異
な
る
問
題
を
作
成
す
る
。

�
客
観
試
験
（
○
×
式
、
多
肢
選
択
式
問
題
）
、
論
述
試
験
を

組
み
合
わ
せ
る
。

�
論
述
試
験
の
場
合
、
問
題
文
は
明
確
に
。

例
１
：
発
達
障
害
者
支
援
法
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

例
２
：
発
達
障
害
者
支
援
法
に
つ
い
て
、
①
制
定
さ
れ
た
背
景
、

②
残
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

1
0

試
験
日
時
、
会
場
、
レ
ポ
ー
ト
提
出
日
を
間
違
え
る
、

指
示
を
聞
き
間
違
え
る
（
聞
き
逃
す
）
。

→
△
自
己
管
理
ス
キ
ル
指
導

→
◎
個
別
注
意
喚
起
・
伝
達

期
限
ま
で
に
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
で
き
な
い
。

→
●
提
出
期
限
の
延
長

→
△
時
間
管
理
ス
キ
ル
指
導

（
試
験
で
）
集
中
を
維
持
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。

→
●
別
室
受
験

9

具
体
例
③
試
験
方
法
・
問
題
を
見
直
す

�
出
題
範
囲
を
事
前
に
学
生
に
告
知
す
る
。

�
学
習
し
た
範
囲
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
よ
う
問
題
を
作
る
。

�
授
業
の
到
達
目
標
と
し
た
レ
ベ
ル
を
中
心
と
し
て
、
難
易
度

の
異
な
る
問
題
を
作
成
す
る
。

�
客
観
試
験
（
○
×
式
、
多
肢
選
択
式
問
題
）
、
論
述
試
験
を

組
み
合
わ
せ
る
。

�
論
述
試
験
の
場
合
、
問
題
文
は
明
確
に
。

例
１
：
発
達
障
害
者
支
援
法
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

例
２
：
発
達
障
害
者
支
援
法
に
つ
い
て
、
①
制
定
さ
れ
た
背
景
、

②
残
さ
れ
た
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
よ
。

1
0

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

•
本
学
は
グ
ル
ー
プ
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
、
プ
レ
ゼ

ン
な
ど
の
授
業
が
必
修
化
さ
れ
て
い
て
、
教
員
も
支
援

学
生
も
困
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
教
員

に
よ
っ
て
は
個
人
で
の
作
業
を
認
め
た
り
、
授
業
時
間

外
で
の
個
別
発
表
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
単
位
を
認
め
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
が
合
理
的
配
慮
か
の
線
引

き
か
あ
い
ま
い
。

•
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
代
替
課
題
の
方
法
、
個
人
で
の
課

題
を
行
わ
せ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も
良
い
の
か
。

1
1

学
ぶ
べ
き
内
容
・
目
的
は
何
か
？

例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

→
そ
の
場
で
発
言
す
る
能
力
を
測
る
の
か
。

→
色
々
な
意
見
を
聞
き
、
自
分
の
意
見
を
深
め
る

こ
と
が
目
的
な
の
か
。

例
え
ば
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

→
個
人
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
測
る
の
か
。

→
集
団
で
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
測
る
の
か
。

1
2

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

•
本
学
は
グ
ル
ー
プ
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
、
プ
レ
ゼ

ン
な
ど
の
授
業
が
必
修
化
さ
れ
て
い
て
、
教
員
も
支
援

学
生
も
困
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
教
員

に
よ
っ
て
は
個
人
で
の
作
業
を
認
め
た
り
、
授
業
時
間

外
で
の
個
別
発
表
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
単
位
を
認
め
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
が
合
理
的
配
慮
か
の
線
引

き
か
あ
い
ま
い
。

•
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
代
替
課
題
の
方
法
、
個
人
で
の
課

題
を
行
わ
せ
る
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
も
良
い
の
か
。

1
1

学
ぶ
べ
き
内
容
・
目
的
は
何
か
？

例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

→
そ
の
場
で
発
言
す
る
能
力
を
測
る
の
か
。

→
色
々
な
意
見
を
聞
き
、
自
分
の
意
見
を
深
め
る

こ
と
が
目
的
な
の
か
。

例
え
ば
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

→
個
人
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
測
る
の
か
。

→
集
団
で
行
う
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
測
る
の
か
。

1
2
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•
授
業
に
出
席
で
き
な
い
学
生
へ
の
配
慮
。
出
席
が
３

分
の
２
以
上
で
な
い
と
成
績
を
つ
け
ら
れ
な
い
規
程

な
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
欠
席
分
を
レ
ポ
ー
ト
等
で

置
き
換
え
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？

1
3

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

自
己
管

理
ス
キ

ル
の
指

導
を
行

う

そ
れ
で

も
出
席

で
き
な

い

原
因
を

一
緒
に

探
る

そ
れ
で

も
出
席

で
き
な

い

代
替
案

を
考
え

る

成
績
評
価
の
方
法
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

�
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
各
々
の
学
習
成
果
に
お
け
る
基

本
的
な
評
価
基
準
を
は
っ
き
り
と
明
示
す
る
も
の
。

�
い
く
つ
か
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
、
各
グ
レ
ー
ド
の

典
型
と
な
る
言
葉
を
評
価
基
準
と
し
て
記
述
し
、
学

習
者
の
行
動
を
評
価
す
る
。

�
学
習
ス
キ
ル
に
格
差
が
大
き
く
（
多
様
な
学
生
近
大

す
る
場
合
）
得
点
が
つ
け
に
く
い
が
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
よ
る
、
厳
正
な
成
績
評
価
が
で
き
る
。

1
4

•
授
業
に
出
席
で
き
な
い
学
生
へ
の
配
慮
。
出
席
が
３

分
の
２
以
上
で
な
い
と
成
績
を
つ
け
ら
れ
な
い
規
程

な
の
で
困
っ
て
い
ま
す
。
欠
席
分
を
レ
ポ
ー
ト
等
で

置
き
換
え
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
？

1
3

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

自
己
管

理
ス
キ

ル
の
指

導
を
行

う

そ
れ
で

も
出
席

で
き
な

い

原
因
を

一
緒
に

探
る

そ
れ
で

も
出
席

で
き
な

い

代
替
案

を
考
え

る

成
績
評
価
の
方
法
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

�
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
各
々
の
学
習
成
果
に
お
け
る
基

本
的
な
評
価
基
準
を
は
っ
き
り
と
明
示
す
る
も
の
。

�
い
く
つ
か
の
評
価
項
目
に
つ
い
て
、
各
グ
レ
ー
ド
の

典
型
と
な
る
言
葉
を
評
価
基
準
と
し
て
記
述
し
、
学

習
者
の
行
動
を
評
価
す
る
。

�
学
習
ス
キ
ル
に
格
差
が
大
き
く
（
多
様
な
学
生
近
大

す
る
場
合
）
得
点
が
つ
け
に
く
い
が
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
よ
る
、
厳
正
な
成
績
評
価
が
で
き
る
。

1
4

卒
業
論
文
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
一
部
（
龍
谷
大
学
）

1
5

項 目

１
２

３
４

５

先 行 研 究

国
内
の
先
行
研

究
を
把
握
で
き

て
い
な
い
。

国
内
の
先
行
研

究
を
把
握
し
て
い

る
が
、
整
理
し
て

説
明
で
き
な
い
。

国
内
の
先
行
研

究
を
把
握
し
、
整

理
し
て
説
明
で
き

る
。

国
外
の
先
行
研

究
も
把
握
し
て
い

る
が
、
整
理
し
て

説
明
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

国
内
外
の
先
行

研
究
を
把
握
し
、

整
理
し
て
説
明

で
き
る
。

問 題 設 定

問
題
の
設
定
が

曖
昧
で
あ
る
。

あ
る
程
度
明
確

な
問
題
を
設
定

し
て
い
る
が
、
適

切
な
問
題
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
。

あ
る
程
度
、
明
確

で
適
切
な
問
題

を
設
定
し
て
い
る
。

適
切
で
明
確
な

問
題
を
設
定
し

て
い
る
が
、
独
創

性
は
な
い
。

適
切
で
明
確
な

問
題
を
設
定
し

て
お
り
、
独
創

性
が
あ
る
。

考 察

資
料
の
分
析
に

基
づ
い
て
お
ら

ず
、
論
理
的
整

合
性
に
も
欠
け

る
。

概
ね
資
料
の
分

析
に
基
づ
い
て

い
る
が
、
論
理
的

整
合
性
に
欠
け

る
。

概
ね
資
料
の
分

析
に
基
づ
き
、
ほ

ぼ
論
理
的
整
合

性
を
も
っ
た
考
察

を
加
え
て
い
る
。

資
料
の
分
析
に

基
づ
き
、
ほ
ぼ
論

理
的
整
合
性
を

も
っ
た
考
察
を
加

え
て
い
る
。

資
料
の
分
析
に

基
づ
き
、
論
理

的
整
合
性
を

も
っ
た
考
察
を

加
え
て
い
る
。

龍
谷
大
学
文
学
部

2
0
1
3
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
朝
日
新
聞
・
河
合
塾
共
同
調
査
学
修
成
果
の

評
価

K
a
w
a
ij
u
ku

G
u
id
e
li
n
e
，
2
0
1
3
.4
・
5
，
5
6
-5
8
．

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
利
点

�
学
生
自
身
が
、
ど
の
程
度
ま
で
努
力
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

評
価
が
も
ら
え
る
か
、
明
確
で
あ
る
。

�
教
員
に
よ
る
評
価
と
学
生
に
よ
る
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
そ

の
ズ
レ
に
気
づ
き
、
助
言
し
や
す
い
。

�
異
な
る
人
が
評
価
し
て
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
。

例
：
実
習
の
場
合
、
第
三
者
に
も
同
じ
評
価
基
準
で
評
価

し
て
も
ら
え
る
。

�
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
評
価
を
行
う
の
で
、
得
意
な
部
分
を

発
揮
し
や
す
く
、
苦
手
な
部
分
が
カ
バ
ー
で
き
る
。

1
6

卒
業
論
文
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
一
部
（
龍
谷
大
学
）

1
5

項 目

１
２

３
４

５

先 行 研 究

国
内
の
先
行
研

究
を
把
握
で
き

て
い
な
い
。

国
内
の
先
行
研

究
を
把
握
し
て
い

る
が
、
整
理
し
て

説
明
で
き
な
い
。

国
内
の
先
行
研

究
を
把
握
し
、
整

理
し
て
説
明
で
き

る
。

国
外
の
先
行
研

究
も
把
握
し
て
い

る
が
、
整
理
し
て

説
明
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

国
内
外
の
先
行

研
究
を
把
握
し
、

整
理
し
て
説
明

で
き
る
。

問 題 設 定

問
題
の
設
定
が

曖
昧
で
あ
る
。

あ
る
程
度
明
確

な
問
題
を
設
定

し
て
い
る
が
、
適

切
な
問
題
で
あ

る
と
は
い
え
な
い
。

あ
る
程
度
、
明
確

で
適
切
な
問
題

を
設
定
し
て
い
る
。

適
切
で
明
確
な

問
題
を
設
定
し

て
い
る
が
、
独
創

性
は
な
い
。

適
切
で
明
確
な

問
題
を
設
定
し

て
お
り
、
独
創

性
が
あ
る
。

考 察

資
料
の
分
析
に

基
づ
い
て
お
ら

ず
、
論
理
的
整

合
性
に
も
欠
け

る
。

概
ね
資
料
の
分

析
に
基
づ
い
て

い
る
が
、
論
理
的

整
合
性
に
欠
け

る
。

概
ね
資
料
の
分

析
に
基
づ
き
、
ほ

ぼ
論
理
的
整
合

性
を
も
っ
た
考
察

を
加
え
て
い
る
。

資
料
の
分
析
に

基
づ
き
、
ほ
ぼ
論

理
的
整
合
性
を

も
っ
た
考
察
を
加

え
て
い
る
。

資
料
の
分
析
に

基
づ
き
、
論
理

的
整
合
性
を

も
っ
た
考
察
を

加
え
て
い
る
。

龍
谷
大
学
文
学
部

2
0
1
3
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
朝
日
新
聞
・
河
合
塾
共
同
調
査
学
修
成
果
の

評
価

K
a
w
a
ij
u
k
u

G
u
id
e
li
n
e
，
2
0
1
3
.4
・
5
，
5
6
-5
8
．

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
利
点

�
学
生
自
身
が
、
ど
の
程
度
ま
で
努
力
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な

評
価
が
も
ら
え
る
か
、
明
確
で
あ
る
。

�
教
員
に
よ
る
評
価
と
学
生
に
よ
る
評
価
を
行
う
こ
と
で
、
そ

の
ズ
レ
に
気
づ
き
、
助
言
し
や
す
い
。

�
異
な
る
人
が
評
価
し
て
も
同
じ
結
果
が
得
ら
れ
る
。

例
：
実
習
の
場
合
、
第
三
者
に
も
同
じ
評
価
基
準
で
評
価

し
て
も
ら
え
る
。

�
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
評
価
を
行
う
の
で
、
得
意
な
部
分
を

発
揮
し
や
す
く
、
苦
手
な
部
分
が
カ
バ
ー
で
き
る
。

1
6
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前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

•
実
習
で
利
用
者
理
解
（
相
手
の
立
場
を
理
解
す
る
）
が
困
難

で
あ
る
た
め
不
合
格
と
な
り
、
大
学
と
し
て
は
免
許
を
出
せ

な
い
と
判
断
、
本
人
に
伝
え
る
が
不
合
格
の
理
由
が
理
解

で
き
な
い
（
振
り
返
り
を
重
ね
て
も
）
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
本

人
が
納
得
し
て
進
路
変
更
で
き
る
た
め
の
関
わ
り
の
難
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

�
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
使
用

�
学
外
の
第
三
者
の
介
入

�
大
学
入
学
以
前
の
十
分
な
検
討

1
7

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

•
自
己
理
解
と
い
う
意
味
で
は
健
常
な
学
生
に
も
こ
う

し
た
情
報
を
流
し
、
友
人
理
解
や
自
己
理
解
を
深
め

さ
せ
る
方
法
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
例
え
ば
こ
う
し
た

学
び
を
学
生
の
入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
う
こ

と
の
弊
害
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
セ
ル
フ
・
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
・
ス
キ
ル
は
健
常
学
生
に
も
必
要
で
は
？

�
弊
害
は
全
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
初
年
次
教
育
で

行
わ
れ
て
い
る
大
学
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�
継
続
的
に
深
め
る
と
い
う
点
が
大
切

1
8

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

•
実
習
で
利
用
者
理
解
（
相
手
の
立
場
を
理
解
す
る
）
が
困
難

で
あ
る
た
め
不
合
格
と
な
り
、
大
学
と
し
て
は
免
許
を
出
せ

な
い
と
判
断
、
本
人
に
伝
え
る
が
不
合
格
の
理
由
が
理
解

で
き
な
い
（
振
り
返
り
を
重
ね
て
も
）
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
本

人
が
納
得
し
て
進
路
変
更
で
き
る
た
め
の
関
わ
り
の
難
し
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

�
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
の
使
用

�
学
外
の
第
三
者
の
介
入

�
大
学
入
学
以
前
の
十
分
な
検
討

1
7

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

•
自
己
理
解
と
い
う
意
味
で
は
健
常
な
学
生
に
も
こ
う

し
た
情
報
を
流
し
、
友
人
理
解
や
自
己
理
解
を
深
め

さ
せ
る
方
法
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
例
え
ば
こ
う
し
た

学
び
を
学
生
の
入
学
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
行
う
こ

と
の
弊
害
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
セ
ル
フ
・
ア
ド

ボ
カ
シ
ー
・
ス
キ
ル
は
健
常
学
生
に
も
必
要
で
は
？

�
弊
害
は
全
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
初
年
次
教
育
で

行
わ
れ
て
い
る
大
学
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

�
継
続
的
に
深
め
る
と
い
う
点
が
大
切

1
8

•
障
が
い
が
あ
る
学
生
で
あ
る
と
周
囲
が
承
知
し
て
い
て
も
、

な
お
、
ま
わ
り
の
学
生
は
当
人
の
言
動
に
驚
き
を
か
く
さ
な

い
。
さ
げ
す
む
こ
と
も
。
周
囲
の
学
生
へ
の
指
導
は
？
何
か

参
考
に
な
る
こ
と
を
ご
提
示
下
さ
い
。

�
周
囲
の
学
生
が
何
に
驚
い
て
い
る
の
か
を
聞
く
。

�
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
驚
か
な
い
の
か
、

何
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
書
き
出
す
。

�
自
分
自
身
に
も
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
が
あ
る
と
い
う

理
解
を
促
す
。

1
9

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

保
護
者
支
援

＜
本
人
も
家
族
も
気
づ
い
て
い
な
い
・
受
容
で
き
て
い
な
い
＞

•
保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

•
保
護
者
と
の
面
談

•
デ
ー
タ
や
提
出
物
を
示
し
な
が
ら
、
実
態
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

＜
共
に
支
援
方
法
を
考
え
る
姿
勢
＞

•
保
護
者
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
。

•
大
学
の
中
で
、
本
人
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
。

•
解
決
方
法
を
共
に
探
る
。

•
保
護
者
の
ア
イ
デ
ア
を
支
援
の
中
に
取
り
入
れ
る
。

2
0

•
障
が
い
が
あ
る
学
生
で
あ
る
と
周
囲
が
承
知
し
て
い
て
も
、

な
お
、
ま
わ
り
の
学
生
は
当
人
の
言
動
に
驚
き
を
か
く
さ
な

い
。
さ
げ
す
む
こ
と
も
。
周
囲
の
学
生
へ
の
指
導
は
？
何
か

参
考
に
な
る
こ
と
を
ご
提
示
下
さ
い
。

�
周
囲
の
学
生
が
何
に
驚
い
て
い
る
の
か
を
聞
く
。

�
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
驚
か
な
い
の
か
、

何
に
ひ
っ
か
か
っ
て
い
る
の
か
具
体
的
に
書
き
出
す
。

�
自
分
自
身
に
も
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
が
あ
る
と
い
う

理
解
を
促
す
。

1
9

前
回
の
ご
意
見
・
ご
質
問
か
ら

保
護
者
支
援

＜
本
人
も
家
族
も
気
づ
い
て
い
な
い
・
受
容
で
き
て
い
な
い
＞

•
保
護
者
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

•
保
護
者
と
の
面
談

•
デ
ー
タ
や
提
出
物
を
示
し
な
が
ら
、
実
態
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

＜
共
に
支
援
方
法
を
考
え
る
姿
勢
＞

•
保
護
者
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
。

•
大
学
の
中
で
、
本
人
が
何
に
困
っ
て
い
る
の
か
。

•
解
決
方
法
を
共
に
探
る
。

•
保
護
者
の
ア
イ
デ
ア
を
支
援
の
中
に
取
り
入
れ
る
。

2
0
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＜
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
＞

•
学
生
の
背
後
に
家
族
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
家
族
と
の

関
係
が
、
学
生
に
多
分
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
ろ
う
。

•
た
だ
し
、
家
族
と
の
関
係
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
む
の
か
は
難

し
い
問
題
。

•
保
護
者
と
の
連
携
が
で
き
れ
ば
ベ
ス
ト
。

•
た
だ
し
、
そ
れ
が
難
し
い
場
合
、
学
生
自
身
へ
の
働
き
か
け

を
根
気
強
く
続
け
て
い
く
し
か
な
い
。

•
自
分
自
身
と
保
護
者
と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
。

2
1

受
容
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
指
示
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
両
立

＜
A
.受
容
的
ア
プ
ロ
ー
チ
＞

あ
り
の
ま
ま
に
受
け
止
め

て
、
自
己
肯
定
感
や
自
己

効
力
感
、
自
己
評
価
を
高

め
、
育
て
て
い
く
立
場

＜
B
.指
示
的
ア
プ
ロ
ー
チ
＞

問
題
行
動
を
指
摘
し
て
指

示
や
助
言
に
よ
っ
て
是
正
す

る
。

あ
る
い
は
、
他
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
的

ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
る
立
場

2
2

A
に
よ
っ
て
、
信
頼
関
係
構
築
。

し
か
し
、
単
に
話
を
聞
い
て
受
容

す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
B
に

よ
る
説
明
、
指
示
、
助
言
、
ス
キ
ル

の
向
上
が
必
要
。

＜
学
生
と
そ
の
保
護
者
の
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
＞

•
学
生
の
背
後
に
家
族
が
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
家
族
と
の

関
係
が
、
学
生
に
多
分
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
ろ
う
。

•
た
だ
し
、
家
族
と
の
関
係
に
ど
こ
ま
で
踏
み
込
む
の
か
は
難

し
い
問
題
。

•
保
護
者
と
の
連
携
が
で
き
れ
ば
ベ
ス
ト
。

•
た
だ
し
、
そ
れ
が
難
し
い
場
合
、
学
生
自
身
へ
の
働
き
か
け

を
根
気
強
く
続
け
て
い
く
し
か
な
い
。

•
自
分
自
身
と
保
護
者
と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
。

2
1

受
容
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
指
示
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
両
立

＜
A
.受
容
的
ア
プ
ロ
ー
チ
＞

あ
り
の
ま
ま
に
受
け
止
め

て
、
自
己
肯
定
感
や
自
己

効
力
感
、
自
己
評
価
を
高

め
、
育
て
て
い
く
立
場

＜
B
.指
示
的
ア
プ
ロ
ー
チ
＞

問
題
行
動
を
指
摘
し
て
指

示
や
助
言
に
よ
っ
て
是
正
す

る
。

あ
る
い
は
、
他
人
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
社
会
的

ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
る
立
場

2
2

A
に
よ
っ
て
、
信
頼
関
係
構
築
。

し
か
し
、
単
に
話
を
聞
い
て
受
容

す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
B
に

よ
る
説
明
、
指
示
、
助
言
、
ス
キ
ル

の
向
上
が
必
要
。

【
引
用
文
献
・
参
考
文
献
】

•
日
本
学
生
支
援
機
構
2
0
1
2
教
職
員
の
た
め
の
障
害
学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド

(
平
成
2
3
年
度
改
訂
版
）

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
j
a
s
s
o
.
g
o
.
j
p
/
t
o
k
u
b
e
t
s
u
_
s
h
i
e
n
/

g
u
i
d
e
/
t
o
p
.
h
t
m
l
（
2
0
1
4
/
9
/
9
取
得
）

•
福
田
真
也
2
0
1
0
Q
＆
A
大
学
生
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
-
理
解
と
支
援
を
進

め
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
-
明
石
書
店
.

•
片
岡
美
華
2
0
1
2
青
年
期
発
達
障
害
者
の
セ
ル
フ
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ス
キ
ル
獲
得

に
む
け
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
学
研
究
費
補
助

金
）
研
究
成
果
報
告
書

•
龍
谷
大
学
文
学
部

2
0
1
3
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
朝
日
新
聞
・
河
合
塾
共
同
調
査
学
修

成
果
の
評
価

K
a
w
a
ij
u
k
u

G
u
id
e
li
n
e
，
2
0
1
3
.4
・
5
，
5
6
-5
8
．

•
高
橋
知
音
2
0
1
2
発
達
障
害
の
あ
る
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
学
研
教
育
出
版

•
東
北
福
祉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
f
u
.
a
c
.
j
p
/
c
a
m
p
u
s
l
i
f
e
/
r
u
b
r
i
c
.
h
t
m
l
（
2
0
1
4
/
1
1
/
2
3
取
得
）

2
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【
引
用
文
献
・
参
考
文
献
】

•
日
本
学
生
支
援
機
構
2
0
1
2
教
職
員
の
た
め
の
障
害
学
生
修
学
支
援
ガ
イ
ド

(
平
成
2
3
年
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改
訂
版
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/
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i
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（
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取
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）

•
福
田
真
也
2
0
1
0
Q
＆
A
大
学
生
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
-
理
解
と
支
援
を
進

め
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
-
明
石
書
店
.

•
片
岡
美
華
2
0
1
2
青
年
期
発
達
障
害
者
の
セ
ル
フ
・
ア
ド
ボ
カ
シ
ー
・
ス
キ
ル
獲
得

に
む
け
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
学
研
究
費
補
助

金
）
研
究
成
果
報
告
書

•
龍
谷
大
学
文
学
部

2
0
1
3
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
朝
日
新
聞
・
河
合
塾
共
同
調
査
学
修

成
果
の
評
価

K
a
w
a
ij
u
k
u

G
u
id
e
li
n
e
，
2
0
1
3
.4
・
5
，
5
6
-5
8
．

•
高
橋
知
音
2
0
1
2
発
達
障
害
の
あ
る
大
学
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
学
研
教
育
出
版

•
東
北
福
祉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
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2
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2014年度　学外FD関連研修会参加支援一覧

開催日時 企画名称 主催 参加者所属

2014年4月26日（土） 「カリキュラムデザインを考える」東洋大学講演会 東洋大学カリキュラム委員会 教育学科

2014年5月29日(水)
京都産業大学平成26年度　第2回全学FD/SD研修会
「ユニバーサルデザイン講義とは」

障がい学生支援推進団体あすか 社会福祉学科

2014年8月28日（木）
学校と社会をつなぐ調査　第1回調査分析結果報告と
シンポジウム

京都大学　河合塾 看護学科

2014年9月1日（月） アカデミック・ライティングを指導する 東北大学教育支援センター 教育学科

2014年9月8日（月）
「低学力支援・メンタルケアと学習センター運営」オープ
ンセミナー

大学教職員研修センター 教育学科

2014年12月13日（土） 平成26年度九州工業大学FDフォーラム 九州工業大学 教育学科

2014年12月12日（金） 平成26年度帝京大学FDフォーラム 帝京大学 教育学科

2015年2月29日（木） 大学教員のための協同学習ワークショップ 中部大学全学共通教育部　初年次教育課 教育学科

2015年2月24日（火） 反転授業はディープアクティブラーニングを促すか？ 関西大学教育開発支援センター 教職支援センター

2015年3月4日（水）
なぜアクティブ・ラーニングか、アクティブ・ラーニングを
通して何を目指すか？

金沢大学教育再生加速プログラム検討委員会 教職支援センター
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FD 関連研修会 参加報告書 

 

参加報告 

1.研修会の趣旨 

  大学教育にかかわる 3 つの方針（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリ

シー）の検証方法をはじめ、カリキュラム・マップ等のカリキュラム設計に係る手法やその意義など理

解する。 

２．研修会の概要 

(1) 3 つのポリシーの策定と一貫性構築の意義 

→学生が何を学ぶのか？また、どのように評価するのか？学生中心の全学的なカリキュラム改革は、

学問の改革でもある。3 つのポリシーの策定の取り組みは FD であり、組織学習の場である。  

(2) 目指すべき人材像の作成（第 1 ステップ） 

→時代を超えて普遍的に妥当する理性判断に基づくもの。建学の精神に示されている人材像。 

(3) DP の策定（第 2 ステップ） 

→教育活動の成果として学生に保証する最低限の基本的な資質を箇条書きで記述したもの。学生

の将来像にも意識する。 

(4) AP の策定（第 3 ステップ） 

大学学生候補者に要求した各学科の入学基準を箇条書きで記述したもの。 

→チェックポイント：口意欲・関心に偏っていないか？ 口知識・理解が欠けていないか？ 口試験制

度と対応しているか？（試験要項との関迎づけ） 口高校生（受験生）が持つ能カレベルとして適切

か？ 口高校生（受験生）ならびに保護者が理解できる表現になっているか？ 

(5) CP の策定（第 4 ステップ） 

AP で要求した能力を備えた学生に貯で示された能力を身につけるために、両者と整合性のある教

育カリキュラムが構築されているもの。 

→チェックポイント：口 DP と対応しているか？ 口 DP との対応関係が効果的に表現されているか？  

ロカリキュラムの構成原理が表現されているか？体系性：順序（垂直的接続、sequence）、内容（水平

的接続、scope）  ロカリキュラムの特徴が効果的に表現されているか？（キーワードで表現 例「○

○型」・「○○メソッド」・「○○システム」） 口大学生が理解できる表現になっているか？（メタ認知の

ツールとして） 口高校生（受験生）ならびに保護者が理解できる表現になっているか？（選択・判断

資料として） 

(6) カリキュラム評価手法の策定（第 5 ステップ） 

→分かりやすさ 例：カリキュラムマップ AP→CP→DP の可視化したマップを保護者高校生にみせる

ことで、彼らの反応が良くなった。 

(7) 取組みの効果検証 

口個別学問体系を再認識しているか 口カリキュラムの基本を認識しているか 

３．本学の FD 活動における検討課題 

 本学の印活動における検討課題 ディプロマポリシーを実現していくため①認知的領域（知識・理

解 思考・判断） ②情意的領域（関心・意欲 態度） ③精神運動的領域（技能・表現）の観点で検

討することは必要である。また、最終ゴールであるディプロマポリシー（DP）（総括的評価）を実現する

ために、出発点のアドミッションポリシー（AP）（事前評価）、中間地点のカリキュラムポリシー （形成

的評価）がある。 DP・AP・CP をぶつ切りで捉えるのではない。カリキュラムマップを可視化すること

で、 DP・AP・CPがつながっていく。そして、保護者や高校生に可視化したAP・CP・DPのマップを見

せながら大学案内をすると、保護者や高校生からの反応が良いという点にも着目したい。 

 

主 催 東洋大学 

企 画 名 称 ・テーマ 
カリキュラムデザインを考える 

〜カリキュラム・マップによる体系化の試み 

開催日＜会場＞ 平成 26 年 4 月 26 日（土）＜東洋大学＞ 

参 加 者 所 属 教育学部 教育学科 
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FD 関連研修会 参加報告書 

 

参加報告 

１．研修会の趣旨 

  研修会は、京都産業大学の障がい学生と支援者が中心となり企画され、他大学の障が

い学生に関わる教職員と共に、その取組を講師に示してもらい、その講義の特徴を（どうい

った点で配慮があるといえるのかなどについて）を講師が解説するという実践的なスタイル

ですすめられた。後半はグループワークを経て報告をおこなった。私たちのグループは発

達障がい学生への支援を中心に話し合い、発表した。 

２．研修会の概要 

  およそ 60～70 名の参加者で、20 名を超える現地スタッフを交えて約 3 時間半の取り組

みがなされた。 

３．本学の FD 活動における検討課題 

（１）こうした学習会に参加した経験を全学的に反映していこうという姿勢をまず持たなけれ

ばと思う。 

（2）PCT（パソコンテーカー）を導入する。そのためには学生が所属する障がい学生支援サ

ークルとも連携して、より積極的に育てていくことが必要である。 

 

主 催 障害学生支援推進団体あすか 

企画名称・テーマ 
第 2 回全学 FD/SD 研修会 

ユニバーサルデザインの講義とは 

開催日＜会場＞ 平成 26 年 5 月 29 日（水） ＜京都産業大学＞  

参 加 者 所 属 社会福祉学部 社会福祉学科 
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参加報告 

１．研修会の趣旨 

 京都大学と河合塾は、昨年度から高校 2年生の成長を約 10 年間追跡し、結果を報告し、新しい時代

における学校教育の社会的役割を教育現場の教員と共有し、教育実践を変えていくための示唆を提示す

る。 

２．本学の FD 活動における検討課題 

 高校 2年生から約 10 年間の追跡調査を行い、学校での学習や日常生活の過ごし方が、大学での学び

や社会に出てからの仕事や人生の過ごし方にどのような影響を及ぼすかを検討した。【高校からも堀川

高校など 4校が参加し、いずれも多くの検討を実施している高校であった。】 

高校生（4万人以上の高校生を対象）は大きく分けて 7 つのタイプがあった。危機感を持たなければ

いけない学生は、主に読書傾向タイプ（1人でいることが多く、社会性が低い。）ゲームなどを中心に、

友人関係を作る傾向タイプ。行事不参加タイプなどは、将来にたいしての見通しが立たない学生が多い。

このまま大学に入学すると、主に対人関係・自尊心感情・キャリア意識がきわめて薄いことがわかっ

た。大学内で友達とはよくしゃべるが、公共的には例えば文章がまとまらない学生の中には、この 3つ

のタイプに当てはまる学生が多い傾向であった。【高校時代の過ごし方・教育】 

看護学科でも私個人が危恨する学生の中に、何となくそつなくいろいろの授業はこなしているが、 1

つ 1つに深みがなく将来に対してもさほど真剣みがない学生がいる。本来どのように理解させて実施す

べきか？考えることがある。高校時代は、何事も適当にそつなくこなし、読書傾向やゲームを中心に友

人関係を作る傾向、行事にも不参加であった傾向もうかがえる。（もちろんこれだけではないとは思い

ますが・・・） 

大学は、学生を受け入れた以上責任を課せられる。授業もできるだけ課題発見・解決能カ・論理的思

考力など育成し、教科書の枠を超えた横断的・総合的・探究的な学習など創意工夫をし、教育活動を行

う必要性があると感じた。 

高校生の現状をデータで示していただき、よく理解をすることができた。それらを踏まえ、今後は学

習指導要領の「習得」「活用」「探究」の関係を相互に関連し合い、より探究的な学習を実施していくこ

とが重要であると考える。 

 

主 催 京都大学/河合塾 

企 画 名 称 ・テーマ 
学校と社会をつなぐ調査第 1 回調査分析結果報告とシンポジウム

社会につながる学びとはー今なぜトランジションなのか 

開催日＜会場＞ 平成 26 年 8 月 28 日(木) ＜大阪府庁 新庁舎＞ 

参 加 者 所 属 保健医療技術学部 看護学科 
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参加報告 

１．研修会の趣旨 

大学生の「書く力」アカデミック・ライティングスキル育成への関心が高まりつつある。

しかし、いざ文章指導をするとなると細かな文章表現から思考力につながる問題まで、扱

うものは広範囲である。では、その中でも学生はどんなところでつまずきやすいのか？「ア

カデミック・ライティング」の指導として大事な点は何なのか？これらの問いを学生の実際

の姿を踏まえながら考えていきたい。本セミナーでは、論文に触れる前段階である 1・2 回

生へのレポート指導も視野に入れ、学生たちをアカデミック・ライティングの理論的見地と

文系・理系両方のレボート指導の実践的見地から検討していく。 

講演 1：アカデミック・ライティングとは？（井上千以子:桜美林大学） 

講演 2：自然科学総合実験（授業）におけるレポート指導の取組み（関根勉:東北大学） 

講演 3：龍谷大学ﾗｲﾃｨﾝｸﾞｾﾝﾀｰにおけるレポート論文指導の取組み（島村健司:龍谷大学） 

質疑応答＆パネルディスカッション 

２．本学の FD 活動における検討課題 

 井上氏（桜美林大学）は、ライティング指導について「知識の質」の観点から「発展的」

と「基礎的」に分け、前者を「知識叙述型ライティング方略（knowledge−telling strategy）」、

後者を「知識変換型ライティング方略（knowledge−transforming strategy）」に分類してい

る。さらに、「知識の広がり」の観点から「一般性」と「専門性」に分類し、前者を「専門

教養型」「学習技術型」に、後者を「専門基礎型」「研究論文型」に分類している。 

アカデミック・ライティングの視点から本学の課題を考えてみると、まず卒業論文を課し

ている学部・学科とそうでない学部・学科とでは事情が異なるものと考えられる。教育学部・

教育学科は前者に該当し、そのライティング方略としての重点は「専門基礎型」及び「研究

論文型」の獲得になってくると考えられる。しかしながら、教育学部・教育学科の学生のラ

イティングスキルの現状、すなわち文章表現技法が十分身についていないまま上回生になっ

ている学生が増えてきていることを踏まえると「学習技術型」及び「専門教養型」方略の展

開も大切になってくるものと考える。故に、初年次教育を中心に 2回生頃にかけては「学習

技術型」及び「専門教養型」の方略を展開し、学生のライティングスキルの基礎的能力をし

っかりと高めることが求められるであろう。その上で 3回生から始まるゼミ活動を通して「専

門基礎型」から「研究論文型」へ、ライティングスキルを高めつつ移行していくことが望ま

しいと考える。 

また、学習支援室長の立場からその現状をみると、現在定期的に行っている「自由学習ル

ーム」の取り組みに参加してくる学生の二ーズは「レポートの書き方を教えてほしい」とす

るものが大部分を占めることから、「専門教養型」や「学習技術型」のライティング方略を

中心に展開し、学生のライティングスキルを高めることが重要であると考える。そのために

は、実際に指導を担当する教員（職員）の確保といった点が課題になってくる。今回、事例

発表をされた東北大学や龍谷大学ではこうした人材が確保されており、今後本学においても

検討すべき事案になってくると考える。 

 

主 催 東北大学大学教育支援センター 

企画名称・テーマ アカデミック・ライティングを指導する 

開催日＜会場＞ 平成 26 年 9 月 1 日（月） ＜東北大学＞  

参 加 者 所 属 教育学部 教育学科 
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参加報告 

１．研修会の趣旨 

 学習面・メンタル面に課題を抱える学生の支援の概要を知る 

 相談支援ができるようになる 

 学習センター運営に必要な知識を身につける 

 他校の運営事例からノウハウを学ぶ 

２．研修会の概要 

9:35−12:00 低学力の学生への個別対応とは（NPO 法人キズキ 仁枝 幹大） 

 低学力の学生の支援には福祉的な視点が必要 

 支援は論理で考える。思い込みによる押し付けは絶対 NG 

 相談支援には「傾聴」と「共感」の姿勢が大切 

 希望をみせること・成功体験を積み重ねることで学生は変わる 

 勉強のやり方の指導や学習習慣が大切 

 学生のタイプに合せた支援が必要 

13:30−17:00 学習支援センターの効果的な運営とは（NPO 法人キズキ 仁枝 幹大）

 低学力支援は中退予防につながる 

 運営はビジネス的な視点をもって考える 

 学習支援センターでは「発見」・「誘導」が必要 

 定義のために居場所をつくる 

 知識よりも「やり方」を教える 

３．本学の FD 活動における検討課題 

グループワークを通して、参加者間の共通問題として挙げられたのが、低学力の

学生に対する支援を行ううえでの教職員個々の認識の温度差である。低学力の学生

に対する支援だけではなく、どの課題であっても解決していくため、チームとして

の協働が必要とされる。縦割りで仕事を進めるのではなく、ワンストップで教職員

間ともに、所属している部署からどのようなことができるかをざっくばらんに話し

合える環境づくりも必要であろう。 

 

主 催 大学教職員研修センター（NPO 法人 NEWVERY） 

企画名称・テーマ 低学力支援・メンタルケアと学習センター運営 

開催日＜会場＞ 平成 26 年 9 月 8 日（月） ＜日本財団ビル＞  

参 加 者 所 属 教育学部 教育学科 
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参加報告 

１．研修会の趣旨 
今日の知識社会においては、これまでになく生涯学習やイノベーションへのニーズが増加している。

新しい知識やアイディアを創造する能力があるかどうかが生産性と成長に大きく関与することになる。

このフォーラムでは、21 世紀型スキルとその評価について最新の事情を紹介された。そして具体的に

どのように自分達の場面に活かすのか、理解を深めるためのグループワークを行った。 

２．研修会の概要 
「21 世紀型スキル 学びと評価の新たなかたち」（専修大学 望月俊男） 

21 世紀型スキル（10 スキル）は、従来あったものを教育の中で、肯定的に体験させ将来有効に活用

されることを狙いとしている。また、知識構築としてアクティブラーニングを行い、多様な考えの生成

や考えの統合を目指す。自分たちの考えやその違いがどのように生まれたのか追求していき最終的に

は、そこから新しい考え方を自分たちで生み出していくことである。 

「ICT 活用指導力の取り組み」（東京学芸大学 北澤武） 

教職系の学部生に ICT 教材を提示し検討させ事例をグループワークで討議した。具体的には、太陽と

月、地球の動きの ICT 活用指導力の取り組みの紹介があった。 

３．本学の FD 活動における検討課題 
21 世紀型スキルには、「創造性とイノベーション、批判的思考問題解決意志決定、学ぶ方の学習とメ

タ認知、コミュニケーション、コラボレーション、情報リテラシー、ICT リテラシー、シチズンシップ、

人生とキャリア教育，個人の責任と社会的責任」があげられる。これらを学校教育で肯定的に実践する

ことで、学習者が社会に出ても活用することがねらいである。したがって、一人ひとりを理解し丁寧に

支援し学習集団としてのまとまりを持たせることが重要であると思われる。現在、本学では 180 人の講

義を行なっている。毎回、導入質問をし、グループワークと発表、授業の振り返りを提出させ、フィー

ドバックを行っている。多様な意見を聞いて、仮説をたて自分の理論をまとめるというグループワーク

の意義を理解していない学生もいるが、丁寧に人間関係を作っていくことで意義を理解する。 

したがって、21 世紀スキルをねらいとする授業をするためには、丁寧な実践やフィードバック、場

合によっては人間関係も必要であると思われる。来年度は 100 人程度の授業時間になると思われるが、

講義の中で適切な教材を検討しながら、批判的思考問題解決意志決定等の学習が進むよう検討していき

たい。 

ICT とは情報（Information）通信（Communication）に関する技術（Technology）ことである。リテ

ラシーとは適切に理解・解釈し、分析し、また記述・表現する能力をさす。膨大な情報の中から、自ら

情報を取捨選択し、本当に必要なデータを選別する能力を養うことが、情報教育の中でも大切な事なの

ではないかと思う。情報の教材開発は難しいが、「生徒指導」に関する文部科学省のデータ等、公のデ

ータの紹介やその分析だけでも意義があると思われる。理解解釈分析表現は、アナログのデータでもで

きるので今後検討したい。 

 

主 催 九州工業大学 

企画名称・テーマ 
平成 26 年度九州工業大学 FD フォーラム 

21 世紀型スキル 学びと評価の新たなかたち 

開催日＜会場＞ 平成 26 年 12 月 13 日（土） ＜九州工業大学＞  

参 加 者 所 属 教育学部 教育学科 
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参加報告 

１．研修会の趣旨 

クィーンズ大学は、1841 年に創設されたオンタリオ州キングストンにあるカナダで最も歴史のある

名門大学のーつであり、Sue Fostaty Young 博士・Andy Leger 博士が所属する教授・学習センターは、

教育改善のための充実した各種 FD プログラムの紹介をとおし、アクティブラーニングについて考察す

る。 

２．研修会の概要 

 Andy Leger 博士「アクティブで協力的な学習のための教室の改革」 

従来の講義形式と比べ、アクティブラーニングが学生の学習成果、例えば知識習得量、批判的思考力、

問題解決力、コミュニケーションカを伸ばすこと、さらに教員の教授戦略に変化を促すことが研究で明

らかになってきている。そうしたアクティブラーニングの効果を高めるには教室空間の設計にも配慮す

ることが必要である。従来の教室と 50 人規模・70 人規模・136 人規模の 3つの教室を比較した。先生

方の使用頻度も増え、学生より「学び方が変化した」「グループの中で助け合うことができた」「議論

が進んだ」という意見が多数でたと報告された。 

Sue Fostatyj 博士「ICE モデル～アクティブラーニングの教授法に役に立つ枠組み」 

アクテブラーニングの定義についての説明の後、ICE モデルについて説明がなされた。 

ICE とは、Ideas（考え）、Connections（つながり）、Extensions （応用）の 3つを意味し、学習

の基本はこの 3 つに集約される。まず事実、スキル、プロセスなどの基礎知識を学び考える。企業で

はここから生まれたアイデアをつなげることで、新事業や新しい開発などのイノベーションへ応用させ

る。これまで、企業が求めるこうしたイノベーションカを持つ人材養成方法について確立したものはな

く、創造性のある新事業を創出する方法を教えることができなかったが、「ICE モデル」が普及するこ

とでこれらの問題が解決することが期待されると報告があった。 

３．本学の FD 活動における検討課題 

溝上（2007）は、学生の学習プロセスが教員の知識や考えの範囲を越える状況が大いに存在し、教員

が学生に知識や解をはっきり示せない、あるいは学生からそれらを教えられることさえある、そうした

ポストモダン教育を前提とした学習方法のーつにアクティブラーニンクがあると述べている。筆者は、

新任大学教員として 5月にアクティブラーニングの動向を学び、本学においても、また京都教育大学大

学院の講義においても実践した。本学においては、毎回導入質問を行い、学生に考えさせて行い、最後

は同様にまとめの質問を行い、話し合わせ個々の理論の統合を行わせる。本学においては、1クラス 180

人のクラスである。また、教職科目であるためシラバスの縛りもある。本学で実施する場合は、シラバ

スの遅れや個々の学生のフィードバックに膨大の時間がかかる等課題があげられる。一方京都教育大学

大学院の授業では、1クラス 30 人以下である。同様にフィードバックをしている。理論の検討および

模擬授業等比較的アクティブラーニングが無理なく効果的に行われている。従って、全ての授業におい

てアクティブラーニングをすることは困難だと思われる。現在の状況を改善するには、アクティブラー

ニングのために教室の設計を変えなくても，クリッカー（選択ボタン）を取り入れるなどで前進すると

思われる。 

 

主 催 帝京大学 

企画名称・テーマ アクティブで協力的な学習のための教室の改革 

開催日＜会場＞ 平成 26 年 12 月 12 日（金）＜帝京大学＞  

参 加 者 所 属 教育学部 教育学科 
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参加報告 

１．研修会の趣旨 

大学教育において主体的な学びを支える大きな要因として学習意欲が重視される傾向がある。特に学

習意欲を高める場としての授業について、重視されつつある。具体的には協同の価値を意識化し、その

効用を体験的に学ぶことが、学習意欲にどのような影響を与えるかワークショップを通して検討してい

く。 

２．研修会の概要 

関田一彦氏（創価大学教育学部教授・教育学習支援センター長、日本協同教育学会会長） 

 学ぶということは、授業の中で得た知識や経験を、自分がすでに持っている知識と関連付けて、その

つど自分自身が新しい全体像を作りあげることである。そうやって得られた知識は、テストが終われば

忘れてしまうような知識とは異なり、一生忘れず活用できる知識となる。そのことを、丸暗記と区別し

て「能動的学習（Active Learning）」と言う。 

Active Learning の中にはグループ学習や協同学習が含まれる。協同学習一般に言えることは、グル

ープを使った協同作業を取り入れた学習活動を柱としていることである。その場合、グループのメンバ

ーの間に、きちんとした相亙交流が保障されねばならない。 

次の条件を満たすクラスやグループによる学習は協同学習に該当する。①互恵的目標の設定、②個人

責任の明確化、③促進的相互交流の活性化、④「協同」の体験的理解の促進、の 4 つの条件を満たして

いれば、グループ内協同とグループ間競争を組み合わせた学習活動も広い意味で協同学者に含めること

ができる。また、教育理念を具現化した教授法(すなわち協同共育)としての協同学習を定義すれば、「協

力して学び合うことで、学ぶ内容の理解と習得を目指すとともに、協同の意義に気づき、協同の技能を

磨き、協同の価値を学び、内化することを促す共育活動」となる。 

 技法としては、ジグソー学習法、反転学習、ワールドカフェ等を学習した。いずれもグループ学習協

同学習を行うにあたってのグループのリスクを少なくする方法である。共通することは、学習者の能力

や実態にあわせ事前学習や負荷を考慮して、各人に責任を持たせ学習を行うようにすることである。 

３．本学の FD 活動における検討課題 

重要なことは、平成 26 年 12 月 22 日付の中央教育審議会の高大接続を踏まえた大学教育の改革であ

る。「主体性・協働性・多様性」の育成を目指した学習を行うためには、大学カリキュラム全体を検討

しその中で、 Active Learning を位置づけることである。さらに、評価の検討の必要だと考える。 

グループ学習協同学習を行うにあたってのグループのりスクを少なくする方法を学び、少人数でなく

ても Active Learning を行なう手法を学んだ。まずは、私の派遣先である京都教育大学大学院の 60 名

の院生で協同学習等 Active Learning を取り入れ試行錯誤し、佛教大学での多人数の授業で実践してみ

たい。 

 

主 催 中部大学全学共通教育部初年次教育科 

企画名称・テーマ 初年次教育大学教員のための協同学習ワークショップ 

開催日＜会場＞ 平成 27 年 2 月 19 日（木） ＜中部大学＞  

参 加 者 所 属 教育学部 
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FD 関連研修会 参加報告書 

 

参加報告 

１．研修会の趣旨 

 学生の学びが二極化する中で、反転授業の方法と効果の検討とその普及や研究の推進をす

るために研修を行う。 

２．研修会の概要 

  ※事前・・・会場前にてポスターセッション開催・・・2 ブース見学 

「反転学習を前提した対面授業デザインへ向けての授業観察からの示唆」 

「スピーキングァウトプット活動に重視した反転授業研究」  

(1)講演 1：山内祐平「反転授業による高次能力の育成」 

 反転学習の出発は困難校クリントンデール高校での個別学習から生まれた。完全修

得学習を目指し、10 分程度のビデオ学習 

 反転学習十アクティブラーニングは大変困難である。 

(2)講演Ⅱ：溝上慎一「アクティブ ラーニングとしての反転授業」 

①アクティブラーニングとしての反転授業 

一斉講義からの脱却の発想からはじまるアクティブラーニング 

②ディープ・アクティブラーニング 

コンセプトマップの実践例 

③トランディション課題として検証すべきアクティブラーナーとしての視点 

学習を社会的なつながりの中で行う意味でのアクティブラーニング 

※基本的に「おもしろい・成績につながる」でないと学生はやらない  

(3)基調講演：吉見俊哉「Attac Me!から Visualizing Postwar Tokyo まで」 

 反転授業の一例としての実践紹介 

 先行研究を批判する力をつける「Attac  Me!」 

 教科書としての MOOC の活用「Visualizing Postwar Tokyo」 

（4）パネルディスカッション（吉見・山内・溝上・青田）「テーマに迫る」 

 やってこなかった学生の取り扱い 

 予習だけではなく、復習的なこと（制作やフィールドワーク）も必要 

 ディープラーニングとは、既習知識をできるだけ繋いで視覚化・言語化すること。

「反転学習は大学教育を変えるか」 

主 催 関西大学教育開発支援センター 

企画名称・テーマ 反転授業はディープアクティブラーニングを促すか？ 

開催日＜会場＞ 平成 27 年 2 月 24 日（火）  ＜関西大学＞  

参 加 者 所 属 教職支援センター 
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 反転学習は MUST ではないが、今後も予習は必要であり、その効果・効率を考えたと

きに、このプロジェクトは必要である。 

 21 世紀は 16 世紀以来の変化の時代 

 東大・京大の学生だからできるのではない。能力の個人差はあるが、少しでも上を

目指すために行うことが大切。 

※反転授業が、ディープアクティブラーニングを促すという結論である。 

３．本学の FD 活動における検討課題 

 本学においても継続して進めるとともに、実践の集約も必要である。 
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FD 関連研修会 参加報告書 

 

参加報告 

１．研修会の趣旨 

  教育再生加速プログラムの採択を受け、今回の研修により、事業の意味やその進行に

関わる検討を行うものである。 

２．研修会の概要 

(1)講演：溝上慎一（京都大学高等教育研究開発推進センター／教育学研究科） 

「なぜアクティブラーニングか、アクティブラーニングを通して何を目指すのか？」 

 寝ている学生を起こすような発想で、アクティブラーニングを考えると話しがや

やこしくなる。 

 社会に力強く送り出す意味での、大学教育としての役割（トラジッション）と

してのアクティブラーニングを考えていく必要がある。 

 京大生と言うだけでは、就職できない。企業の面接で落ちる・・ここにトラジッ

ションの課題があり、アクティブ・ラーニングの意味がある。 

 知識の習得と活用をセットにして講義をしている欧米型の授業から、社会に出

て人と繋がりながら仕事をする能力が育成される。これを積極的に進められるの

が、アクティブ・ラーニングの意味である。 

 今改訂をされようとしている学習指導要領にもアクティブ・ラーニングの導入

が盛り込まれているが、以前あった「言語活動の充実」の視点と何ら変わらない。

［つまり、知識の活用の視点と同じではないか］ 

 FD 授業のすぐれた例として、盛岡三校の歴史科の授業実践を紹介・・・知識を言

葉にして、 PairWork で説明するという実践例［授業としての楽しさ・活気・学

びの深さへの導き方等、参考になるところが多い。  

（2）パネルディスカッション 

①金沢大学 AP 事業概要・進行説明 

②第 1〜3ワーキング進捗状況報告 

a）アクティブ・ラーニング（AL）の深化・充実の現状 

・授業カタログの構築 ・FD リーダーの育成 ・AL の全学的普及 

b）学修環境の設計整備 

主 催 金沢大学大学教育再生加速プログラム検討委員会 

企画名称・テーマ 
なぜアクティブラーニングか 

アクティブラーニングを通して何を目指すのか？ 

開催日＜会場＞ 平成 27 年 3 月 4 日（水）  ＜金沢大学＞  

参 加 者 所 属 教職支援センター 
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・ LA の設置と活用 ・AL 学修に適した学習空間の確保 

C）学修評価の定量的評価（1R） 

・ポートフォリオの作成 ・アンケート調査の実施 

③溝上慎一先生よりコメント 

・3つのワーキングが整えば、日本の最先端の大学となり、期待する。 

３．本学の FD 活動における検討課題 

 本学の取組概要は不理解のままではあるが、金沢大学の 3 つのワーキングの取

組の設計は、大変網羅的であり参考になるところが多かった。特に、本学

では、a）の部分が特に参考になるのではないかと思われた。 
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